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研究要旨

東京栄養サミットでは、①健康：栄養のユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）

への統合、②食：健康的で持続可能な食料システムの構築、③強靭性：脆弱な状況下に

おける栄養不良対策、④説明責任：データに基づくモニタリング、⑤財政：栄養改善の

ための財源確保の5つのテーマで議論され、215のステークホルダーからのエンドースを

得て「東京栄養宣言（グローバルな成長のための栄養に関する東京コンパクト; Tokyo 
Compact on Global Nutrition for Growth）」を発出し、栄養改善に向けて国際社会が

今後取り組むべき方向性を示した。さらに、181のステークホルダーから396のコミット

メントが発表され、270億ドル以上の栄養関連の資金拠出が表明されたが、世界の栄養

改善に向けた流れをさらに促進するためには、各国の栄養政策を十分に理解した上で、

わが国がどのように貢献できるかを検討する必要がある。

本研究では、①主に先進国の栄養政策に関する実態把握と課題抽出、②世界各国と日

本の栄養政策や課題についての比較、③栄養関連国際会議におけるコミットメント表明

までのプロセス分析と課題抽出（東京栄養サミット等）、④SDGs達成に必要なステー

クホルダーのコミットメント確保に関する方法論の開発と日本の強みを生かした貢献策

を明らかにすることを目的とし、最終的には世界の栄養問題の解決へ向けて日本がなし

得る具体的な貢献を提言することを目標とする。

Ａ．研究目的

2021 年 12 月 7 日～8 日に開催された東

京栄養サミット 2021（Tokyo Nutrition for 
Growth Summit 2021）は、英国政府が2012
年に主催した飢餓サミットを機に、翌年に

規模を拡大して開催されて以来、3 回目の

国際的な栄養サミットであった。実質的に

は、「誰一人取り残さない」を理念とした

Sustainable Development Goals (SDGs)が
発出されて以来初めての栄養サミットであ

り、低栄養だけでなく過栄養を含んだ栄養

不良（栄養不良の二重負荷）を初めて取り上

げるとともに、新型コロナウイルス感染症

による世界的な栄養状況の悪化に対応すべ

く、開発途上国や先進国を含めた全ての国

が対象となる画期的なものであった。
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世界における低栄養者数は、7.2-8.1 億人

（9.2-10.4%）と推計され、これは 2005 年

以降減少あるいは横ばいであったが、2019
年から新型コロナウイルス感染症の拡大を

主原因として急増している。低栄養者数は、

アジアが最多で 4.2 億人（約 54％）、次いで

アフリカが 2.8 億人（約 37％）となってい

る。一方、過栄養（過体重・肥満）者数は、

世界の 5 歳未満児の 5.7％（0.4 億人）、成

人の 13.1％と推定され、低栄養と過栄養と

もに世界各地で増加傾向がみられている。 
東京栄養サミットでは、①健康：栄養のユ

ニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）

への統合、②食：健康的で持続可能な食料シ

ステムの構築、③強靭性：脆弱な状況下にお

ける栄養不良対策、④説明責任：データに基

づくモニタリング、⑤財政：栄養改善のため

の財源確保の 5 つのテーマで議論され、215
の関係機関（ステークホルダー；国、国際機

関、市民団体、企業、学術団体等）からのエ

ンドース（賛同）を得て「東京栄養宣言（グ

ローバルな成長のための栄養に関する東京

コンパクト ; Tokyo Compact on Global 
Nutrition for Growth）」を発出し、栄養改

善に向けて国際社会が今後取り組むべき方

向性を示した。さらに、181 のステークホル

ダーから 396 のコミットメント（政策的・

資金的意図の表明）が発表され、270 億ドル

以上の栄養関連の資金拠出が表明されたが、

世界の栄養改善に向けた流れをさらに促進

するためには、各国の栄養政策を十分に理

解した上で、わが国がどのように貢献でき

るかを検討する必要がある。 
本研究では、①主に先進国の栄養政策に

関する実態把握と課題抽出、②世界各国と

日本の栄養政策や課題についての比較、③

栄養関連国際会議におけるコミットメント

表明までのプロセス分析と課題抽出（東京

栄養サミット等）、④SDGs 達成に必要なス

テークホルダーのコミットメント確保に関

する方法論の開発と日本の強みを生かした

貢献策を明らかにすることを目的とし、最

終的には世界の栄養問題の解決へ向けて日

本がなし得る具体的な貢献を提言すること

を目標とする。 
具体的なテーマは以下 6 つである。 

1) 東京栄養宣言の主要テーマを切り口と

した日本と G7 諸国の栄養政策の比較 

他の先進諸国と比較した日本の栄養

政策の課題や強みを抽出し、日本の優位

性や栄養に関する世界的潮流の中での

日本の立ち位置を検証することで、低・

中所得国における持続可能な栄養改善

政策に対して日本が寄与できることを

考察することを目的とした。 
2) WPRO Nutrition Country Profile 

Dashboard フレームワークを用いた日

本の栄養政策の現状分析 
日本が加盟しているWHO西太平洋地

域事務局（WPRO）がトラッキングツー

ルとして用いている栄養プラットフォ

ームのダッシボードを参照して、国連や

各種ドナーをステークホルダーとした

国際栄養のグローバルコンテクストの

観点で日本の栄養政策を分析し、日本の

栄養政策の特徴ならびに優位性を明ら

かにすることを目的とした。 
3) 東京栄養サミットにおけるコミットメ

ントおよび東京栄養宣言に対するエン

ドースに関する分析 
東京栄養サミットにおけるコミット

メントおよび東京栄養宣言のエンドー

スに関する分析を行い、世界の栄養政策

に対する表明の実態を明らかにするこ

とを目的とした。 
4) グローバルヘルスアジェンダを推進す

るための政治プロセスの分析に関する

研究 
2016 年日本が G7 伊勢志摩サミットの

議長国を務めた際に、主要アジェンダと

してUHC, GHA, AMRを打ち出したが、

特に UHC に焦点を当て、政治学で広く

用いられている J. Shiffman の分析フレ

ームワーク（2016）を用いて成功要因を

分析し、グローバルヘルスアジェンダを

推進するための政治プロセスの分析を

することを目的とする。 
5) 栄養政策と健康課題についての国際比

較および SDGs 達成に必要なステーク

ホルダーのコミットメント確保に関す

る方法論の開発 
世界各国と日本の栄養政策や課題に

ついての比較、および SDGs 達成に必要

なステークホルダーのコミットメント

確保に関する方法論の開発と日本の強

みを生かした貢献策を明らかにするこ
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とを目的とする。 
6) アジアの栄養改善を担う人材の教育、養

成と栄養士制度の確立の支援を目的に

した社会的実装研究 
日本栄養士会は、「東京栄養サミット

2021」で、栄養不良の二重負荷を解決す

るためには、持続可能な栄養改善が国策

として実施されることが重要であり、そ

の為の人材養成の必要性を訴え、アジア

を中心にその支援をコミットメントし

た。この研究は、その実装研究を目的に

している。 
 
Ｂ．方法 
1) 東京栄養宣言の主要テーマを切り口と

した日本と G7 諸国の栄養政策の比較 
G7 諸国（日本、フランス、アメリカ、

イギリス、ドイツ、イタリア、カナダ）

のほか、特筆すべき栄養政策が行われて

いる国を対象とし、各国政府のホームペ

ージ、研究論文を中心に情報収集した。 
2) WPRO Nutrition Country Profile 

Dashboard フレームワークを用いた日

本の栄養政策の現状分析 
WPRO 栄養国別プロファイル・ダッシ

ュボードに掲載されている WPRO37 加

盟国の栄養政策・プログラムをマトリッ

クス化して傾向を分析した。 
3) 東京栄養サミットにおけるコミットメ

ントおよび東京栄養宣言に対するエン

ドースに関する分析 
外務省の公表データを基に、東京栄養

サミットのコミットメントおよび東京

栄養宣言に対するエンドースに関する

分析を行った。 
4) グローバルヘルスアジェンダを推進す

るための政治プロセスの分析に関する

研究 
2016 年日本が G7 伊勢志摩サミット

の議長国を務めた際に、主要アジェンダ

として UHC, GHA, AMR を打ち出した

が、特に UHC に焦点を当て、政治学で

広く用いられている J. Shiffman の分析

フレームワーク（2016）を用いて成功要

因を分析した。 
5) 栄養政策と健康課題についての国際比

較および SDGs 達成に必要なステーク

ホルダーのコミットメント確保に関す

る方法論の開発 
栄養政策や課題について、国連持続可

能な開発目標（SDGs）での関連領域を明

らかにし、米・英・カナダ・欧州・西太

平洋地域における栄養政策に関する情

報収集を行い、生活習慣病対策状況およ

び食環境・食品規制等の動向把握と課題

抽出を行った。さらに、SDGs 達成に必

要なステークホルダーのコミットメン

ト確保について、関連部署や課題点、分

析方法論について検討した。 
6) アジアの栄養改善を担う人材の教育、養

成と栄養士制度の確立の支援を目的に

した社会的実装研究 
日本栄養士会は、「東京栄養サミット

2021」において、アジアを中心に持続可

能な栄養改善を進めるべき人材養成の

支援をコミットメントし、そのための実

装研究の準備を行った。ベトナム、ラオ

ス、インドネシア、タイ等のステイクホ

ルダーとシンポジューム、会議、研修会

を行い、現状の課題や進め方を検討した。 
 
（倫理面への配慮） 
公表データに基づく二次研究であるため、

倫理面は特になかった。詳細については各

分担研究報告書を参考にされたい。 
 
Ｃ．結果 
1) 東京栄養宣言の主要テーマを切り口と

した日本と G7 諸国の栄養政策の比較 
日本では市区町村における母子保健

事業の中で「栄養の UHC への統合」が

行われているが、アメリカではハイリス

ク・アプローチの中での栄養教育にとど

まっていた。日本、フランス、ドイツ、

カナダ、オランダ、スイスの食生活指針

には「健康的で持続可能な食料システム

の構築」の視点が含まれていた。「脆弱な

状況下における栄養不良対策」としての

災害時の栄養政策には、平常時の食支援

の仕組みを活かしたアメリカの戸別配

布や、温食や嗜好にも配慮したイタリア

の先進的な取り組みなど、日本にとって

も参考になる点が多くみられた。「デー

タに基づくモニタリング」としては、日

本は 1946 年からコロナ前まで国民（健

康・）栄養調査を毎年実施してきた世界

7



に類をみない国であり、自治体による食

事調査のノウハウが災害時にも活かさ

れていた。避難所における食事調査の方

法に関する研究も実施されており、その

知見は気候変動によって災害が増加し

ている諸外国の参考になると考えられ

る。 
2) WPRO Nutrition Country Profile 

Dashboard フレームワークを用いた日

本の栄養政策の現状分析 
日本の特徴は、栄養を国家アジェンダ

として位置づけながら、母子栄養や公衆

衛生サービスとして充実させているこ

と、それらと対照的に食品マーケティン

グや食品の価格統制・課税は一貫して行

っていないことが視覚的に明らかとな

った。また WPRO の栄養政策・プログ

ラム整備状況トラッキングのメカニズ

ムにおいては、日本の栄養政策に優位性

のある人材・人材育成については対象外

とされていた。特に島嶼国の栄養課題と

して特徴的な NCDs に対応するために、

慢性疾患の予防・管理に従事する人材が

必要であると考えられた。 
3) 東京栄養サミットにおけるコミットメ

ントおよび東京栄養宣言に対するエン

ドースに関する分析 
東京栄養サミットにおける 123 名の

発言内容をまとめ、基礎資料を得た。ま

た、エンドースとコミットメントに関し

ては、G7、WPRO、地域、企業等に関す

る特徴等を明らかにした。G7 に関して

は、イタリアのみがエンドースおよびコ

ミットメントを表明しておらず、WPRO
に関しては、37 か国中 6 か国（16％）の

国がエンドースおよびコミットメント

を表明していた。企業等の表明に関して

は、日本の企業等が 75％を占め、製造業

に分類される企業等が最も多かった。 
4) グローバルヘルスアジェンダを推進す

るための政治プロセスの分析に関する

研究 
首相と厚労大臣の強力なリーダーシ

ップの下、日本は G7 伊勢志摩サミット

や G7 神戸保健大臣会合などのハイレベ

ルな会議を開催した。UHC と栄養では

その取り巻く環境 ― チャンピオンの

存在や政策環境のあり方等―が大きく異

なるが、UHC の事例を参考に、Shiffman
のカテゴリーの各要素を栄養領域にお

いてどのように高めていくことができ

るのか、その検証を行うことが栄養分野

に対する政治的モメンタムを高めてい

くために今後必要となる。 
5) 栄養政策と健康課題についての国際比

較および SDGs 達成に必要なステーク

ホルダーのコミットメント確保に関す

る方法論の開発 
米国・英国・カナダでは、各国が科学

的エビデンスを基に市民向けの健康的

な食生活ガイドを提供しており、独自の

取組を展開していた。欧州共同体（EU）

は世界に先駆けて非感染性疾患（NCDs）
対策に取り組んでおり、関連する民間企

業、政府、欧州委員会、世界保健機関

（WHO）とのパートナーシップにより、

食品業界、市民社会、メディアに対して

も、食品ラベルの改善、責任あるマーケ

ティングと表示、身体活動の促進などに

関する広範な取り組みを推進していた。

EU の枠組みで、減塩、特定栄養素、飽

和脂肪、添加糖の個別討議を重ねると共

に、身体活動ガイドライン、小児肥満へ

の EU アクションプランを経て、2020 年

には持続可能な食料システムのための

戦略（'From Farm to Fork' Strategy）
で包括的議論が進められていた。EU の

取組は WHO 総会における NCD 対策関

連決議にも反映されており、国際機関

(UN, FAO（国連食糧農業機関）,World 
Food Program(WFP), UNICEF,WHO
等)、各省庁（農業、食品産業、教育、保

健、医療、福祉等の所管）、学会等のアカ

デミア、職能集団（団体）、消費者、地域

住民、患者等のステークホルダーの連携

推進が期待されていた。西太平洋地域で

は低栄養・過栄養の二重苦の課題が他の

地域より大きく、島嶼国では太平洋共同

体（SPC）を中心に対策とモニタリング

が進められていた。 
6) アジアの栄養改善を担う人材の教育、養

成と栄養士制度の確立の支援を目的に

した社会的実装研究 
日本の支援により、ベトナムでは管理

栄養士養成課程を有する大学が9校に拡

大し、職業コードの設置、病院への配置
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基準の策定、ベトナム栄養士会の設立ま

で発展した。しかし、国家資格の導入、

関係施設への配置義務、栄養専門医や看

護師との役割分担、学校給食や行政への

未配置、職能団体の運営等の課題が存在

していることが明らかになった。その他

の国に関しては、現状把握と今後の方向

性を検討した。 
 
Ｄ．考察 
1) 東京栄養宣言の主要テーマを切り口と

した日本と G7 諸国の栄養政策の比較 
日本では市区町村における母子保健

事業の中で「栄養の UHC への統合」が

行われているが、アメリカではハイリス

ク・アプローチの中での栄養教育にとど

まっていた。日本、フランス、ドイツ、

カナダ、オランダ、スイスの食生活指針

には「健康的で持続可能な食料システム

の構築」の視点が含まれていた。「脆弱な

状況下における栄養不良対策」としての

災害時の栄養政策には、平常時の食支援

の仕組みを活かしたアメリカの戸別配

布や、温食や嗜好にも配慮したイタリア

の先進的な取り組みなど、日本にとって

も参考になる点が多くみられた。「デー

タに基づくモニタリング」としては、日

本は 1946 年からコロナ前まで国民（健

康・）栄養調査を毎年実施してきた世界

に類をみない国であり、自治体による食

事調査のノウハウが災害時にも活かさ

れていた。避難所食事調査法に関する研

究も実施されており、その知見は気候変

動によって災害が増加している諸外国

の参考になると考えられる。 
2) WPRO Nutrition Country Profile 

Dashboard フレームワークを用いた日

本の栄養政策の現状分析 
日本の特徴は、栄養を国家アジェンダ

として位置づけながら、母子栄養や公衆

衛生サービスとして充実させているこ

と、それらと対照的に食品マーケティン

グや食品の価格統制・課税は一貫して行

っていないことが視覚的に明らかとな

った。特に食品マーケティングについて

は WPRO 加盟ドナー国でも唯一実施を

していない国であるので、今後の栄養協

力における弱みでもあると考えられた。

WPRO の栄養政策・プログラム整備状況

トラッキングのメカニズムにおいては、

日本の栄養政策で得意とする人材・人材

育成については対象外であった。特に島

嶼国特有の健康課題である NCDs に対

応するためには、慢性疾患の予防・管理

に従事する人材が必要だと考えられた。 
3) 東京栄養サミットにおけるコミットメ

ントおよび東京栄養宣言に対するエン

ドースに関する分析 
東京栄養サミットにおけるコミット

メントおよび東京栄養宣言のエンドー

スに関する内容を明らかにし、今後の国

際会議および栄養政策提言等における

基礎資料となると考えられる。 
4) グローバルヘルスアジェンダを推進す

るための政治プロセスの分析に関する

研究 
2030 年の UHC 達成に向けた機運が

高まるなか、2016 年の G7 議長国とし

て、日本は世界の UHC の強化に大きく

貢献した。首相と厚労大臣の強力なリー

ダーシップの下、日本は G7 伊勢志摩サ

ミットや G7 神戸保健大臣会合などのハ

イレベルな会議を開催した。UHC と栄

養ではその取り巻く環境 ― チャンピ

オンの存在や政策環境のあり方等―が大

きく異なるが、UHC の事例を参考に、

Shiffman のカテゴリーの各要素を栄養

領域においてどのように高めていくこ

とができるのか、その検証を行うことが

栄養分野に対する政治的モメンタムを

高めていくために今後必要となる。 
5) 栄養政策と健康課題についての国際比

較および SDGs 達成に必要なステーク

ホルダーのコミットメント確保に関す

る方法論の開発 
栄養施策は低栄養・過栄養の両者への

対応が必要であり、SDG2 および SDG3
領域のモニタリングが重視される。健康

的な食生活の推進と共に食環境の整備

が近年の重要な課題であり、食産業やマ

ーケティングのあり方も視野に入れた

対応が必要である。グローバル化社会に

おいて、すべての人に健康的な食へのア

クセスを確保するためには、新型コロナ

ウイルス感染症で影響を受けた公衆衛

生基盤の再構築とともに、国際機関や各
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国政府関連部署、NGO/NPO、市民団体、

食料生産者、食品産業関係者等の多様な

ステークホルダーの役割を理解し連携

を促進する必要がある。 
6) アジアの栄養改善を担う人材の教育、養

成と栄養士制度の確立の支援を目的に

した社会的実装研究 
それぞれの国に持続可能な栄養改善

を定着させるには、栄養の専門職の養成

が重要である。その為には人材養成のた

めの教育・養成制度を創設すると同時に、

新たな専門職業人としてその国に受け

入れられるべき体制づくりが必要にな

る。つまり、教育、養成としての学問的

議論と同時に、政策決定を行う行政、保

健・医療・福祉関係者、他職種、さらに

産業・経済界への働きかけも必要になる。

つまり、それぞれの国に多様な個別案件

が出現し、発生した時点で理想的な目標

と実行可能性を検討しながら進めてい

くことが必要であることが解った。 
 
Ｅ．結論 

世界の栄養問題の解決へ向けて日本がな

し得る具体的な貢献を提言することを目標

とするためのあらゆる角度からの研究とな

った。 
 
Ｆ．健康危機情報 

該当なし 
 
Ｇ．研究発表 
1．論文発表 

特になし。 
 
2．学会発表 
1. Teiji Nakamura: What "Japan 

Nutrition" has achieved and how can 
it contribute globally,22nd IUNS-
International Congress of 
Nutrition(22nd IUNS-ICN) 
Symposium.Tokyo 

2. 和田安代．栄養政策シンポジウム（厚労

省との連携シンポジウム）「国際栄養領

域における我が国のプレゼンス向上に

向けた研究」シンポジスト．第 69 回日

本栄養改善学会学術集会；2022年9月；

岡山．（ハイブリッド）栄養学雑誌．

2022;80 巻 5 号;p128 

3. Sato H, Sudo N, Tsuboyama-Kasaoka 
N, et al. 2022. Within- and Between-
shelter Variations in Foods Provided 
at Shelters During a Heavy Rain 
Disaster and the Necessary Number 
of Days for Weighed Food Record. The 
8th Asian Congress of Dietetics. 
(Poster presentation) 

4. 佐藤寛華、須藤紀子、武田環、他. 2022. 
「避難所における栄養の参照量」の改

定と活用ツール作成のためのグループ

インタビュー. 第 81回日本公衆衛生学

会総会 （口演発表） 
 
Ｈ． 知的財産権の出願・登録状況 

該当なし 
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II．分担研究報告書 
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令和４年度厚生労働科学研究費補助金

（地球規模保健課題解決推進のための行政施策に関する研究事業）

分担研究報告書

東京栄養宣言の主要テーマを切り口とした日本と G7 諸国の栄養政策の比較 

研究分担者 須藤 紀子 （お茶の水女子大学 基幹研究院自然科学系）

研究協力者 佐藤 寛華 （お茶の水女子大学大学院 人間文化創成科学研究科）

研究要旨

他の先進諸国と比較した日本の栄養政策の課題や強みを抽出し、日本の優位性や栄養

に関する世界的潮流の中での日本の立ち位置を検証することで、低・中所得国における

持続可能な栄養改善政策に対して日本が寄与できることを考察することを目的とした。

G7 諸国（日本、フランス、アメリカ、イギリス、ドイツ、イタリア、カナダ）のほ

か、特筆すべき栄養政策が行われている国を対象とし、各国政府のホームページ、研究

論文を中心に情報収集した。日本の市区町村における母子保健事業では、全ての地域住

民が無料で栄養に関するサービスや指導を受けられる体制が整えられているが、アメリ

カではハイリスク・アプローチの中での栄養教育にとどまっていた。日本、フランス、

ドイツ、カナダ、オランダ、スイスの食生活指針には「健康的で持続可能な食料システ

ムの構築」の視点が含まれていた。「脆弱な状況下における栄養不良対策」としての災

害時の栄養政策には、平常時の食支援の仕組みを活かしたアメリカの戸別配布や、温食

や嗜好にも配慮したイタリアの先進的な取り組みなど、日本にとっても参考になる点が

多くみられた。「データに基づくモニタリング」としては、日本は 1946 年からコロナ

前まで国民（健康・）栄養調査を毎年実施してきた世界に類をみない国であり、自治体

による食事調査のノウハウが災害時にも活かされていた。避難所における食事調査の方

法に関する研究も実施されており、その知見は気候変動によって災害が増加している諸

外国の参考になると考えられる。

Ａ．研究目的

2021 年の世界の低栄養人口は 7.0〜8.3
億人（世界人口の 9.8%）であり、新型コ

ロナウイルス感染拡大以降、増加傾向にあ

る。2022 年からのウクライナ戦争によっ

て世界的に食物入手が困難になり、今後も

低栄養者の割合が増加すると予想される 1。

一方で、世界の成人の肥満人口は、2016 年

時点で 6.8 億人（13%）であり、2000 年

の 3.4 億人（8.7%）からおよそ 2 倍に増

加している 1。

このような低栄養と過栄養が混在する

状態を「栄養不良の二重負荷」という 2。

低栄養から過栄養に移行する過程を栄養

転換といい、多くの低・中所得国が現在こ

れを経験している。また、先進諸国が抱え

る問題も過栄養だけではない。例えば、ア

メリカでは肥満などの過栄養が最大の問

題である一方、食料不足や微量栄養素欠乏

の問題も抱えており、国の健康増進計画で

あるヘルシーピープル 2030 には、食料安

全保障や鉄欠乏に関する目標も掲げられ

ている。

このような状況の中、低栄養だけでなく

過栄養を含む栄養不良の二重負荷を初め

て取り上げた東京栄養サミットが2021年

12 月に開催された。2013 年 6 月にロンド

ンで開催された「成長のための栄養サミッ

ト」がアフリカの飢餓を救うことを目的と

していたのに対し、東京栄養サミットは、
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先進国をも対象とした持続可能な開発目

標（SDGs）が発表されてから初めて開催

された栄養サミットであり、新型コロナウ

イルス感染症による世界的な栄養状態の

悪化に対応すべく、全ての国々を対象とし

たものであった。 
東京栄養サミットでは「健康」、「食」、

「強靭性」という 3 つのメインテーマと、

「説明責任」、「財政」という全体をカバ

ーするテーマの 5 つの観点で議論がなさ

れ、その成果物として、今後取り組むべき

方向性を示す「東京栄養宣言」が発出され

た 3。 
日本はかつて、冷害等の気候災害や戦後

の食料不足による深刻な低栄養、高度経済

成長以降の過栄養の課題に直面したが、戦

前から養成していた栄養「人材」の全国へ

の配置と、栄養素ではなく、食べ方を含め

た「食事」を中心とした科学的「エビデン

ス」に基づく「誰一人取り残さない栄養政

策」を推進し、世界一の長寿国となった 4。

また、低栄養と過栄養の課題だけでなく、

多くの自然災害を経験し、欧米諸国と比べ

て極めて短期間で高齢社会に突入した日

本の栄養政策を整理し、諸外国と比較する

ことは、世界の栄養問題解決へ向けて、日

本がなし得る貢献内容を提案する上で重

要な知見となる。他の先進諸国と比較した

日本の栄養政策の課題や強みを抽出し、日

本の優位性や栄養に関する世界的潮流の

中での日本の立ち位置を検証することで、

低・中所得国における持続可能な栄養改善

政策に対して日本が寄与できることを考

察することを目的とした。 
 

Ｂ．方法 
2023 年 5 月に広島で開催される G7 サ

ミットでの栄養政策関連の資料提供を目

的に、G7 諸国（日本、フランス、アメリ

カ、イギリス、ドイツ、イタリア、カナダ）

のほか、特筆すべき栄養政策が行われてい

る国を対象とし、各国政府のホームページ、

研究論文を中心に情報収集した。最終的に、

低・中所得国に対する栄養政策立案の技術

的支援も視野に入れているため、関連する

低・中所得国の現状も考察に入れることと

した。 
 

Ｃ. 結果 
東京栄養宣言の 5 つのテーマのうち、

栄養のための資金調達の推進である「財政」

を除いた、①「健康」、②「食」、③「強

靭性」、④「説明責任」を軸に、日本の栄

養政策を整理したものを表に示す。 
 
C-① 健康 

1 つ目の「健康」は、「栄養のユニバー

サル・ヘルス・カバレッジ（UHC）への統

合」である。 
C-①-1．乳幼児 
 日本では市区町村で母子保健事業を行

なっており、外国人を含めたすべての住民

が無料で、最も身近な保健センターで、両

親学級、乳幼児健康診査、離乳食教室など

の保健栄養サービスを受けることができ

る。保健センターでは常時電話による栄養

相談を受け付けているほか、両親学級や乳

幼児健診などの来所機会をとらえて、栄養

士や保健師による食事指導や栄養相談が

組み込まれている 5,6。離乳食の指導にお

いても、最新の知見や社会情勢をふまえて

改訂されている「授乳・離乳の支援ガイド」
7に基づく専門家による一貫した均質の指

導が、全国どこにいても受けられる。 
アメリカでは、低所得世帯の医学的もし

くは栄養学的なリスクを抱える女性と 5
歳未満の乳幼児を対象とした WIC
（Women, Infants, Children）プログラム

があり、全国に一万か所ある市レベルの

WIC クリニックにおいて、食品クーポン

の配布とともに栄養教育が実施されてい

る 8。 
また、諸外国では、保護者の低い社会経

済的地位や専門家による指導の欠如が、乳

幼児の不適切な離乳食摂取に影響してい

ることが報告されている 9,10,11。また、

2020 年の聞き取り調査によると、低・中

所得国では地域拠点での栄養指導は行わ

れておらず、サプリメントの配布のみであ

った 12。 
 

C-①-2．学童 
学童期における「栄養の UHC への統

合」として、日本では学校給食法に基づ

く学校給食と学校給食栄養管理者の配置

がある。文部科学省の令和３年度学校給
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食実施状況等調査によると 13、日本の国

公私立学校における学校給食の実施率は

95.6%、主食、おかず、ミルクからなる

完全給食の実施率は 94.3%である。 
先進国ではアメリカ農務省（United 

States Department of Agriculture: 
USDA)が National School Lunch 
Program（NSLP）を実施している 14。

文部科学省が管轄し、学校教育の一環と

して位置づけられている日本の学校給食

とは異なり、児童への栄養補給を目的と

している。 
 
C-② 食 

2 つ目の「食」は、「健康的で持続可

能な食料システムの構築」である。 
C-②-1. 食生活指針 
日本の食生活指針の①は「食事を楽し

みましょう」であり、「生活の質

（QOL）の向上」が 10 の指針の最初に

位置づけられている 15。フィンランドの

食生活指針も同様であるが 16、それ以外

の国の食生活指針は栄養素や食品の摂り

方に終始しているものが多い。また、日

本の食生活指針は、文部科学省、厚生労

働省、農林水産省の三省合同で策定され

ていることもあり、食文化や食料資源に

関する項目も盛り込まれている。「食料

の安定供給や食文化への理解」（指針

⑧）、「食料資源や環境への配慮」（指

針⑨）など、持続可能な食料システムの

視点も含まれており、これらは日本の食

生活指針の特長といえる。 
ドイツの食生活指針では、適切な栄養

バランス 17と持続可能な食生活 18の観点

から、植物性食品の摂取が推奨されてい

る。また、オランダでは、「肉類の摂取

を減らし、植物性食品を多く摂取し、

魚、豆類、種実類、卵、ベジタリアン用

食品等、様々な食品を摂取しましょう」

と記載されるほか、「私たちが口にする

食べ物は、環境に大きな影響を与えてい

る」と記述されており、環境負荷に配慮

した指針となっている 18, 19, 20。カナダの

食生活指針で示されている Canada’s 
Food Guide はプラネタリー・ヘルス・

ダイエットに類似しており、たんぱく質

が肉や魚だけでなく、植物性食品から得

られることが示されている 18, 21, 22。持続

可能性や環境への配慮についての記載は

ないが、推奨事項を実践すると、環境面

にも配慮した食生活が実現する指針とな

っている 18。フランス 23,24、スイス 25の

食生活指針では、持続可能性の観点か

ら、植物性食品のほか、地域で生産され

た食品、季節の食品を摂取することも推

奨している。 
5 つの指針から成る 2020-2025 年版の

アメリカの食生活指針（Dietary 
Guidelines for Americans: DGA）で

は、「生涯にわたる栄養」という点が指

針 1 に追加された 26。特に 2 歳までのラ

イフステージがメインとなっており、

「最初の千日間」を意識した内容となっ

ている。「最初の千日間」に対応するも

のとして、日本でも 2021 年に厚生労働

省が「妊娠前からはじめる妊産婦のため

の食生活指針」を発表している 27。DGA
のそれ以降の指針 2、3、4 をみると、食

品や栄養素の摂り方の話になっており、

諸外国の食生活指針は食品群や栄養素ベ

ースのものが多かった。 
ノルウェーでは、献立例等も付いた

「毎日の食事・10 の心得」が策定され、

書店でベストセラーとなり、広く国民に

知られるようになった 22。その結果、

1975 年から 1985 年の 10 年間に脂肪分

の摂取比率を 40%から 35%以下にすると

いう目標を達成し、1970 年代後半を境に

心臓疾患による死亡率が低下し始めた。 
 
C-②-1. フードガイド 
 日本では、食生活指針を具体的に行動

に結びつけるものとして、厚生労働省と

農林水産省が 2005 年にコマのイラスト

を用いた「食事バランスガイド」を策定

した。食事バランスガイドでは、食事を

主食、副菜、主菜、牛乳・乳製品・果物

の 5 つに分類し、区分ごとに「つ（サー

ビング: SV）」という単位を用いている
28。料理レベルで食事を区分することに

よって、惣菜や外食など調理済みのもの

を食べる場合であっても、繰り返しそう

した情報に触れることで、感覚的に適量

を判断できるようになると考えられてい

る 29。 
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 アメリカでは、2011 年に、以前の

「MyPyramid」に置き換わって

「MyPlate」というフードガイドが発表

された 30。果物、野菜、穀物、たんぱく

質源となる食品群別で４つに色分けした

皿に、乳製品を追加したものであり、バ

ランスの良い食事が視覚的に理解できる

ようになっている。MyPlate のホームペ

ージに個人の年齢、性別、身長、体重、

身体活動量を入力することで、自分に必

要な１日のエネルギー摂取量、食品群の

量を知ることができるようになっている
31。 
 イギリスにおける「The Eatwell 
Guide」は 2016 年に「Eatwell Plate」
から改訂されたフードガイドである 32。

アメリカと同様に、食品群別で何をどれ

だけ摂取すればよいかが記載されている

が、たんぱく質源の食品群では、肉以外

からの摂取が推奨されていることが特徴

である。また、エネルギー、脂質、飽和

脂肪酸、砂糖、食塩の推奨量は、市販食

品の栄養成分表示ラベルと同じデザイン

で示し、食品購入時の栄養素量の確認を

促している 33。 
ドイツでは、the German Nutrition 

Society (DGE)による 2017 年改訂の

「The German nutrition circle (DGE 
Nutrition Circle)」が使用されており、

穀物・芋類、野菜、果物、牛乳・乳製

品、肉・ソーセージ・魚・卵、油脂類の

6 つの食品群別に分類されている 19。ま

た、DGE Nutrition Circle の補助資料と

して、DGE が開発した「Three 
dimensional food pyramid」は、野菜、

果物、低脂肪乳など、積極的に摂取する

べき食品を幅の広い底辺に、菓子類、ラ

ード、脂質の多い肉類など摂取を控える

べき食品を頂点付近に配置し、推奨度で

食品を階層化したモデルとなっている
17。 

カナダでは、フードガイドが食生活指

針に取り込まれており、理想的な食事に

ついて記述されていた 21。G7 の中で

は、フランス、イタリアのみ、フードガ

イドが開発されていなかった 24, 34。 
 
C-③強靭性 

3 つ目の「強靭性」は、「脆弱な状況

下における栄養不良対策の促進」であ

る。災害大国日本における脆弱な状況と

して最も想定すべきは災害時の栄養不良

である。 
 
C-③-1. 栄養の参照量 

日本では、避難所でも調理済みのその

まま食べられる食事を提供しているが、

難民キャンプや低・中所得国では米等の

個々の食材を配り、調理は自分で行うよ

うになっている。また、栄養不良の子ど

もには栄養ビスケット等の単品で栄養素

が摂れるものも提供している。しかし、

難民キャンプでは、食料が十分でも配給

システムの問題で公平に食料が行き渡ら

なかったり、杜撰な登録や配給カードで

不正支給が生じたりすることもある。ま

た、誤った調理習慣のため、適切な量の

食事を取れずに栄養不良になるケースも

みられる 35。 
大規模災害時でも健康的な「食事」を

提供するための取り組みは、「食事」を

中心とした日本の栄養政策における重要

な要素である。一方で、個々の生の食材

や栄養成分表示のある市販食品ではな

く、様々な食材を使って調理された状態

の「食事」を提供しているため、提供食

の栄養管理や評価は難しい。 
非常時の栄養の目標量については、世

界保健機関（World Health 
Organization: WHO）36や Sphere 
Acssociation37が国際的な指標としてハ

ンドブック等を公表しているが、日本で

は、東日本大震災の際に厚生労働省が自

国民向けの「避難所における栄養の参照

量」(以下、参照量)を発出した 38, 39。参

照量は、災害時に不足が懸念されるエネ

ルギー、たんぱく質、ビタミン B1、ビタ

ミン B2、ビタミン C について示されて

おり、食品入手が制限される災害時の実

情を考慮した内容となっている 40。な

お、東日本大震災以降に起きた大規模災

害では、最新の「日本人の食事摂取基

準」の値をもとに、国勢調査から得た被

災都道府県の性・年齢階級別の人口構成

を用いて算出した参照量を被災自治体に

向けて通知している 41。 
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アメリカでは、平常時の NSLP だけで

なく、非常時の USDA による食支援プロ

グラムに用いる食品も DGA を満たすこ

とが法律で推奨されている 42。カナダに

おける非常時の食事提供も Canada’s 
Food Guide に沿うこととされている
43。 
 
C-③-2. 被災者への食事提供 
 日本では、災害対策基本法により、

国、都道府県、市町村は必要な体制を整

備し、防災計画の策定、災害予防、災害

応急対策等の措置を定めることとされて

いる 44。また、災害により一定割合以上

の住家の減失（全壊）がある場合や、多

数の者が継続的に救助を必要とする場合

は災害救助法が適用される。災害救助法

では、保健師、栄養士、調理師等の雇い

上げ、炊き出しのための食材、調味料、

調理器具の購入、炊事場の確保や簡易調

理室の設置が、国庫負担の対象となる。

炊き出しその他による食品の給与の費用

限度額は、避難者１人 1 日 1180 円であ

り、救助期間は災害発生の日から 7 日以

内である 45, 46。 
日本における被災者への食事提供は避

難所で行われるが、アメリカでは、

USDA の保管する食品（USDA Foods）
を用いた会食（congregate feeding）、

戸別配布（household distribution）、電

子カードを用いた低所得世帯への食支援

（Disaster Supplemental Nutrition 
Assistance Program: D-SNAP）の 3 つ

の形態がある。戸別配布は各家庭への

USDA Foods の配送であり、平常時から

ある食料支援の仕組みを活かしている。

D-SNAP は、基準を満たした被災世帯

が、食料品店で EBT カードによって、

食料品店で買い物ができるシステムであ

り、平常時に行われている SNAP を災害

時に応用したものである 47。避難所で使

用する乳児用調整乳や離乳食について

は、発災後 48 時間以内に FEMA が届け

ることになっており、不足している場合

は USDA の食料栄養局（Food and 
Nutrition Service: FNS）が、追加で購

入する 47。 

 イタリアでは、1992 年に市民保護法が

制定され、州、県などの行政機関

（Components）と、消防団・自衛隊・

イタリア赤十字（Italian Red Cross: 
IRC）などの支援のスキルを有する組織

（Operational Structures）が共同で災

害時対応を実施することとされている
48。国レベルの市民安全省と、州、県、

市にそれぞれ設置されている市民保護局

は、平常時においては災害対策への準

備、行政職員への災害教育、国民への啓

発活動を実施し、災害発生時には、支援

物資の調達、搬送、避難所の開設と運営

を行う 48, 49。食費等の災害支援の費用

は、公費から支払われるが、災害が発生

した際に個別法を制定し、申請が承認さ

れてから公費が支払われるシステムにな

っている 50。簡易ベッドやキッチン、テ

ントの備蓄は法令によって義務付けられ

ている 51。2012 年のエミリア地震では、

被災者は食堂用の巨大テントのもと、テ

ーブルで食事を取っており、ヒアリング

を実施したエミリア・ロマーニャ州のモ

デナ県、ボランティア団体であるアンパ

ス協会及びアルピーニ協会の各職員によ

ると、初日から温かい食事を提供してい

たとのことだった 50。 
 スイスには、活火山、活断層はなく、

火山噴火や大規模災害の懸念はほぼない

ため、自然災害としては山崩れ、風水害

の恐れがある程度だが 52、連邦政府は

1963 年の民間防衛に関する連邦法第

45、46 条のもと、家屋所有者に避難場所

を建設することを求め、1969 年にはマニ

ュアル本「民間防衛」を全戸配布し、平

常時から全てのゲマインデ（市町村にあ

たる基礎自治体）ごとに負傷者の救護、

炊き出し等の任務を課し、訓練を重ねて

有事に備えている 53。2006 年に東西冷戦

が終結したため、民家の核シェルターの

設置は任意となったが、多くの国民はそ

の後も食料や飲料水を常備した核シェル

ターを所有しており、災害時にはそこに

避難するよう連邦政府から指示されてい

る 52。 
 
C-③-3. 人的支援 
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日本におけるマンパワーとしては、被

災地行政栄養士が中心となって、平常時

から養成している食生活改善推進員を活

用した炊き出しを行うほか、外部からの

ボランティアとしては、炊き出し団体の

ほか、日本栄養士会災害支援チーム

（Japanese Dietetic Association−
Disaster Assistance Team: JDA-DAT）
が派遣される 54。他自治体からの人的支

援としては、行政栄養士の被災地派遣の

ほか、DHEAT のメンバーとして管理栄

養士が派遣されることもある 55。JDA-
DAT は、平常時に専門的トレーニングを

受けた管理栄養士・栄養士で構成され、

乳幼児、高齢者などの災害時要配慮者へ

の対応や、要配慮者用の支援物資集積場

（特殊栄養食品ステーション）の設置及

び管理を行う 54, 56。行政は一般被災者を

対象にしたポピュレーション・アプロー

チを行い、JDA-DAT は要配慮者へのハ

イリスク・アプローチを担うというすみ

わけができている。 
アメリカでは、1979 年に連邦緊急事務

管理局（Federal Emergency 
Management Agency: FEMA）が設立さ

れ、災害時対応や国民防護を担当するこ

ととなった 57。大規模災害時は、FEMA
が総合調整役となって、USDA を中心と

した食事支援を実施する 47。支援活動は

緊急事態支援機能（Emergency Support 
Function: ESF）によって分類され、食

料、水の提供、避難所開設・運営に関す

る機能は ESF #6（被災者支援）であ

り、避難所開設・炊き出し等を実施する

アメリカ赤十字（American Red Cross: 
ARC）や National Voluntary 
Organizations Active in Disaster
（National VOAD）といったボランティ

ア団体がこの機能を担うことが指定され

ている 58, 59。ARC は、メンバーの 95%
が平常時から訓練を受けており、特に重

要な役割を果たしている 60。 
カナダでは、2007 年に緊急事態管理法

（Emergency Management Act）が定め

られ、連邦政府の調整部門である Public 
Safety Canada が、緊急事態時の活動の

全体調整役を務めることとなっている。

Public Safety Canada は、連邦政府緊急

時対応計画（The Federal Emergency 
Response Plan: FERP）を、州や自治体

政府とともに定める 61。カナダもアメリ

カと同様に、ESF が存在し、ESF #5 
Public Health and Essential Human 
Services の中に緊急時の社会サービス 
（Emergency Social Service: ESS）とし

て、食料支援（Emergency Food 
Service）が含まれている 62。避難所にお

ける食事は、地域のレストラン、ホテル

の食堂管理者、栄養士等が、食料資源、

器具の確保、食事提供の問題対応などを

担当し、救世軍（Salvation Army）、カ

ナダ赤十字（Canadian Red Cross)、
Meals on Wheels などのボランティア団

体も食事提供スタッフとして従事する
63。 
イタリアのボランティアは、事前に災

害時対応についての研修を受け、ボラン

ティア団体に災害派遣希望登録をしてい

る。日本の学生等が行うボランティア活

動とは異なり、イタリアでは、料理人は

避難所で食事を作り、水道事業者は水道

復旧を行うなど、職人としてボランティ

ア活動に従事する 51。各州及び災害ボラ

ンティア団体が、災害発生 48 時間以内

に、小規模避難所を運営し、その後被災

地外の州や国が大規模避難所を設営・運

営することとなっている。 
 

C-③-4. 災害への備え 
 日本では、災害対策基本法に基づき、

都道府県及び市区町村は、避難計画や公

的備蓄等について記載した地域防災計画

を作成する。厚生労働省が東京栄養サミ

ットに合わせて制作した「大規模災害時

に備えた栄養に配慮した食料備蓄量算出

のための簡易シミュレーター」（以下、

簡易シミュレーター）は、自治体の備蓄

から供給される栄養素量を計算すること

ができるツールである 64。これも栄養の

参照量と同様、ユーザーである行政職員

の意見をもとに改訂が行われている 65。

家庭備蓄については、農林水産省が 2019
年 3 月に「災害時に備えた食品ストック

ガイド」を公表しており、「最低 3 日分

〜1 週間分」を備蓄量の目安としている
66。同時に公表された「要配慮者のため
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の災害時に備えた食品ストックガイド」

では、災害時には要配慮者用の特殊食品

の入手が難しいことを考慮して、「少な

くとも 2 週間分の備蓄」を推奨している
67。備蓄量の目安だけでなく、要配慮者

への対応法や特殊栄養食品ステーション

の設置についても記載されている。 
 アメリカでは、各地に学校給食用の食

料倉庫が備えられており、生鮮食品を含

む、平常時に使用される多様な食材を災

害時にも活用することができる 42。日本

においても、東日本大震災の後に文部科

学省の防災業務計画が改訂され、「学校

給食施設等を活用した炊き出しについて

関係機関と協力する」といった文言が入

り、2013 年度の時点で 69.7%の市町村で

「学校給食施設等の利用」が地域防災計

画等に示されるようになったものの、日

本の学校給食に使用する食材は、食品衛

生の観点から当日納入が原則であり、学

校給食のための食料備蓄をもたない点が

異なる。 
アメリカの家庭備蓄については、国土

安全保障省（Department of Homeland 
Security: DHS）が 2003 年から国民の備

蓄教育、啓発を目的とした Ready 
Campaign を開始し 68、FEMA と ARC
が 2004 年に共同で家庭備蓄に関するパ

ンフレットを公表している 69。 
スイスでは、1962 年に施設、民家に核

シェルターを設置するとともに、食料や

飲料水などを１か月以上備蓄することを

義務づけた。その費用の 75%は政府が負

担し、2017 年時点での備蓄率はほぼ

100%である 52。 
 

C-④．説明責任 
 4 つ目の「説明責任」とは「データに

基づくモニタリング」である。例えば、

避難所の食事改善のために、災害救助法

の一般基準である「炊き出しその他によ

る食品の給与」のための費用の限度額で

ある 1,180 円を超えた特別基準の適用を

都道府県庁から国に申請する場合もデー

タに基づく説明責任を果たすことが重要

である 45, 46。そのために被災自治体によ

る避難所食事調査が行われる。 
 

C-④-1. 被災自治体による避難所食事調

査 
日本は 1946 年からコロナ前まで国民

（健康・）栄養調査を毎年実施してきた

世界に類をみない国であり 4、自治体に

よる食事調査のノウハウが災害時にも活

かされている。避難所で支援活動を行う

管理栄養士・栄養士が秤量記録法や聞き

取りによって食事調査を行い、「避難所

における栄養の参照量」を用いて過不足

を評価し、食事内容の改善につなげる

（図）。最初のアセスメントにはチェッ

ク項目を中心とした 2 頁から成る「避難

所食事状況調査票」が用いられるが、こ

れだけでもおおよその栄養バランスは把

握できることが研究により確認されてい

る 70。また、食事写真から推定した食事

重量や栄養素等含有量の妥当性と再現性

も検証されており、誤差は少ないものの

人手と時間のかかる秤量記録法に代わる

避難所食事調査法の検討も行われている
71。 
 カナダでは、避難所において、Food 
Service Log Sheet によって食事を把握

し、内容の改善が検討されており 43、日

本と同様に避難所食事調査のための調査

票が作成されていた。 
 
Ｄ．考察 
D-① 健康 
D-①-1．乳幼児 

WIC プログラムはハイリスク・アプロ

ーチであるが 8、日本の母子保健事業は

すべての住民を対象とした（＝ユニバー

サル）ポピュレーション・アプローチで

あり、UHC に栄養が組み込まれてい

る。また、WIC はアメリカ連邦議会がプ

ログラムに必要な資金を蓄えておくエン

タイトルメント・プログラムではなく、

必要な資金を議会が認可する連邦補助金

プログラムである。食料品を購入できる

クーポン券（現在は電子カード）の配布

を伴うため、資金を要するが、栄養指導

をするだけでなく、健康的な食生活の実

践に必要な食料品を EBT（Electronic 
Benefit Transfer）カードというかたち

で支給している点は実現要因として有効

である。また、食料品が買えることは低
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所得の対象者にとって栄養教育を受ける

際の強力なインセンティブにもなる。一

方で、日本の乳幼児健診は母子保健法

に、自治体における保健指導は健康増進

法に規定されていており、自治体の恒常

的な事業に組み込まれているため、安定

的に実施されており、乳幼児健診の受診

率は「１歳６ヶ月児」で 95.7%、「3 歳

児」で 94.6%（令和元年度）と高く、広

くいきわたっている 72。 
 
D-①-2．学童 
日本の学校給食は、主食・主菜・副菜

のそろった食事の完成形を示すものであ

り 73、学童期から毎日それを目にしてい

るため、日本人は誰でも健康的な食事と

言われれば、主食・主菜・副菜の揃った

食事をイメージすることができる。一

方、アメリカなどの先進国の学校給食

は、カフェテリア形式で自ら選んでいく

ため、あるべき食事の姿を見る機会とは

なっておらず、生きた教材としての給食

を用いた栄養教育は行われていない。 
また、日本では栄養教諭制度があり、

教科等の指導、児童生徒に対する個別的

な相談指導が行われているが、低・中所

得国では栄養を教える人材がなく、学校

で栄養について教えていない。日本では

義務教育で栄養を教えているため、誰と

でも栄養の話をすることができるが、

低・中所得国ではそもそも栄養の概念自

体がないところもあり、新たに栄養政策

を作ろうとしてもそれを理解してもらえ

ない問題が存在する。 
 

D-② 食 
D-②-1. 食生活指針 
日本のように食生活を生活リズムの構

築や、食の循環や環境にまで広げて、包

括的に見ているものは見当たらなかっ

た。 
アメリカは日本同様、母乳代用品の規

制に関する WHO コードを批准していな

い数少ない国の一つであり 75、人工栄養

の割合が高いにも関わらず、DGA の指針

1 では生後 6 か月までは完全母乳栄養と

し、少なくとも 1 年間は母乳を与え続け

ることが示されていた 26。日本の「授

乳・離乳の支援ガイド」では、母乳育児

の支援の必要性について言及されてい

る。同ガイドでは、母乳をインターネッ

ト上で販売している実態も踏まえて、衛

生面等のリスクについて注意喚起してい

ることや、授乳の支援にあたっては母乳

だけにこだわらず、必要に応じて育児用

ミルクを使う等、適切な支援が必要であ

ることが示されている 7。以上のよう

に、アメリカと日本では、授乳のアプロ

ーチや考え方が異なっていることが見受

けられた。 
ノルウェーにおける脂肪分の摂取比率

や心臓疾患による死亡率の低下が、心得

による成果なのか判断は難しい。一方

で、低・中所得国では supplementation
や fortification による栄養素ベースの政

策が多い 12。食生活の変容によらない、

栄養素補給の介入の効果は、実験的研究

デザインを用いて政策評価しやすいと思

われる。しかし、その効果の持続は投与

期間に限定され、根本的かつ持続性のあ

る栄養改善にはつながらない。日本は、

戦後の栄養欠乏の時代であっても、栄養

指導車（キッチンカー）による栄養教育

を通じて「食事」の改善に努めていた点

が特長である。 
 
D-③強靭性 
D-③-1. 栄養の参照量 

日本では、災害時に特化した栄養の参

照量が策定されていることが特長であ

る。しかし、2013 年の全国調査では、参

照量を活用している自治体は 6.5%と少な

く 75、実情に即した値ではないことが指

摘されたため 76、実際に避難所での食事

支援を行なった被災地行政栄養士からの

意見をもとに、改定のための研究が行わ

れ 77、参照量を満たす市販食品の組み合

わせ例や災害用献立も作成されている
78。参照量を策定する（Plan）だけでな

く、災害現場で実際に使用（Do）した際

の課題を実務者から聞き取り

（Check）、値の改定に役立てる（Act）
という PDCA サイクルに基づいた改良が

行われていることは日本の栄養政策の強

みであるといえる。 
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アメリカやカナダでは平常時に使用す

る食生活指針を、災害時にも活用してい

た。しかし、2017 年のハリケーン・マリ

アの被害を受けたプエルトリコ（アメリ

カ保護領）においては、食塩や砂糖の供

給量を DGA 通りに設定することができ

ていなかったと報告されていることから
79、平常時に使われている DGA を食料事

情の異なる災害時にも適用することは難

しいと考えられた。 
 
D-③-2. 被災者への食事提供 

アメリカでは、避難所での会食のほか

に、食料の戸別配布や D-SNAP という、

平常時から行われている低所得世帯向け

の食料支援の枠組みを活かした災害時対

応が行われていた。東日本大震災の仮設

住宅にいた被災者は、それ以外（自宅、

賃貸住宅）の被災者と比較して、新鮮な

野菜、肉、魚などの摂取量が不足してい

ることや、体重が有意に増加したという

健康上の課題が報告されている 80。仮設

住宅は津波の被害の及ばない広大な空き

地にしか建設できないため、概して交通

の便が悪く、居住者は買い物にも苦労す

る。このような食環境において、食料の

戸別配布は健康的な食品へのアクセスを

保証するためにも有効である。また在宅

避難者は把握が困難であり、食支援を受

けづらいことが報告されているため、D-
SNAP のような仕組みがあれば、避難所

に食事だけを取りに行く必要がなくな

る。被災者の復旧作業の時間を奪うこと

もなく、地元商店街に対する支援にもな

りうる。 
イタリアでは、宗教上の理由からボラ

ンティア精神が根強く、８人に１人がボ

ランティア団体に所属し、平常時から盛

んに訓練を受けている 48。訓練された豊

富なボランティア人材が自治体所有のキ

ッチンカーを利用して、発災当日から温

かい食事を提供していることや、国民食

であるパスタのソースは被災者が自由に

選択できるという個人の嗜好にも配慮し

ている 50。 
 
D-③-3. 人的支援 

 日本、カナダ、イタリアでは、管理栄

養士・栄養士や料理人が、災害時の栄養

管理や炊き出しに従事していた。JDA-
DAT 発足前の東日本大震災の避難所の食

事は炭水化物中心で、野菜・果物類が少

なく、食塩の供給量が多かった 81, 82。管

理栄養士が支援に入ることで、食事の質

が改善されたという報告があることから
83、食や栄養の専門家が被災者への食事

提供を担当することで、大規模災害時で

あっても健康的な「食事」を支援するこ

とができると考えられる。 
 熊本地震以降の日本の被災地では、災

害時に通常の食事を食べられない要配慮

者のために、特殊栄養食品ステーション

が設置されるようになった 85。乳幼児や

高齢者を含む全ライフコースのほか、傷

病者や被災者までもカバーする日本の栄

養政策は災害時においても「誰一人取り

残さない」SDGs の理念に通じるもので

ある。 
 
D-④-3. 災害への備え 

日本の公的備蓄の現状をみると、行政

としての水や食料の備蓄に関すること

は、8 割以上の自治体が地域防災計画で

定めているものの、予算や保管場所の不

足により、計画通りに備蓄できている自

治体は 2 割にも満たない 85。また、家庭

備蓄率は、2021 年時点で 53.8%であり
86、東日本大震災等の大規模災害を経験

し、かつ南海トラフ巨大地震や首都直下

型地震が予想される国であるのにも関わ

らず、およそ半数の家庭で備えられてい

ない。東京都では、企業に対し、東京都

帰宅困難者対策条例によって、従業員に

3 日分の備蓄を努力義務として課してい

るが、都内企業の半数が 3 日も備蓄でき

ていないことが報道されている 87。不足

する公的備蓄を補うために、スイスのよ

うに国民に備蓄義務を課すことが求めら

れる。 
日本では、家庭備蓄の普及啓発だけな

く、各市区町村で食生活改善推進員を中

心にパッククッキングの調理実習をおこ

なうなど、災害時にも調理をおこない、

「食事」をとるための取組が行われてい

る。 

21



 

 

 

D-④．説明責任 
D-④-1. 被災地自治体による避難所食事

調査 
 避難所で提供される食事をモニタリン

グし、PDCA につなげるシステムが構築

されている点、および科学的なエビデン

スに基づく政策プロセスのために、デー

タ収集のための避難所食事調査法の検討

も研究ベースで実施されている点は日本

の強みといえる。イランでは、災害時に

送られた調理不要の支援物資が、塩分・

糖分過剰で、食物繊維が不足していたも

のの、提供された食事の栄養素量をアセ

スメントする取り組みがなかったことが

課題として挙げられている 88。チェック

項目による簡易アセスメントや写真法な

ど調査の簡略化について検討した研究

は、他国が避難所食事調査を実施する上

で参考になると考えられる。 
 
Ｅ．結論 
 日本では市区町村における母子保健事

業の中で「栄養の UHC への統合」が行

われているが、アメリカではハイリス

ク・アプローチの中での栄養教育にとど

まっていた。日本、フランス、ドイツ、

カナダ、オランダ、スイスの食生活指針

には「健康的で持続可能な食料システム

の構築」の視点が含まれていた。「脆弱

な状況下における栄養不良対策」として

の災害時の栄養政策には、平常時の食支

援の仕組みを活かしたアメリカの戸別配

布や、温食や嗜好にも配慮したイタリア

の先進的な取り組みなど、日本にとって

も参考になる点が多くみられた。「デー

タに基づくモニタリング」としては、日

本は 1946 年からコロナ前まで国民（健

康・）栄養調査を毎年実施してきた世界

に類をみない国であり、自治体による食

事調査のノウハウが災害時にも活かされ

ていた。避難所食事調査法に関する研究

も実施されており、その知見は気候変動

によって災害が増加している諸外国の参

考になると考えられる。 
 
Ｆ．健康危機情報 
 なし 
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G-1．論文発表 
 なし 
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and the Necessary Number of Days for 
Weighed Food Record. The 8th Asian 
Congress of Dietetics. (Poster 
presentation) 
・佐藤寛華、須藤紀子、武田環、他. 
2022. 「避難所における栄養の参照量」

の改定と活用ツール作成のためのグルー

プインタビュー. 第 81 回日本公衆衛生学
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 なし 
 
I． 参考文献 
1. FAO, IFAD, UNICEF, WFP, and 

WHO. 2022. The state of food 
security and nutrition in the world 
2022 
https://doi.org/10.4060/cc0639en  
2023/4/12 アクセス 

2. 加島浩子、森脇弘子．2023. ウエル

ネス公衆栄養学 2023 年版、医歯薬

出版 
3. 外務省. 2022. 東京栄養サミット

2021 の結果概要. 
https://www.mofa.go.jp/mofaj/ic/gh
p/page6_000636_00001.html 
2023/3/26 アクセス 

4. 厚生労働省. 2021. 誰一人取り残さ

ない日本の栄養政策 〜持続可能な

社会の実現のために

〜.https://www.mhlw.go.jp/nutritio
n_policy/global/pdfs/leave_no_one_
behind_jp.pdf 2023/3/26 アクセス 

5. 水田文子. 1980. 大阪府保健所栄養

士業務について. Osaka University 
Knowledge Archive 
https://ir.library.osaka-
u.ac.jp/repo/ouka/all/86114/makoto
_029_008.pdf 2023/04/11 アクセス 

22



 

 

6. 山田星三. 1986.保健所における療育

指導. 理学療法学 13(2-3): 233-235 
7. 厚生労働省. 2019. 授乳・離乳の支

援ガイド 
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpag
e_04250.html 2023/04/11 アクセス

  
8. 須藤紀子．2008．米国における

WIC（Women, Infants, and 
Children）プログラムについて．栄
養学雑誌 66(1): 47-50 

9. Tarrant RC, Younger KM, 
Sheridan-Pereira M, et al. 
2010. Factors associated with 
weaning practices in term infants: 
a prospective observational study 
in Ireland. Br J Nutr 104(10): 
1544-1554 
https://doi.org/10.1017/S000711451
0002412 

10. Kabir I, Khanam M, Agho KE, et 
al. 2012. Determinants of 
inappropriate complementary 
feeding practices in infant and 
young children in Bangladesh: 
secondary data analysis of 
Demographic Health Survey 2007. 
Matern Child Nutr 8(Suppl 1): 11-
27. https://doi.org/10.1111/j.1740-
8709.2011.00379.x 

11. Victor R, Baines SK, Agho KE, et 
al. 2014. Factors associated with 
inappropriate complementary 
feeding practices among children 
aged 6-23 months in Tanzania. 
Matern Child Nutr 10(4):545-561. 
https://doi.org/10.1111/j.1740-
8709.2012.00435.x 

12. PwC コンサルティング合同会社. 
2022. 厚生労働省 令和 3 年度子ど

も・子育て支援推進調査研究事業 
母子保健分野の栄養施策に関する海

外への情報発信に資する調査研究 
事業報告書. 
https://www.pwc.com/jp/ja/knowled
ge/track-record/assets/pdf/r3cc-
report-30.pdf  2023/4/11 アクセス 

13. 文部科学省. 2023. 令和３年度学校

給食実施状況等調査. 
https://www.mext.go.jp/b_menu/tou

kei/chousa05/kyuushoku/kekka/k_
detail/1413836.htm  2023/4/11 ア

クセス 
14. USDA. 2022. National School 

Lunch Program. 
https://www.ers.usda.gov/topics/foo
d-nutrition-assistance/child-
nutrition-programs/national-
school-lunch-program/  2023/4/11
アクセス 

15. 農林水産省. 2016. 食生活指針につ

いて. 
https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/s
hishinn.html  2023/4/11 アクセス 

16. Kuluttajaliitto(フィンランド消費者

連合). http://syohyvaa.fi/wp-
content/uploads/2015/11/EAT-
GOOD-in-english-11.11.2015x.pdf  
2023/4/11 アクセス 

17. Oberritter H, Schabethal K, 
Ruesten A ven, et al. 2013. The 
DGE Nutrition Circle – 
Presentation and basis of food-
related recommendations from the 
German Nutrition Society (DGE). 
Ernaehrungs Umschau Int 60: 24-
29 

18. 手島祐子．2023．人間と地球を健康

で幸せにするフードシステムの構

築．日本栄養士会雑誌 66(1): 14-17 
19. FAO: Food-based dietary 

guidelines – Germany. 2023. 
https://www.fao.org/nutrition/educ
ation/food-dietary-
guidelines/regions/countries/germa
ny/en/  2023/4/11 アクセス 

20. Netherlands Nutrition Centre. 
2017. Eating more sustainably 
Fact Sheet. 
https://www.voedingscentrum.nl/A
ssets/Uploads/voedingscentrum/Do
cuments/Professionals/Pers/Factsh
eets/English/Fact%20sheet_Eating
%20more%20sustainably_2017.pdf  
2023/4/11 アクセス 

21. Government of Canada. Canada’s 
food guide. 2020. https://food-
guide.canada.ca/en/healthy-eating-
recommendations/  2023/4/11 アク

セス 

23



 

 

22. 時子山ひろみ、荏開津典生、中嶋康

博．2019．フードシステムの経済学 
第 6 版．医歯薬出版 

23. Sante publique France. 2019. 
Recommendations concerning diet, 
physical activity and sedentary 
behavior for adults. 
https://www.santepubliquefrance.fr
/determinants-de-sante/nutrition-
et-activite-
physique/documents/rapport-
synthese/recommandations-
relatives-a-l-alimentation-a-l-
activite-physique-et-a-la-
sedentarite-pour-les-adultes  
2023/4/12 アクセス 

24. FAO: Food-based dietary 
guidelines – France. 2023. 
https://www.fao.org/nutrition/educ
ation/food-dietary-
guidelines/regions/countries/france/
en/  2023/4/12 アクセス 

25. Swiss Society for Nutrition. 2011. 
Swiss Food Pyramid. 
Recommendations for Healthy and 
Enjoyable Adult Diet. 
https://www.sge-
ssn.ch/media/sge_pyramid_E_basic
_20161.pdf  2023/4/12 アクセス 

26. USDA, HHS. 2020. Dietary 
Guidelines for Americans. 
https://www.dietaryguidelines.gov  
2023/4/12 アクセス 

27. 厚生労働省. 2011. 妊娠前からはじ

める妊産婦のための食生活指針. 
https://www.mhlw.go.jp/content/00
0788598.pdf  2023/4/12 アクセス 

28. 厚生労働省. 2005. 食事バランスガ

イド. 
https://www.maff.go.jp/j/balance_g
uide/  2023/4/12 アクセス 

29. 吉池信男、林芙美. 2006. 日米にお

ける新しいフードガイド〜「食事バ

ランスガイド」と”マイピラミッド”
〜. 栄養学雑誌 64(1): 1-11. 

30. USDA. Learn how to eat healthy 
with MyPlate. 
https://www.myplate.gov  
2023/4/12 アクセス 

31. USDA. MyPlate Plan. 
https://www.myplate.gov/myplate-
plan  2023/4/12 アクセス 

32. National Health Service. The 
Eatwell Guide. 2022. 
https://www.nhs.uk/live-well/eat-
well/food-guidelines-and-food-
labels/the-eatwell-guide/  
2023/4/12 アクセス 

33. National Health Service. Food 
labels. 2022. 
https://www.nhs.uk/live-well/eat-
well/food-guidelines-and-food-
labels/how-to-read-food-labels/  
2023/4/12 アクセス 

34. FAO: Food-based dietary 
guidelines – Italy. 2023.  
https://www.fao.org/nutrition/educ
ation/food-dietary-
guidelines/regions/countries/italy/e
n/  202304/12 アクセス 

35. UNHCR 日本. 難民キャンプでの生

活. https://www.unhcr.org/jp/camp  
2023/4/12 アクセス 

36. World Health Organization. 2000. 
The Management of Nutrition in 
Major Emergencies. World Health 
Organization: Geneva, 
Switzerland. 

37. Sphere Association. 2018. The 
Sphere Handbook: Humanitarian 
Charter and Minimum Standards 
in Humanitarian Response. Sphere 
Association: Geneva, Switzerland. 

38. 厚生労働省. 2011. 避難所における

食事提供の計画・評価のために当面

の目標とする栄養の参照量について. 
https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/
2r9852000001a159-
img/2r9852000001a29m.pdf 
2023/3/19 アクセス 

39. 厚生労働省. 2011. 避難所における

食事提供の計画・評価のために当面

の目標とする栄養の参照量について. 
https://www.mhlw.go.jp/content/00
0622114.pdf 2023/3/19 アクセス 

40. 土田直美、磯部澄枝、渡邉修子、他. 
2010. 新潟中越大震災が食物入手助

教及び摂取頻度に及ぼした影響−仮

24



 

 

設住宅と一般被災住宅世帯の比較−. 
日本栄養士会雑誌 53(4): 340-348 

41. 厚生労働省. 大規模災害時の栄養・

食生活支援.  
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisaku
nitsuite/bunya/0000089299_00005.
html. 2023/3/26 アクセス 

42. Public Law：H.R. 1608 (101st) : 
National Nutrition Monitoring and 
Related Research Act of 1990, 
https://www.govtrack.us/congress/b
ills/101/hr1608/text 2023/3/26 アク

セス 
43. Public Health Agency of Canada. 

2007. Emergency food service: 
planning for disasters. 
https://publications.gc.ca/site/eng/9.
689249/publication.html 

44. 内閣府. 災害対策基本法. 1961. 
https://elaws.e-
gov.go.jp/document?lawid=336AC0
000000223.  2023/3/26 アクセス 

45. 内閣府. 災害救助法による救助の程

度、方法及び機関並びに実費弁償の

基準. 2013. 
https://www.bousai.go.jp/oyakudac
hi/pdf/kyuujo_a5.pdf 2023/3/26 ア

クセス 
46. 内閣府. 2022. 災害救助法の概要. 

https://www.bousai.go.jp/oyakudac
hi/pdf/kyuujo_a7.pdf 2023/3/26 ア

クセス 
47. United States Department of 

Agriculture Food and Nutrition 
Service Food Distribution 
Division : USDA Foods Program 
Disaster Manual, https://fns-
prod.azureedge.net/sites/default/fil
es/fdd/disaster-manual.pdf. 
2023/03/22 アクセス 

48. Protezione Civile. Civil Protection 
in Italy (Basic Training in Civil 
Protection). 2022. 
https://www.protezionecivile.gov.it/
static/f72430e2c68a27106bfa228b6
3010aa5/volume-pc-eng-14-09-
2022-low_0.pdf  

49. 榛沢和彦. 2018. いのちと健康を守

る避難所づくりに活かす 18 の視点. 
東京法規出版 

50. 笠岡(坪山)宜代. 2020. イタリアの避

難所における生活支援. 日本災害食
学会誌 7(1): 15-26. 

51. 全日本民主医療機関連合会. 
2021.3.21. https://www.min-
iren.gr.jp/?p=42425  

52. 川村匡由.スイスの災害対応. 榛沢和

彦編. 2018. いのちと健康を守る避

難所づくりに活かす 18 の視点. 東京

法規出版 
53. Stanford Research Institute. 1965. 

Swiss Civil Defense. 
https://apps.dtic.mil/sti/pdfs/AD062
4929.pdf 2023/04/12 アクセス 

54. 日本栄養士会. 2014. 日本栄養士会

災害支援チーム活動マニュアル (基
礎編). 2023/3/22 アクセス 

55. 厚生労働省. 災害時健康危機管理支

援チームについて DHEAT とは？. 
https://www.mhlw.go.jp/file/05-
Shingikai-10901000-Kenkoukyoku-
Soumuka/0000131931.pdf  
2023/04/12 アクセス 

56. 食べる支援プロジェクト. 2021. 災
害時の食と栄養 支援の手引き. 
https://jvoad.jp/wp-
content/uploads/2021/08/tabepro_r
eference_word_202108.pdf  
2023/3/26 アクセス 

57. FEMA. 2021. History of FEMA. 
https://www.fema.gov/about/history  
2023/3/22 アクセス 
https://www.fema.gov/sites/default/
files/2020-
04/NRF_FINALApproved_2011028
.pdf   

58. US Department of Homeland 
Security. 2019. National Response 
Framework Forth Edition. 

59. Federal Emergency Management 
Agency. 2016. Emergency Support 
Function #6 – Mass Care, 
Emergency Assistance, Temporary 
Housing, and Human Services 
Annex,  
https://www.fema.gov/emergency-
managers/national-
preparedness/frameworks/response   
2023/3/22 アクセス 

25



 

 

60. 須藤紀子. 2013. 海外での自然災害

の取り組み・考え方, 日本栄養士会
雑誌 56, 14-17（2013) 

61. Public Safety Canada. 2011. 
National Emergency Response 
System. 
https://www.publicsafety.gc.ca/cnt/
rsrcs/pblctns/ntnl-rspns-sstm/ntnl-
rspns-sstm-eng.pdf  2023/04/12 ア

クセス 
62. Public Safety Canada. 2011. 

Federal Emergency Response Plan.  
https://www.publicsafety.gc.ca/cnt/
rsrcs/pblctns/mrgnc-rspns-
pln/mrgnc-rspns-pln-eng.pdf 
2023/04/12 アクセス 

63. Public Health Agency of Canada. 
2007. Emergency Food Service: 
Planning for Disasters. 
https://publications.gc.ca/collection
s/collection_2007/phac-aspc/HP5-
25-2007E.pdf  

64. 厚生労働省. 2020. 大規模災害時に

備えた栄養に配慮した食料備蓄量算

出のための簡易シミュレーター. 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisaku
nitsuite/bunya/0000089299_00004.
html 2023/3/26 アクセス 

65. Sudo N, Tsuboyama-Kasaoka N, 
Shimada I, et al. 2022. Attitudes 
toward using “Simple simulator for 
calculating nutritional food stocks 
in preparation for large-scale 
disasters” among local 
governmental personnel and public 
health dietitians in Japan: An 
explanatory mixed methods study. 
AIMS Public Health 9(4): 734-757. 
10.3934/publichealth.2022051  

66. 農林水産省. 2019. 災害時に備えた

食品ストックガイド. 
https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/foo
dstock/attach/pdf/guidebook-3.pdf 
2023/3/26 アクセス 

67. 農林水産省. 2019. 要配慮者のため

の災害時に備えた食品ストックガイ

ド 
https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/foo
dstock/guidebook/pdf/need_conside

ration_stockguide.pdf 2023/3/26 ア

クセス 
68. DHS. 2003. Ready. 

https://www.ready.gov/food 
2023/3/20 アクセス 

69. FEMA, ARC. 2004. Food and 
Water in an Emergency. 
https://www.fema.gov/pdf/library/f
&web.pdf 2023/3/26 アクセス 

70. Hirano A, Sudo N, Tsuboyama-
Kasaoka N, et al. 2022. Usefulness 
of simple meal screening using 
dietary assessment sheets for 
evacuation shelters. J Am Nutr 
Assoc. 
https://doi.org/10.1080/27697061.20
22.2091680 

71. Kobayashi H, Sudo N, Tsuboyama-
Kasaoka N, et al. 2023. Validity 
and reproducibility of food 
photographic estimation for 
evaluating meals in evacuation 
shelters. AIMS Public Health 
10(1): 169-182. 
10.3934/publichealth.2023013  

72. 厚生労働省. 2021. 令和元年度地域

保健・健康増進事業報告の概況. 
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saik
in/hw/c-hoken/19/dl/R01gaikyo.pdf  
2023/4/12 アクセス 

73. 農林水産省. 子どもの食育 
https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/k
odomo_navi/letstry/sample.html  
2023/4/12 アクセス 

74. 一般社団法人 乳児用液体ミルク研

究会. 2016. 乳児用液体ミルクにつ

いて 基本的な情報と寄せられた国

民の声のご紹介. 
https://www.gender.go.jp/kaigi/sen
mon/kurashikata_ishikihenkaku/k
aisai/pdf/da02-1-1.pdf 2023/04/12
アクセス 

75. 須藤紀子、松本幸子、笠岡(坪山)宜
代. 2018. 災害時の栄養・食生活支

援に対する自治体の準備状況等に関

する全国調査 –「避難所における栄

養の参照量」の認知度と活用状況に

ついて−. 日本災害食学会誌 5(2): 1-
8. 

26



 

 

76. 平野美由紀、笠岡(坪山)宜代、高田

和子. 2016.災害時における栄養支援

情報ツールの認知および使用状況. 
日本災害食学会誌 3(1): 33-41. 

77. Sudo N, Shimada I, Tsuboyama-
Kasaoka N, et al. 2021. Revising 
“Nutritional Redference Values for 
Feeding at Evacuation Shelters” 
according to nutrition assistance 
by public health dietitians based 
on past major natural disasters in 
Japan: a qualitative study. Int J 
Environ Res Public Health 18: 
10063. 

78. 佐藤寛華、須藤紀子、武田環、他. 
2022. 「避難所における栄養の参照

量」の改定と活用ツール作成のため

のグループインタビュー. 第 81 回日

本公衆衛生学会総会 口演発表 
79. Colon-Ramos U, Roess A, Robien 

K, et al. 2019. Foods Distributed 
During Federal Disaster Relief 
Response in Puerto Rico After 
Hurricane María Did Not Fully 
Meet Federal Nutrition 
Recommendations. J Acad Nutr 
Diet 119(11): 1903-1915. 
https://doi.org/10.1016/j.jand.2019.
03.015  

80. Takahashi S, Yonekura Y, Tanno 
K, et al. 2021. Increasing in body 
weight following residential 
displacement: 5-year follow-up 
after the 2011 Great East Japan 
Earthquake and Tsunami. J 
Epidemiol 31(5): 328-334. 
https://doi.org/10.2188/jea.JE20190
333 

81. Tsuboyama-Kasaoka N, Hoshi Y, 
Onodera K, et al. 2014. What 
factors were important for dietary 
improvement in emergency 
shelters after the Great East 
Japan Earthquake? Asia Pac J 
Nutr 23(1): 159–166. 

82. Inoue T, Nakao A, Kuboyama K, et 
al. 2014. Gastrointestinal 

symptoms and food/nutrition 
concerns after the great East 
Japan Earthquake in March 2011: 
survey of evacuees in a temporary 
shelter. Prehosp Disaster Med 29: 
303–306. 
https://doi.org/10.1017/S1049023X1
4000533 

83. 原田萌香、瀧沢あす香、岡純、他. 
2017. 東日本大震災の避難所におけ

る食事提供体制と食事内容に関する

研究. 日本公衆衛生雑誌 64(4): 547-
555. 
https://doi.org/10.11236/jph.64.9_5
47 

84. 日本栄養士会. 2016. 配布される食

事が食べられない方への対応につい

て. 
https://www.dietitian.or.jp/news/inf
ormation/2016/i20.html  2023/4/12
アクセス 

85. 山田佳奈美、須藤紀子、笠岡(坪山)
宜代、他. 2015. 災害時の栄養・食

生活支援に対する自治体の準備状況

等に関する全国調査〜地域防災計画

と備蓄について〜. 日本栄養士会雑
誌 58(7): 517-526. 

86. 厚生労働省. 2021. 国民健康・栄養

調査. 
https://www.mhlw.go.jp/content/10
904750/000722240.pdf  2023/4/12
アクセス 

87. 坂本恵子、須藤紀子. 2020. 食料備

蓄に関する新聞記事の分析. 日本健
康学会誌 86(6): 282-292. 
https://doi.org/10.3861/kenko.86.6_
282 

88. Ainehvand S, Raeissi P, Ravaghi 
H, et al. 2019. Natural disasters 
and challenges toward achieving 
food security response in Iran. J 
Educ Health Promot 8(1): 
51. 10.4103/jehp.jehp  

  

27



 

 

表. 東京栄養宣⾔の 4 つのテーマ別分野に関連した⽇本の栄養政策 

*1 東京栄養サミットでは①〜④に⑤財政（栄養改善のための財源確保）を加えた 5 つのテーマについて
議論された。*2M&E: Monitoring and Evaluation 

東京栄養宣⾔
のテーマ*1 

 
栄養政策 

①健康 ⺟性 ・妊娠前からはじめる妊産婦のための⾷⽣活指針 
・⺟⼦健康⼿帳（乳幼児⾝体発育曲線） 

乳幼児 乳幼児健康診査、授乳・離乳の⽀援ガイド 
学童 学校給⾷法に基づく学校給⾷、栄養教諭制度 
成⼈ 特定健診・保健指導 
⾼齢者 ・スマイルケア⾷（新しい介護⾷品） 

・介護報酬による栄養改善加算 
②⾷ 計画 健康⽇本 21、健やか親⼦ 21 

⾷育推進基本計画（第四次計画の重点事項②は「持続可能な⾷」
を⽀える⾷育の推進）  

ツール ・QOL の向上や⾷⽂化、環境への配慮も含んだ⾷⽣活指針 
・料理ベースの⾷事バランスガイド 
・５年毎に改定される⾷事摂取基準（2020 年版はフレイル予防
が改定のポイント） 
・⼋訂まで改訂されている⽇本⾷品標準成分表（⽂部科学省） 

⾷環境整備 「健康な⾷事・⾷環境」認証制度、⾷品表⽰法 
特定給⾷施設指導 

⼈材 管理栄養⼠・栄養⼠制度、⾷⽣活改善推進員 
③強靭性 貧困者 こども⾷堂、フードバンク 
  

被
災
者 

避難所の⾷事 避難所における栄養の参照量、特殊栄養⾷品ステーション 
⼈的⽀援 【⽇本栄養⼠会】⽇本栄養⼠会災害⽀援チーム（JDA-DAT） 

【厚⽣労働省】・⾏政栄養⼠の被災地派遣 
・災害時健康危機管理⽀援チーム（DHEAT） 

⾷料備蓄 【家庭】災害時に備えた⾷品ストックガイド 
【⾏政】⼤規模災害時に備えた栄養に配慮した⾷料備蓄量の算出
のための簡易シミュレーター 
【介護施設】介護報酬で BCP 策定義務付け 

 傷病者 管理栄養⼠による病院給⾷（⾏事⾷）、栄養サポートチーム 
診療報酬に基づく栄養⾷事指導料 

④説明責任 
情報を把握
し、PDCA に
つなげるｼｽﾃﾑ
（M&E*2） 

乳幼児 乳幼児⾝体発育調査、乳幼児栄養調査 
学童 学校保健統計調査  
全世代 国⺠健康・栄養調査 
被災者 被災⾃治体による避難所⾷事調査 
傷病者 患者調査、国⺠⽣活基礎調査 
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図．PDCA サイクルによる災害時の栄養対策 

出典：特定⾮営利活動法⼈⽇本栄養改善学会監修．管理栄養⼠養成のための栄養学教育モデルコアカ
リキュラム準拠 第 10 巻 公衆栄養学 2023 年版 公衆栄養活動の実践のための理論と展開．東京：医⻭
薬出版；2023, p.176 
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令和４年度厚生労働科学研究費補助金

（地球規模保健課題解決推進のための行政施策に関する研究事業）

分担研究報告書

WPRO Nutrition Country Profile Dashboard フレームワークを用いた 

日本の栄養政策の現状分析 

研究分担者 野村 真利香 （国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 

国立健康・栄養研究所・国際栄養情報センター）

研究要旨

国連や各種ドナーをステークホルダーとした国際栄養のグローバルコンテクストの観

点で日本の栄養政策を分析し、日本の栄養政策の特徴ならびに優位性を明らかにするこ

とを目的とした。WPRO栄養国別プロファイル・ダッシュボードに掲載されている

WPRO37加盟国の栄養政策・プログラムをマトリックス化して傾向を分析したところ、

日本の特徴は、栄養を国家アジェンダとして位置づけながら、母子栄養や公衆衛生サー

ビスとして充実させていること、それらと対照的に食品マーケティングや食品の価格統

制・課税は一貫して行っていないことが視覚的に明らかとなった。またWPROの栄養政

策・プログラム整備状況トラッキングのメカニズムにおいては、日本の栄養政策に優位

性のある人材・人材育成については対象外とされていた。特に島嶼国の栄養課題として

特徴的なNCDsに対応するために、慢性疾患の予防・管理に従事する人材が必要である

と考えられた。

Ａ．研究目的

 東京栄養サミットを契機として日本

政府は、人間の安全保障の理念に立ち、ユ

ニ バ ー サ ル ・ ヘ ル ス ・ カ バ レ ッ ジ

（Universal Health Coverage: UHC）の

達成に向けて「誰一人取り残さない」こと

を目的に、世界の栄養改善に向けた様々な

取組みを行っている。

その取り組みの根底には、戦後の食糧難

の時代の飢餓対策から、さまざまな栄養改

善のための制度づくり・人材育成を経て、

世界でも有数の長寿国となり、またいずれ

の世代の肥満割合を低く抑える健康指標

等、戦後 70 年をかけて栄養不良の二重負

荷に対応してきた栄養政策の歴史がある。

現代日本においても、栄養政策は予防医学

的観点から保健医療政策の基盤であり、日

本の栄養政策はさまざまな形式で、かつさ

まざまな場においてきめ細かくすべての

ライフステージを網羅するもので、すべて

の国民の健康の保持増進、生活習慣病の発

症・重症化予防、高齢者のフレイル予防等

のために不可欠である。

このように日本の栄養政策が世界に発

信できるアセットであることは、東京栄養

サミットの場をはじめ多くの人が認識す

ることとなった。しかしながら、日本の栄

養政策が、国連や各種ドナーをステークホ

ルダーとした国際栄養のグローバルコン

テクストの観点で分析されていることは

ほとんどない。

「栄養政策」とは何かについては、厚生

労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿

病等生活習慣病対策総合研究事業）栄養政

策等の社会保障費抑制効果の評価に向け

た医療経済学的な基礎研究令和 4 年分担
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研究報告書内「海外の栄養政策の評価：

WHO による栄養政策モニタリングから

見た『日本の栄養政策』の国際発信に向け

た今後の課題に関する研究」において分析

し、日本は諸外国と異なる政策展開のアプ

ローチを展開していることを示した（論文

執筆中）。そこで本研究では日本が加盟し

ている WHO 地域事務局である WPRO
（WHO 西太平洋地域事務局）がトラッキ

ングツールとして用いている栄養プラッ

トフォームのダッシュボード 1)を参照し

て、国際栄養の観点で扱われている栄養政

策・プログラムが何かを概観した上で、日

本の栄養政策・プログラムの特徴について

分析することを目的とした。 
 

Ｂ．方法 

WPRO が開発・管理している WPRO 
Nutrition Country Profile Dashboard（栄

養国別プロファイル・ダッシュボード）ウ

ェブページには、①目標、②政策、③地域

比較の 3 つのダッシュボードがある。こ

のプラットフォームを用いたトラッキン

グ方法についてWPROから情報収集した。 
その上で、①と②のダッシュボードにつ

いて詳細を把握した。③は、①の情報を国

間比較するためのダッシュボードになっ

ているために分析からは除外し、本研究で

は特に、②政策ダッシュボードで集約され

ている 38 栄養政策・プログラムについて

WPRO の全 37 加盟国を比較するためマ

トリックスとしてまとめた（図 1）。次に

WPRO 域内の他のドナー国と比較して日

本の栄養政策・プログラムの優位性を見る

ために、全加盟国のうちドナー国（オース

トラリア、中国、日本、ニュージーランド、

大韓民国）のみを抽出した（図 2）。 
なお、本研究で扱う WPRO 加盟国とは

アメリカ領サモア、オーストラリア、ブル

ネイ・ダルサラーム国、カンボジア、中国、

クック諸島、ミクロネシア連邦、フィジー、

仏領ポリネシア、アメリカ領グアム、香港

特別自治区（中国）、日本、キリバス共和

国、ラオス人民民主共和国、マカオ特別行

政区（中国）、マレーシア、マーシャル諸

島共和国、モンゴル、ナウル共和国、仏領

ニューカレドニア、ニュージーランド、ニ

ウエ、米領北マリアナ諸島自治連邦区、パ

ラオ共和国、パプアニューギニア独立国、

フィリピン共和国、英領ビトケアン諸島、

大韓民国、サモア独立国、シンガポール共

和国、ソロモン諸島、トケラウ、トンガ王

国、ツバル、バヌアツ、ベトナム社会主義

共和国、仏領ウォリス＝フツナ、計 37 カ

国である。 
 

Ｃ．結果 

WPRO Nutrition Country Profile 
Dashboard（栄養国別プロファイル・ダッ

シュボード）は、栄養目標の進捗状況をモ

ニタリングする取り組みの一環として実

施している地域的な取組みで、WHO の

様々な公式データソースを使用してプラ

ットフォーム化・ダッシュボード化してい

る 。 国 際 栄 養 目 標 (Global Nutrition 
Target 2025)と SDG2.2 の国別プロファ

イル、および NCDs 任意目標 (NCDs 
Voluntary targets)の食事関連指標の進捗

をモニタリングすることが目的で、①目標

ダッシュボードにまとめられている。これ

らの数値は、UNICEF-WHO-世界銀行の

合同栄養不良推定値を用いている。これは、

5 歳未満児の栄養不良に関する各指標に

ついて毎年更新する機関間グループによ

る数値で、このデータと分析は各国でこの

3 者によって毎年議論されて提出される

国代表値である 2)。妊娠可能年齢女性の貧

血割合はデータに限りがあるため、WHO
がモデル推計の方法を開発している 3)。 
②政策ダッシュボードには 38 の栄養政

策・プログラムが挙げられ、加盟国ごとに

その有無に関する情報が集約されている。

これらの情報は年 1 回の頻度で更新され、

最新では 2022 年 12 月 1 日に更新されて

いる。なお、 2016-2017 年に Global 
Nutrition Policy Review (GNPR)が行わ

れ、栄養関連の国際目標を達成するために

必要な栄養政策・プログラムの実施状況に

関する調査結果が発表されているが、これ

は WHO の地域事務所ごとの整備状況が

まとめられたものである 4)。 
結果を表 1 に示す。38 の栄養政策・プ

ログラムは 5 領域に分けられ、それぞれ

A)国家開発アジェンダにおける栄養、B)

31



 

 

最適な母乳育児と補完食の実践を保護、促

進、支援するための行動、C)健康的な食事

を保護、促進、支援するための法的枠組み、

D)公衆衛生プログラムおよび環境におけ

る栄養サービスの利用しやすさ、質および

実施状況、E)健康的な食事を強化し、栄養

サービスの提供と利用を確保するための

資金調達メカニズムである。 
次に WPRO37 加盟国の栄養政策・プロ

グラム整備状況を図 1 に示した。アメリ

カ領サモア、仏領ポリネシア、香港特別自

治区、マカオ特別行政区、仏領ニューカレ

ドニア、英領ビトケアン諸島、トケラウ（ニ

ュージーランド自治領）、仏領ウォリス＝

フツナ等、海外領土・自治領の国々・地域

は、情報が少なかった（Information Not 
Available: INA）。 
栄養政策・プログラムの中でも、B)の赤

ちゃんにやさしい病院イニシアティブ、母

乳育児のための休暇、産休中の現金給付な

どは INA が多かった。また、C)の食品マ

ーケティング関連についても INA が多か

った。D)の公衆政策プログラムに関する

栄養政策・プログラムについても、INA が

多くみられた。逆に、栄養表示（表面）、

食品および清涼飲料水のマーケティング

規制、食品表示における健康・栄養表示の

規制、子どもに対する食品マーケティング

規制、国家食品ベースガイドライン、飽和

脂肪酸摂取量の削減、そして価格統制や課

税などの資金調達メカニズムに関する政

策の有無に関しては、あり／なしの明確な

回答が多い傾向にあった。 
最後に、WPRO加盟国のうちドナー5カ

国における栄養政策整備状況を図 2 に示

した。日本は、ドナー5 カ国で唯一栄養に

関する全国調査がないと回答した。また唯

一、母乳代用品のマーケティングに関する

国際規約の国内措置への組み込みはなし

と回答、子どもの権利条約への IYCF 報告

もなしと回答、食品および清涼飲料水のマ

ーケティング規制はなしと回答、ならびに

食品表示における健康・栄養表示の規制に

なしと回答をした。ドナー5 カ国のうち、

INA ではなく、あり／なしの明確な回答

が最も多かったのは韓国であった。 
 

D．考察 

本研究では、WHO がトラッキングして

いる栄養政策の特徴を概観し、日本の栄養

政策が近隣地域においてどのように比較

優位なのか、国際栄養におけるグローバル

コンテクストの観点から分析することを

試みた。 
WHO でトラッキングされている栄養

政策は大きく 5 領域に分かれており、A) 
国家アジェンダとして栄養が位置付けら

れているか、B) 母子（母親の妊娠期から

子どもの 5 歳まで）の栄養、C) 健康的な

食事の促進、D) 公衆衛生（保健）サービ

スとしての栄養、E) 資金調達メカニズム

が、WHO でトラッキングされている栄養

政策・プログラムの分類における大きなカ

テゴリであることがわかる。B) や D) の
ように 2000 年以前（ミレニアム開発目標

以前）から歴史的に国際栄養の分野で行わ

れてきた栄養政策・プログラムとともに、

A)C)E)のように、持続可能な開発目標上

の新しい栄養課題に対応するように整備

されてきた栄養政策・プログラムで構成さ

れていた。 
一方で、WPRO 加盟国では非感染性疾

患（Noncommunicable Diseases: NCDs）
が特に喫緊の健康課題であるものの、

NCDs の予防・管理の実施に必要な栄養政

策・プログラムに関してはカバーが少ない

状況であった。WPRO 加盟国の UHC サ

ービスカバレッジ指数を抽出して特徴と

課題を分析した過去の研究では、特に島嶼

国の NCDs 指数（血圧と空腹時血糖）と

サービスキャパシティ指数（保健人材）の

指数が非常に低かった 5)。しかし本ダッシ

ュボードには、高血圧や高血糖のスクリー

ニング、予防・管理を担える栄養専門人材、

あるいは人材育成に関しては栄養政策・プ

ログラムとしてトラッキングの対象とは

なっていないことが明らかになった。 
保健システムの有用なフレームワーク

である WHO 6 building blocks では、リ

ーダーシップとガバナンス、サービスデリ

バリー、財政、人材、医薬品や技術、情報

システムの 6 つから保健システムの機能・

遂行を分析する 6)。この観点から見ても本

ダッシュボードにおける栄養政策・プログ

ラムの対象に人材は含まれていない。特に

WPRO 地域における NCDs 課題に対応す
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るためには、NCDs に対応できる人材（専

門人材だけでなく地域人材も含む）が極め

て重要であるので、本ダッシュボードのト

ラッキング対象とするべきであるのとと

もに、人材の充実は日本の優位性のひとつ

であると考えられる。 
A)領域では、日本は国家アジェンダと

して栄養を位置付けていることがうかが

える。日本はマルチセクター調整組織を設

置はしていないものの、食育基本法がその

役割を担っていると考えられ、マルチセク

ター・マルチステークホルダー、かつすべ

てのライフステージを対象とした包括的

枠組みとして機能している。また食生活指

針も同様の包括的枠組みを提示している

と考えられる。このように国家としてマル

チセクター調整組織が組織としては存在

しなくても、マルチセクター調整機能があ

るかどうかという観点では、日本では法律

や食生活指針がその役割を成しているこ

とが特徴である。栄養に関する全国調査は、

日本の回答は「なし」になっているが、国

民健康・栄養調査が存在しているので「あ

り」に修正することが望ましい。 
B)領域では、日本は労働基準法第 67 条

によって哺乳のための休暇が認められて

いるほか、第 65 条では産前産後の一定期

間の休業が認められている。産休中の現金

給付については、労働基準法はこれを定め

ず、各企業の就業規則による。健康保険等

の被保険者の場合は出産手当金が支給さ

れる。母乳・離乳に関しては、日本では厚

生労働省により「授乳・離乳の支援ガイド

（2019 年改訂版）」において、標準的かつ

一貫した支援を進めるための基本的な考

え方が提供されている 7)。このように、授

乳・離乳に関しては、法律によって就業に

おける権利が守られ、保健サービスの支援

も受けられる体制が整備されている点で

日本に優位性がある。 
他方、C)領域のように、不健康な食品や

清涼飲料水に関するマーケティング、コマ

ーシャル、販売規制に関しては、日本では

法律や罰則の整備はされていない。日本は

こういったマーケティング規制はないの

が特徴で、むしろ日本から世界的に有名な

キャラクターを使って食品マーケティン

グを行うのが得意で、それらは食育のアプ

ローチとして活用されていることもある。

母乳代替品のマーケティングに関する国

際規約に関しても、他のドナー国が「Some 
provision of the Code」と回答しているの

に対し、日本のみが「No legal measures」
と回答するなど、国内措置はない。このよ

うに、特に母子栄養に関する施策は先進国

を含めた多くの国で WHO や UNICEF の

ガイドラインに倣っていることが多いが、

日本は独自のアプローチをとっているの

が特徴である。他方、韓国はすべての食品

マーケティングについて「あり」と回答し

ている。 
C)の健康的な食事は、栄養不良の二重

負荷に対応するための新しい栄養政策・プ

ログラムである。国家食品ベースガイドラ

インの有無に関しては、日本には食事バラ

ンスガイドがあるが食品ベースのガイド

ラインはない。持続可能で健康的な食事を

推進するためには食事ベースではなく食

品ベースでモニタリングされる必要性が

あり、食品ベースのガイドラインの必要性

が高まっている。学校食事基準については

日本では子どもの成長に必要な栄養素と、

成長に合わせた摂取目標量が設定されて

いる。食塩摂取の低減の取組みは、日本で

は歴史的に全国運動のように実施されて

いる。しかしながら、飽和脂肪酸あるいは

トランス脂肪酸摂取の低減に関する施策

はない。日本人の摂取量が WHO 勧告基

準を下回っていることから、日本型食生活

においては大きなリスクではないことが

農林水産省のウェブページで非常にわか

りやすく説明されている 8)。他のドナー国

も未整備の分野である。 
D)領域の公衆衛生プログラムにおける

栄養の実施は、ユニバーサル・ヘルス・カ

バレッジに直接的に資する取組みとなる。

日本の回答として INA が多いが、学校給

食、SAM 管理、緊急時対応計画、鉄・葉

酸補給、ビタミン A 補給など回答可能な

ものも多い。特に緊急時対応計画への栄養

の取り込みに関しては、日本は災害時の栄

養・食生活支援に取組んでおり、日本の栄

養政策・プログラムとして優位性がある。 
E)の食品に対する価格統制、課税につ

いては WPRO の NCDs 予防対策として

重点的に進められてきたもので、ドナー国

33



 

 

すべて、特に WPRO の NCDs 対策を主導

してきた韓国においても未整備であるこ

とは意外である。図 1 に立ち返ると、砂糖

入り飲料への課税をしている国が島嶼国

を中心に多かった。島嶼国特有の食料シス

テムに働きかけるためには価格統制・課税

が優先的な選択肢になっていることがう

かがえた。 
本研究の限界として、日本の報告内容と

して INA が多いこと、また栄養政策・プ

ログラムとして該当するにもかかわらず

INA あるいはなしと回答しているものが

あったため、日本の報告内容が最新のもの

であるか、また網羅されているかについて

は検討の余地があった。栄養政策・プログ

ラムに関して日本の優位性を示すために

は、この WPRO の栄養ダッシュボードの

ような国際的なトラッキング・プラットフ

ォームにもれなく情報が提供されるよう

にしたい。 
 

Ｅ．結論 

日本の特徴は、栄養を国家アジェンダと

して位置づけながら、母子栄養や公衆衛生

サービスとして充実させていること、それ

らと対照的に食品マーケティングや食品

の価格統制・課税は一貫して行っていない

ことが視覚的に明らかとなった。特に食品

マーケティングについてはWPRO加盟ド

ナー国でも唯一実施をしていない国であ

るので、今後の栄養協力における弱みでも

あると考えられた。WPRO の栄養政策・

プログラム整備状況トラッキングのメカ

ニズムにおいては、日本の栄養政策で得意

とする人材・人材育成については対象外で

あった。特に島嶼国特有の健康課題である

NCDs に対応するためには、慢性疾患の予

防・管理に従事する人材が必要だと考えら

れた。 
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ri

tio
n 

cl
ai

m
s o

n 
fo

od
 la

be
ls

: 
⾷

品
表

⽰
に

お
け

る
健

康
・

栄
養

表
⽰

の
規

制
 

コ
ー

デ
ッ

ク
ス

規
格

に
沿

っ
た

、
あ

る
い

は
よ

り
規

模
し

い
栄

養
表

⽰
と

健
康

強
調

表
⽰

の
規

格
を

設
け

て
い

る
か

ど
う

か
。

 
W

H
O

 2
00

4.
 N

ut
ri

tio
n 

la
be

ls
 a

nd
 h

ea
lth

 c
la

im
s:

 th
e 

gl
ob

al
 

re
gu

la
to

ry
 e

nv
ir

on
m

en
t 

R
es

tr
ic

tio
ns

 o
f T

V
 m

ar
ke

tin
g 

to
 c

hi
ld

re
n:

 ⼦
ど

も
へ

の
T

V
コ

マ
ー

シ
ャ

ル
規

制
 

特
に

⼦
ど

も
に

向
け

て
、

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
⼿

法
の

⼒
を

弱
め

、
⼦

ど
も

た
ち

の
露

出
を

減
ら

す
た

め
の

情
報

と
政

策
が

と
ら

れ
る

べ
き

と
、

W
PR

O
地

域
会

合
で

決
議

さ
れ

て
い

る
。

 

W
H

O
 2

01
9.

 W
PR

 R
C

70
 6

 P
ro

te
ct

in
g 

ch
ild

re
n 

fr
om

 th
e 

ha
rm

fu
l i

m
pa

ct
 o

f f
oo

d 
m

ar
ke

tin
g 

R
es

tr
ic

tio
ns

 o
n 

m
ar

ke
tin

g 
in

 sc
ho

ol
s:

 学
校

で
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
規

制
 

特
に

⼦
ど

も
の

い
る

環
境

に
お

い
て

、
保

育
園

、
学

校
だ

け
で

な
く

、
学

校
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
や

プ
レ

ス
ク

ー
ル

・
セ

ン
タ

ー
、

遊
び

場
、

内
科

・
⼩

児
科

の
サ

ー
ビ

ス
や

 ス
ポ

ー
ツ

や
⽂

化
的

な
活

動
を

し
て

い
る

場
で

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
⼿

法
の

⼒
を

弱
め

、
⼦

ど
も

た
ち

の
露

出
を

減
ら

す
た

め
の

情
報

と
政

策
が

と
ら

れ
る

べ
き

と
、

W
PR

O
地

域
会

合
で

決
議

さ
れ

て
い

る
。

 

W
H

O
 2

01
0.

 S
et

 o
f r

ec
om

m
en

da
tio

ns
 o

n 
th

e 
m

ar
ke

tin
g 

of
 

fo
od

s a
nd

 n
on

-a
lc

oh
ol

ic
 b

ev
er

ag
es

 to
 c

hi
ld

re
n 

35



  

R
es

tr
ic

tio
ns

 o
n 

se
lli

ng
 u

nh
ea

lth
y 

fo
od

 a
nd

 n
on

-a
lc

oh
ol

ic
 

be
ve

ra
ge

s i
n 

sc
ho

ol
s:

 学
校

で
の

不
健

康
な

⾷
べ

物
や

清
涼

飲
料

⽔
の

販
売

規
制

 

特
に

⼦
ど

も
の

い
る

環
境

に
お

い
て

、
保

育
園

、
学

校
だ

け
で

な
く

、
学

校
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
や

プ
レ

ス
ク

ー
ル

・
セ

ン
タ

ー
、

遊
び

場
、

内
科

・
⼩

児
科

の
サ

ー
ビ

ス
や

 ス
ポ

ー
ツ

や
⽂

化
的

な
活

動
の

場
で

、
ア

ル
コ

ー
ル

飲
料

、
飽

和
脂

肪
、

塩
分

、
遊

離
糖

の
多

い
⾷

品
（

H
FS

S
⾷

品
）

な
ど

多
く

の
不

健
康

な
製

品
が

販
売

さ
れ

な
い

よ
う

な
規

制
が

存
在

す
る

か
。

⼩
児

肥
満

予
防

の
た

め
の

重
要

な
政

策
。

 

 

R
eg

ul
at

io
n 

of
 fo

od
 m

ar
ke

tin
g 

to
 c

hi
ld

re
n:

 ⼦
ど

も
に

対
す

る
⾷

品
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

規
制

 

20
10

年
5

⽉
の

第
63

回
世

界
保

健
総

会
に

提
出

さ
れ

た
、

⼦
ど

も
に

対
す

る
⾷

品
と

⾮
ア

ル
コ

ー
ル

飲
料

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

に
関

す
る

⼀
連

の
勧

告
と

、
そ

れ
を

⽀
持

す
る

決
議

（
W

H
A

63
.1

4）
に

W
H

O
加

盟
国

の
⾏

動
案

が
⽰

さ
れ

て
い

る
。

ア
ル

コ
ー

ル
飲

料
、

飽
和

脂
肪

、
塩

分
、

遊
離

糖
の

多
い

⾷
品

（
H

FS
S

⾷
品

）
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
が

⼦
ど

も
に

与
え

る
影

響
を

軽
減

す
る

た
め

に
、

加
盟

国
に

、
国

内
お

よ
び

国
際

的
な

⾏
動

を
求

め
て

い
る

。
 

W
H

O
 2

01
0.

 S
et

 o
f r

ec
om

m
en

da
tio

ns
 o

n 
th

e 
m

ar
ke

tin
g 

of
 

fo
od

s a
nd

 n
on

-a
lc

oh
ol

ic
 b

ev
er

ag
es

 to
 c

hi
ld

re
n 

H
ea

lth
y 

D
ie

ts
: 

健
康

的
な

⾷
事

 
―

 
―

 

N
at

io
na

l f
oo

d-
ba

se
d 

gu
id

el
in

es
: 

国
家

⾷
品

ベ
ー

ス
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
 

⾷
品

に
基

づ
く

⾷
事

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
⾷

⽣
活

指
針

と
も

い
う

）
は

、
健

康
的

な
⾷

習
慣

と
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

を
育

む
た

め
に

、
公

共
の

⾷
品

・
栄

養
、

健
康

、
農

業
政

策
、

栄
養

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

基
礎

を
確

⽴
す

る
こ

と
を

⽬
的

と
し

て
い

る
。

健
康

を
促

進
し

、
⾷

事
関

連
の

⾮
感

染
性

疾
患

を
予

防
す

る
た

め
に

必
要

な
栄

養
素

を
⼀

般
市

⺠
に

提
供

す
る

た
め

の
⾷

品
、

⾷
品

群
、

⾷
事

パ
タ

ー
ン

に
関

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
を

提
供

す
る

も
の

。
国

際
機

関
が

定
め

た
画

⼀
的

な
も

の
は

な
く

、
各

国
が

独
⾃

に
定

め
る

も
の

。
 

FA
O

. h
tt

ps
://

w
w

w
.fa

o.
or

g/
nu

tr
iti

on
/n

ut
ri

tio
n-

ed
uc

at
io

n/
fo

od
-d

ie
ta

ry
-g

ui
de

lin
es

/e
n/

 

Sc
ho

ol
 fo

od
 st

an
da

rd
s:

 学
校

⾷
事

基
準

 

学
校

給
⾷

基
準

は
、

⼦
ど

も
た

ち
が

健
康

的
な

⾷
習

慣
を

⾝
に

つ
け

、
学

校
⽣

活
全

体
で

必
要

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
栄

養
を

確
保

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

の
も

の
で

、
学

校
で

ど
の

種
類

の
⾷

品
を

ど
の

く
ら

い
の

頻
度

で
提

供
す

べ
き

か
を

定
め

て
い

る
。

多
く

の
国

で
は

1
⽇

の
3

分
の

1
量

を
⽬

安
と

し
て

い
る

。
国

際
機

関
が

定
め

た
画

⼀
的

な
も

の
は

な
く

、
各

国
が

独
⾃

に
定

め
る

も
の

。
 

―
 

R
ed

uc
e 

po
pu

la
tio

n 
sa

tu
ra

te
d 

fa
tt

y 
ac

id
 in

ta
ke

: 
⼈

⼝
の

飽
和

脂
肪

酸
摂

取
量

の
削

減
 

飽
和

脂
肪

酸
の

⼤
量

摂
取

は
、

⼼
⾎

管
疾

患
の

危
険

因
⼦

と
広

く
考

え
ら

れ
る

た
め

、
20

02
年

W
H

O
/F

A
O

は
N

C
D

s予
防

の
た

め
に

SF
A

の
消

費
量

を
⼈

の
総

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

の
10

％
未

満
に

す
る

よ
う

勧
告

。
飽

和
脂

肪
摂

取
量

の
変

化
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

た
め

に
、

総
脂

肪
摂

取
量

な
ど

か
ら

計
算

す
る

こ
と

も
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

W
H

O
 2

01
2.

 h
tt

ps
://

ap
ps

.w
ho

.in
t/g

b/
N

C
D

s/
pd

f/A
_N

C
D

_2
-

en
.p

df
 

St
an

da
rd

s f
or

 p
ro

du
ct

 r
ef

or
m

ul
at

io
n 

to
 r

ed
uc

e 
or

 e
lim

in
at

e 
tr

an
s f

at
s:

 ト
ラ

ン
ス

脂
肪

酸
を

低
減

・
除

去
す

る
た

め
の

製
品

改
質

の
基

準
 

⼯
業

的
に

⽣
産

さ
れ

た
ト

ラ
ン

ス
脂

肪
酸

（
T

FA
）

を
⾷

品
供

給
か

ら
排

除
す

る
こ

と
は

、
20

19
年

か
ら

20
23

年
の

W
H

O
の

活
動

指
針

に
お

け
る

優
先

⽬
標

の
1

つ
。

 

W
H

O
 2

02
1.

 R
E

PL
A

C
E

 tr
an

s-
fa

t:
 a

n 
ac

tio
n 

pa
ck

ag
e 

to
 

el
im

in
at

e 
in

du
st

ri
al

ly
 p

ro
du

ce
d 

tr
an

s-
fa

tt
y 

ac
id

s 
W

H
O

 2
02

2.
 R

ef
or

m
ul

at
io

n 
of

 fo
od

 a
nd

 b
ev

er
ag

e 
pr

od
uc

ts
 

fo
r 

he
al

th
ie

r 
di

et
s:

 p
ol

ic
y 

br
ie

f 

R
ed

uc
e 

po
pu

la
tio

n 
sa

lt 
co

ns
um

pt
io

n:
 ⾷

塩
摂

取
の

低
減

 

W
H

O
加

盟
国

は
、

20
25

年
ま

で
に

世
界

⼈
⼝

の
塩

分
摂

取
量

を
相

対
的

に
30

％
削

減
す

る
こ

と
に

合
意

し
て

い
る

。
⾷

品
メ

ー
カ
―

や
⼩

売
業

者
が

減
塩

⾷
品

を
製

造
す

る
こ

と
、

減
塩

⾷
品

の
⼊

⼿
可

能
性

の
向

上
（

環
境

づ
く

り
）

、
消

費
者

意
識

と
住

⺠
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
、

ま
た

⼈
⼝

の
塩

分
摂

取
量

や
⾷

事
中

の
塩

分
源

、
塩

分
摂

取
⾏

動
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
て

政
策

決
定

に
役

⽴
て

る
こ

と
な

ど
。

 

W
H

O
 2

02
0.

 F
ac

t s
he

et
: S

al
t r

ed
uc

tio
n 

St
an

da
rd

s f
or

 p
ro

du
ct

 r
ef

or
m

ul
at

io
n 

to
 r

ed
uc

e 
su

ga
r:

 砂
糖

を
低

減
す

る
た

め
の

製
品

改
質

の
基

準
 

特
に

清
涼

飲
料

⽔
（

Su
ga

r-
sw

ee
te

ne
d 

be
ve

ra
ge

s）
な

ど
に

含
ま

れ
る

糖
分

を
減

ら
し

て
飲

料
製

品
の

リ
・

フ
ォ

ー
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

政
策

を
実

施
す

る
こ

と
が

推
奨

さ
れ

て
い

る
。

 

W
H

O
 2

02
2.

 R
ef

or
m

ul
at

io
n 

of
 fo

od
 a

nd
 b

ev
er

ag
e 

pr
od

uc
ts

 
fo

r 
he

al
th

ie
r 

di
et

s:
 p

ol
ic

y 
br

ie
f 

M
ic

ro
nu

tr
ie

nt
 F

or
tif

ic
at

io
n:

 微
量

栄
養

素
⾷

品
添

加
 

―
 

―
 

Sa
lt 

io
di

za
tio

n:
 ヨ

ー
ド

添
加

塩
 

W
H

O
は

、
ヨ

ー
ド

添
加

塩
を

1
⽇

に
5g

未
満

を
摂

取
を

推
奨

し
て

い
る

。
こ

れ
は

微
量

栄
養

素
⽋

乏
で

あ
る

ヨ
ー

ド
⽋

乏
と

、
N

C
D

s予
防

の
た

め
の

⾷
塩

摂
取

の
低

減
と

、
2

つ
の

栄
養

課
題

に
取

組
む

こ
と

に
な

る
。

 

W
H

O
 2

02
2.

 U
ni

ve
rs

al
 sa

lt 
io

di
za

tio
n 

an
d 

so
di

um
 in

ta
ke

 
re

du
ct

io
n:

 c
om

pa
tib

le
, c

os
t-

ef
fe

ct
iv

e 
st

ra
te

gi
es

 o
f g

re
at

 
pu

bl
ic

 h
ea

lth
 b

en
ef

it 

Fo
rt

ifi
ca

tio
n 

w
ith

 ir
on

: 
鉄

添
加

 
W

H
O

は
、

健
康

ア
ウ

ト
カ

ム
の

改
善

を
⽬

的
と

し
た

鉄
添

加
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
各

種
発

表
し

て
い

る
。

20
世

紀
か

ら
取

り
組

ま
れ

て
い

る
が

、
い

ま
だ

な
お

鉄
⽋

乏
性

貧
⾎

は
も

っ
と

も
深

刻
な

微
量

栄
養

素
⽋

乏
で

あ
る

。
 

W
H

O
 2

6.
 G

ui
de

lin
es

 o
n 

fo
od

 fo
rt

ifi
ca

tio
n 

w
ith

 
m

ic
ro

nu
tr

ie
nt

s 

Fo
rt

ifi
ca

tio
n 

w
ith

 fo
lic

 a
ci

d:
 葉

酸
添

加
 

W
H

O
は

、
妊

娠
可

能
年

齢
の

⼥
性

に
は

、
⼗

分
な

⾷
事

摂
取

、
特

に
葉

酸
の

サ
プ

リ
メ

ン
ト

が
推

奨
さ

れ
て

い
る

が
、

公
衆

衛
⽣

的
な

対
策

と
し

て
⼩

⻨
粉

な
ど

の
主

⾷
に

葉
酸

添
加

を
薦

め
て

い
る

。
 

―
 

D
) A

cc
es

si
bi

lit
y,

 q
ua

lit
y 

an
d 

im
pl

em
en

ta
tio

n 
of

 n
ut

ri
tio

n 
se

rv
ic

es
 

ac
ro

ss
 p

ub
lic

 h
ea

lth
 p

ro
gr

am
m

es
 

an
d 

se
tt

in
gs

: 
公

衆
衛

⽣
プ

ロ
グ

ラ
ム

お
よ

び
環

境
に

お
け

る
栄

養
サ

ー
ビ

ス
の

利
⽤

し
や

す
さ

、
質

お
よ

び
実

施
状

況
 

G
ro

w
th

 m
on

ito
ri

ng
 a

nd
 p

ro
m

ot
io

n:
 成

⻑
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
促

進
 

W
H

O
（

20
06

）
が

提
供

し
て

い
る

世
界

共
通

で
使

⽤
で

き
る

成
⻑

曲
線

を
⽤

い
て

、
成

⻑
を

定
期

的
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
て

急
性

・
慢

性
の

低
栄

養
あ

る
い

は
過

栄
養

を
判

定
す

る
。

通
常

、
ほ

と
ん

ど
の

国
で

、
予

防
接

種
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

と
⼀

緒
に

⾏
わ

れ
て

い
る

。
 

W
H

O
. h

tt
ps

://
w

w
w

.w
ho

.in
t/t

oo
ls

/c
hi

ld
-g

ro
w

th
-s

ta
nd

ar
ds

 

Sc
ho

ol
 fe

ed
in

g 
pr

og
ra

m
s:

 学
校

給
⾷

 

⾷
料

不
安

へ
の

対
応

、
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
、

栄
養

教
育

や
教

育
へ

の
参

加
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

側
⾯

が
あ

る
が

、
最

終
的

に
健

康
状

態
を

改
善

す
る

た
め

に
重

要
な

取
組

み
と

し
て

、
近

年
注

⽬
さ

れ
て

い
る

。
国

際
機

関
に

よ
っ

て
も

協
⼒

ス
タ

イ
ル

や
重

視
す

る
ア

プ
ロ

ー
チ

が
異

な
り

画
⼀

的
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

な
い

こ
と

、
ま

た
、

⾷
⽂

化
な

ど
に

も
依

存
す

る
。

ほ
と

ん
ど

の
国

で
学

校
給

⾷
は

⾏
わ

れ
て

い
る

が
、

⾃
国

の
リ

ソ
ー

ス
や

基
準

に
基

づ
い

て
国

家
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
な

っ
て

い
る

国
は

少
な

い
。

 

―
 

N
at

io
na

l p
ro

to
co

l o
n 

m
an

ag
em

en
t o

f s
ev

er
e 

ac
ut

e 
m

al
nu

tr
iti

on
: 

SA
M

管
理

に
関

す
る

国
家

プ
ロ

ト
コ

ル
 

重
度

急
性

栄
養

不
良

（
SA

M
）

は
、

合
併

症
を

伴
う

こ
と

も
多

く
治

療
を

必
要

と
し

、
乳

幼
児

死
亡

の
直

接
的

な
リ

ス
ク

要
因

で
乳

幼
児

死
亡

の
3

分
の

1
を

占
め

る
。

地
域

特
有

の
課

題
で

は
あ

る
も

の
の

、
ほ

と
ん

ど
の

低
中

所
得

国
で

起
こ

っ
て

い
る

。
合

併
症

治
療

あ
る

い
は

治
療

ミ
ル

ク
に

よ
る

栄
養

管
理

は
、

プ
ロ

ト
コ

ル
に

沿
っ

て
医

療
従

事
者

に
よ

っ
て

適
切

に
⾏

わ
れ

る
よ

う
、

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
体

制
が

整
っ

て
い

る
必

要
が

あ
る

。
 

W
H

O
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01
3.

 G
ui

de
lin

e:
 u

pd
at

es
 o

n 
th

e 
m

an
ag

em
en

t o
f 

se
ve

re
 a

cu
te

 m
al

nu
tr

iti
on

 in
 in

fa
nt

s a
nd

 c
hi
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N
ut

ri
tio

n 
in

cl
ud

ed
 in

 e
m

er
ge

nc
y 

pr
ep

ar
ed

ne
ss

 p
la

n:
 緊

急
時

対
応

計
画

へ
の

栄
養

の
盛

り
込

み
 

飢
餓

と
低

栄
養

は
、

難
⺠

、
避

難
⺠

の
中

で
万

円
、

ま
た

脆
弱

な
集

団
が

そ
の

リ
ス

ク
に

さ
ら

さ
れ

て
い

る
。

緊
急

時
に

は
微

量
栄

養
素

⽋
乏

ま
た

は
⾮

感
染

性
疾

患
の

リ
ス

ク
が

⾼
ま

り
、

⾷
料

援
助

に
依

存
す

る
環

境
で

は
頻

発
す

る
。

国
の

緊
急

時
対

応
計

画
に

お
い

て
、

栄
養

管
理

の
観

点
が

盛
り

込
ま

れ
る

必
要

が
あ

る
。

 

W
H

O
. h

tt
ps

://
w

w
w

.w
ho

.in
t/a

ct
iv

iti
es

/a
dd

re
ss

in
g-

nu
tr

iti
on

-
in

-e
m

er
ge

nc
ie

s 

Ir
on

 a
nd

 fo
lic

 a
ci

d 
su

pp
le

m
en

ta
tio

n 
pr

og
ra

m
m

e 
fo

r 
pr

eg
na

nt
 

w
om

en
: 

妊
婦

の
た

め
の

鉄
・

葉
酸

の
補

給
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
公

衆
衛

⽣
的

な
⺟

親
の

妊
娠

ア
ウ

ト
カ

ム
な

ら
び

に
妊

娠
中

の
鉄

⽋
乏

性
貧

⾎
予

防
策

と
し

て
、

毎
⽇

の
鉄

・
葉

酸
補

給
は

Ｗ
Ｈ

Ｏ
に

よ
る

グ
ロ

ー
バ

ル
勧

告
が

あ
る

。
し

か
し

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
に

課
題

が
あ

り
、

数
多

く
の

栄
養

介
⼊

で
も

難
し

い
栄

養
介

⼊
で

あ
る

。
 

W
H

O
 2

01
2.

 G
ui

de
lin

e:
 d

ai
ly

 ir
on

 a
nd

 fo
lic

 a
ci

d 
su

pp
le

m
en

ta
tio

n 
in

 p
re

gn
an

t w
om

en
 

V
ita

m
in

 A
 su

pp
le

m
en

ta
tio

n 
pr

og
ra

m
m

e 
fo

r 
ch

ild
re

n 
6-

59
 m

on
th

s:
 6

ｰ5
9

ヵ
⽉

齢
児

へ
の

ビ
タ

ミ
ン

A
補

給
プ

ロ
グ

ラ
ム

 

罹
患

率
・

死
亡

率
の

低
減

に
は

必
須

の
栄

養
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

。
低

中
所

得
国

に
お

い
て

、
⽣

後
6〜

59
ヶ

⽉
の

乳
児

と
⼩

児
の

予
防

接
種

時
に

公
衆

衛
⽣

的
ビ

タ
ミ

ン
Ａ

サ
プ

リ
メ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
て

い
る

が
、

か
な

ら
ず

し
も

10
0％

で
は

な
い

の
が

課
題

。
 

W
H

O
 2

01
1.

 G
ui

de
lin

e:
 v

ita
m

in
 A

 su
pp

le
m

en
ta

tio
n 

in
 

in
fa

nt
s a

nd
 c

hi
ld

re
n 

6–
59

 m
on

th
s o

f a
ge

. 

Av
ai

la
bi

lit
y 

of
 fo

od
 c

om
po

si
tio

n 
da

ta
: 

⾷
品

成
分

デ
ー

タ
の

可
⽤

性
 

⾷
品

成
分

デ
ー

タ
は

、
飼

料
、

⼟
壌

、
気

候
、

遺
伝

資
源

（
品

種
/栽

培
、

品
種

）、
保

存
条

件
、

加
⼯

、
強

化
、

市
場

シ
ェ

ア
な

ど
、

環
境

、
遺

伝
、

加
⼯

に
よ

る
影

響
が

あ
り

、
国

別
に

異
な

る
。

国
や

集
団

ご
と

に
消

費
パ

タ
ー

ン
が

異
な

り
、

そ
の

国
特

有
の

⾷
品

、
レ

シ
ピ

、
ブ

ラ
ン

ド
⾷

品
が

存
在

す
る

た
め

、
各

国
（

あ
る

い
は

地
域

）
ご

と
に

デ
ー

タ
が

必
要

と
な

る
が

、
国

独
⾃

の
⾷

品
成

分
デ

ー
タ

を
保

有
し

て
い

る
低

中
所

得
国

は
⾮

常
に

少
な

い
。

栄
養

計
算

に
も

必
要

に
な

る
た

め
、

⾷
品

成
分

デ
ー

タ
の

有
無

は
極

め
て

重
要

な
栄

養
政

策
の

整
備

と
な

る
。

 

FA
O

. h
tt

ps
://

w
w

w
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E
) F

in
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ci
ng
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ec

ha
ni

sm
s t

o 
re

in
fo

rc
e 

he
al

th
y 

di
et

s a
nd

 e
ns

ur
e 

de
liv

er
y 

an
d 

us
e 

of
 n

ut
ri

tio
n 

se
rv

ic
e:

 健
康

的
な

⾷
事

を
強

化
し

、
栄

養
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

と
利

⽤
を

確
保

す
る

た
め

の
資

⾦
調

達
メ

カ
ニ

ズ
ム

 

Pr
ic

e 
co

nt
ro

l o
f o

r 
su

bs
id

ie
s o

n 
he

al
th

y 
fo

od
s:

 健
康

的
な

⾷
品

の
価

格
統

制
ま

た
は

補
助

⾦
 

⾷
品

・
飲

料
の

価
格

は
、

消
費

者
の

選
択

に
影

響
を

与
え

る
。

W
H

O
は

財
政

政
策

や
価

格
政

策
を

含
む

⾷
環

境
に

関
す

る
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
い

た
政

策
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

し
て

い
る

。
 

W
H

O
 2

02
1.

 Im
pl

em
en

tin
g 

fis
ca

l a
nd

 p
ri

ci
ng

 p
ol

ic
ie

s t
o 

pr
om

ot
e 

he
al

th
y 

di
et

s:
 a

 r
ev

ie
w

 o
f c

on
te

xt
ua

l f
ac

to
rs

 

Ta
xa

tio
n 

on
 fo

od
s h

ig
h 

in
 fa

t, 
su

ga
rs

 o
r 

sa
lt:

 脂
肪

、
糖

分
、

塩
分

の
多

い
⾷

品
へ

の
課

税
 

W
H

O
加

盟
国

に
お

い
て

た
ば

こ
・

ア
ル

コ
ー

ル
に

対
す

る
課

税
は

⼀
般

的
で

あ
る

が
、

⾷
品

へ
の

課
税

は
広

く
活

⽤
さ

れ
て

い
る

と
は

い
い

が
た

い
が

、
W

H
O

と
し

て
SD

G
sな

ら
び

に
N

C
D

s⽬
標

の
達

成
の

た
め

の
優

先
ア

ク
シ

ョ
ン

と
さ

れ
て

い
る

。
 

W
H

O
. N

on
co

m
m

un
ic

ab
le

 D
is

ea
se

 S
ur

ve
ill

an
ce

, M
on

ito
ri

ng
 

an
d 

R
ep

or
tin

g 

SS
B

 T
ax

: 
砂

糖
⼊

り
飲

料
へ

の
課

税
 

よ
り

健
康

的
な

選
択

と
⾷

⽣
活

の
改

善
を

可
能

に
す

る
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
く

政
策

オ
プ

シ
ョ

ン
と

し
て

、
砂

糖
⼊

り
飲

料
（

SS
B

）
に

対
す

る
課

税
の

導
⼊

を
W

H
O

が
⽀

援
。

公
衆

衛
⽣

（
お

よ
び

医
療

費
削

減
）、

政
府

の
歳

⼊
、

健
康

の
公

平
性

の
3

つ
の

⾯
で

、
W

in
-W

in
-W

in
の

戦
略

と
な

り
う

る
と

し
て

い
る

。
 

W
H

O
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02
2.

 W
H

O
 m
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n 

su
ga

r-
sw

ee
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d 
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ve
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tio

n 
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o 
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e 
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y 

di
et
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フ
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康
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な
⾷

事
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強
化

し
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栄
養

サ
ー

ビ
ス
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提

供
と

利
⽤

を
確

保
す

る
た

め
の

資
⾦

調
達

メ
カ

ニ
ズ

ム

栄
養

表
⽰

⾷
品

マ
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ケ
テ

ィ
ン

グ 健
康

的
な

⾷
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微
量

栄
養

素
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品
添

加 成
⻑

モ
ニ

タ
リ

ン
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促
進
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給
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に
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す
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国
家

プ
ロ
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時
対

応
計

画
へ

の
栄

養
の
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り
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み

妊
婦

の
た

め
の

鉄
・

葉
酸

の
補

給
プ

ロ
グ

ラ
ム
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ヵ
⽉

齢
児

へ
の

ビ
タ

ミ
ン

A補
給

プ
ロ

グ
ラ

ム

⾷
品

成
分

デ
ー

タ
の

可
⽤

性

健
康

的
な

⾷
品

の
価

格
統

制
ま

た
は

補
助

⾦

脂
肪

、
糖

分
、

塩
分

の
多

い
⾷

品
へ

の
課

税

砂
糖

⼊
り

飲
料

へ
の

課
税

A)
 国

家
ア

ジ
ェ

ン
ダ

に
お

け
る

栄
養

B)
 最

適
な

⺟
乳

育
児

と
補

完
⾷

実
践

を
保

護
、

促
進

、
⽀

援
す

る
た

め
の

⾏
動

C)
 健

康
的

な
⾷

事
を

保
護

、
促

進
、

⽀
援

す
る

た
め

の
⾏

動

D)
 公

衆
衛

⽣
プ

ロ
グ

ラ
ム

お
よ

び
環

境
に

お
け

る
栄

養
サ

ー
ビ

ス
の

利
⽤

し
や

す
さ

、
質

お
よ

び
実

施
状

況

マ
ル

チ
セ
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タ

ー
調

整
組

織

栄
養

に
関

連
す

る
国

家
政

策
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戦
略

、
計

画

栄
養

へ
の

資
⾦

調
達

予
算

が
つ

い
た

計
画

栄
養

に
関

す
る

全
国

調
査

⺟
乳

代
⽤

品
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

関
す

る
国

際
規

約
の

国
内

措
置

へ
の

組
込

み

⾚
ち

ゃ
ん

に
や

さ
し

い
病

院
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

(過
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図 2 WPRO 加盟国のうちドナー国における栄養政策・プログラム整備状況 

2 5 12 21 28

オースト
ラリア

中国 ⽇本
ニュー

ジーラン
ド

⼤韓⺠国

Yes INA INA INA INA

Yes Yes Yes Yes No

No INA Yes Yes INA

No INA Yes Yes No

Yes Yes No Yes Yes

Some
provisions of

the Code
included

Some
provision of

the code

No legal
measures

Some
provision of

the Code

Some
provision of

the Code

INA INA Yes Yes INA

INA INA Yes INA Yes

INA Yes INA Yes Yes

Yes Yes Yes Yes Yes

Yes Yes No Yes Yes

栄養表⽰（パッケージの裏⾯） M Yes M M Yes

栄養表⽰（パッケージの表⾯） V No No V M
⾷品および清涼飲料⽔のマーケ
ティング規制 Yes Yes No Yes Yes
⾷品表⽰における健康・栄養表
⽰の規制 Yes Yes No Yes Yes

⼦どもへのTVコマーシャル規制 V INA INA V Yes

学校でのマーケティング規制 INA INA INA INA Yes
学校での不健康な⾷べ物や清涼
飲料⽔の販売規制 INA INA INA INA Yes
⼦どもに対する⾷品マーケティ
ング規制 Yes Yes No No Yes

国家⾷品ベースガイドライン Yes Yes Yes Yes Yes

学校⾷事基準 INA INA Yes INA Yes

⼈⼝の飽和脂肪酸摂取量の削減 V No No No No
トランス脂肪酸を低減・除去す
るための製品改質の基準 no INA No INA M

⾷塩摂取の低減 Yes Yes Yes Yes Yes
砂糖を低減するための製品改質
の基準 No INA INA V INA

ヨード添加塩 V M No V No

鉄添加 No No No No No

葉酸添加 M No No Yes No

Yes Yes Yes Yes Yes

INA INA INA INA Yes

INA INA INA INA No

INA INA INA INA INA

No INA INA INA Yes

No INA No INA No

Yes Yes Yes Yes Yes

no No No No No

no No No No No

No No No No No

6ｰ59ヵ⽉齢児へのビタミンA補給プログラム

⾷品成分データの可⽤性

健康的な⾷品の価格統制または補助⾦

脂肪、糖分、塩分の多い⾷品への課税

砂糖⼊り飲料への課税

成⻑モニタリング促進

学校給⾷

SAM管理に関する国家プロトコル

緊急時対応計画への栄養の盛り込み

妊婦のための鉄・葉酸の補給プログラム

⾚ちゃんにやさしい病院イニシアティブ(過去５年
間)

⺟乳育児のための休暇

産休中の現⾦給付

出産休暇

⼦どもの権利条約へのIYCF報告

D) 公衆衛⽣プログラムお
よび環境における栄養サー
ビスの利⽤しやすさ、質お

よび実施状況

E) 健康的な⾷事を強化
し、栄養サービスの提供と
利⽤を確保するための資⾦

調達メカニズム

A) 国家アジェンダにおけ
る栄養

B) 最適な⺟乳育児と補完
⾷実践を保護、促進、⽀援

するための⾏動

C) 健康的な⾷事を保護、
促進、⽀援するための⾏動

栄養表⽰

⾷品マーケティン
グ

健康的な⾷事

微量栄養素⾷品添
加

マルチセクター調整組織

栄養に関連する国家政策、戦略、計画

栄養への資⾦調達

予算がついた計画

栄養に関する全国調査

⺟乳代⽤品のマーケティングに関する国際規約の国
内措置への組込み
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令和４年度厚生労働科学研究費補助金

（地球規模保健課題解決推進のための行政施策に関する研究事業）

分担研究報告書

東京栄養サミットにおけるコミットメントおよび東京栄養宣言に対するエンド

ースに関する分析 

研究代表者 和田 安代 （国立保健医療科学院 生涯健康研究部）

研究要旨

東京栄養サミットでは、214のステークホルダーからのエンドース（賛同）を得て

「東京栄養宣言（Tokyo Compact on Global Nutrition for Growth）」を発出し、栄養

改善に向けて国際社会が今後取り組むべき方向性を示した。さらに、181のステークホ

ルダーから396のコミットメントが発表され、270億ドル以上の栄養関連の資金拠出が表

明されたが、世界の栄養改善に向けた流れをさらに促進するためには、各国の栄養政策

を十分に理解した上で、わが国がどのように貢献できるかを検討する必要がある。

本研究では、東京栄養サミットにおけるコミットメントおよび東京栄養宣言のエンド

ースに関する分析を行い、世界の栄養政策に対する表明の実態を明らかにすることを目

的とした。外務省の公表データを基に、東京栄養サミットのコミットメントおよび東京

栄養宣言に対するエンドースに関する分析を行った。東京栄養サミットにおける123名
の発言内容をまとめ、基礎資料を得た。また、エンドースとコミットメントに関して

は、G7、WPRO、地域、企業等に関する特徴等を明らかにした。G7に関しては、イタ

リアのみがエンドースおよびコミットメントを表明しておらず、WPROに関しては、37
か国中6か国（16％）の国がエンドースおよびコミットメントを表明していた。企業等

の表明に関しては、日本の企業等が75％を占め、製造業に分類される企業等が最も多か

った。今後の国際会議および栄養政策提言等における基礎資料となると考えられる。

Ａ．研究目的

2021 年 12 月 7 日～8 日に開催された東

京栄養サミット 2021（Tokyo Nutrition for 
Growth Summit 2021）は、英国政府が2012
年に主催した飢餓サミットを機に、翌年に

規模を拡大して開催されて以来、3 回目の

国際的な栄養サミットであった。実質的に

は、「誰一人取り残さない」を理念とした

Sustainable Development Goals (SDGs)が
発出１）されて以来初めての栄養サミットで

あり、低栄養だけでなく過栄養を含んだ栄

養不良（栄養不良の二重負荷）を初めて取り

上げるとともに、新型コロナウイルス感染

症による世界的な栄養状況の悪化に対応す

べく、開発途上国や先進国を含めた全ての

国が対象となる画期的なものであった。

世界における低栄養者数は、7.2-8.1 億人

（9.2-10.4%）と推計され、これは 2005 年

以降減少あるいは横ばいであったが、2019
年から新型コロナウイルス感染症の拡大を

主原因として急増している２）。低栄養者数

は、アジアが最多で 4.2 億人（約 54％）、次

いでアフリカが 2.8 億人（約 37％）となっ

ている。一方、過栄養（過体重・肥満）者数

は、世界の 5 歳未満児の 5.7％（0.4 億人）、

成人の 13.1％と推定され２）、低栄養と過栄

養ともに世界各地で増加傾向がみられてい

る。

東京栄養サミットでは、①健康：栄養のユ

ニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）

への統合、②食：健康的で持続可能な食料シ

ステムの構築、③強靭性：脆弱な状況下にお
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ける栄養不良対策、④説明責任：データに基

づくモニタリング、⑤財政：栄養改善のため

の財源確保の 5 つのテーマで議論され、214
の関係機関（ステークホルダー；国、国際機

関、市民団体、企業、学術団体等）からのエ

ンドース（賛同）を得て「東京栄養宣言（グ

ローバルな成長のための栄養に関する東京

コンパクト; Tokyo Compact
on Global Nutrition for Growth）」を発

出し、栄養改善に向けて国際社会が今後取

り組むべき方向性を示した３）。さらに、181
のステークホルダーから 396 のコミットメ

ント（政策的・資金的意図の表明）が発表さ

れ４）、270 億ドル以上の栄養関連の資金拠

出が表明されたが、世界の栄養改善に向け

た流れをさらに促進するためには、各国の

栄養政策を十分に理解した上で、わが国が

どのように貢献できるかを検討する必要が

ある。

本研究では、東京栄養サミットにおける

コミットメントおよび東京栄養宣言のエン

ドースに関する分析を検討した。

Ｂ．方法

外務省等の公表データから、東京栄養サ

ミットの議論内容と発言国・発言団体・発言

者（123 名；スピーカーズリストの人数。2
回登壇している外務大臣に関しては 1 名で

計算）、さらに「東京栄養宣言」にエンドー

スした国や国際機関、市民団体、企業、学術

団体等のステークホルダー（214 ステーク

ホルダー）とコミットメント（181 ステーク

ホルダー、396 コミットメント）の詳細につ

いてまとめた。

東京栄養サミットは、COVID-19 の感染

拡大の状況下で開催され、日本では、総理大

臣、外務大臣、厚生労働大臣をはじめ限られ

た人数が東京のパレスホテルに集い、日本

は東京とオンライン、日本以外からはオン

ラインでの参加となり、6 か国（英語、日本

語、フランス語、アラビア語、ロシア語、ス

ペイン語）同時通訳の動画が配信されて開

催され、動画はアーカイブとして外務省の

サイトから視聴可能である。この動画内容

の多くは文字化されておらず、文章として

の基礎資料として必要と考えたため、アー

カイブの動画（英語と日本語）を基に東京栄

養宣言の発言内容をまとめた。

さらに、東京栄養宣言へのエンドースと、

東京栄養宣言の Annex（添付文書）として

オリジナルの文章で掲載することができる

コミットメントに関して、国  (Country
Government) と企業等  (Private Sector
Business)を中心に分析を行った。国に関し

ては、エンドースあるいはコミットメント

した国についての地域、G7、WPRO（WHO
西太平洋地域事務局）に関しての分析を行

った。企業に関しては、オランダに本拠地を

置く NPO で、ATNI(Access to Nutrition 
Initiative)が 2～3 年ごとに Global Access 
to Nutrition Index という食品製造企業を

対象に栄養関連のコミットメント、実践、パ

フォーマンスを客観的に評価している指標

（ランキング）を発表しており、このAccess
To Nutrition Initiative (ATNI) Global
Index 2021の企業の参画状況についてまと

めた。また、企業等の事業内容、産業分類、

国、地域、また日本栄養士会の賛助会員、東

京都栄養士会の賛助会員の有無などについ

て分析した。

（倫理面への配慮）

公表データに基づく二次研究であるため、

倫理面は特になかった。

Ｃ．結果

東京栄養サミットの進行は、1 日目（2021
年 12 月 7 日）はハイレベルセッションであ

り、20 時から開会セッションが始まり、セ

ッション 1（各国によるコミットメント）、

アスリート、若者によるメッセージ、セッシ

ョン 2（企業などによるコミットメント）、

閉会セッションと続いた。2 日目（2021 年

12月 8日）は、テーマ別セッションであり、

19 時より開会セッション、キックオフセッ

ション（「栄養に関する取組と効果のための

説明責任と財源」）、コミットメント紹介、セ

ッション 1（栄養と UHC）、コミットメン

ト紹介、セッション 2（健康的な食のための

食料システムの変革）、コミットメント紹介、

セッション 3（脆弱化の栄養対策）、閉会セ

ッションと続いた。外務省で公表されてい

る東京栄養サミット当日のスケジュール

（https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/1002
66515.pdf、アクセス日 2023 年 4 月 30 日）

では、初日 22 時 35 分に終了（開催時間 2
時間 35 分）、2 日目 23 時 25 分に終了（開
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催時間 4 時間 25 分）するとされているが、

実際には初日は 2 時間 53 分の開催時間（動

画の録画時間を基に計算）であり、予定を超

えて活発な議論が展開されていた。

1 日目の開会セッションは、外務大臣、内

閣総理大臣等 11 名（S1 Table）、セッショ

ン 1（各国によるコミットメント 25 名（S2
Table）、アスリート、若者によるメッセー

ジ 10 名（S3 Table）、セッション 2（企業

などによるコミットメント）16 名（S4
Table）、閉会セッション 2 名（S5 Table）
であった。2 日目は、テーマ別セッションで

あり、19 時より農林水産大臣および厚生労

働大臣（厚生労働副大臣による代読）の開会

セッションで 2 名（S6 Table）、キックオフ

セッション（「栄養に関する取組と効果のた

めの説明責任と財源」）3 名（S7 Table）、コ

ミットメント紹介 5 名（S8 Table）、セッシ

ョン 1（栄養と UHC）12 名（S9Table）、
コミットメント紹介 6 名（S10 Table）、セ

ッション 2（健康的な食のための食料シス

テムの変革）12 名（S11 Table）コミットメ

ント紹介 6 名（S12 Table）、セッション 3
（脆弱化の栄養対策）13 名（S13 Table）、
閉会セッションは東京栄養サミット準備事

務局長である外務省地球規模課題審議官で

あり（S14 Table）、2 日間で合計 123 名の

発言であった。

次に、東京栄養宣言に対するエンドース

と、コミットメントについてである。東京栄

養宣言にエンドースしたステークホルダー

の内訳は、国家（Country Governments）
64 か 国 、 国 際 機 関 （ International 
Organizations）11 機関、ドナー組織（Donor 
Organizations）5 組織、企業（Private 
Sector Businesses）60 社、市民団体（Civil 
Society Organizations）58 団体、学術機関

（Academic/Research institutions）13 機

関、その他ステークホルダー（Other 
Stakeholders）3 ヶ所であり、コミットメン

トを表明したステークホルダーは、政府部

門/省庁 80 ヶ所、国際機関 10 機関、ドナー

組織 7 組織、企業 26 社、市民団体 51 団体、

学術機関 7 機関であり、78 カ国にわたる

181 のステークホルダーによって 396 の新

しいコミットメントが出された。

国（Country Government）としてエンド

ースあるいはコミットメントした国は、表

1 に示した。カナダ、フランス、日本、英国、

米国はエンドースおよびコミットメント両

方がなされ、ドイツはエンドースのみ、イタ

リアは両方されていなかった。

WPRO に関しては、37 か国中 6 か国

（16％）の国がエンドースおよびコミット

メントを表明し、5 か国（14％）がエンドー

スのみ、１か国（3％）がコミットメントの

みの表明であった（表 2）。
国（Country Government）としエンドー

スあるいはコミットメントした国の一覧を

表 3 に示す。すべての国で 84 か国あり、そ

のうち 45 か国（54％）の国がエンドースお

よびコミットメント企業を表明し、19 か国

（23％）がエンドースのみ、20 か国（24％）

がコミットメントのみの表明であった。ま

た、表 3 の国のうち、エンドースおよびコ

ミットメント両方を表明した 45 か国は、ア

フリカが最も多く 18 か国（40％）、アジア

11 か国（24％）、欧州 7 か国（16％）、中南

米 6 か国（13％）、北米 2 か国、大洋州 1 か

国であった（表 4）。
エンドースおよびコミットメント両方を

表明した国のうち、G7 と WPRO 以外の国

について解析すると、アジアと大洋州地域

の多くが外れるため、アフリカが 18 か国、

アジア 6 か国、中南米 6 か国、欧州 5 か国

となった。（表 5）
企業等（Private Sector Business）とし

てエンドースあるいはコミットメントを表

明した組織一覧を表 6 に示す。企業等とし

て表明した団体は 73 団体であった。73 団

体のうち、日本が 55 団体（75％）と最も多

く、次いでアメリカが 4 団体、英国が 4 団

体であった。73 企業等のうち、日本栄養士

会および東京都栄養士会の賛助会員である

企業等は 6 団体、日本栄養士会の賛助会員

である企業等は 15 団体、東京都栄養士会の

賛助会員である企業等は 5 団体であった。

また、企業等のうち、エンドースとコミット

メント両方を行った組織を表 7 に示す。全

14 団体のうち、日本が 12 団体、オランダ

1 団体、スイス 1 団体であった。

ATNI ランキング 25 企業のうち、日本の

企業は 3 社あり、エンドースおよびコミッ

トメントを表明した唯一の企業は日本の企

業であった。また、イギリスの企業で 1 社、

コミットメントを表明していた（表 8）。
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さらに、エンドースあるいはコミットメ

ントを表明した全 73 団体がどのような企

業等が表明しているかを示すため、ホーム

ページ等で示されている主な事業内容をも

とに、国際標準産業分類（図 1）、日本標準

産業分類（図 2）で事業の産業分類をしてみ

た結果、国際標準産業分類では、製造業が最

も多く 41％、専門、科学及び技術サービス

業が 16％、卸売・小売業 13%、宿泊業・サ

ービス業 11%と続いた（図 1）。日本標準産

業分類では、製造業が最も多く 41％、学術

研究、専門・技術サービス業が 14％、卸売・

小売業 12%、宿泊業・サービス業 11%と続

いた（図 2）。 

Ｄ．考察

東京栄養サミットは、2 日間にわたって

ハイブリッド形式（海外はオンライン）によ

り日本政府主催で開催されたが、123 名も

の首脳級、閣僚級、国際機関の長、民間企業、

市民団体、学術界の代表等の発言者が活発

な議論を展開していた。

64 か国の国、11 の国際機関、60 社の民

間企業、58 の市民団体等 214 のステーク

ホルダーからのエンドースを得る形で成果

文書である東京栄養宣言（コンパクト）が発

出されたが、これは、第 1 回のロンドンに

おけるサミットでの 37 か国、27 社、17 の

市民団体等の 91 のステークホルダーから

エンドースを得て成果文書を発出した時を

大きく上回る結果であった。

66 か国の国・政府、26 社の民間企業、51
の市民団体等 181 のステークホルダーから

396 のコミットメントが提出され、さらに

270 億ドル以上の栄養関連の資金拠出が示

された。これはロンドンサミットでの 39 か

国、19 社、14 の市民団体等 90 のコミット

メントが提出され、41.5 憶ドルの栄養関連

の新規拠出が表明された時よりも大きく上

回っていた。また、開催国である日本におい

ては、今後 3 年間で 3000 億円（約 28 億ド

ル）以上の栄養関連支援を行い、UHC の達

成等に貢献していくことを発表し、ロンド

ンサミットでは開催国である英国が約 19
億ドルの支援を表明したことに比べて多額

の資金拠出が示された。

発言者の内容に関しては、動画だけでな

く、文書に起こすことで、基礎資料として活

用することができると考えられる。また、英

語と日本語を基に文書にしたが、同時通訳

の一部が異なる部分があり、この点におい

てはやむを得ない部分ではあるが、文書化

することで顕在化され、有益な内容となっ

たと考えられる。

エンドースとコミットメントに関しては、

G7 では唯一、イタリアがエンドースおよび

コミットメント両方を表明していなかった。

この理由については今後追及していきたい。 
WPRO に関しては、37 か国中 6 か国

（16％）の国がエンドースおよびコミット

メントを表明し、5 か国（14％）がエンドー

スのみ、１か国（3％）がコミットメントの

みの表明であり、日本がより強力なリード

ができたのではないかと考えられたが、こ

の数にとどまった理由に関しては今後明ら

かにしていきたい。

一方で、エンドースおよびコミットメン

ト両方を表明した 45 か国のうち、アフリカ

が最も多く 18 か国（40％）、アジア 11 か国

（24％）、欧州 7 か国（16％）、中南米 6 か

国（13％）であったことから、アフリカ地

域の栄養に対する関心の高さが示唆された。 
企業等として表明した団体は 73 団体で

あった。73 団体のうち、主催国である日本

が 55 団体（75％）と最も多く、大半を占め

た。主催国として大きくリードしたと考え

られる。また、日本栄養士会および東京都栄

養士会の賛助会員である企業もあり、管理

栄養士・栄養士が所属する組織を通じての

呼びかけもあったのではないかと考えた。

また、エンドースとコミットメント両方を

行った企業 14 社のうち、日本が 12 企業で

あり、日本企業の関心の高さが示唆された。 
ATNI ランキング 25 企業のうち、日本の

企業は 3 社あり、エンドースおよびコミッ

トメントを表明した唯一の企業は日本の企

業であり、イギリスの企業で 1 社、コミッ

トメントを表明していたが、ほとんどの企

業がエンドースもコミットメントも表明し

ていない。この原因は、25 社のうち、BMS
（Breast-Milk Substitutes：母乳代替品）

企業および関連会社が多く含まれ、実際に

BMS 企業および関連会社は東京栄養サミ

ットの会議に不参加（エンドース、コミット

メント、発言者いずれもなし）である。BMS
企業に関しては、コミットメント作成ガイ
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ド 5)の参加原則の中で、「母乳代替品（BMS）
の製造業者は、2030 年までに「母乳代替品

のマーケティングに関する国際規準」

（WHO コード）の完全な遵守を達成する

ための行動計画に、政策と実施の両面でコ

ミットする必要があります。」と示されてお

り、「サミット開始前に、企業の現在の政策

的コミットメントと実践を超える最初の一

歩を踏み出したことのエビデンスを示して

いる。」、「2030 年までに、WHO コード及び

それに続く関連する世界保健総会（WHA）

決議の完全な遵守に向けて、政策と実施の

両面から取り組むコミットメントを公に表

明する。」、「マイルストーンを伴う明確な行

動計画を公に発表し、その進捗状況が独立

してモニタリングされ、結果が公表される

ことに同意する。」、「メリディアン・ワーキ

ング・グループ（Meridian Working Group）
は、行動計画について市民社会、BMS 企業、 
国連機関の間で議論するためのプラットフ

ォームです。BMS 企業により提案された行

動が有意義な前進であるかの評価は、「栄養

へのアクセス財団」（Access to Nutrition 
Foundation）からの助言を受けながら日本

政府によって実施されます。」とあり、BMS
企業が栄養サミットに参画するには障壁が

高かったのではないかと考えられる。日本

のこれまでの栄養政策は、食事、人材、エビ

デンスの 3 つの柱を中心に「誰一人取り残

さない栄養政策」を推進してきている 6)。母

乳は理想的であることはいうまでもないが、

体質で母乳が十分に出ない、あるいは先進

国において離乳前に働き始める女性にとっ

ては、いわゆる粉ミルクは欠かせない存在

である可能性も高いので 7)、それらの人々

をも考慮した栄養政策があっても良いので

はないかと考えられた。BMS 企業に関して

は、国際的にも歴史があるため、一概には言

えないが、今後さらに検討していきたい。

Ｅ．結論

東京栄養サミットにおけるコミットメン

トおよび東京栄養宣言のエンドースに関す

る内容を明らかにし、今後の国際会議およ

び栄養政策提言等における基礎資料となる

と考えられる。

Ｆ．健康危機情報

該当なし

Ｇ．研究発表

1．論文発表

該当なし

2．学会発表 
和田安代．栄養政策シンポジウム（厚労

省との連携シンポジウム）「国際栄養領

域における我が国のプレゼンス向上に

向けた研究」シンポジスト．第 69 回日

本栄養改善学会学術集会；2022 年 9 月；

岡山．（ハイブリッド）栄養学雑誌．

2022;80 巻 5 号;p128 

Ｈ． 知的財産権の出願・登録状況

該当なし
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表 3. Country Governments としてエンドースあるいはコミットメントした国
No. 国（正式名称） 国（日本語） 地域 エンドース コミットメント

1 Antigua and Barbuda アンティグア・バーブーダ 中南米 ○

2 Australia オーストラリア連邦 大洋州 ○ ○

3 People's Republic of Bangladesh バングラデシュ人民共和国 アジア ○ ○

4 Kingdom of Belgium ベルギー王国 欧州 ○

5 Republic of Benin ベナン共和国 アフリカ ○ ○

6 Plurinational State of Bolivia ボリビア多民族国 中南米 ○

7 Burkina Faso ブルキナファソ アフリカ ○ ○

8 Kingdom of Cambodia カンボジア王国 アジア ○ ○

9 Republic of Cameroon カメルーン共和国 アフリカ ○

10 Canada カナダ 北米 ○ ○

11 Republic of Chad チャド共和国 アフリカ ○

12 Union of Comoros コモロ連合 アフリカ ○

13 Republic of Congo コンゴ共和国 アフリカ ○

14 Republic of Costa Rica コスタリカ共和国 中南米 ○ ○

15 Republic of Cote d'Ivoire コートジボワール共和国 アフリカ ○

16 Kingdom of Denmark デンマーク王国 欧州 ○ ○

17 Democratic Republic of the Congo コンゴ民主共和国 アフリカ ○ ○

18 Dominican Republic ドミニカ共和国 中南米 ○

19 Republic of Ecuador エクアドル共和国 中南米 ○

20 Arab Republic of Egypt エジプト・アラブ共和国 アフリカ ○ ○

21 Republic of El Salvador エルサルバドル共和国 中南米 ○ ○

22 Kingdom of Eswatini エスワティニ王国 アフリカ ○

23 Federal Democratic Republic of Ethiopia エチオピア連邦民主共和国 アフリカ ○ ○

24 European Union 欧州連合 欧州 ○

25 Republic of Fiji フィジー共和国 大洋州 ○

26 Republic of Finland フィンランド共和国 欧州 ○ ○

27 French Republic フランス共和国 欧州 ○ ○

28 Gabonese Republic ガボン共和国 アフリカ ○

29 Republic of The Gambia ガンビア共和国 アフリカ ○ ○

30 Federal Republic of Germany ドイツ連邦共和国 欧州 ○

31 Republic of Ghana ガーナ共和国 アフリカ ○ ○

32 Republic of Guatemala グアテマラ共和国 中南米 ○ ○

33 Republic of Guinea ギニア共和国 アフリカ ○

34 Republic of Guinea-Bissau ギニアビサウ共和国 アフリカ ○

35 Republic of Haiti ハイチ共和国 中南米 ○ ○

36 Republic of Honduras ホンジュラス共和国 中南米 ○ ○

37 Republic of Indonesia インドネシア共和国 アジア ○

38 Republic of Indonesia インドネシア共和国 アジア ○

39 Ireland アイルランド 欧州 ○ ○

40 Japan 日本 アジア ○ ○

48



表 3. Country Governments としてエンドースあるいはコミットメントした国（続き）
No. 国（正式名称） 国（日本語） 地域 エンドース コミットメント

41 Republic of Kenya ケニア共和国 アフリカ ○

42 Kyrgyz Republic キルギス共和国 欧州 ○ ○

43 Lao People's Democratic Republic ラオス人民民主共和国 アジア ○ ○

44 Kingdom of Lesotho レソト王国 アフリカ ○

45 Grand Duchy of Luxembourg ルクセンブルク大公国 欧州 ○

46 Republic of Madagascar マダガスカル共和国 アフリカ ○ ○

47 Republic of Malawi マラウイ共和国 アフリカ ○

48 Malaysia マレーシア アジア ○

49 Republic of Mali マリ共和国 アフリカ ○

50 Islamic Republic of Mauritania モーリタニア・イスラム共和国 アフリカ ○ ○

51 United Mexican State メキシコ合衆国 中南米 ○

52 Mongolia モンゴル国 アジア ○ ○

53 Republic of Mozambique モザンビーク共和国 アフリカ ○ ○

54 Republic of Namibia ナミビア共和国 アフリカ ○

55 Nepal ネパール アジア ○ ○

56 Kingdom of the Netherlands オランダ王国 欧州 ○ ○

57 New Zealand ニュージーランド 大洋州 ○

58 Republic of Niger ニジェール共和国 アフリカ ○

59 Federal Republic of Nigeria ナイジェリア連邦共和国 アフリカ ○ ○

60 Kingdom of Norway ノルウェー王国 欧州 ○

61 Islamic Republic of Pakistan パキスタン・イスラム共和国 アジア ○ ○

62 Independent State of Papua New Guinea パプアニューギニア独立国 大洋州 ○

63 Republic of Peru ペルー共和国 中南米 ○ ○

64 Republic of the Philippines フィリピン共和国 アジア ○ ○

65 Republic of Rwanda ルワンダ共和国 アフリカ ○ ○

66 Independent State of Samoa サモア独立国 大洋州 ○

67 Republic of Senegal セネガル共和国 アフリカ ○ ○

68 Republic of Sierra Leone シエラレオネ共和国 アフリカ ○ ○

69 Republic of Slovenia スロベニア共和国 欧州 ○

70 Federal Republic of Somalia ソマリア連邦共和国 アフリカ ○ ○

71 Republic of South Africa 南アフリカ共和国 アフリカ ○

72 The Republic of South Sudan 南スーダン共和国 アフリカ ○

73 Democratic Socialist Republic of Sri Lanka スリランカ民主社会主義共和国 アジア ○ ○

74 The Republic of the Sudan スーダン共和国 アフリカ ○

75 United Republic of Tanzania タンザニア連合共和国 アフリカ ○ ○

76 The Democratic Republic of Timor-Leste 東ティモール民主共和国 アジア ○ ○

77 Republic of Togo トーゴ共和国 アフリカ ○

78 Republic of Trinidad and Tobago トリニダード・トバゴ共和国 中南米 ○

79 Republic of Uganda ウガンダ共和国 アフリカ ○ ○

80 United Kingdom of Great Britain and Northern英国 欧州 ○ ○

81 United States of America アメリカ合衆国 北米 ○ ○

82 Republic of Uzbekistan ウズベキスタン共和国 欧州 ○

83 Socialist Republic of Viet Nam ベトナム社会主義共和国 アジア ○ ○

84 Republic of Yemen, Republic of Zimbabwe ジンバブエ共和国 アフリカ ○ ○
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表 4. 表 3 のうち Country Governments としてエンドースとコミットメント両⽅表明した国

No. 国（正式名称） 国（日本語） 地域

1 People's Republic of Bangladesh バングラデシュ人民共和国 アジア

2 Kingdom of Cambodia カンボジア王国 アジア

3 Japan 日本 アジア

4 Lao People's Democratic Republic ラオス人民民主共和国 アジア

5 Mongolia モンゴル国 アジア

6 Nepal ネパール アジア

7 Islamic Republic of Pakistan パキスタン・イスラム共和国 アジア

8 Republic of the Philippines フィリピン共和国 アジア

9 Democratic Socialist Republic of Sri Lanka スリランカ民主社会主義共和国 アジア

10 The Democratic Republic of Timor-Leste 東ティモール民主共和国 アジア

11 Socialist Republic of Viet Nam ベトナム社会主義共和国 アジア

12 Republic of Benin ベナン共和国 アフリカ

13 Burkina Faso ブルキナファソ アフリカ

14 Democratic Republic of the Congo コンゴ民主共和国 アフリカ

15 Arab Republic of Egypt エジプト・アラブ共和国 アフリカ

16 Federal Democratic Republic of Ethiopia エチオピア連邦民主共和国 アフリカ

17 Republic of The Gambia ガンビア共和国 アフリカ

18 Republic of Ghana ガーナ共和国 アフリカ

19 Republic of Madagascar マダガスカル共和国 アフリカ

20 Islamic Republic of Mauritania モーリタニア・イスラム共和国 アフリカ

21 Republic of Mozambique モザンビーク共和国 アフリカ

22 Federal Republic of Nigeria ナイジェリア連邦共和国 アフリカ

23 Republic of Rwanda ルワンダ共和国 アフリカ

24 Republic of Senegal セネガル共和国 アフリカ

25 Republic of Sierra Leone シエラレオネ共和国 アフリカ

26 Federal Republic of Somalia ソマリア連邦共和国 アフリカ

27 United Republic of Tanzania タンザニア連合共和国 アフリカ

28 Republic of Uganda ウガンダ共和国 アフリカ

29 Republic of Yemen, Republic of Zimbabwe ジンバブエ共和国 アフリカ

30 Kingdom of Denmark デンマーク王国 欧州

31 Republic of Finland フィンランド共和国 欧州

32 French Republic フランス共和国 欧州

33 Ireland アイルランド 欧州

34 Kyrgyz Republic キルギス共和国 欧州

35 Kingdom of the Netherlands オランダ王国 欧州

36 United Kingdom of Great Britain and Northern英国 欧州

37 Australia オーストラリア連邦 大洋州

38 Republic of Costa Rica コスタリカ共和国 中南米

39 Republic of El Salvador エルサルバドル共和国 中南米

40 Republic of Guatemala グアテマラ共和国 中南米

41 Republic of Haiti ハイチ共和国 中南米

42 Republic of Honduras ホンジュラス共和国 中南米

43 Republic of Peru ペルー共和国 中南米

44 Canada カナダ 北米

45 United States of America アメリカ合衆国 北米
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表 5. 表 4 のうち、G7 と WPRO 以外の国

No. 国（正式名称） 国（日本語） 地域

1 Democratic Socialist Republic of Sri Lanka スリランカ民主社会主義共和国 アジア

2 Islamic Republic of Pakistan パキスタン・イスラム共和国 アジア

3 Lao People's Democratic Republic ラオス人民民主共和国 アジア

4 Nepal ネパール アジア

5 People's Republic of Bangladesh バングラデシュ人民共和国 アジア

6 The Democratic Republic of Timor-Leste 東ティモール民主共和国 アジア

7 Arab Republic of Egypt エジプト・アラブ共和国 アフリカ

8 Burkina Faso ブルキナファソ アフリカ

9 Democratic Republic of the Congo コンゴ民主共和国 アフリカ

10 Federal Democratic Republic of Ethiopia エチオピア連邦民主共和国 アフリカ

11 Federal Republic of Nigeria ナイジェリア連邦共和国 アフリカ

12 Federal Republic of Somalia ソマリア連邦共和国 アフリカ

13 Islamic Republic of Mauritania モーリタニア・イスラム共和国 アフリカ

14 Republic of Benin ベナン共和国 アフリカ

15 Republic of Ghana ガーナ共和国 アフリカ

16 Republic of Madagascar マダガスカル共和国 アフリカ

17 Republic of Mozambique モザンビーク共和国 アフリカ

18 Republic of Rwanda ルワンダ共和国 アフリカ

19 Republic of Senegal セネガル共和国 アフリカ

20 Republic of Sierra Leone シエラレオネ共和国 アフリカ

21 Republic of The Gambia ガンビア共和国 アフリカ

22 Republic of Uganda ウガンダ共和国 アフリカ

23 Republic of Yemen, Republic of Zimbabwe ジンバブエ共和国 アフリカ

24 United Republic of Tanzania タンザニア連合共和国 アフリカ

25 Ireland アイルランド 欧州

26 Kingdom of Denmark デンマーク王国 欧州

27 Kingdom of the Netherlands オランダ王国 欧州

28 Kyrgyz Republic キルギス共和国 欧州

29 Republic of Finland フィンランド共和国 欧州

30 Republic of Costa Rica コスタリカ共和国 中南米

31 Republic of El Salvador エルサルバドル共和国 中南米

32 Republic of Guatemala グアテマラ共和国 中南米

33 Republic of Haiti ハイチ共和国 中南米

34 Republic of Honduras ホンジュラス共和国 中南米

35 Republic of Peru ペルー共和国 中南米
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ビ
ス

業
R

ep
ub

li
c 

of
 S

in
ga

po
re

シ
ン

ガ
ポ
ー

ル
共
和

国
ア
ジ
ア

○

21
F

U
JI

 O
IL

 H
O

L
D

IN
G

S
 I

N
C

.
不
二

製
油
グ

ル
ー
プ

本
社
株

式
会
社

植
物
性

油
脂
や

業
務
用

チ
ョ
コ

レ
ー
ト

、
乳
化

・
発
酵

素
材
、

大
豆
加

工
素
材

な
ど
の

 開
発
・
生

産
・
販

売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
事

業
紹
介

）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

○

22
G

ri
ff

it
h 

F
oo

ds
 (U

ni
te

d 
S

ta
te

s 
of

A
m

er
ic

a)

調
味
料

や
ソ
ー

ス
か
ら

フ
ラ
イ

衣
、
コ

ー
テ
ィ

ン
グ
、

香
料
、

ベ
ー
カ

リ
ー
商

品
な
ど

の
食
品

原
料
を

専
門
に

取
り
扱

う
、
グ

ロ
ー
バ

ル
な
製

品
開
発

パ
ー
ト

ナ
ー

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（

A
bo

ut
 u

sを
和
訳
）

製
造
業

製
造
業

U
ni

te
d 

S
ta

te
s 

of
 A

m
er

ic
a

ア
メ

リ
カ
合

衆
国

北
米

○

23
H

ap
py

＆
L

if
e8

8,
L

L
C

.
H

ap
py

＆
L

if
e 

88
 合

同
会
社

・
農
林

畜
水
産

物
加
工

品
と
菓

子
類
の

輸
出
販

売
と
輸

入
販
売

・
食
品

と
食
器

、
雑
貨

の
売
買

・
飲
食

店
開
業

と
運
営

の
コ
ン

サ
ル
テ

ィ
ン
グ

・
事
業

主
及
び

企
業
の

海
外
進

出
会
社

の
コ
ン

サ
ル

テ
ィ
ン

グ

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
概
要

）

卸
売
・

小
売
業

卸
売
業
・

小
売
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

24
H

A
Y

A
S

H
IB

A
R

A
株
式

会
社

 林
 原

食
品
原

料
、
医

薬
品
原

料
、
化

粧
品
原

料
、
健

康
食
品

原
料
、

機
能
性

色
素
の

開
発
・

製
造
・

販
売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
概
要

）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

○

25
H

ig
h-

P
re

ss
ur

e 
S

up
po

rt
 C

o.
, L

td
.

H
ig

h-
P

re
ss

ur
e 

S
up

po
rt
株
式
会

社

・
高
圧

食
品
の

製
造
・

販
売

・
食
品

加
工
用

及
び
医

療
用
高

圧
処
理

装
置
の

製
造
・

販
売
・

保
守
管

理

・
食
品

素
材
に

対
す
る

高
圧
技

術
の
試

験
及
び

受
託
加

工 ・
高
圧

技
術
を

用
い
た

食
品
製

造
に
関

す
る
サ

ポ
ー

ト
・
技

術
相
談

・
高
圧

処
理
装

置
導
入

の
た
め

の
資
金

相
談

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

26
IK

E
A

 o
f S

w
ed

en
 (S

w
ed

en
)

家
具
・

イ
ン
テ

リ
ア
・

生
活
雑

貨
な
ど

の
販
売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
よ
り

判
断

卸
売
・

小
売
業

卸
売
業
・

小
売
業

K
in

gd
om

 o
f S

w
ed

en
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
王
国

欧
州

○

27
In

te
gr

iC
ul

tu
re

 I
nc

.
イ
ン

テ
グ
リ

カ
ル
チ

ャ
ー
株

式
会
社

汎
用
大

規
模
細

胞
培
養

シ
ス
テ

ム
 "

C
ul

N
et

 S
ys

te
m

™
"を

用
い
た

有
用
成

分
、
化

粧
品
、

食
品
、

細
胞
培

養

肉
の
研

究
開
発

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（

A
bo

ut
 u

s）

専
門
、

科
学
及

び
技
術

サ
ー
ビ

ス
業

学
術
研
究

，
専
門

・
技

術
サ
ー
ビ

ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

53



表
6. 

Pr
iva

te
 Se

cto
r B

us
in

es
se

sと
し

て
エ

ン
ド

ー
ス

あ
る

い
は

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
し

た
企

業
、

団
体

（
続

き
2）

N
o.

企
業

事
業
内

容
・
引

用
場
所

国
際

標
準

産
業
分

類
日
本

標
準
産

業
分
類

国
（
正

式
名
称

）
国

（
日
本

語
）

地
域

エ
ン

ド
ー

ス
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン
ト

日
本

栄
養

士
会

賛
助

会
員

東
京
都

栄
養
士

会
賛
助

会
員

28
In

te
rn

at
io

na
l F

oo
d 

an
d 

B
ev

er
ag

e
A

ll
ia

nc
e 

(I
F

B
A

)

世
界
の

公
衆
衛

生
を
改

善
す
る

た
め
に

、
主

要
な

食
品

お
よ
び

ノ
ン
ア

ル
コ
ー

ル
飲
料

会
社
か

ら
成

る
同

盟

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（

A
bo

ut
 u

sを
要

約
）

専
門

、
科
学

及
び
技

術

サ
ー

ビ
ス
業

サ
ー

ビ
ス

業
S

w
is

s 
C

on
fe

de
ra

ti
on

ス
イ

ス
連
邦

欧
州

○
○

29
IT

O
H

A
M

 Y
O

N
E

K
Y

U
 H

O
L

D
IN

G
S

伊
藤

ハ
ム

米
久

ホ
ー
ル

デ
ィ
ン

グ
ス
株

式

会
社

食
肉
加

工
品
の

製
造
及

び
販
売

、
食
肉

の
加

工
及

び
販

売
、
調

理
加
工

食
品
、

惣
菜
類

の
製
造

及
び

販
売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

）

製
造

業
製
造

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

30
Ja

pa
n 

C
on

se
rv

at
io

n 
E

ng
in

ee
rs

国
土

防
災

技
術

株
式
会

社

建
設
コ

ン
サ
ル

タ
ン
ト

、
地
質

調
査
業

、
測

量
業

、
補

償
コ
ン

サ
ル
タ

ン
ト
、

建
設
業

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
概
要

）

建
設

業
建
設

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

31
Ja

pa
n 

C
O

-O
P

 K
yo

sa
i (

In
su

ra
nc

e)
C

on
su

m
er

s'
 C

o-
op

er
at

iv
e 

F
ed

er
at

io
n

日
本

コ
ー

プ
共

済
生
活

協
同
組

合
連
合

会

・
共
済

事
業
（

コ
ー
プ

共
済
）

・
ラ
イ

フ
プ
ラ

ン
ニ
ン

グ
活
動

の
推
進

引
用
場

所
：
サ

イ
ト
（

コ
ー
プ

共
済
に

つ
い

て
）

そ
の

他
の
サ

ー
ビ
ス

業
複
合

サ
ー

ビ
ス

事
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

32
Ja

pa
ne

se
 C

on
su

m
er

s'
 C

o-
op

er
at

iv
e

U
ni

on
 (J

C
C

U
)

日
本

生
活

協
同

組
合
連

合
会

・
会
員

生
協
へ

の
商
品

供
給
な

ど
に
関

わ
る

事
業

・
生
協

の
全
国

組
織
と

し
て
の

取
り
組

み

・
会
員

生
協
へ

の
支
援

の
取
り

組
み

引
用
場

所
：
サ

イ
ト
（

日
本
生

協
連
と

は
）

そ
の

他
の
サ

ー
ビ
ス

業
複
合

サ
ー

ビ
ス

事
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

33
K

ag
ak

u-
D

oj
in

 P
ub

li
sh

in
g

株
式

会
社

 化
学

同
人

出
版
業

；
自
然

科
学
分

野
の
書

籍
の
発

行
・

月
刊

誌

「
化
学

」
の
発

行

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
情
報

）

情
報

通
信
業

情
報

通
信

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

34
K

A
G

O
M

E
 C

O
., 

L
T

D
.

カ
ゴ

メ
株

式
会

社

・
調
味

食
品
、

保
存
食

品
、
飲

料
、
そ

の
他

の
食

品
の

製
造
・

販
売

・
種
苗

、
青
果

物
の
仕

入
れ
・

生
産
・

販
売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
概
要

）

製
造

業
製
造

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○
○

○

35
K

ao
花
王

株
式

会
社

「
ハ
イ

ジ
ー
ン

&
リ

ビ
ン
グ

ケ
ア
」

「
ヘ
ル

ス
&

ビ
ュ
ー

テ
ィ
ケ

ア
」
「

ラ
イ
フ

ケ
ア
」

「
化

粧
品

」
の

4つ
の

事
業

分
野

で
、

生
活
者

に
向
け

た
コ
ン

シ
ュ

ー

マ
ー
プ

ロ
ダ
ク

ツ
事
業

を
展
開

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
花

王
グ
ル

ー
プ

に
つ

い
て

/
事

業
分

野
）

製
造

業
製
造

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○
○

○
○

36
K

E
N

K
O

 M
ay

on
na

is
e

ケ
ン

コ
ー

マ
ヨ

ネ
ー
ズ

株
式
会

社

・
サ
ラ

ダ
類
・

総
菜
類

の
製
造

、
販
売

・
マ
ヨ

ネ
ー
ズ

類
・
ド

レ
ッ
シ

ン
グ
類

・
ソ

ー
ス

類
の

製
造
、

販
売

・
タ
マ

ゴ
加
工

品
の
製

造
、
販

売

・
シ
ョ

ッ
プ
事

業

・
海
外

事
業

ケ
ン
コ

ー
マ
ヨ

ネ
ー
ズ

株
式
会

社

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

/会
社
情

報
）

製
造

業
製
造

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

37
K

i k
ko

m
an

 C
or

po
ra

ti
on

キ
ッ

コ
ー

マ
ン

株
式
会

社

・
食
品

の
製
造

と
販
売

・
「
食

と
健
康

」
に
関

わ
る
商

品
と
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

/経
営
理

念
と
事

業
領
域

/キ
ッ

コ
ー
マ

ン
グ
ル

ー
プ
事

業
領

域
）

製
造

業
製
造

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

38
K

O
K

U
B

U
 G

R
O

U
P

 C
O

R
P

国
分

グ
ル

ー
プ

本
社
株

式
会
社

酒
類
・

食
品
・

関
連
消

費
財
に

わ
た
る

卸
売

業
及

び
流

通
加
工

、
配
送

業
務
、

貿
易
業

、
不
動

産
賃

貸
借

業

ほ
か

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
情
報

/会
社
概

要
）

卸
売

・
小
売

業
卸
売

業
・

小
売

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

39
K

ur
ad

as
hi

 C
o.

, L
td

株
式

会
社

ク
ラ

ダ
シ

ソ
ー
シ

ャ
ル
グ

ッ
ド
マ

ー
ケ
ッ

ト
「

ku
ra

da
sh

i」
の

運
営

卸
売

・
小
売

業
卸
売

業
・

小
売

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

40
K

yo
ku

yo
 C

o,
.L

td
株
式

会
社

　
極

洋

・
水
産

商
事
事

業

世
界
各

国
か
ら

の
水
産

物
の
輸

出
入
・

国
内

商
事

、
三

国
間
貿

易

・
食
品

事
業

農
水
産

物
の
冷

凍
・
常

温
加
工

品
の
製

造
、

販
売

鰹
・
鮪

事
業

カ
ツ
オ

・
マ
グ

ロ
の
漁

獲
お
よ

び
養
殖

、
加

工
、

販
売

・
物
流

サ
ー
ビ

ス
事
業

食
品
の

鮮
度
の

管
理
お

よ
び
配

送
手
配

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
採

用
基
本

情
報

/会
社

概

要
）

卸
売

・
小
売

業
卸
売

業
・

小
売

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

41
L

E
O

C
 C

o.
, L

td
.

株
式

会
社

 L
E

O
C

1.
病

院
・

社
会

福
祉

施
設
に

お
け
る

フ
ー
ド

サ
ー
ビ

ス

の
提
供

2.
企

業
・

学
校

な
ど

の
食
堂

に
お
け

る
フ
ー

ド
サ
ー

ビ

ス
の
提

供

3.
各

種
厚

生
施

設
に

お
け
る

フ
ー
ド

サ
ー
ビ

ス
の
提

供

及
び
施

設
の
運

営
・
管

理
業
務

4.
ス

ポ
ー

ツ
施

設
に

お
け
る

フ
ー
ド

サ
ー
ビ

ス
の
提

供

及
び
栄

養
サ
ポ

ー
ト
業

務

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
概
要

/概
要
・

沿
革
）

宿
泊

・
飲
食

業
宿
泊

業
，

飲
食

サ
ー
ビ

ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

54



表
6. 

Pr
iva

te
 Se

cto
r B

us
in

es
se

sと
し

て
エ

ン
ド

ー
ス

あ
る

い
は

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
し

た
企

業
、

団
体

（
続

き
3）

N
o.

企
業

事
業
内
容

・
引
用
場

所
国
際
標

準
産
業

分
類

日
本
標
準

産
業
分

類
国

（
正
式

名
称
）

国
（
日
本

語
）

地
域

エ
ン

ド
ー
ス

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト

日
本

栄
養
士

会
賛
助
会

員
東
京

都
栄
養

士
会
賛
助

会
員

42
M

ar
uh

a 
N

ic
hi

ro
 C

or
po

ra
ti

on
マ
ル

ハ
ニ
チ
ロ

株
式
会
社

漁
業
、
養

殖
、
水

産
物
の
輸

出
入
・

加
工
・
販

売
、
冷

凍
食
品
・

レ
ト
ル

ト
食
品
・

缶
詰
・

練
り
製
品

・
化
成

品
の
製
造

・
加
工

・
販
売
、

食
肉
・

飼
料
原
料

の
輸

入
、
食
肉

製
造
・

加
工
・
販

売

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

企
業
案

内
）

農
林

漁
業

漁
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

43
M

ea
l-

pl
us

 C
or

po
ra

ti
on

 (J
ap

an
)

・
保
健
指

導

・
介
護
予

防
事
業

・
薬
局
管

理
栄
養

士
コ
ン
サ

ル
テ
ィ

ン
グ

・
食
関
連

コ
ン
テ

ン
ツ
提
供

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
か

ら
引
用

専
門

、
科
学
及

び
技
術

サ
ー

ビ
ス
業

学
術
研

究
，
専
門

・
技

術
サ
ー

ビ
ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

44
M

ir
ai

-Z
ou

 C
o.

, L
td

株
式

会
社

 み
ら

い
蔵

農
業
資
材

販
売
、

米
穀
集
荷

、
農
産

物
検
査
、

土
壌
分

析
、
生
産

法
人

(生
姜
・

苺
)等

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

会
社
案

内
/代

表
メ

ッ
セ
ー

ジ
）

農
林

漁
業

農
業
，

林
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

45
N

eu
ra

l I
nc

.
株
式

会
社
ニ
ュ

ー
ラ
ル

・
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ

テ
ィ
戦
略

コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン

グ

・
E

S
G
投
資
ア

ド
バ
イ
ザ

リ
ー

・
ベ
ン
チ

ャ
ー
投

資

・
上
場
企

業
投
資

・
宇
宙
ビ

ジ
ネ
ス

ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー

・
グ
ロ
ー

バ
ル
経

営
ア
ド
バ

イ
ザ
リ

ー

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

企
業
情

報
/会

社
概

要
）

専
門

、
科
学
及

び
技
術

サ
ー

ビ
ス
業

学
術
研

究
，
専
門

・
技

術
サ
ー

ビ
ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

46
N

H
 F

oo
ds

 L
td

.
日
本

ハ
ム
株
式

会
社

食
肉
加
工

品
の
製

造
お
よ
び

販
売

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

企
業
情

報
/日

本
ハ

ム

（
株
）
会

社
情
報

/会
社
概
要

）

製
造

業
製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

○

47
N

ic
hi

re
i F

oo
ds

 I
nc

.
株
式

会
社
ニ
チ

レ
イ
フ
ー

ズ

冷
凍
食
品

・
レ
ト

ル
ト
食
品

・
缶
詰

・
包
装
氷

等
の
製

造
・
加
工

並
び
に

こ
れ
ら
の

製
品
の

販
売

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

企
業
情

報
/会

社
案

内
/会

社
概
要
）

製
造

業
製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

48
N

IP
P

N
 C

or
po

ra
ti

on
株
式

会
社

 ニ
ッ

プ
ン

製
粉
事
業

、
食
品

事
業
（
プ

レ
ミ
ッ

ク
ス
類
、

コ
ー
ン

製
品
、
米

粉
、
家

庭
用
小
麦

粉
、
パ

ス
タ
類
、

パ
ス
タ

ソ
ー
ス
、

オ
リ
ー

ブ
油
、
ア

マ
ニ
な

ど
、
乾
麺

、
冷
凍

食
材
、
冷

凍
食
品

、
中
食
事

業
）
、

そ
の
他
（

ヘ
ル
ス

ケ
ア
事
業

、
ペ
ッ

ト
ケ
ア
事

業
、
バ

イ
オ
テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー
関
連

事
業
、

機
械
類
の

販
売
な

ど
）

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

企
業
情

報
/会

社
概

要
）

製
造

業
製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

49
N

ip
po

n 
B

io
di

es
el

 F
ue

l C
o.

 L
td

日
本

植
物
燃
料

株
式
会
社

・
電
子
農

協
基
盤

構
築
事
業

・
電
子
バ

ウ
チ
ャ

ー
事
業

・
現
金
・

電
子
マ

ネ
ー
給
付

事
業

・
再
生
可

能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事

業

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

企
業
概

要
）

専
門

、
科
学
及

び
技
術

サ
ー

ビ
ス
業

学
術
研

究
，
専
門

・
技

術
サ
ー

ビ
ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

50
N

is
sh

in
 S

ei
fu

n 
G

ro
up

 I
nc

.
株
式

会
社
日
清

製
粉
グ
ル

ー
プ

製
粉
、
加

工
食
品

、
酵
母
・

バ
イ
オ

、
健
康
食

品
、
中

食
・
惣
菜

、
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
、

メ
ッ
シ
ュ

ク
ロ
ス

等
を
事
業

群
と
す

る
グ
ル
ー

プ
全
体

の
経
営
戦

略
の
立

案
・
遂
行

、
事
業

会
社
の
管

理
・
支

援

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

グ
ル
ー

プ
に
つ
い

て
/会

社

概
要
）

製
造

業
製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

51
N

IS
S

IN
 F

O
O

D
S

 H
O

L
D

IN
G

S
日
清

食
品
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン

グ
ス
株

式
会
社

・
即
席
麺

の
製
造

お
よ
び
販

売

・
チ
ル
ド

食
品
の

製
造
お
よ

び
販
売

・
冷
凍
食

品
の
製

造
お
よ
び

販
売

・
菓
子
、

シ
リ
ア

ル
食
品
の

製
造
お

よ
び
販
売

・
乳
製
品

、
清
涼

飲
料
、
チ

ル
ド
デ

ザ
ー
ト
等

の
製
造

お
よ
び
販

売

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

企
業
情

報
）

製
造

業
製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

52
N

ut
ri

 C
o.

, L
td

.
ニ
ュ

ー
ト
リ
ー

株
式
会
社

栄
養
療
法

食
品
な

ら
び
に
嚥

下
障
害

対
応
食
品

な
ど
の

開
発
、
製

造
お
よ

び
販
売

製
造

業
製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

○

53
N

ut
ri

ti
on

 J
ap

an
 P

ub
li

c 
P

ri
va

te
P

la
tf

or
m

栄
養

改
善
事
業

推
進
プ
ラ

ッ
ト
フ

ォ
ー
ム

民
間
企
業

の
ア
イ

デ
ア
と
イ

ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を

も
と

に
、
日
本

の
技
術

と
知
見
を

活
か
し

て
、
途
上

国
・
新

興
国
の
国

民
の
栄

養
状
態
を

改
善
で

き
る
食
品

供
給
な

ど
の
ビ
ジ

ネ
ス
（

栄
養
改
善

事
業
）

を
推
進
す

る
た
め

の
、
官
民

連
携
の

枠
組
み

専
門

、
科
学
及

び
技
術

サ
ー

ビ
ス
業

学
術
研

究
，
専
門

・
技

術
サ
ー

ビ
ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

54
O

la
m

 I
nt

er
na

ti
on

al
 (S

in
ga

po
re

)
農
産
物
商

社

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
よ

り
判
断

卸
売

・
小
売
業

卸
売
業

・
小
売
業

R
ep

ub
li

c 
of

 S
in

ga
po

re
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル

共
和
国

ア
ジ
ア

○

55



表
6. 

Pr
iva

te
 Se

cto
r B

us
in

es
se

sと
し

て
エ

ン
ド

ー
ス

あ
る

い
は

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
し

た
企

業
、

団
体

（
続

き
4）

N
o.

企
業

事
業
内
容

・
引
用

場
所

国
際
標

準
産
業

分
類

日
本

標
準
産

業
分
類

国
（

正
式
名

称
）

国
（
日

本
語
）

地
域

エ
ン

ド
ー
ス

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
日

本
栄
養

士
会
賛

助
会
員

東
京

都
栄
養

士
会
賛

助
会
員

55

O
m

ni
co

m
 H

ea
lt

h 
G

ro
up

 A
si

a 
P

ac
if

ic
K

.K
. P

O
L

A
R

IS
O

m
ni

co
m

 H
ea

lt
h 

G
ro

up
 A

si
a 

P
ac

if
ic

株
式

会
社

 P
O

L
A

R
IS

人
々
の

Q
O

L
向
上

に
貢
献

す
る
ヘ

ル
ス
ケ

ア
エ
ー

ジ
ェ

ン
シ
ー

・
プ
ラ

ン
ニ
ン

グ

・
デ
ジ

タ
ル
サ

ー
ビ
ス

・
ア
カ

ウ
ン
ト

サ
ー
ビ

ス

・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
ソ
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン

・
ア
カ

デ
ミ
ッ

ク
エ
ン

ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト

／
K

O
L
リ

レ
ー

シ
ョ
ン

・
コ
ン

テ
ン
ツ

・
エ
ビ

デ
ン
ス

開
発
サ

ポ
ー
ト

専
門
、

科
学
及

び
技
術

サ
ー
ビ

ス
業

学
術
研
究

，
専
門

・
技

術
サ
ー
ビ

ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

○

56
P

T
 I

nd
of

oo
d 

S
uk

se
s 

M
ak

m
ur

 T
bk

(I
nd

on
es

ia
)

麺
類
、

乳
製
品

、
ス
ナ

ッ
ク
菓

子
、
食

品
調
味

料
、
栄

養
特
別

食
、
飲

料
等
の

生
産
や

包
装
事

業

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（

C
O

M
P

A
N

Y
/I

C
B

P
 A

T
A

 G
L

A
N

C
E

 を
和
訳

）

製
造
業

製
造
業

R
ep

ub
li

c 
of

 I
nd

on
es

ia
イ
ン

ド
ネ
シ

ア
共
和

国
ア
ジ
ア

○

57
Q

uo
rn

 F
oo

ds
 (U

ni
te

d 
K

in
gd

om
)

代
替
食

品
の
製

造

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
よ
り

判
断

製
造
業

製
造
業

U
ni

te
d 

K
in

gd
om

 o
f G

re
at

 B
ri

ta
in

an
d 

N
or

th
er

n 
Ir

el
an

d
英
国

欧
州

○

58
R

oy
al

 D
S

M
 (N

et
he

rl
an

ds
)

ヒ
ュ
ー

マ
ン
ニ

ュ
ー
ト

リ
シ
ョ

ン
、
ア

ニ
マ
ル

ニ
ュ
ー

ト
リ
シ

ョ
ン
、

パ
ー
ソ

ナ
ル
ケ

ア
と
ア

ロ
マ
、

医
療
機

器
、
環

境
に
や

さ
し
い

製
品
と

ア
プ
リ

ケ
ー
シ

ョ
ン
、

ニ
ュ
ー

モ
ビ
リ

テ
ィ
と

コ
ネ
ク

テ
ィ
ビ

テ
ィ
に

関
わ
る

ビ
ジ
ネ

ス
ソ
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン
を

提
供

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
情
報

）

製
造
業

製
造
業

K
in

gd
om

 o
f t

he
 N

et
he

rl
an

ds
オ
ラ

ン
ダ
王

国
欧
州

○

59
S

ai
ns

bu
ry

's
 S

up
er

m
ar

ke
t 

L
td

. (
U

ni
t e

各
種
食

料
品
小

売
業

卸
売
・

小
売
業

卸
売
業
・

小
売
業

U
ni

te
d 

K
in

gd
om

 o
f G

re
at

 B
ri

ta
in

an
d 

N
or

th
er

n 
Ir

el
an

d
英
国

欧
州

○

60
S

ev
en

 &
 i 

H
ol

di
ng

s 
C

o.
, L

td
.

株
式

会
社
セ

ブ
ン
＆

ア
イ
・

ホ
ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス

コ
ン
ビ

ニ
エ
ン

ス
ス
ト

ア
、
総

合
ス
ー

パ
ー
、

食
品

ス
ー
パ

ー
、
百

貨
店
、

専
門
店

、
フ
ー

ド
サ
ー

ビ
ス
、

金
融
サ

ー
ビ
ス

、
IT

／
サ

ー
ビ
ス

な
ど
、

各
事
業

を
中

心
と
し

た
企
業

グ
ル
ー

プ
の
企

画
・
管

理
・
運

営
（
純

粋
持
株

会
社
）

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
/企

業
概

要
）

卸
売
・

小
売
業

卸
売
業
・

小
売
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

61

S
H

iD
A

X
 C

O
N

T
R

A
C

T
 F

O
O

D
S

E
R

V
IC

E
 C

O
R

P
O

R
A

R
T

IO
N

シ
ダ

ッ
ク
ス

コ
ン
ト

ラ
ク
ト

フ
ー
ド

サ
ー

ビ
ス

株
式
会

社

・
オ
フ

ィ
ス
・

工
場
な

ど
の
社

員
食
堂

、
学
校

な
ど
の

学
生
食

堂
の
受

託
運
営

・
学
生

寮
・
社

員
寮
の

食
堂
運

営
、
レ

ス
ト
ラ

ン
・
社

員
ク
ラ

ブ
の
運

営

・
売
店

の
運
営

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

/事
業
会
社

一
覧

/シ
ダ
ッ
ク

ス
コ
ン

ト
ラ
ク

ト
サ
ー

ビ
ス
株

式
会
社

）

宿
泊
・

飲
食
業

宿
泊
業
，

飲
食
サ

ー
ビ
ス

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

○

62
S

H
iD

A
X

 C
O

R
P

O
R

A
R

T
IO

N
シ
ダ

ッ
ク
ス

株
式
会

社

・
子
会

社
へ
の

経
営
指

導
お
よ

び
間
接

業
務
の

受
託

（
持
株

会
社
）

・
子
会

社
を
通

じ
て
以

下
の
事

業
を
展

開

・
フ
ー

ド
サ
ー

ビ
ス
事

業
、
車

両
運
行

サ
ー
ビ

ス
事

業
、
社

会
サ
ー

ビ
ス
事

業

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

/事
業
会
社

一
覧

/シ
ダ
ッ
ク

ス
株
式

会
社
）

宿
泊
・

飲
食
業

宿
泊
業
，

飲
食
サ

ー
ビ

ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

63
S

H
iD

A
X

 F
O

O
D

 S
E

R
V

IC
E

C
O

R
P

O
R

A
R

T
IO

N
シ
ダ

ッ
ク
ス

フ
ー
ド

サ
ー
ビ

ス
株
式

会
社

・
病
院

・
診
療

所
入
院

患
者
を

対
象
と

し
た
給

食
、
及

び
病
院

内
職
員

食
堂
・

外
来
レ

ス
ト
ラ

ン
の
受

託
運
営

・
保
育

園
、
幼

稚
園
、

及
び
特

別
養
護

老
人
ホ

ー
ム
、

介
護
老

人
保
健

施
設
、

有
料
老

人
ホ
ー

ム
、

障
害
者

施
設
な

ど
の
給

食
の
受

託
運
営

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

/事
業
会
社

一
覧

/シ
ダ
ッ
ク

ス
フ
ー

ド
サ
ー

ビ
ス
株

式
会
社

）

宿
泊
・

飲
食
業

宿
泊
業
，

飲
食
サ

ー
ビ
ス

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

56



表
6. 

Pr
iva

te
 Se

cto
r B

us
in

es
se

sと
し

て
エ

ン
ド

ー
ス

あ
る

い
は

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
し

た
企

業
、

団
体

（
続

き
5）

N
o.

企
業

事
業
内
容

・
引
用

場
所

国
際
標

準
産
業

分
類

日
本

標
準
産

業
分
類

国
（

正
式
名

称
）

国
（
日

本
語
）

地
域

エ
ン

ド
ー
ス

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
日

本
栄
養

士
会
賛

助
会
員

東
京

都
栄
養

士
会
賛

助
会
員

64
T

ai
yo

 Y
uk

a
株
式

会
社
太

陽
油
化

・
産
業

廃
棄
物

収
集
運

搬
・
処

分

・
特
別

管
理
産

業
廃
棄

物
収
集

運
搬
・

処
分

・
一
般

廃
棄
物

処
分

・
危
険

物
施
設

メ
ン
テ

ナ
ン
ス

・
排
水

処
理
施

設
メ
ン

テ
ナ
ン

ス

・
石
油

製
品
販

売
業

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
案
内

）

水
供
給

業
、
下

水
処
理

並
び
に

廃
棄
物

管
理
及

び
浄
化

活
動

サ
ー
ビ
ス

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○
○

65
T

IG
E

R
 C

O
R

P
O

R
A

T
IO

N
タ
イ

ガ
ー
魔

法
瓶
株

式
会
社

真
空
断

熱
ボ
ト

ル
、
ジ

ャ
ー
炊

飯
器
、

電
気
ケ

ト
ル
、

電
気
ポ

ッ
ト
、

電
気
調

理
器
具

、
ア
ウ

ト
ド
ア

用
品
な

ど
 生

活
用

品
の
総

合
メ
ー

カ
ー

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
情
報

/会
社
概
要

）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

66
T

O
H

-A
S

 C
o.

,L
td

.
株
式

会
社
ト

ー
ア
ス

販
売

工
業
用

パ
ッ
キ

ン
産
業

機
器
販

売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
概
要

）
製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

67
T

O
Y

O
 F

E
A

T
H

E
R

 I
N

D
U

S
T

R
Y

C
O

.,L
T

D
東
洋

羽
毛
工

業
株
式

会
社

・
羽
毛

製
品
の

製
造
・

販
売

・
羽
毛

素
材
及

び
羽
毛

素
材
の

利
用
に

関
す
る

研
究
・

開
発

・
羽
毛

素
材
を

利
用
し

た
製
品

の
企
画

・
製
造

・
販
売

・
毛
皮

及
び
皮

革
製
品

の
販
売

、
医
療

機
器
の

販
売

・
健
康

・
睡
眠

に
関
す

る
製
品

の
製
造

・
販
売

・
羽
毛

ケ
ラ
チ

ン
・
ケ

ラ
タ
イ

ド
®
の

製
造
・

販
売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

○

68
T

oy
oS

ys
te

m
S

ci
en

ce
 C

O
.,L

td
株
式

会
社
東

洋
シ
ス

テ
ム
サ

イ
エ
ン

ス

・
栄
養

計
算
、

栄
養
指

導
パ
ッ

ケ
ー
ジ

ソ
フ
ト

「
カ
ロ

リ
ー
メ

イ
ク
」

　
の
開

発
お
よ

び
販
売

・
業
務

用
コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
ソ
フ

ト
ウ
ェ

ア
の
開

発
お
よ

び
販
売

、
保
守

・
栄
養

士
及
び

管
理
栄

養
士
人

材
派
遣

業
務
、

教
育
事

業 ・
食
育

教
材
お

よ
び
食

育
コ
ン

テ
ン
ツ

の
企
画

、
販
売

・
そ
の

他
栄
養

管
理
、

健
康
増

進
に
関

す
る
業

務

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
案
内

）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

69
U

ni
le

ve
r 

(U
ni

te
d 

K
in

gd
om

)

美
容
、

パ
ー
ソ

ナ
ル
ケ

ア
、
ホ

ー
ム
ケ

ア
、
栄

養
関

連
、
ア

イ
ス
ク

リ
ー
ム

の
製
品

の
製
造

・
販
売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（

O
ur

 c
om

pa
ny

/A
t 

a
gl

an
ce

/O
ur

 s
tr

uc
tu

re
）
よ

り
要
約

製
造
業

製
造
業

U
ni

te
d 

K
in

gd
om

 o
f G

re
at

 B
ri

ta
in

an
d 

N
or

th
er

n 
Ir

el
an

d
英
国

欧
州

○

70
W

or
ld

 B
us

in
es

s 
C

ou
nc

il
 fo

r
S

us
ta

in
ab

il
it

y 
D

ev
el

op
m

en
t

(W
B

C
S

D
)

持
続
可

能
な
開

発
を
目

指
す
企

業
約

20
0社

の
C

E
O
連

合
体

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（

O
ve

rv
ie

w
/A

bo
ut

 u
sを

和
訳
）

専
門
、

科
学
及

び
技
術

サ
ー
ビ

ス
業

サ
ー
ビ
ス

業
S

w
is

s 
C

on
fe

de
ra

ti
on

ス
イ

ス
連
邦

欧
州

○

71
W

on
de

r 
ch

ef
 C

o.
,L

td
.

株
式

会
社
　

ワ
ン
ダ

ー
シ
ェ

フ

ス
テ
ン

レ
ス
製

厨
房
用

品
、
ア

ル
ミ
ニ

ウ
ム
製

厨
房
用

品
及
び

、
各
種

金
属
に

よ
る
製

品
の
製

造
販
売

並
び
に

輸
入
販

売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
案
内

）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

72
Y

U
K

A
S

H
IK

A
D

O
, I

nc
.

株
式
会

社
ユ
カ

シ
カ
ド

・
栄
養

検
査
を

は
じ
め

、
食
品

や
サ
プ

リ
メ
ン

ト
の
製

造
販
売

、
法
人

提
携
プ

ロ
グ
ラ

ム
、
メ

デ
ィ
ア

な
ど
栄

養
改
善

を
実
現

す
る
た

め
の
各

種
サ
ー

ビ
ス

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
ト

ッ
プ
ペ

ー
ジ
）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

73
Ze

sp
ri

 I
nt

er
na

ti
on

al
 (J

ap
an

) K
.K

.
ゼ
ス

プ
リ

 イ
ン

タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ

ル
 ジ

ャ
パ

ン
株

式
会
社

キ
ウ
イ

フ
ル
ー

ツ
の
輸

入
、
製

品
管
理

、
マ
ー

ケ
テ
ィ

ン
グ
活

動

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

）

卸
売
・

小
売
業

卸
売
業
・

小
売
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

○
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表
7. 

表
6の

う
ち

、
エ

ン
ド

ー
ス

、
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

両
⽅

⾏
っ

た
企

業

N
o.

企
業

国
（
正
式

名
称

）
国

（
日
本

語
）

地
域

1
A

cc
es

s 
T

o 
N

ut
ri

ti
on

 I
ni

ti
at

iv
e

(A
T

N
I)

 I
nv

es
to

r 
S

ig
na

to
ry

 G
ro

up
K

in
gd

om
 o

f t
he

 N
et

he
rl

an
ds

オ
ラ

ン
ダ

王
国

欧
州

2
A

ji
no

m
ot

o 
C

o.
, I

nc
. 

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ

ア

3
E

ug
le

na
 C

o.
, L

td
.

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ

ア

4
H

A
Y

A
S

H
IB

A
R

A
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ

ア

5
In

te
gr

iC
ul

tu
re

 I
nc

.
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ

ア

6
In

te
rn

at
io

na
l F

oo
d 

an
d 

B
ev

er
ag

e
A

ll
ia

nc
e 

(I
F

B
A

)
S

w
is

s 
C

on
fe

de
ra

ti
on

ス
イ

ス
連

邦
欧
州

7
K

A
G

O
M

E
 C

O
., 

L
T

D
.

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ

ア

8
K

ao
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ

ア

9
N

H
 F

oo
ds

 L
td

.
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ

ア

10
N

ip
po

n 
B

io
di

es
el

 F
ue

l C
o.

 L
td

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ

ア

11
N

IS
S

IN
 F

O
O

D
S

 H
O

L
D

IN
G

S
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ

ア

12
N

ut
ri

 C
o.

, L
td

.
ニ

ュ
ー

ト
リ

ー
株
式

会
社

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ

ア

13
S

H
iD

A
X

 C
O

N
T

R
A

C
T

 F
O

O
D

S
E

R
V

IC
E

 C
O

R
P

O
R

A
R

T
IO

N
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ

ア

14
T

ai
yo

 Y
uk

a
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ

ア
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表
8. 

AT
NI

 G
lob

al 
In

de
x 2

02
1の

企
業

に
関

す
る

エ
ン

ド
ー

ス
と

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト

ラ
ン
キ
ン

グ
会

社
名

国
事
業
内

容
（

製
造
品

）
エ
ン
ド

ー
ス

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト

1
N

es
tl

é
ス

イ
ス

飲
料

、
菓
子

、
ペ

ッ
ト
フ

ー
ド
等

2
U

ni
le

ve
r

イ
ギ
リ
ス

パ
ー

ソ
ナ
ル

ケ
ア

、
ホ
ー

ム
ケ
ア

、
品

質
管
理

、
品
質

保
証

○

3
F

ri
es

la
nd

C
am

pi
na

オ
ラ
ン
ダ

酪
農

共
同
組

合

4
D

an
on

e
フ

ラ
ン
ス

チ
ル

ド
乳
製

品
、

植
物
性

食
品

5
A

rl
a

デ
ン
マ
ー

ク
乳
製

品

6
M

ar
s

ア
メ
リ
カ

ペ
ッ

ト
ケ
ア

、
ス

ナ
ッ
ク

菓
子

7
P

ep
si

co
ア

メ
リ
カ

多
国

籍
食
品

、
ス

ナ
ッ
ク

、
飲
料

企
業

8
K

el
lo

gg
ア

メ
リ
カ

シ
リ

ア
ル
、

菓
子

、
加
工

食
品

9
G

ru
po

 B
im

bo
メ

キ
シ
コ

パ
ン

の
製
造

9
M

on
de

lē
z

ア
メ
リ
カ

ベ
ビ

ー
フ
ー

ド
、

コ
ー
ヒ

ー
、
乳

製
品

、
シ
リ

ア
ル
食

品
、
菓

子

11
C

oc
a 

C
ol

a
ア

メ
リ
カ

清
涼

飲
料
水

12
G

en
er

al
 M

il
ls

ア
メ
リ
カ

シ
リ

ア
ル
、

乳
製

品
、
缶

詰
ス
ー

プ
、

イ
ン
ス

タ
ン
ト

食
品
、

冷
凍

野
菜
等

12
M

ei
ji

日
本

発
酵

デ
イ
リ

ー
、

加
工
食

品
、
菓

子

14
A

ji
no

m
ot

o
日

本
調
味

料
、
冷

凍
食

品
、
ヘ

ル
ス
ケ

ア
等

○
○

14
C

am
pb

el
l

ア
メ
リ
カ

ス
ー

プ
缶

16
F

er
re

ro
イ

タ
リ
ア

チ
ョ

コ
レ
ー

ト
菓

子
、
清

涼
飲
料

水

17
C

on
ag

ra
ア

メ
リ
カ

パ
ッ

ケ
ー
ジ

食
品

18
B

R
F

ブ
ラ
ジ
ル

飲
食

19
K

D
P

ア
メ
リ
カ

飲
料

19
K

ra
ft

 H
ei

nz
ア

メ
リ
カ

調
味

料
と
ソ

ー
ス

、
乳
製

品
、
飲

料
等

21
S

un
to

ry
日

本
飲
料

21
Y

il
i

中
国

乳
製

品

23
L

ac
ta

li
s

フ
ラ
ン
ス

乳
製

品

23
M

en
gn

iu
中

国
乳
製

品

25
T

in
gy

i
台

湾
イ
ン

ス
タ
ン

ト
ラ

ー
メ
ン

、
飲
料

、
菓

子
類
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図 1. エンドースあるいはコミットメントを⾏った企業等の産業別分類（国際産業分類）n=73   

 
図 2. エンドースあるいはコミットメントを⾏った企業等の産業別分類（⽇本産業分類）n=73 
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【
参

考
資

料
】

S1
 T

ab
le.

 1
⽇

⽬
開

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

(1
)
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S1
 T

ab
le.

 1
⽇

⽬
開

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

(2
)

N
o.

国
氏

名
役

職
ス

ピ
ー

チ
内

容

5
東

テ
ィ

モ
ー

ル
民

主
共

和
国

H
.E

. M
r.

 T
au

r
M

at
an

 R
ua

k
P

ri
m

e
M

in
is

te
r

人
的

資
本

を
向
上

さ
せ

、
貧

困
を

解
消

さ
せ
、

特
に

女
性

や
子

ど
も

を
含
む

社
会

的
弱

者
の

あ
ら

ゆ
る
栄

養
不

良
を

な
く

す
こ

と
は
最

優
先

事
項

の
一

つ
で

あ
る
。

20
30

年
ま

で
に

全
国

的
な

食
料

安
全

保
障

を
確
保

し
、

発
育

阻
害

を
25

%
、
消

耗
症

を
5%

以
下

に
抑

え
る

、
子

ど
も

の
過

体
重
を

現
在

の
非

常
に

低
い

レ
ベ
ル

に
維

持
す

る
こ

と
を

約
束
し

て
い

る
。

最
近

、
我

が
政
府

は
栄

養
と

食
料

安
全

保
障
の

た
め

に
”S

D
G

2 
C

on
so

li
da

te
d 

N
at

io
na

l A
ct

io
n 

P
la

n”
を

開
始

し
た

。
総

合
的
な

取
り

組
み

を
支

援
し

、
そ
の

効
果

を
測

定
す

る
た

め
の
共

通

な
枠

組
み

を
提
供

す
る

も
の

。
優

先
事

項
と
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
達

成
を

確
実
に

す
る

た
め

、
最

大
で

37
00

万
米

ド
ル
の

資
金

を
投

入
し

た
。

こ
の
資

金
は

質
の

高
い

多
様

な
食
品

の
入

手
を

促
進

し
、

持
続

可
能

な
フ
ー

ド
シ

ス
テ

ム
を

確
保

す
る
こ

と
、

保
健

サ
ー

ビ
ス

へ
の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ア

ク
セ

ス
を
向

上
さ

せ
る

こ
と

、
母

子
の
食

習
慣

を
改

善
す

る
こ

と
に
使

用
さ

れ
る

。
我

々
の

新
し
い

資

金
調

達
メ

カ
ニ
ズ

ム
は

C
on

so
li

da
te

d 
A

ct
io

n 
P

la
nを

参
考
に

栄
養

に
特

化
し

た
介

入
へ
の

支
出

を
フ

ォ
ロ

ー
す

る
た
め

に
開

発
さ

れ
た

。
エ

ビ
デ
ン

ス
を

実
践

に
移

し
、

デ
ー
タ

を
活

用
し

て

プ
ロ

グ
ラ

ム
を
推

進
、

適
応

さ
せ

、
実

施
、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

報
告

を
セ
ク

タ
ー

間
及

び
全

て
の

関
連
す

る
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と
の

間
で

調
整

し
て

い
く

こ
と
を

約
束

す
る

。

6
エ

ル
サ

ル
バ

ド
ル

共
和

国

M
rs

. G
ab

ri
el

a
R

od
rí

gu
ez

 d
e

B
uk

el
e

F
ir

st
 L

ad
y

日
本

政
府

に
、
栄

養
サ

ミ
ッ

ト
開

催
へ

の
感
謝

を
申

し
上

げ
る

。

政
府

は
健

康
、
食

の
安

全
、

栄
養

改
善

に
取
り

組
ん

で
い

る
。

幼
少

期
の
包

括
的

ケ
ア

の
た

め
の

”G
ro

w
in

g 
T

og
et

he
r”

 政
策

を
実

施
し

て
い
き

た
が

、
こ

の
政

策
で

は
食
の

安
全

と
栄

養
は

特
に

重
要

な
柱

。
国
民

を
健

康
に

す
る

に
は

妊
娠
期

間
を

含
め

人
生

の
初

め
の
数

年
間

、
ケ

ア
と

サ
ー

ビ
ス
を

提
供

す
る

必
要

が
あ

る
。
そ

の
後

の
成

長
の

基
盤

と
な
る

か
ら

で
あ

る
。

こ
の

政
策
は

幼

少
期

を
対

象
と
し

、
次

の
点

で
食

に
取

り
組
ん

で
い

る
。

1)
母

乳
で

育
て

る
こ

と
を
保

護
、

支
援

、
推

奨

2)
妊

婦
と

乳
児

へ
の

栄
養
と

適
切

な
ケ

ア
の

提
供

3)
成

長
や

年
齢

に
応

じ
た
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

学
校

給
食
の

提
供

4)
学

校
や

家
庭

菜
園

を
活
用

し
た

幼
少

期
の

栄
養

の
確
保

こ
れ

は
他

の
政
策

と
と

も
に

持
続

可
能

な
フ
ー

ド
シ

ス
テ

ム
を

築
く

。

こ
の

サ
ミ

ッ
ト
の

参
加

を
通

じ
て

食
と

栄
養
の

改
善

に
関

し
て

コ
ミ

ッ
ト
し

て
い

る
こ

と
を

改
め

て
申
し

上
げ

る
。

そ
の

優
先

位
順
位

と
し

て
、

出
産

前
の

教
育
を

通
じ

て
母

乳
で

育
て

る
人
の

比

率
を

増
や

す
こ
と

、
出

生
時

の
未

熟
児

、
貧
血

、
過

体
重

を
含

む
幼

少
期
の

栄
養

不
良

を
減

少
さ

せ
る
こ

と
。

“G
ro

w
in

g 
T

og
et

he
r”
政

策
は
こ

れ
ら

の
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

達
成

す
る
た

め
に

2つ
の

不
可

欠
な

要
素

が
あ

る
。

1)
政

府
機

関
間

の
連

携

2)
中

央
政

府
、

地
方

自
治

体
、
民

間
部

門
、

市
民

団
体

、
国
際

社
会

な
ど

の
間

で
の

責
任
の

共
有

と
協

力

7
国

際
連

合

H
.E

. M
r.

 A
nt

ó
ni

o 
M

an
ue

l d
e

O
li

ve
ir

a
G

ut
er

re
s

S
ec

re
ta

ry
-

G
en

er
al

貧
困

と
飢

餓
を
な

く
し

、
持

続
可

能
な

開
発
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
数
十

年
に

わ
た

る
活

動
は

順
調
に

進
ん

で
い

る
が

、
飢

餓
は
依

然
と

し
て

増
加

し
て

い
る
。

世
界

の
10

人
に

1人
は

紛
争

、

気
候

変
動

、
貧
困

な
ど

の
理

由
で

深
刻

な
食
料

不
安

に
陥

っ
て

い
る

。
約

30
億

人
、
人

類
の

約
半

分
の

人
々

が
健
康

的
な

食
生

活
を

送
る

余
裕
が

な
く

、
子

ど
も

た
ち

が
成
長

す
る

た
め

に
必

要
な

多
様

な
食

生
活
の

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

こ
と
が

で
き

な
い

。
塩

分
、

糖
分
、

飽
和

脂
肪

が
多

く
、

必
須
栄

養
素

や
食

物
繊

維
が

少
な
い

加
工

食
品

が
氾

濫
し

て
い
る

。
毎

年
80

0万
人

が
不

健
康

な

食
生

活
の

結
果
亡

く
な

っ
て

い
る

。
新

型
コ
ロ

ナ
の

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

は
こ
れ

を
さ

ら
に

悪
化

さ
せ

て
い
る

。
昨

年
の

飢
餓

率
は

20
%
上

昇
し

、
41

00
万

人
以

上
が

飢
餓

の
危
機

に
瀕

し
て

い
る

。

人
々

は
生

活
を
維

持
で

き
る

健
全

な
フ

ー
ド
シ

ス
テ

ム
を

必
要

と
し

て
い
る

。
子

ど
も

た
ち

は
栄

養
価
の

高
い

、
安

全
な

食
品

が
必
要

。
9月

に
開

催
さ

れ
た

フ
ー

ド
シ
ス

テ
ム

サ
ミ

ッ
ト

で
は

、

栄
養

、
健

康
、
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
を

提
供
す

る
必

要
性

が
強

調
さ

れ
た
。

東
京

栄
養

サ
ミ

ッ
ト

で
は
、

よ
り

良
い

栄
養

政
策

と
プ
ロ

グ
ラ

ム
を

推
進

す
る

こ
と
で

、
ま

た
、

フ
ー

ド
シ

ス
テ
ム

強

化
の

た
め

の
新
た

な
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
引
き

出
す

こ
と

で
こ

れ
ら

の
活
動

を
推

進
す

る
こ

と
が

で
き
る

。

8
世

界
銀

行
M

r.
 D

av
id

M
al

pa
ss

P
re

si
de

nt

食
品

、
栄

養
の
安

全
保

障
は

世
銀

に
と

っ
て
も

非
常

に
重

要
。

初
期

の
栄
養

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
投

資
は
、

生
涯

に
わ

た
っ

て
大

き
な
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
影

響
を

与
え
る

こ
と

は
明

ら
か

。
栄

養
不
良

、

人
的

資
本

の
減
少

を
防

ぐ
に

は
生

後
10

00
日

が
大

き
な
チ

ャ
ン

ス
で

あ
る

。
ID

A
は
栄

養
不

良
、

飲
料

水
、

食
料
不

安
に

対
処

す
る

た
め

の
開
発

資
金

の
主

要
な

資
金

源
の
一

つ
。

岸
田

首
相

と
日

本
の

ID
A
の

リ
ー
ダ

ー
シ

ッ
プ
に

感
謝

し
た

い
。

 来
週
、

日
本

政
府

は
ID

A
第

20
次
増

資
交

渉
の

最
終

会
合

を
主
催

す
る

。
 我

々
は

資
金

調
達

と
政

策
パ
ッ

ケ
ー

ジ
に

つ
い

て
合

意
に
達

す
る

こ

と
を

期
待

し
て
い

る
。

栄
養

は
ID

A
20

の
重

要
な

優
先
事

項
。

ID
A
は

パ
ー

ト
ナ

ー
と

協
力

し
て
、

各
国

が
栄

養
失

調
と

闘
い
、

衛
生

状
態

を
改

善
し

、
気
候

に
配

慮
し

た
農

業
を

拡
大
し

、
農

業
補

助
金

を
再

利
用
す

る

こ
と

を
支

援
す
る

。

世
界

銀
行

は
現
在

、
60

億
米

ド
ル

を
超

え
る

栄
養

ポ
ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
現

在
実

施
し
て

い
ま

す
。

寛
大

な
寄

付
者
に

感
謝

す
る

。
特

に
、

日
本
が

ID
A
に

貢
献

し
、

"S
ca

li
ng

 U
p 

N
ut

ri
ti

on
"と

G
F

F
の

た
め

に
ジ

ャ
パ

ン
ト

ラ
ス

ト
フ

ァ
ン
ド

を
通

じ
て

貢
献

し
て

く
れ
た

こ
と

に
感

謝
す

る
。

ま
た

、
日

本
の
生

命
保

険
会

社
や

そ
の

他
の
投

資
家

な
ど

の
民

間
団

体
が

IB
R

D
の

栄
養

債
を
購

入
し

て
い
る

こ
と

を
嬉

し
く

思
い

、
民
間

部
門

に
と

っ
て

の
栄

養
の
重

要
性

に
対

す
る

認
識

が
高

ま
っ

て
い

る
。

IF
C
や

M
IG

A
を

含
む

世
界

銀
行

グ
ル

ー
プ

は
、
国

民
皆

保
険

（
U

H
C
）
と

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

対
応

の
重
要

な
部

分
と

し
て

栄
養

を
含
め

る
こ

と
に

引
き

続
き

力
を
注

い
で

い
る

。

こ
の

重
要

な
問
題

を
世

界
の

注
目

を
集

め
て
く

れ
た

日
本

に
感

謝
す

る
。

62



S1
 T

ab
le.

 1
⽇

⽬
開

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

(3
)

N
o.

国
氏

名
役
職

ス
ピ
ー

チ
内
容

9
W

H
O

H
.E

.D
r. 

Te
dr

os
Ad

ha
no

m
Di

re
ct

or
-

Ge
ne

ra
l

日
本
政

府
が
今

日
東
京

栄
養

サ
ミ

ッ
ト
を

開
催
し

て
く
だ

さ
っ

た
こ

と
、
こ

の
よ
う

な
機
会

を
い

た
だ

い
た
こ

と
に
感

謝
を
申

し
上

げ
る

。

こ
の
機

会
に
岸

田
総
理

に
対

し
て

、
日
本

国
政
府

、
日
本

の
人

々
に

対
し
て

、
ワ
ク

チ
ン
を

ア
フ

リ
カ

の
人
々

に
届
け

て
く
れ

た
こ

と
に

感
謝
を

申
し
上

げ
る
。

あ
ら

ゆ
る

形
態
の

栄
養
失

調
は
、

世
界
の

主
要
な

死
因
お

よ
び

病
気

の
1つ

。
新

型
コ
ロ

ナ
の
パ

ン
デ
ミ

ッ
ク
の

前
に

世
界

保
健
総

会
が
設

定
し
た

20
25

年
の

栄
養

に
関
す

る
目
標

に
向

か
っ

て
進
ん

で
い
た

。
健

康
、

食
料
、

回
復

力
、

3つ
の

分
野

が
こ

の
サ

ミ
ッ
ト

で
焦
点

が
当

て
ら

れ
て
い

る
。

W
H

Oは
、

国
民
皆

保
険

へ
の

道
の
り

の
一
環

と
し
て

、
す

べ
て

の
国
が

不
可
欠

な
栄
養

サ
ー

ビ
ス

へ
の
ア

ク
セ
ス

を
段
階

的
に

拡
大
す

る
こ
と

を
支
援

し
て

い
る

。

栄
養
不

良
の
対

策
を

6つ
の

重
点
分

野
で
行

う
。

1)
過
体

重
と

肥
満

を
防
ぐ

こ
と

2)
安
全

で
健

康
的

な
食
生

活
へ
の

ア
ク
セ

ス
を

拡
充

さ
せ
る

こ
と

3)
急
性

栄
養

不
良

に
取
り

組
む
こ

と

4)
貧
血

を
減

ら
す

こ
と

5)
質
の

良
い

母
乳

育
児
を

推
進
す

る
こ
と

6)
デ
ー

タ
を

収
集

、
活
用

し
、
能

力
開
発

に
生

か
す

こ
と

W
H

Oは
必

須
の

栄
養

サ
ー

ビ
ス
を

全
て
の

人
々

に
届

け
る
活

動
を
し

て
い
る

。
安

価
で

健
康
的

で
、
持

続
可
能

な
食

生
活

を
人
々

が
手
に

入
れ
る

こ
と

が
で

き
、
生

涯
に
わ

た
っ
て

健
康

的
な

人

生
を
送

れ
る
よ

う
に
し

て
い

く
。

10
U

N
IC

EF
M

s. 
H

en
rie

tt
a

H
. F

or
e

Ex
ec

ut
iv

e
Di

re
ct

or

日
本
政

府
に
感

謝
を
申

し
上

げ
る

。
岸
田

首
相
、

今
回
重

要
な

サ
ミ

ッ
ト
を

開
催
し

て
く
れ

て
い

る
こ

と
、
栄

養
や
ワ

ク
チ
ン

に
関

し
て

も
拠
出

し
て
い

た
だ
い

た
こ

と
に

感
謝
を

申
し
上

げ
る
。

20
00

年
以

来
、

世
界
は

発
育
阻

害
に

苦
し

む
5歳

未
満

の
子

供
の
割

合
を

3分
の

1に
減

ら
し

た
。
し

か
し
、

こ
の
進

歩
に

も
か

か
わ
ら

ず
、
世

界
の

5歳
未

満
の

子
供

た
ち

の
3人

に
1人

は
栄
養

不

良
で
あ

り
、
成

長
、
発

達
、

潜
在

能
力
を

最
大
限

に
発
揮

す
る

こ
と

が
で
き

な
い
。

U
N

IC
EF

と
し
て

は
進
捗

を
加
速

さ
せ
た

い
と

思
っ

て
お
り

、
今
回

栄
養
サ

ミ
ッ

ト
に

際
し
て

3つ
の

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
を

発
表
す

る
。

1)
13

0
か

国
以
上

で
の
プ

ロ
グ
ラ

ム
を
通

じ
て

、
あ

ら
ゆ
る

形
態
の

栄
養
不

良
を

防
ぐ

た
め
の

食
料
や

サ
ー
ビ

ス
の

提
供

を
サ
ポ

ー
ト
す

る
政
策

と
プ

ロ
グ

ラ
ム
で

、
毎
年

少
な

く
と

も
5億

人
の

子
供
、

青
年
、

女
性
に

リ
ー

チ
す

る
こ
と

を
目
指

す
。
こ

れ
を

実
現

す
る
た

め
に
、

ユ
ニ
セ

フ
は

20
22

年
か
ら

20
25

年
の
間

に
少

な
く

と
も

24
億
米

ド
ル
の

投
資
を

確
保

す
る

。

2)
ユ

ニ
セ

フ
は
、

N
o T

im
e t

o W
as

te
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
を
通

じ
て
、

20
25

年
ま

で
に

毎
年
、

少
な
く

と
も

1億
人

の
子
供

に
リ
ー

チ
す

る
た

め
、

30
以

上
の
高

負
担

国
を

支
援
す

る
。
こ

れ
は
子

供
の
消

耗
症
の

予
防
、

早
期

発
見

、
治
療

の
た
め

の
政
策

と
プ

ロ
グ

ラ
ム
で

、
タ
イ

ム
リ
ー

に
治

療
を

受
け
て

い
る
少

な
く
と

も
90

0万
人
の

子
供

を
含

む
。

3)
WH
Oと

協
力

し
て

Gl
ob
al

 A
ll

ia
nc

e 
fo
r 

Ch
il
dr

en
’
s 

Di
et

sを
立
ち

上
げ
、

主
導
す

る
こ

と
を

約
束
す

る
。
Gl

ob
al
 A

ll
ia

nc
e 

fo
r 
Ch

il
dr
en

’
s 
Di

et
sは

、
子
ど

も
た
ち

の
栄
養

の

権
利
と

ニ
ー
ズ

に
対
応

す
る

た
め

に
フ
ー

ド
シ
ス

テ
ム
を

変
革

す
る

、
と
い

う
独
自

の
役
割

に
全

責
任

を
負
い

、
公
的

お
よ
び

民
間

部
門

の
関
係

者
を
支

援
す
る

。

11
FA

O
Dr

. Q
U

 D
on

gy
u

Di
re

ct
or

Ge
ne

ra
l

日
本
国

政
府
に

こ
の
重

要
な

サ
ミ

ッ
ト
を

開
催
し

て
く
だ

さ
っ

た
こ

と
に
感

謝
を
申

し
上
げ

る
。

20
22

年
か

ら
20

30
年

に
か

け
て

FA
Oの

基
本

戦
略
の

一
部
が

栄
養

不
良

に
取
り

組
む
。

環
境
問

題
、

生
物

多
様
性

な
ど
の

問
題
で

、
農

業
フ

ー
ド
シ

ス
テ
ム

を
変
革

し
て

い
き

た
い
と

考
え
て

い

る
。
よ

り
強
靭

で
持
続

可
能

な
農

業
が
健

全
な
食

生
活
、

栄
養

改
善

に
不
可

欠
。
食

料
不
安

全
と

栄
養

不
良
の

状
況
を

見
る
と

20
30

年
ま

で
の
目

標
を
達

成
し
て

い
な

い
こ

と
が
わ

か
る
。

30
億

人
の
人

が
健
康

的
な
食

生
活

を
送

る
こ
と

が
で
き

て
い
な

い
。

新
型

コ
ロ
ナ

に
よ
っ

て
さ
ら

に
課

題
が

深
刻
化

し
て
い

る
。
国

連
の

栄
養

に
関
す

る
行
動

の
10

年
、
健

康
な
食

生
活
、

農
業
シ

ス
テ

ム
な
ど

、
こ
う

し
た
取

り
組

み
は

一
定
成

果
を
上

げ
て
い

る
。

安
全

な
栄
養

の
あ
る

食
料
を

生
産

す
る

必
要
性

は
か
つ

て
な
い

ほ
ど

高
ま

っ
て
い

る
。

FA
Oは

20
25

年
か

ら
20

30
年
に

か
け
て

、

20
30

年
の

ア
ジ

ェ
ン
ダ

を
支
持

し
て

い
る

。
そ
の

た
め
に

農
業
フ

ー
ド

シ
ス

テ
ム
を

変
革
し

て
い
く

。
そ

の
結

果
と
し

て
人
々

が
健

康
な

食
生
活

を
送
る

こ
と
が

で
き

、
強

靭
性
を

増
す
こ

と
が
で

き
る
に

支
援
し

て
い
く

。
こ

の
中

で
FA

Oは
、

あ
ら

ゆ
る
も

て
る

資
源

を
導
入

し
て
食

料
の

安
全

保
障
の

確
保
の

た
め
に

活
動

す
る

。
各
国

の
協
力

を
得
て

、
食

品
ロ

ス
を
減

ら
す
た

め
の
活

動
も

し
て
い

く
。
協

力
し
て

、
全

て
の

人
が
健

康
的
な

食
生
活

に
ア

ク
セ

ス
で
き

る
目
標

を
達
成

し
た

い
と

考
え
て

い
る
。
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T
ab
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. 1

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
1(

1)
N

o.
国

氏
名

所
属

ス
ピ

ー
チ
内
容

1
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
共

和
国

H
.E

. M
r.

 A
nd

ry
N

ir
in

a
R

aj
oe

li
na

P
re

si
de

nt

日
本
政
府
の
栄

養
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

に
敬
意
を
表
す
。

現
在
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
く
ら
い
世

界
の
人
々
は
深
刻
な

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

食
料
不
安
定
に
悩
ん

で
い
る
。
現
在

30
万
人
の
我
が
国
の
国

民
が
栄
養
不
良
に
苦
し

ん
で
い
る
。
そ
の
う

ち
、

20
万
人
は
フ

ェ
ー
ズ

4、
つ
ま
り
食
料

危
機
の
状
態
で
あ
る
。

7万
5,

00
0人

の
5歳

以
下
の
子
ど
も

が
急
性
栄
養
不
良
に

苦
し
ん
で
お
り
、
よ
り

適
切
な
解
決
方
法
を

探
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

2年
前
か

ら
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で

は
災
難
へ
の

強
力
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

と
行
動
方
法
を
変
え
、

他
分
野
的
ア
プ
ロ
ー

チ
、
農
業
、
保
健
、

水
、
排
水
処
理
、
教

育
、
社
会
保
障
の
分

野
で
考
え
て
い
く
べ

き
。
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の

南
部

の
住
民
支
援
の

た
め
に
複
数
の
施
策

を
と
っ
た
。
生
活
必

需
品
な
ど
の
人
道
援
助

物
資
を
運
ぶ
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
南
に
派
遣
し

た
。

10
万
世
帯
の

た
め
の
送
金
シ
ス
テ
ム

の
確
立
を
し
た
。
技

術
、
資
金
援
助
パ
ー

ト
ナ
ー

の
協
力
を
得
て

、
国
際
社
会
に
急
い

で
声
掛
け
を
行
っ
た

お
陰
で

10
0万

人
以
上
が
食
料
や
医
療

に
ア
ク
セ
ス
で
き
た

。
生
徒
の
栄
養
教
育

の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

、
ま
た
、
学
校
を
辞
め

る
生
徒
が
増
え
な
い

よ
う
に
全
国

に
学
校
給
食
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し

た
。
数
ヶ
月
前
に
子

ど
も
の
栄
養
不
良
対
策

と
し
て
、
栄
養
液
を

60
万
ト
ン
、

60
0万

回
分
生
産
し
て

い
る
。
人
口
調
整
は

我
が
国
の
行
動
戦
略

の
中
心
に
あ
り
、
家

族
計
画
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
導
入

す
る
。
残
念
な
が
ら

不
安
定
な
地
域
で
は

、
母
親
が
非
常
に
若
く

、
16

歳
か
ら

20
歳
で
あ
り
、
既
に
幼
い

子
ど
も
が
何
人
も
い

る
。
家
族
計
画
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
な
け
れ
ば

我
々
の
努
力
も
無
駄

に
終
わ

る
。
南
部
の
灌

漑
の
た
め
の
水
の
供

給
の
た
め
の
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
建
設
も
今
後
の

主
要
な
計
画
で
あ
る

。
こ
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
計
画
は
地
域
の
農

業
、
牧
畜
の
復
活
に

役
立
ち
、
雇
用
を
生

み
出
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の

強
靭
性
を
高
め

る
。
環
境
の
保
護
、

世
界
の
資
源
の
管
理

は
食
料
の
安
定
性
、
不

安
定
の
解
決
の
た
め

に
は
必
要
不
可
欠
。

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ

ー
の
皆
様
に
呼
び
か

け
る
。
森
を
守
ろ
う

。
海
岸
地
域
を
保
全
し

、
薪

や
木
炭
の
代
わ

り
に
再
生
可
能
燃
料

や
バ
イ
オ
燃
料
を
利

用
し
よ
う
。
食
料
安
全

保
障
は
世
界
的
緊
急

課
題
で
あ
る
。
皆
で

取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
食
料
安
全
保
障

が
優
先
課
題
に
な
る

よ
う
に
し
よ
う
。
こ
の

ハ
イ

レ
ベ
ル
サ
ミ
ッ

ト
の
後
、
議
論
よ
り

も
よ
り
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ナ
ル
な
行
動
戦
略
が

立
て
ら
れ
、
実
践
が

で
き
る
よ
う
に
し
よ

う
。

2
ペ

ル
ー
共
和
国

H
.E

. M
s.

 D
in

a
E

rc
il

ia
 B

ol
ua

rt
e

Ze
ga

rr
a

F
ir

st
 V

ic
e 

P
re

si
de

nt
an

d 
M

in
is

te
r 

of
D

ev
el

op
m

en
t 

an
d

S
oc

ia
l I

nc
lu

si
on

我
が
国
は
子
ど

も
た
ち
の
慢
性
栄
養

不
良
の
問
題
に
取
り

組
み
、
有
望
な
結
果
を

残
し
て
き
た
。
基
本

的
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
、

20
10

年
の

23
.2

%
か
ら

20
20

年
に
は

12
.1

%
ま
で
改

善
し
た
。
科
学
的
根

拠
に
基
づ

い
た

pu
bl

ic
 v

al
ue

 c
ha

in
 a

pp
ro

ac
hの

活
用
、
結
果
重
視
の
予
算

編
成
、
健
康
・
教
育

・
環
境
管
理
の
改
善

や
政
府
間
の
関
係
性

の
改
善
に
狙
い
を
定

め
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

の
仕
組
み
の
活
用
、

市
民
中
心
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
っ

た
結
果
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
コ
ン
テ
キ

ス
ト
に
お
い
て
、
決
断

の
際
に
情
報
を
活
用

す
る
と
こ
は
非
常
に

重
要
。
我
が
国
で
は

妊
婦
や
乳
児
を
個
別

に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
き
た
。
そ
の
目

的
は

妊
婦
や
乳
幼
児

が
受
診
す
べ
き
サ
ー

ビ
ス
を
受
診
で
き
て

い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る

た
め
。
例
え
ば
ワ
ク

チ
ン
接
種
や
貧
血
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
な
ど
重
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
な

い
場
合
、
ア
ラ
ー
ト
が

発
せ

ら
れ
る
。
ペ
ル

ー
は
新
生
児
、
乳
幼

児
の

2つ
の
栄
養
不
良
を

予
防
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る

（
慢
性
的
な
栄
養
不

良
、
貧
血
、
体
重
超
過

、
肥
満
の
問
題
を
改

善
す
る
こ
と
）
。
ペ

ル
ー
で
生
ま
れ
た
全

て
の

赤
ち
ゃ
ん
の
個

別
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

継
続
す
る
こ
と
は
、

就
学
前
年
齢
か
ら
思
春

期
に
か
け
て
の
栄
養

状
態
を
向
上
さ
せ
る

基
盤
と
な
る
。
こ
の

取
り
組
み
に
は
優
先

的
な
取
り
組
み
の
管

轄
機
関
や
部
門
が
参
加

し
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
デ
ー
タ
を
共
有
し

、
業
態
間
、
組
織
間

の
情
報
交
換
を
推
し
進

め
る
仕
組
み
づ
く
り

に
努
め
て
い
る
。
こ

の
お
陰
で
、
国
レ
ベ

ル
、
地
域
レ
ベ
ル
で

決
断
を
適
切
に
判
断

す
る
こ
と
を
推
進
し
て

い

る
。
こ
の
よ
う

に
し
て
我
が
国
の
全

て
の
子
ど
も
た
ち
や

妊
婦
が
サ
ー
ビ
ス
に
確

実
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

3
ザ

ン
ビ
ア
共
和
国

H
er

 H
on

ou
r

M
rs

. W
.K

M
ut

al
e-

N
al

um
an

go
,M

P

V
ic

e 
P

re
si

de
nt

栄
養
サ
ミ
ッ
ト

を
開
催
し
た
日
本
政

府
を
称
賛
い
た
す
。

サ
ン
ビ
ア
は
全

て
の
人
に
と
っ
て
基

本
的
な
ニ
ー
ズ
で
あ

る
良
質
な
栄
養
の
重
要

性
を
強
調
す
る
こ
の

歴
史
的
な
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
こ
と
を

光
栄
に
思
っ
て
い
る

。
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト

は
特
に
ザ
ン
ビ
ア
を
は

じ
め

と
す
る
栄
養
や

食
料
安
全
保
障
の
問

題
に
直
面
し
て
い
る

国
々
に
と
っ
て
好
機
に

開
催
さ
れ
て
い
る
。

栄
養
不
足
に
対
処
す

る
た
め
に
栄
養
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
投
資
を

拡
大
す
る
こ
と
は
人

間
開
発
と
繁
栄
を
向
上

さ
せ

る
た
め
の
前
提

条
件
で
あ
る
た
め
、

我
々
全
員
が
コ
ミ
ッ

ト
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。
ザ
ン
ビ
ア

は
20

30
年
ま
で
に

以
下
の
政
策
措
置
を

取
る
こ
と
を
コ
ミ
ッ

ト
す
る
。

1)
20

20
年
第
３
号
の

食
料
栄
養
法
を
実
施

す
る
。
こ
の
法
律
は

政
策
の
方
向
性
と
制

度
的
な
枠
組
み
を
規
定

し
て
い
る
が
、
あ
ら

ゆ
る
レ
ベ
ル
の
食
料

、
栄
養
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
維
持
す
る
た
め
の

法
的
抗
力
を
与
え
て

く

れ
る
。
さ
ら
に

国
全
体
で
栄
養
価
の

高
い
食
品
の
入
手
、

消
費
を
促
進
す
る
た
め

の
規
制
や
物
理
的
な

措
置
を
規
定
し
て
い

る
。
有
能
な
人
材
を

確
保
す
る
こ
と
が
重

要
。

2)
W

H
O
が
達
成
す
べ
き
世

界
目
標
に
沿
っ
て
、

栄
養
不
足
を
解
消
す

る
と
と
も
に
、
過
体

重
、
非
感
染
症
疾
患

に
対
応
し
て
い
く
。

3)
20

30
年
ま
で
に
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ヘ
ル
ス

に
加
え
、
栄
養
に
配

慮
し
た
、
介
入
策
の

実
施
を
全
土
で
加
速
し

て
い
く
。

今
回
の
成
長
の

た
め
の
栄
養
サ
ミ
ッ

ト
は
、
ザ
ン
ビ
ア
や

そ
の
他
の
国
々
や
国
連

の
S

D
G

sに
沿
っ
て
、
万
人
の

た
め
の
栄
養
の
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み

を
加
速
す
る
た
め
の

機
会
と
な
っ
て
い
る

。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト

は
、
ザ
ン
ビ
ア

が
あ
ら
ゆ
る
形
態
の

栄
養
不
良
、
特
に
子

ど
も
た
ち
の
栄
養
不
良

を
徐
々
に
減
ら
し
、

な
く
し
て
い
く
た
め

に
、
尽
力
を
し
、
決

意
を
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
与
え
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
を
す
る
こ

と
で
ザ
ン
ビ
ア
の
努

力
は
よ
り
良
い
持
続

可
能
な
世
界
を
支
え
る

効
果
的
な
栄
養
介
入

に
さ
ら
に
貢
献
す
る

。

4
カ

ン
ボ
ジ
ア
王
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tu
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l a

nd
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 D
ev
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m
en
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A
R

D
)

重
要
な
サ
ミ
ッ

ト
を
開
催
し
て
く
れ

た
日
本
政
府
に
感
謝

を
申
し
上
げ
る
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト

は
極
め
て
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
は
平
和
と
安
定

、
人
的
資
源
の
開
発

、
経
済
成
長
の
た
め

に
20

30
年
ま
で
に

あ
ら
ゆ
る
栄
養
不
足

を
な
く
す
こ
と
に
コ

ミ
ッ
ト
し
て
い
る
。

ま
た
、
健

康
的
な
食
生
活

へ
の
公
平
な
ア
ク
セ

ス
、
女
性
や
若
者
、

社
会
的
弱
者
や
少
数
民

族
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
、
生
態
系
の
保
護

と
よ
り
高
い
回
復
力

と
よ
り
包
摂
的
な
フ

ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
通
じ
て
フ

ー
ド

シ
ス
テ
ム
を
変

革
す
る
と
い
う
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
に
決
意

を
持
っ
て
い
る
。
最

初
の

10
00

日
間
の

栄
養
不
足
に
対
処
す

る
た
め
に
予
防
、
母

乳
育
児
の
促
進
、
補

完
食
の
改
善
、
子
ど

も
の
発
育

不
全
と
発
育
阻

害
の
予
防
と
治
療
、

学
校
給
食
の
継
続
的

な
提
供
に
焦
点
を
当
て

る
詳
細
な
計
画
を
も

つ
強
力
な
国
家
政
策

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
。
教
育
セ
ク

タ
ー
や
農
業
部
門
か

ら
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

に
も

支
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
マ
ル
チ
セ

ク
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府

が
栄
養
不
良
を
解
消

し
、
次
世
代
が
潜
在

能
力
を
最
大
限
発
揮

で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
な
っ
て
い
る
。

20
22

年
に

は
A

S
E

A
N
の
議
長
国
と
し
て

よ
り
良
い
栄
養
の
成
果

を
実
現
す
る
た
め
に

地
域
の
模
範
を
示
し

続
け
、
課
題
に
取
り

組
む
た
め
に
国
際
社

会
の
支
援
を
求
め
て

参
る
。

5
ベ

ナ
ン
共
和
国

H
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岸
田
総
理
大
臣

に
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
の

開
催
に
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。

こ
の
ハ
イ
レ
ベ

ル
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、

飢
餓
を
な
く
し
、
食

料
安
全
保
障
の
改
善
、

栄
養
状
態
の
改
善
、

持
続
可
能
な
農
業
の

発
展
に
貢
献
す
る
。

ベ
ナ
ン
は

S
D

G
sの

特
に
目
標

2に
コ
ミ
ッ
ト
し

て
お
り
、
重
要
な
改

革

を
行
な
っ
た
。

ま
ず
は
地
域
の
整
備

の
強
化
を
進
め
て
い

る
。
さ
ら
に
国
家
食
料

栄
養
評
議
会
を
大
統

領
直
属
の
組
織
と
し

て
、
最
も
高
い
レ
ベ

ル
に
位
置
付
け
た
。

栄
養
に
関
係
す
る
複

数
の
セ
ク
タ
ー
を
横
断

す
る

役
割
を
担
っ
て

い
る
。
加
え
て
多
く

の
技
術
的
改
革
も
行

な
っ
て
い
る
。
国
家
食

料
栄
養
発
展
戦
略
プ

ラ
ン
、
農
業
分
野
発

展
戦
略
プ
ラ
ン
の
中

で
様
々
な
仕
組
み
が

導
入
さ
れ
た
。
ま
た

、
重
要
な
施
策
と
し
て

学
校

給
食
の
強
化
が

あ
る
。
今
で
は
学
校

の
50

%
の
給
食
資
金

が
国
か
ら
出
て
お
り
、

1年
後
に
は

10
0%

と
な
る
。
持
続
的
生

産
の
た
め
の
施
策
も

取
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
努
力
に
も
か
か
わ

ら
ず
、

S
D

G
sの

目
標

2の
達

成
に
は
遠
く
、

ベ
ナ
ン
は
穀
物
の
国

内
ニ
ー
ズ
の

18
0%

を
カ

バ
ー
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
毎
年

食
料
不
安
定
は
国
民

の
9%

以
上
に
も
及

ぶ
。
慢
性
栄
養
不
良

は
国
民
の

30
%
に
の

ぼ
る
。
極
端
な
気
候
変

動
の

災
害
が
繰
り
返

し
起
き
て
い
る
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

た
め
に
前
向
き
な
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
が
減
速
し

、
今
ま
で
以
上
に
加

速
し
て
目
標
達
成
に

向
か
う
必
要
が
あ
る

。
新
た
な
決
定
的
な

行
動
が
な
け
れ
ば
、
状

況
の

悪
化
は
避
け
ら

れ
な
い
。
さ
ら
な
る

国
際
協
力
と
民
間
セ

ク
タ
ー
の
投
資
を
呼
び

か
け
、
途
上
国
の
遅

れ
を
取
り
戻
す
よ
う

呼
び
か
け
る
。

S
D

G
s2

の
目
標
を
し
、
北
側
諸

国
と
の
格
差
拡
大
を

避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。

20
21

年
の
栄
養
、
成
長
に
関

す
る
東
京
サ
ミ
ッ
ト

の
成
果
文
章
を
支
持

す
る
。

64



S
2 

T
ab

le
. 1

⽇
⽬

セ
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シ
ョ
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2)
N
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国

氏
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所
属

ス
ピ
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チ
内

容

6
ブ
ル

キ
ナ

フ
ァ
ソ

H
.E

. M
r.

C
ha

rl
em

ag
ne

M
ar

ie
 R

ag
na

g-
N

éw
en

dé
O

ue
dr

ao
go

M
in

is
te

r 
of

 H
ea

lt
h

1)
ブ

ル
キ

ナ
フ

ァ
ソ

は
資
金

提
供

の
意

味
で
、

国
の

予
算

の
栄

養
関
連

の
支

出
を

20
24

年
ま
で

に
1.

11
%
か

ら
少

な
く
と

も
3%

に
す

る
。

2)
U

ni
ve

rs
al

 H
ea

lt
h 

C
ov

er
ag

eに
関
し

て
は

20
24

年
ま

で
に

慢
性

的
栄

養
不
良

を
25

.4
%
か
ら

20
%
、
急

性
の
栄

養
不

良
を

8.
1%

か
ら

5%
に

減
ら

す
。
さ

ら
に

20
24

年
ま

で
に
母

乳
育

児
を

55
.8

%
か

ら
69

%
へ
と

増
や

す
。

よ
り

良
い

意
思

決
定
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め
に

、
デ

ー
タ

管
理
の

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ
ィ

と
コ

ー
デ

ィ
ネ
ー

シ
ョ

ン
を

改
善

す
る
。

3)
フ

ー
ド

シ
ス

テ
ム

に
関
し

て
は

20
24

年
ま
で

に
6ヶ

月
か

ら
23

ヶ
月

の
子

ど
も

の
D

ie
ta

ry
 D

iv
er

si
ty

 S
co

re
を

24
.6

%
か

ら
27

.5
%
、

女
性
の

ス
コ

ア
を

15
.2

%
か

ら
26

%
へ
と

増
や

す
。

4)
強

靱
化

に
つ

い
て

は
栄
養

不
安

定
が

大
き
い

地
域

の
強

靭
性

を
高
め

、
栄

養
失

調
の
子

供
の

治
療

を
8割

に
ま
で

あ
げ

る
。

緊
急
対

応
が

必
要

な
24

ヶ
月

以
下

の
子

ど
も

の
5割

が
適
正

な
食

事
促

進
プ
ロ

グ
ラ

ム
の

対

象
に

な
る

よ
う

に
目

標
を

達
成
し

て
い

く
。

7
コ
ー

ト
ジ

ボ
ワ
ー

ル
共

和
国

H
.E

. M
r.

A
bd

ou
ra

hm
an

e
C

is
sé

S
ec

re
ta

ry
 G

en
er

al
 o

f
th

e 
P

re
si

de
nc

y

日
本

政
府

に
よ

る
こ

の
重

要
な
サ

ミ
ッ

ト
の

開
催

を
感
謝

申
し

上
げ

る
。

20
30

年
ま
で

に
あ

ら
ゆ
る

形
の

栄
養

不
良

を
な
く

す
約

束
を

し
、

コ
ー
ト

ジ
ボ

ワ
ー

ル
は

20
25

年
ま
で

に
6つ

の
行
動

を
行

う
。

1)
栄

養
に

関
す

る
マ

ル
チ
セ

ク
タ

ー
の

国
家
プ

ラ
ン

の
予

算
の

15
%
を

国
が

支
出

す
る
と

い
う

国
の

貢
献

を
維
持

し
、

デ
ー

タ
管

理
の
強

化
を

し
て

い
く
。

2)
革

新
的

資
金

調
達

メ
カ
ニ

ズ
ム

に
つ

い
て
民

間
セ

ク
タ

ー
を

巻
き
込

ん
で

行
な

っ
て
い

く
。

3)
世

界
保

健
総

会
の

目
標
を

達
成

し
、

急
性
栄

養
不

良
を

5%
、
慢

性
栄
養

不
良

を
18

%
、
完

全
母

乳
育

児
を

72
%

 に
少
な

く
と
も

達
成

す
る

。

4)
U

ni
ve

rs
al

 H
ea

lt
h 

C
ov

er
ag

eの
枠
組

み
の

中
で

、
栄

養
サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
保
健

機
関

を
少

な
く
と

も
8割

実
現

す
る

。

5)
栄

養
と

食
料

に
お

け
る
レ

ジ
リ

ア
ン

ス
に
つ

い
て

緊
急

時
対

応
プ
ラ

ン
を

作
成

す
る
。

6)
大

統
領

の
も

と
、

現
在
の

ア
フ

リ
カ

の
ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム

を
続

け
る
。

8
ラ
オ

ス
人

民
民
主

共
和

国

H
.E

.  D
r.

B
ou

nf
en

g
P

ho
um

m
al

ay
si

t
h

M
in

is
te

r 
of

 H
ea

lt
h

我
が

国
は

伝
統

的
な

栄
養

戦
略
と

行
動

計
画

を
20

21
-2

02
5年

第
9次

5ヵ
年

計
画
の

国
家

社
会

経
済

開
発
計

画
に

明
記

を
し
て

、
食

料
不

安
、

栄
養
失

調
、

貧
困

か
ら

解
放
さ

れ
た

健
康

な
国
民

の
豊

か
な

国
に

な
る
た

め
の

計
画

を
実

施
し

て
い

る
。

我
々

が
大

き
な

進
歩

を
遂

げ
た
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
栄
養

不
良

が
社

会
経
済

開
発

の
課

題
で

あ
り
続

け
て

い
る

こ
と
を

指
摘

す
る

。

1)
20

26
年

に
は

開
発

途
上
国

の
カ

テ
ゴ

リ
ー
か

ら
脱

却
が

推
奨

さ
れ
る

中
、

栄
養

へ
の

投
資
は

重
要

な
役

割
を
果

た
し

て
い

る
。

2)
ラ

オ
ス

の
恵

ま
れ

な
い
少

数
民

族
が

栄
養
価

の
高

い
食

品
に

ア
ク
セ

ス
で

き
、

適
切
に

利
用

で
き

、
栄

養
と
健

康
を

維
持

す
る

質
の
高

い
サ

ー
ビ

ス
や
サ

ポ
ー

ト
を

受
け

る
こ
と

が
で

き
る

環
境
を

整
え

る
こ

と
が

重

要
。

3)
最

も
必

要
と

さ
れ

る
栄
養

に
特

化
し

た
優
先

的
な

介
入

に
焦

点
を
当

て
る

必
要

性
が
あ

る
。

母
乳

育
児

を
支
援

す
る

た
め

の
社

会
行
動

的
変

容
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
支
持

す
る

必
要

性
。

マ
ル

チ
セ

ク
タ

ー
の

ア
プ

ロ
ー
チ

を
用

い
て

複
数

の
ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー
や

地
方

自
治

体
に

権
限
を

与
え

、
栄

養
の
規

模
を

拡
大

す
る

こ
と
が

誰
も

取
り

残
さ

な
い
ラ

オ
ス

の
栄

養
目
標

の
達

成
に

貢
献

す
る
と

確
信

し

て
い

る
。

9
モ
ザ

ン
ビ

ー
ク
共

和
国

M
s.

 C
el

m
ir

a 
da

S
il

va

E
xe

cu
ti

ve
 S

ec
re

ta
ry

 o
f

th
e 

N
at

io
na

l C
ou

nc
il

fo
r 

th
e 

S
ec

ur
it

y 
an

d
N

ut
ri

ti
on

 (S
E

T
S

A
N

)

日
本

の
岸

田
総

理
、

林
外

務
大
臣

、
ご

列
席

の
皆

様
、
東

京
栄

養
サ

ミ
ッ
ト

で
発

言
の

機
会

を
い
た

だ
き

光
栄

に
思
う

。
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
は
大

き
く

前
進

し
た

。
ア
フ

リ
カ

で
は

数
少
な

い
国

家
予

算
の

10
%
を

農
業

に

割
り

当
て

て
い

る
国

の
一

つ
（

M
ap

ut
o 

an
d 

M
al

ab
o 

D
ec

la
ra

ti
on

 o
n 

A
gr

ic
ul

tu
re
に
よ

る
数
字

）
。

こ
の

よ
う

な
進
歩

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

20
30

ア
ジ
ェ

ン
ダ

の
持
続

可
能

な
開

発
目
標

、
特

に
飢

餓
を

ゼ
ロ
に

す
る

と
い

う
目

標
達

成
2に

は
課

題
が

残
っ
て

い
る

。
過

去
10

年
間

、
5歳

未
満

の
子

ど
も
の

慢
性

栄
養

不
良

の
割
合

は
約

43
%
で

推
移

し
て

い
る

。
20

20
年
に

は
38

%
ま

で
減

少
し
た

が
、

栄
養

を
開

発
ア
ジ

ェ
ン

ダ
の

優
先

事
項

と
し

て
い

ら
れ

る
よ
う

、
国

が
強

い
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン

ト
を

も
っ
て

取
り

組
む

こ
と

が
重
要

。
こ

の
状

況
を
背

景
に

、
モ

ザ
ン

ビ
ー
ク

共
和

国
政

府
は

、
５
歳

未
満

の
慢

性
栄
養

不
良

を
減

ら
す

こ
と
、

健
康

と

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

を
促

進
す
る

法
的

枠
組

み
を

強
化
す

る
こ

と
、

食
料
の

入
手

可
能

性
を

高
め
る

た
め

に
、

毎
年
国

家
予

算
の

少
な

く
と
も

10
%
を
農

業
部

門
に
支

出
す

る
こ

と
を
約

束
す

る
。

10
ネ
パ

ー
ル

H
.E

. M
r.

B
ha

w
an

i
P

ra
sa

d
K

ha
pu

ng

S
ta

te
 M

in
is

te
r,

M
in

is
tr

y 
of

 H
ea

lt
h 

an
d

P
op

ul
at

io
n

東
京

栄
養

サ
ミ

ッ
ト

に
ネ

パ
ー
ル

政
府

を
歓

迎
し

て
く
だ

さ
っ

た
日

本
政
府

に
心

か
ら

感
謝

を
申
し

上
げ

る
。

ネ
パ

ー
ル

は
S

ca
li

ng
 U

p 
N

ut
ri

ti
on

(S
U

N
)の

発
足

以
来
、

加
盟

国
と

し
て
積

極
的

な
役

割
を

果
た
し

て
き

た
。

20
19

年
11

月
に

は
、

S
U

N
 G

lo
ba

l G
at

he
ri

ng
を

開
催

し
、

重
要

な
K

at
hm

an
du

 D
ec

la
ra

ti
on

を
発

表
し

た
。

ま
た

、
日

本
政
府

を
は

じ
め

と
す

る
各
国

、
各

機
関

が
栄
養

不
良

の
解

消
に

貢
献
し

て
い

る
こ

と
を
高

く
評

価
し

た
い

。
女
性

、
乳

幼
児

、
児

童
、
青

少
年

の
栄

養
不
良

は
ネ

パ
ー

ル
を

始
め
世

界
の

多

く
の

国
の

発
展

に
悪

影
響

を
及
ぼ

し
て

い
る

。
現

在
ネ
パ

ー
ル

で
は

マ
ル
チ

セ
ク

タ
ー

の
栄

養
計
画

を
通

じ
て

栄
養
に

特
化

し
た

及
び

栄
養
に

配
慮

し
た

プ
ロ

グ
ラ
ム

、
環

境
管

理
プ
ロ

グ
ラ

ム
が

実
施

さ
れ
て

い
る

。

今
回

の
会

議
が

S
D

G
sの

達
成
、

特
に

栄
養

不
良
の

解
消

に
大

き
く

貢
献
す

る
こ

と
を

期
待

し
て
い

る
。

国
や

国
際
レ

ベ
ル

で
の

マ
ル

チ
セ
ク

タ
ー

の
調

整
と
協

力
と

通
じ

て
、

我
々
は

栄
養

へ
の

投
資

を
増
や

す
こ

と
を

約
束

す
る

。
こ

の
素

晴
ら

し
い
会

議
に

ネ
パ

ー
ル

政
府
が

栄
養

不
良

を
減
ら

す
こ

と
で

、
健

康
な
人

的
資

本
の

開
発
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ
と

を
発

表
し

た
い

。
ま
た

、
こ

の
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン

を
成

功
さ

せ
る
た

め
に

、

こ
の

機
会

を
活

用
し

て
、

国
際
社

会
、

ド
ナ

ー
国

、
機
関

、
そ

の
他

開
発
パ

ー
ト

ナ
ー

、
国

連
に
対

し
て

、
ネ

パ
ー
ル

政
府

へ
の

追
加

の
財
政

的
、

技
術

的
、

そ
の
他

の
支

援
の

提
供
を

呼
び

か
け

た
い

。

11
タ
ン

ザ
ニ

ア
連
合

共
和

国

H
on

. J
en

is
ta

Jo
ac

ki
m

M
ha

ga
m

a

M
in

is
te

r 
of

 S
ta

te
,

P
ri

m
e 

M
in

is
te

r's
 o

ff
ic

e
(P

ol
ic

y,
 P

ar
li

am
en

ta
ry

A
ff

ai
rs

, L
ab

or
, Y

ou
th

,
E

m
pl

oy
m

en
t 

an
d

P
er

so
ns

 w
it

h
D

is
ab

il
it

y)

タ
ン

ザ
ニ

ア
で

は
人

材
へ

の
投
資

が
持

続
可

能
な

経
済
発

展
の

基
本

的
な
原

動
力

に
な

る
と

考
え
て

い
る

。
こ

の
考
え

に
基

づ
き

、
私

た
ち
は

先
日

シ
ス

テ
ム

ズ
ア
プ

ロ
ー

チ
を

取
り
入

れ
た

分
野

横
断

的
、
多

分
野

的

な
第

二
次

五
カ

年
計

画
の

栄
養
計

画
を

開
始

し
た

。
本
日

は
国

と
し

て
パ
ー

ト
ナ

ー
と

協
力

し
、
国

内
で

非
常

に
重
要

だ
と

思
わ

れ
る

以
下
の

分
野

を
実

現
す

る
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を
発

表
で

き
る

こ
と

を
非
常

に
嬉

し

く
思

っ
て

い
る

。

1)
国

家
資

源
利
用

活
用

戦
略

に
関

連
し
て

、
栄

養
介

入
の

た
め
の

資
金

調
達

メ
カ
ニ

ズ
ム

の
実

施
を

支
援
す

る
。

2)
子

ど
も

た
ち
や

一
般

の
人

々
の

発
育
阻

害
、

低
出

産
体

重
、
貧

血
、

過
体

重
や
肥

満
な

ど
の

課
題

減
少
の

た
め

、
フ

ー
ド
シ

ス
テ

ム
を

強
化

す
る
こ

と
に

コ
ミ

ッ
ト

す
る
。

我
々

の
努

力
は

質
の

高
い

食
事
を

確
保

し
、

タ
ン

ザ
ニ
ア

の
全

て
の

人
が
潜

在
能

力
を

最
大

限
開
発

す
る

平
等

な
機
会

を
得

ら
れ

る
よ

う
に
す

る
こ

と
に

向
け

ら
れ
て

い
る

。
効

果
的
な

実
施

と
完

全
に

信
頼
で

き
る

デ
ー

タ
の

存
在

を
確

立
す

る
た
め

に
全

て
の

介
入

の
進
捗

状
況

を
追

求
す
る

こ
と

が
優

先
さ

れ
る
。

こ
れ

は
十

分
に
機

能
す

る
管

理
が

で
き
る

情
報

シ
ス

テ
ム

を
導
入

す
る

こ
と

で
実
現

す
る

。

12
ウ
ガ

ン
ダ

共
和
国

R
t.

 H
on

. J
us

ti
ne

K
as

ul
e

L
um

um
ba

M
in

is
te

r,
 O

ff
ic

e 
of

 t
he

P
ri

m
e 

M
in

is
te

r

東
京

栄
養

サ
ミ

ッ
ト

に
参

加
で
き

る
こ

と
を

嬉
し

く
思
う

。
こ

の
サ

ミ
ッ
ト

は
共

通
の

目
標

に
向
け

て
栄

養
関

連
政
策

の
優

先
順

位
を

調
整
す

る
た

め
の

ま
た

と
な
い

機
会

。
栄

養
は
重

要
な

人
権

で
あ

り
、
我

々
の

開

発
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
中

核
。
サ

ミ
ッ

ト
の

戦
略

的
重
点

分
野

は
我

々
の
開

発
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク
、

第
三

次
国

家
開
発

計
画

、
我

が
党

の
マ
ニ

フ
ェ

ス
ト

、
さ

ら
に
は

国
連

の
持

続
可
能

な
開

発
目

標
の

中
に
あ

る
こ

と

は
注

目
に

値
す

る
。

栄
養

不
良
、

飢
餓

や
飢

饉
は

自
然
の

も
の

で
は

な
く
、

人
間

の
故

意
や

不
作
為

に
よ

っ
て

作
ら
れ

た
も

の
。

多
様

で
栄
養

価
の

高
い

食
品

へ
の
ア

ク
セ

ス
を

拡
大
し

、
消

費
者

の
選

択
を
改

善
す

る

た
め

に
、

フ
ー

ド
シ

ス
テ

ム
、
健

康
、

水
、

衛
生

を
は
じ

め
と

す
る

持
続
可

能
で

安
全

な
シ

ス
テ
ム

を
強

化
、

構
築
す

る
。
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S
2 

T
ab

le
. 1

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
1(

3)
 

 

N
o.

国
氏

名
所

属
ス

ピ
ー

チ
内
容

1
3

オ
ー
ス

ト
ラ
リ

ア

連
邦

en
a

to
r 

th
e 

H
on

.
Z

ed
 S

es
el

ja

M
in

is
te

r 
fo

r
In

te
rn

a
ti

on
a

l
D

ev
el

op
m

en
t 

a
n

d
 t

h
e

P
a

ci
fi

c

重
要
な

サ
ミ
ッ

ト
を
開

催
し
て

く
だ
さ

っ
た
日

本
に
感

謝
を
申

し
上
げ

る
。

今
は
特

に
太
平

洋
の
隣

国
に
と

っ
て
大

き
な
挑

戦
の
時

期
。
新

型
コ
ロ

ナ
は
私

た
ち

全
員

に
大
き

な
混
乱

を
も
た

ら
し
た

。
健
康

や
経
済

へ
の
影

響
は
甚

大
。
我

々
の
地

域
で
は

あ
ま
り

に
も
多

く
の

家
庭

が
食
料

不
足

に
陥
っ

て
い
る

。
栄
養

不
足
は

子
ど
も

た
ち
の

身
体
的

精
神
的

発
達
を

妨
げ
る

恐
れ

が
あ

る
。
栄

養
不
良

を
防
ぐ

に
は
、

栄
養
価

の
高
い

食
品
へ

の
ア
ク

セ
ス
、

清
潔
な

水
、
衛

生
、
持

続
可
能

な
農

業
と

漁
業
、

女
性

や
女
の

子
の
エ

ン
パ
ワ

メ
ン
ト

が
重
要

。
パ
プ

ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア

で
は
オ

ー
ス
ト

ラ
リ

ア
が

世
界
銀

行
と
協

力
し
て

、
社
会

的
保
護

を
子
ど

も
た
ち

の
栄
養

状
態
改

善
に
繋

げ
て
い

る
。
イ

ン
ド
ネ

シ
ア

で
は

若
い
女

性
を

対
象
に

微
量
栄

養
素
の

サ
プ
リ

メ
ン
ト

を
支
援

し
て
い

る
。
具

体
的
に

は
緊
急

時
の

食
料

支
援
と

栄
養
改

善
を
目

的
と
し

た
世
界

食
料
計

画
へ
の

資
金
提

供
を
行

な
っ
て

い
る
。

栄
養
に

特
化
し

、
栄
養

に
配
慮

し
た
開

発
へ
の

年
間

1
億

ド
ル
以

上
の
支

出
に
つ

い
て

、
今

後
毎
年

報
告
す

る
こ
と

を
約
束

す
る
。

今
後
も

近
隣
諸

国
へ
の

経
済
支

援
を
行

い
、
人

々
が
栄

養
の
高

い
食

品
を

購
入
で

き
る

よ
う
、

支
援
を

行
う
。

ま
た
、

地
元
で

の
食
料

生
産
を

強
化
し

、
緊
急

時
の
食

料
支

援
を

行
い
、

女
性
や

少
女
の

エ
ン
パ

ワ
メ
ン

ト
を
支

援
す
る

。
オ
ー

ス
ト
ラ

リ
ア
は

そ
れ
ぞ

れ
の
パ

ー
ト
ナ

ー
と

協
力

し
て
、

今
日

生
ま
れ

た
子
ど

も
た
ち

が
飢
え

る
こ
と

な
く
、

そ
の
可

能
性
を

最
大
限

に
発
揮

で
き

る
よ

う
努
力

し
て
い

く
。

1
4

ブ
ラ
ジ

ル
連
邦

共

和
国

H
.E

. D
r.

 M
a

rc
el

o
Q

u
ei

ro
ga

M
in

is
te

r 
of

 H
ea

lt
h

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

を
日
本

政
府
が

主
催
さ

れ
る
こ

と
を
お

祝
い
申

し
上
げ

る
。

2
0

1
6
年
、

夏
季
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク
、

パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ

ク
大
会

の
開
催

国
で
あ

る
ブ

ラ
ジ

ル
は
前

回
の
サ

ミ
ッ
ト

を
開
催

し
た
こ

と
を
名

誉
に
思

っ
て
い

る
。
過

去
4

0
年

間
で
子

ど
も
た

ち
や
若

者
の
間

で
肥

満
が

蔓
延
し

て

お
り
、

ブ
ラ
ジ

ル
の
み

な
ら
ず

世
界
中

で
公
衆

衛
生
上

の
問
題

に
な
っ

て
い
る

。
昨

年
ブ

ラ
ジ
ル

で
は

P
ri

m
a

ry
 H

ea
lt

h
 C

a
re

 P
ro

gr
a

m
を

受
け
て

い
る

5
〜

9
歳
ま

で
の
子

ど
も
た

ち
の

1
/3
が

過
体

重
で

あ
る
こ

と
が

判
明
し

た
。
こ

の
よ
う

な
状
況

を
踏
ま

え
て
、

ブ
ラ
ジ

ル
保
健

省
は
適

切
で
健

康
的

な
栄

養
摂
取

の
た
め

の
行
動

を
実
施

、
促
進

す
る
と

と
も
に

、
学
校

に
お
け

る
肥
満

防
止
対

策
や
よ

り
健
康

的
な

栄
養

環
境
を

構
築

す
る
た

め
の
様

々
な
活

動
に
取

り
組
ん

で
い
る

。
今
回

の
サ
ミ

ッ
ト
で

は
2

0
2

1
年

8
月
に

発
足
し

た
子
ど

も
の
肥

満
予
防

と
ケ
ア

の
た
め

の
国
家

戦
略
を

通
じ
て

、
子
ど

も
と
青

年
の
肥

満
を

2
%
削
減

す
る
と

い
う
こ

と

を
ブ
ラ

ジ
ル
の

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
を
発

表
す
る

。
こ
の

戦
略
で

は
、
運

動
を
促

進
す

る
環

境
づ
く

り
、
学

校
で
の

健
康
促

進
キ
ャ

ン
ペ
ー

ン
の
推

進
、
健

康
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
キ
ャ

ン
ペ
ー

ン
の

開
催

な
ど
が

盛
り

込
ま
れ

て
い
る

。
統
一

さ
れ
た

保
健
シ

ス
テ
ム

の
全
体

的
な
構

造
を
使

っ
て
特

に
プ

ラ
イ

マ
リ
ー

ヘ
ル
ス

ケ
ア
に

注
意
を

払
い
な

が
ら
、

小
児
肥

満
の
ヘ

ル
ス
ケ

ア
を
強

化
し
て

い
く
。

1
5

カ
ナ
ダ

T
h

e 
H

on
. H

a
rj

it
S

in
gh

 S
a

jj
a

n

M
in

is
te

r 
of

In
te

rn
a

ti
on

a
l

D
ev

el
op

m
en

t 
a

n
d

M
in

is
te

r 
re

sp
on

si
b

le
fo

r 
th

e 
P

a
ci

fi
c

E
co

n
om

ic
D

ev
el

op
m

en
t 

A
ge

n
cy

東
京
栄

養
サ
ミ

ッ
ト
を

主
催
し

て
く
だ

さ
っ
た

日
本
政

府
に
感

謝
申
し

上
げ
る

。

1
年

前
、

カ
ナ
ダ

は
バ
ン

グ
ラ
デ

シ
ュ
政

府
と
協

働
で

N
u

tr
it

io
n

 f
or

 G
ro

w
th

 Y
ea

r 
of

 A
ct

io
n
の

イ
ベ

ン
ト
を

開
催
し

た
。
パ

ー
ト
ナ

ー
と
協

力
し
て

、
最
も

危
険
な

状
態
に

あ
る
人

々
に
寄

り
添

い
続

け
な
け

れ
ば

い
け
な

い
こ
と

は
明
ら

か
で
あ

る
。
最

も
弱
い

立
場
に

あ
る
の

は
パ
ン

デ
ミ
ッ

ク
以

前
に

食
料
不

安
を
抱

え
て
い

た
人
々

、
特
に

女
性
や

子
ど
も

た
ち
で

あ
り
、

現
在
は

急
性
の

飢
餓
状

態
に
追

い
込

ま
れ

て
い
る

。
紛

争
下
に

あ
る
人

々
を
含

む
人
道

的
危
機

の
状
況

に
あ
る

人
々
は

、
食
料

不
足
、

食
料

多
様

性
の
欠

如
、
栄

養
不
良

を
治
療

で
き
る

医
療
サ

ー
ビ
ス

へ
の
ア

ク
セ
ス

が
制
限

さ
れ
て

い
る
た

め
、
栄

養
不

良
の

リ
ス
ク

が
高

く
な
っ

て
い
る

。
栄
養

分
野
の

リ
ー
ダ

ー
で
あ

る
カ
ナ

ダ
は
、

新
型
コ

ロ
ナ
で

失
わ

れ
た

栄
養
面

で
の
成

果
を
取

り
戻
す

た
め
、

パ
ー
ト

ナ
ー
と

協
力
し

て
取
り

組
ん
で

い
る
。

カ
ナ
ダ

の
フ
ェ

ミ
ニ

ス
ト

国
際
援

助
政

策
に
基

づ
き
、

世
界
で

最
も
貧

し
く
、

特
に
女

性
や
女

の
子
が

栄
養
価

の
高
い

食
品

や
サ

ー
ビ
ス

を
利
用

で
き
る

よ
う
に

す
る
こ

と
で
、

彼
ら
の

栄
養
状

態
を
改

善
す
る

こ
と
を

約
束
す

る
。
女

性
と

女
の

子
の
重

要
性

は
過
小

評
価
し

て
は
い

け
な
い

。
多
く

の
国
で

は
女
性

が
農
作

物
を
植

え
、
畑

を
耕

し
、

作
物
を

収
穫
し

、
食
事

を
作
っ

て
い
る

が
、
多

く
の
場

合
、
女

性
は
最

後
に
食

べ
、
最

も
少
な

い
食
事

を
し

て
い

る
。

2
0

2
5
年

及
び

2
0

3
0
年

ま
で

に
世
界

の
栄
養

目
標
を

達
成
す

る
た
め

に
は
、

ジ
ェ
ン

ダ
ー

変
革

ア
プ
ロ

ー
チ
を

と
る
必

要
が
あ

る
。
行

動
年
の

発
足
時

に
カ
ナ

ダ
が
誓

っ
た

5
億

2
0

0
0
万

ド
ル
の

う
ち
、

1
億

9
5

0
0
万

ド
ル

を
パ
ー

ト
ナ
ー

と
協
働

で
1

1
の

栄
養

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
拠
出

す
る
こ

と
を
発

表
す
る

。
栄

養
を

他
の
重

要
な
サ

ー
ビ
ス

と
と
も

に
提
供

す
る
取

り
組
み

に
投
資

す
る
こ

と
を
約

束
す
る

。
こ
の

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

に
沿
っ

て
、
グ

ロ
ー
バ

ル
・
フ

ァ
イ
ナ

ン
シ
ン

グ
・
フ

ァ
シ
リ

テ
ィ
に

追
加
資

金
を
提

供
す
る

。
他

の
ド

ナ
ー
も

最
も
必

要
と
し

て
い
る

人
々
に

長
期
的

な
栄
養

保
健
サ

ー
ビ
ス

を
提
供

す
る
た

め
の
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン

ト
を

表
明
し

て
く

れ
る
よ

う
お
願

い
し
た

い
。

1
6

デ
ン
マ

ー
ク
王

国
H

.  E
. M

r.
R

a
sm

u
s 

P
re

h
n

M
in

is
te

r 
fo

r 
F

oo
d

,
A

gr
ic

u
lt

u
re

 a
n

d
F

is
h

er
ie

s

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

の
開
催

に
際
し

、
日
本

政
府
の

素
晴
ら

し
い
取

り
組
み

に
感
謝

を
申

し
上

げ
る
。

2
0
億

人
の
人

々
が
安

全
で
栄

養
の
あ

る
十
分

な
食
料

を
定
期

的
に
入

手
で
き

な
い

世
界

に
生
き

て
い
る

。
全
て

の
人
に

持
続
可

能
で
健

康
的
な

食
料
を

確
保
す

る
た
め

の
行
動

が
緊
急

に
求
め

ら
れ

て
い

る
。
具

体
的
な

行
動
を

起
こ
さ

な
け
れ

ば
、
気

候
と
生

物
多
様

性
の
危

機
は
世

界
の
多

く
の
人

々
の

生
活

を
破
壊

す
る
。

デ
ン
マ

ー
ク
は

C
li

m
a

te
 S

m
a

rt
 A

gr
ic

u
lt

u
re
、

持
続

可
能
な

フ
ー
ド

シ
ス
テ

ム
を
政

治
的

に
優

先
し
て

行

な
っ
て

い
る
。

フ
ー
ド

シ
ス
テ

ム
の
変

革
に
関

連
し
て

、
デ
ン

マ
ー
ク

が
最
優

先
す

る
の

は
食
生

活
の
変

化
。
新

し
い
公

式
食
生

活
ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
で
は

、
よ
り

健
康
的

な
食
べ

方
と
気

候
変
動

の
軽

減
を

テ
ー
マ

に
し

て
い
る

。
デ
ン

マ
ー
ク

人
が
健

康
と
気

候
両
方

に
関
し

て
、
食

生
活
を

改
善
し

て
い

く
こ

と
を
期

待
し
て

い
る
。

2
0

2
2
年

5
月
に

デ
ン
マ

ー
ク
で

開
催
さ

れ
る
世

界
食
料

サ
ミ
ッ

ト
は
健

康
的
で

持
続

可
能

な
食
生

活
が

重
点
分

野
の
一

つ
に
な

っ
て
い

る
。
フ

ー
ド
シ

ス
テ
ム

を
変
革

す
る
た

め
に
政

府
、

地
域

の
パ
ー

ト
ナ
ー

、
企
業

、
農
家

、
投
資

家
、
科

学
者
グ

ル
ー
プ

が
協
力

す
る
必

要
が
あ

る
。
デ

ン
マ
ー

ク
は

我
々

の
ベ
ス

ト
プ

ラ
ク
テ

ィ
ス
を

世
界
と

共
有
す

る
こ
と

を
約
束

す
る
。

全
て
の

人
々
に

安
全
で

栄
養

価
の

高
く
、

持
続
可

能
な
食

料
を
確

保
す
る

た
め
に

は
、
フ

ー
ド
シ

ス
テ
ム

で
解
決

す
る
必

要
が
あ

る
が
、

皆
で

共
に

考
え
て

い
く

し
か
な

い
。

1
7

E
U

H
.E

. M
s.

 J
u

tt
a

U
rp

il
a

in
en

E
u

ro
p

ea
n

C
om

m
is

si
on

er
 f

or
In

te
rn

a
ti

on
a

l
P

a
rt

n
er

sh
ip

s

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

を
開
催

し
て
く

だ
さ
っ

た
日
本

政
府
に

感
謝
を

申
し
上

げ
る
。

驚
異
的

な
進
歩

が
あ
っ

た
に
も

か
か
わ

ら
ず
、

2
0

3
0
年
ま

で
に

S
D

G
sの

目
標

2
を

達
成
す

る
に
は

至
っ
て

い
な
い

。
つ
ま

り
、

2
0

3
0
年

ま
で
に

飢
餓
を

根
絶
す

る
こ
と

は
で
き

な
い
。

新
型
コ

ロ
ナ

の
影

響
は
栄

養
危

機
を
さ

ら
に
悪

化
さ
せ

て
い
る

。
よ
り

公
平
で

回
復
力

が
あ
り

、
持
続

可
能
な

食
料

、
保

健
シ
ス

テ
ム
の

必
要
性

は
か
つ

て
な
い

ほ
ど
高

ま
っ
て

い
る
。

E
U
は
行

動
を
起

こ
し
て

い
る
。

2
0

1
4
年

か
ら

2
0

2
0
年

の
間
に

栄
養
関

連
の
活

動
に

4
3
億
ユ

ー
ロ
以

上
投
入

し
た
。

2
0

1
3
年

に
約

束
し
た

額
よ
り

も
8
億

ユ
ー

ロ
多
い

金
額
で

あ
り
、

結
果
も

出
て
き

て
い
る

。
E

U
の
投

資
は
発

育
阻
害

の
減
少

に
貢
献

し
て
い

る
。

今
後

も
意
欲

的
に

取
り
組

ん
で
い

く
必
要

が
あ
り

、
強
化

し
な
け

れ
ば
な

ら
な
い

。
2

0
2

4
年

ま
で

に
少

な
く
と

も
2

5
億

ユ
ー
ロ

の
誓
約

を
発
表

で
き
る

こ
と
を

嬉
し
く

思
っ
て

い
る
。

持
続
可

能
で
回

復
力
の

あ
る
フ

ー
ド

シ
ス

テ
ム
や

人

道
危
機

の
支
援

を
含
め

、
よ
り

総
合
的

に
取
り

組
ん
で

い
く
。

良
好
な

栄
養
状

態
を

確
保

し
、
全

て
の
人

に
健
康

な
未
来

を
も
た

ら
す
た

め
に
、

協
力
し

て
い
こ

う
。

1
8

フ
ィ
ン

ラ
ン
ド

共

和
国

H
.E

. M
r.

 V
il

le
S

k
in

n
a

ri

M
in

is
te

r 
fo

r
D

ev
el

op
m

en
t

C
oo

p
er

a
ti

on
 a

n
d

F
or

ei
gn

 T
ra

d
e

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

で
挨
拶

で
き
る

こ
と
を

嬉
し
く

思
う
。

栄
養
不

良
の
三

重
苦
に

立
ち
向

か
う
た

め
の
基

礎
は
子

ど
も
か

ら
若
者

の
時
期

に
築

か
れ

る
。
フ

ィ
ン
ラ

ン
ド
で

は
栄
養

価
の
高

い
学
校

給
食
が

大
き
な

役
割
を

果
た
し

て
い
る

。
そ
の

た
め
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
で
は

7
0
年

に
渡
っ

て
無
料

の
学
校

給
食
が

提
供
さ

れ
て
い

る
。
今

度
も

W
F

P
の

学
校

給
食

活
動

の
推
進

役
と
し

て
活
動

で
き
る

こ
と
を

光
栄
に

思
う
。

栄
養
ア

ク
シ
ョ

ン
プ
ラ

ン
の
実

施
を
支

援
で
き

る
こ

と
を

嬉
し
く

思
う
。

1
9

ア
イ
ル

ラ
ン
ド

H
.E

. M
r.

 M
a

rt
in

H
ey

d
on

T
.D

., 
M

in
is

te
r 

of
 S

ta
te

fo
r 

R
es

ea
rc

h
 a

n
d

D
ev

el
op

m
en

t,
 F

a
rm

S
a

fe
ty

 a
n

d
 N

ew
M

a
rk

et
 D

ev
el

op
m

en
t

飢
餓
、

肥
満
、

微
量
栄

養
素
の

不
足
に

よ
る
栄

養
不
良

な
ど
、

世
界
人

口
の
約

半
数

が
何

ら
か
形

で
栄
養

不
良
に

陥
っ
て

い
る
。

こ
の
栄

養
不
良

の
三
重

苦
に
対

し
て
、

全
て
の

国
で
対

応
策
を

見
出

し
、

一
致
団

結
し

た
行
動

が
求
め

ら
れ
て

い
る
。

食
料
栄

養
に
焦

点
を
当

て
た
今

年
、
ア

イ
ル
ラ

ン
ド

は
そ

の
発
言

力
を
活

か
し
て

飢
餓
に

光
を
当

て
て
き

た
。
本

日
我
々

の
誓
い

を
発
表

す
る
。

1
)ア

イ
ル

ラ
ン

ド
は
今

後
も
飢

餓
と
急

性
栄
養

不
良
に

焦
点
を

当
て
、

特
に
生

後
６

ヶ
月

の
消
耗

症
へ
の

取
り
組

み
を
続

け
る
。

2
)農

業
、

環
境

、
健
康

、
生
活

、
栄
養

の
関
連

性
を
明

ら
か
に

し
、
全

て
の
人

に
手

頃
な

価
格
で

栄
養
価

の
高
い

食
品
へ

の
ア
ク

セ
ス
を

提
供
で

き
る
よ

う
な
持

続
可
能

な
フ
ー

ド
シ
ス

テ
ム
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を
推

進
す

る
。

3
)今

後
5
年

間
で
栄

養
関
連

プ
ロ
グ

ラ
ム
に

合
計

8
億

ユ
ー
ロ

、
年
間

1
億

6
0

0
0
万

ユ
ー
ロ

拠
出
す

る
こ
と

を
約
束

す
る
。

こ
れ
ら

の
誓
約

に
基
づ

き
、
ア

イ
ル
ラ

ン
ド
は

世
界
的

な
栄
養

改
善
の

た
め
、

皆
さ

ん
と

協
力
す

る
こ
と

を
約
束

す
る
。
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S
2 

T
ab

le
. 1

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
1(

4)
N

o.
国

氏
名

所
属

ス
ピ
ー
チ

内
容

2
0

オ
ラ

ン
ダ
王

国
H

.E
. M

r.
 T

om
 d

e
B

ru
ij

n

M
in

is
te

r 
fo

r 
F

or
ei

gn
T

ra
d

e 
a

n
d

D
ev

el
op

m
en

t
C

oo
p

er
a

ti
on

栄
養
価

の
高
い

食
料
へ

の
年
間

を
通
じ

て
の

ア
ク
セ

ス
は
、

貧
困
、

気
候
変

動
、
紛

争
、
新

型
コ
ロ

ナ
な
ど

に
よ
っ

て
深
刻

に
妨
げ

ら
れ
て

い
る
。

持
続
可

能
な
開

発
目

標
に
従

っ
て
、

飢
餓
と

栄
養
不

良
を
撲

滅
し
、

回
復
力

を
促
進

す
る
た

め
の
努

力
を
強

化
す

る
必
要

が
あ
る

。
こ
の

目
的
の

た
め
に

オ
ラ
ン

ダ
は

2
0

3
0
年
ま

で
に

4
億
ユ

ー
ロ
の

拠
出
を

約
束
す

る
。
こ

の
貢

献
は

2
0

3
0
年
ま

で
に

3
2

0
0
万
人

の
栄
養

不
良
の

女
性
や

子

ど
も
た

ち
が
健

康
的
な

食
事
を

一
年
中

入
手

で
き
る

よ
う
に

す
る
こ

と
を
目

的
と
し

て
い
る

。
食
環

境
を
改

善
し
、

全
て
の

人
に
手

頃
な
価

格
で
栄

養
の
あ

る
食
品

を
十

分
に
提

供
す
る

こ
と
を

意
味
す

る
。
特

に
様
々

な
国
で

栄
養
価

の
高
い

食
品
を

入
手
す

る
た

め
の
知

識
や
リ

ソ
ー
ス

が
限
ら

れ
て
い

る
こ
と

が
多
い

弱
者
に

と
っ
て

は
な
お

さ
ら
で

あ
る
。

政
府
、

企
業
、

市
民
社

会
と

協
力
し

て
市
場

ベ
ー
ス

の
解
決

策
や
栄

養
政
策

の
実
施

状
況
の

改
善
に

取
り
組

ん
で
い

く
。

パ
ー
ト

ナ
ー
シ

ッ
プ
と

し
て
、

組
織
と

し
て
、

ユ
ニ
セ

フ
な
ど

の
組
織

と
パ
ー

ト
ナ
ー

を
組
む

こ
と
に

よ
っ
て

、
栄
養

改
善

運
動
や

国
連
食

料
シ
ス

テ
ム
サ

ミ
ッ
ト

の
成
果

を
踏
ま

え
た
各

国
の
政

策
と
の

連
携
が

促
進

さ
れ
、

全
て
の

人
が
よ

り
良
い

栄
養
状

況
を
享

受
で
き

る
よ
う

に
な
る

と
確
信

し
て
い

る
。
持

続
可
能

な
開
発

目
標
を

全
て

達
成
す

る
た
め

に
は
、

政
府
、

N
G

O
、

企
業
、

機
関
な

ど
が
相

乗
効
果

を
発
揮

し
、
責

任
を

持
っ
て

行
動
す

る
こ
と

が
重
要

。

2
1

ニ
ュ

ー
ジ
ー

ラ
ン

ド

H
on

. A
u

p
it

o
W

il
li

a
m

 S
io

M
in

is
te

r 
fo

r 
P

a
ci

fi
c

P
eo

p
le

s,
 A

ss
oc

ia
te

M
in

is
te

r 
of

 F
or

ei
gn

A
ff

a
ir

s 
a

n
d

 A
ss

oc
ia

te
M

in
is

te
r 

of
 H

ea
lt

h

本
日
栄

養
サ
ミ

ッ
ト
に

参
加
で

き
る
こ

と
を

嬉
し
く

思
う
。

世
界
中

で
新
型

コ
ロ
ナ

に
よ
り

、
食
料

サ
プ

ラ
イ
チ

ェ
ー
ン

の
脆
弱

性
が
明

ら
か
に

な
っ
た

。
そ
の

結
果
食

糧
価
格

が
急
激

に
上
昇

し
、
最

も
弱
い

立
場
に

あ
る
人

々
の

食
料
安

全
保
障

と
栄
養

に
悪
影

響
を
及

ぼ
し
て

い
る
。

気
候
変

動
は
発

展
途
上

国
の
多

く
の

人
に
食

料
を
供

給
す
る

役
割
を

担
っ
て

い
る
小

規
模
農

家
や
漁

業
者
に

生
産
上

の
大
き

な
課
題

を
生
ん

で
い
る

。
子
ど

も
た

ち
の
栄

養
不
良

は
太
平

洋
地
域

を
含
め

、
根
強

い
問
題

と
な
っ

て
い
る

。
太
平

洋
地
域

で
は

、
食
料

の
入
手

可
能
や

嗜
好
の

変
化
に

よ
り
、

砂
糖
や

塩
分
の

多
い
輸

入
品
の

消
費
に

シ
フ
ト

し
て
お

り
、
そ

の
結
果

、
糖

尿
病
や

心
臓
病

な
ど
非

感
染
症

疾
患
が

蔓
延
し

て
い
る

。
栄
養

不
良
と

肥
満
と

い
う
二

重
の

負
担
に

対
処
し

、
太
平

洋
地
域

の
人
々

が
安
価

で
栄
養

価
の
高

い
食
品

を
十
分

に
手
に

入
れ
ら

れ
る
よ

う
に
す

る
た
め

、
地

域
の
家

族
を
支

援
す
る

こ
と
を

約
束
す

る
。
農

家
や
漁

師
が
気

候
変
動

の
影
響

に
適
応

し
、

回
復
力

を
高
め

、
持
続

可
能
な

活
動
を

促
進
す

る
支
援

活
動
を

強
化
す

る
。
食

料
生
産

を
低
下

さ
せ
る

可
能
性

の
あ
る

害
虫

や
病
気

の
蔓
延

に
対
処

す
る
た

め
、
太

平
洋
地

域
の
生

命
の
強

化
を
し

て
い
る

。
栄
養

価
の

高
い
果

物
や
野

菜
の
地

産
地
消

を
推
進

す
る
こ

と
で
、

子
ど
も

た
ち
に

バ
ラ
ン

ス
の
と

れ
た
健

康
的
な

食
生
活

を
提
供

し
、

大
人
の

非
感
染

症
疾
患

問
題
に

取
り
組

む
。
ア

プ
ロ
ー

チ
の
中

心
は
パ

ー
ト
ナ

ー
シ
ッ

プ
と

レ
ジ
リ

デ
ン
ス

の
構
築

に
重
点

を
お
き

、
パ
ー

ト
ナ
ー

の
ニ
ー

ズ
と
優

先
事
項

に
対
応

す
る
こ

と
。
全

て
の
人

が
安
全

で
安

心
し
て

食
べ
ら

れ
る
健

康
的
な

食
品
を

手
に
入

れ
る
こ

と
と
い

う
我
々

の
目
標

は
共
通

し
て

い
る
。

2
2

ア
メ

リ
カ
合

衆
国

H
.E

. M
s.

S
a

m
a

n
th

a
P

ow
er

A
d

m
in

is
tr

a
to

r 
of

U
S

A
ID

岸
田
総

理
を
は

じ
め
と

す
る
日

本
政
府

の
皆

様
に
は

重
要
な

サ
ミ
ッ

ト
を
開

催
し
て

い
た
だ

き
、
健

康
増
進

と
栄
養

改
善
を

実
現
す

る
世
界

の
構
築

、
と
い

う
緊
急

の
使

命
に
取

り
組
む

た
め
に

世
界
を

一
つ
に

ま
と
め

て
く
だ

さ
っ
た

こ
と
に

感
謝
を

申
し
上

げ
る

。

新
型
コ

ロ
ナ
が

世
界
中

で
人
々

に
健
康

で
栄

養
価
の

高
い
食

品
を
届

け
る
サ

プ
ラ
イ

チ
ェ
ー

ン
を
困

難
に
陥

れ
て
い

る
。
経

済
が
打

撃
を
受

け
、
人

々
は
自

分
の
ケ

ア
に

費
や
す

お
金
を

失
っ
た

。
効
果

的
な
健

康
メ
ッ

セ
ー
ジ

の
伝
達

や
人
道

支
援
を

行
う
た

め
に

必
要
な

人
と
人

と
の
ふ

れ
あ
い

の
多
く

が
妨
げ

ら
れ
て

い
る
。

ア
メ
リ

カ
が
長

年
に
わ

た
っ
て

投
資
し

て
き
た

栄
養
プ

ロ
グ

ラ
ム
へ

の
支
援

を
基
盤

に
、

1
億
人
以

上
の
子

ど

も
た
ち

が
栄
養

不
良
に

よ
る
深

刻
、
か

つ
持

続
的
影

響
か
ら

逃
れ
ら

れ
る
よ

う
支
援

し
て
き

た
。
新

型
コ
ロ

ナ
の
時

代
に
合

わ
せ
て

栄
養
プ

ロ
グ
ラ

ム
を
適

応
さ
せ

て
き

た
。
マ

ダ
ガ
ス

カ
ル
で

は
保
健

ワ
ー
カ

ー
と
協

力
し
て

、
移
動

診
療
所

を
立
ち

上
げ
、

遠
隔

地
の
人

々
に
子

ど
も
た

ち
の
健

康
を
保

つ
た
め

の
最
善

の
方
法

に
つ
い

て
情
報

提
供
を

し
た
。

ネ
パ
ー

ル
で
は

パ
ー
ト

ナ
ー

や
新
生

児
を
サ

ポ
ー
ト

す
る
た

め
に
父

親
の
た

め
の
母

乳
育
児

デ
ジ
タ

ル
相
談

会
を
実

施
し

た
。
ザ

ン
ビ
ア

で
は
、

地
元
の

食
品
加

工
業
者

と
協
力

し
て
、

栄
養
価

の
高
い

食
品
を

生
産
す

る
た
め

に
ど
の

よ
う
な

原
材

料
が
手

に
入
る

か
、
適

し
た
ビ

ジ
ネ
ス

の
調
整

を
支
援

し
た
。

ア
メ
リ

カ
が
こ

の
よ
う

な
活

動
を
継

続
し
、

さ
ら
に

多
く
行

っ
て
い

く
こ
と

を
発
表

す
る
。

今
後

3
年
間

で
最
大

1
1

0
億
ド
ル

を
投
資

し
、
現

地
で
設

計
、
始

動
さ
れ

る
プ
ロ

グ
ラ
ム

を
通
じ

て
、

世
界
の

栄
養
不

良
に
立

ち
向
か

う
。
こ

の
う
ち

、
3

0
億

ド
ル
は

予
想
さ

れ
る

緊
急
人

道
的
ニ

ー
ズ
に

向
け
ら

れ
る
。

こ
う
し

た
投
資

は
先
日

発
表
し

た
世
界

栄
養
調

整
計
画

の
第
二

波
に
基

づ
く
も

の
。

世
界
で

こ
れ
ら

の
問
題

を
解
決

す
る
た

め
に
は

、
国
内

で
も
栄

養
不

良
に
対

処
し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。
バ

イ
デ
ン

政
権
は

、
全
て

の
ア
メ

リ
カ
人

が
栄
養

価
の
高

い
多
様

な
食
事

を
手
に

入
れ

ら
れ
る

よ
う
に

す
る
た

め
の
政

策
や
投

資
を
通

じ
て
飢

餓
を
な

く
し
、

健
康
状

態
を
改

善
す

る
た
め

の
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
を

新
た
に

し
た
。

栄
養
プ

ロ
グ
ラ

ム
に
投

資
し
、

効
果
が

証
明
さ

れ
て
い

る
取
り

組
み
を

適
用

し
、
敏

速
に
対

応
す
る

こ
と
で

、
新
型

コ
ロ
ナ

の
時
代

に
あ
っ

て
も
子

ど
も
の

栄
養
不

良
を

防
ぐ
こ

と
が
で

き
、
人

々
に
と

っ
て
よ

り
健
康

的
な
世

界
を
築

く
こ
と

が
で
き

る
。

2
3

英
国

M
s.

 W
en

d
y

M
or

to
n

 M
P

P
a

rl
ia

m
en

ta
ry

 U
n

d
er

S
ec

re
ta

ry
 o

f 
S

ta
te

(M
in

is
te

r 
fo

r 
E

u
ro

p
e

a
n

d
 A

m
er

ic
a

s)

岸
田
総

理
大
臣

、
日
本

政
府
の

皆
様
、

こ
の

サ
ミ
ッ

ト
を
開

催
し
て

く
だ
さ

り
感
謝

を
申
し

上
げ
る

。

2
0

3
0
年

ま
で
に

母
親
、

新
生
児

、
子
ど

も
た
ち

の
予
防

可
能
な

死
を
な

く
す
こ

と
に

コ
ミ
ッ

ト
し
て

い
る
。

栄
養
が

大
き
な

役
割
を

果
た
す

。
栄
養

不
足
、

栄
養
不

良
は

3
つ

の
頭
を

持
つ
モ

ン
ス
タ

ー
で
あ

る
。
子

ど

も
の
死

の
約
半

分
、
妊

婦
の
死

の
1

/5
が
関

わ
っ
て

い
る
。

ま
た
、

何
百
万

人
も
の

女
性
や

少
女

が
貧
血

に
苦
し

み
、

2
2
億
も
の

人
が
過

体
重
で

肥
満
関

連
の
病

気
と
な

っ
て
い

る
。
パ

ン
デ
ミ

ッ
ク
と

気
候
変

動
が
事

態

を
悪
化

さ
せ
て

い
る
。

だ
か
ら

こ
そ
今

回
の

サ
ミ
ッ

ト
は
あ

ら
ゆ
る

形
態
の

栄
養
不

足
を
回

復
さ
せ

る
た
め

の
世
界

的
努
力

を
更
新

さ
せ
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。
全

て
の

人
が
健

康
的
な

食
生
活

を
享
受

で
き
る

よ
う
協

力
す
る

。
2

0
1

5
年
以
降

、
5

5
0

0
万
人

以
上
の

女
性
、

少
女
、

子
ど
も

が
よ
り

良
い
栄

養
を
摂

取
で
き

る
よ
う

支
援
し

て
き
た

。
2

0
3

0
年
ま

で
に
女

性
、
少

女
、
子

ど
も

の
栄
養

状
況
を

改
善
す

る
こ
と

に
コ
ミ

ッ
ト
し

て
い
る

。
O

E
C

D
-D

A
C

 p
ol

ic
y 

m
a

rk
er

 o
n

 n
u

tr
it

io
n
を
英
国

の
援
助

ポ
ー
ト

フ
ォ
リ

オ
に
採

用
す
る

こ
と
で

責
任
を

果
た
し

て
い
く

。
2

0
3

0
年
ま

で
に
あ

ら
ゆ
る

形
態
の

栄
養
不

良
を
な

く
す

と
い
う

の
は
大

き
な

課
題
だ

が
、
我

々
の
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン
ト

と
協

力
と
共

に
達
成

で
き
る

だ
ろ
う

。

2
4

ド
イ

ツ
連
邦

共
和

国

M
s.

 B
ea

te
K

a
sc

h

S
ta

te
 S

ec
re

ta
ry

 o
f 

th
e

F
ed

er
a

l 
M

in
is

tr
y 

of
F

oo
d

 a
n

d
 A

gr
ic

u
lt

u
re

1
0

0
億
人
に

近
い

人
々
に

食
料
安

全
保
障

を
提
供

す
る
と

い
う
グ

ロ
ー
バ

ル
な
課

題
。
世

界
中
の

一
人
一

人
が
適

切
な
食

料
を
手

に
入
れ

る
こ

と
が
で

き
、
そ

れ
に
よ

っ
て
人

権
を
保

障
す
る

と
い
う

目
標
に

は
遠
く

及
ん

で
い
な

い
。

2
0

2
0
年
に

は
世
界

人
口
の

約
1

0
%
が
栄
養

不
足
に

陥
っ
て

い
る
。

つ
ま

り
世
界

で
飢
え

に
苦
し

む
人
の

数
は

8
億
人

以
上
で

あ
り
、

当
然
新

型
コ

ロ
ナ
の

影
響
も

寄
与
し

て
い
る

。
こ
の

瞬
間
、

3
7
カ
国

で
2

億
人
の

子
ど
も

た
ち
が

パ
ン
デ

ミ
ッ
ク

に
よ

る
学
校

閉
鎖
の

影
響
を

受
け
て

い
る
。

そ
の
結

果
、
こ

れ
ら
の

子
ど
も

た
ち
の

多
く
は

1
日

一
回
の

食
事
す

ら
も
で

き
な
く

な
っ
て

い
る
。

戦
争
、

紛
争
、

気
候
変

動
も
飢

餓

の
大
き

な
原
因

と
な
っ

て
い
る

。
収
穫

が
失

わ
れ
、

人
々
に

食
料
が

行
き
渡

ら
な
く

な
る
か

ら
で
あ

る
。
こ

の
よ
う

に
、
飢

餓
を
ゼ

ロ
に
と

い
う
目

標
が
非

常
に
大

き
な

課
題
で

あ
る
こ

と
が
わ

か
る
。

国
連
食

料
シ
ス

テ
ム
サ

ミ
ッ
ト

で
は
食

料
安
全

保
障
と

持
続

可
能
な

フ
ー
ド

シ
ス
テ

ム
の
確

保
が
最

優
先
事

項
と
さ

れ
た
。

飢
餓
や

あ
ら
ゆ

る
栄
養

不
良
を

減
ら
す

た
め
に

は
、
各

国
の

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
と
国

際
的
な

協
力
が

組
み
合

わ
せ
て

こ
そ
可

能
に
な

る
。
そ

の
た
め

、
今

年
の
サ

ミ
ッ
ト

は
非
常

に
重
要

な
意
味

を
持
っ

て
い
る

。
ド
イ

ツ
で
は

様
々
な

レ
ベ
ル

で
持
続

可
能
な

フ
ー
ド

シ
ス
テ

ム
と

健
康
的

な
食
生

活
を
推

進
し
て

い
る
。

連
邦
政

府
は
、

第
１
回

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

か
ら
財

務
的

な
義
務

を
遵
守

し
て
き

て
い
る

。
2

0
1

3
年
か
ら

は
貧
困

国
の
食

料
と
栄

養
の
状

況
を
改

善
す
る

た
め
に

追
加
で

2
億
ユ
ー

ロ
提
供

し
て
い

る
。
数

年
前
か

ら
”O

n
e 

W
or

ld
 N

o
H

u
n

ge
r”
イ
ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ
に

対
し
て

、
栄
養

改
善
の

た
め
に

年
間
約

5
億

ユ
ー
ロ

の
資
金

提
供

を
行
な

っ
て
い

る
。
ま

た
、
連

邦
政
府

は
2

0
2

5
年
ま

で
に

4
5

0
万

人
の
人

が
よ
り

バ
ラ
ン

ス
の
取

れ
た
栄

養
的
な

食
生
活

を
送
れ

る
よ
う

に
し
た

い
と
考

え
て
い

る
。

こ
の
目

的
の
た

め
に
、

ペ
ナ
ン

、
エ
チ

オ
ピ
ア

、
イ
ン

ド
、
カ

ン
ボ
ジ

ア
な
ど

で
重
要

な
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
を
実

施
し
て

い
る

。
国
際

的
に
は

国
連
食

料
農
業

機
関
、

世
界
食

料
安
全

保
障
委

員
会
、

世
銀
、

sc
a

li
n

g 
u

p
 n

u
tr

it
io

n
 n

et
w

or
k
、
な
ど

へ
の
貢

献
を
続

け
て
い

る
。
ま

た
、
ナ

シ
ョ
ナ

ル
パ
ス

ウ
ェ
イ

の
第
次

一
草
案

を
発
表

し
て
い

る
。

ホ
ス
ト

国
で
あ

る
日
本

に
さ
ら

に
こ
の

プ
ロ

セ
ス
を

進
め
て

い
た
だ

け
る
こ

と
に
感

謝
を
申

し
上
げ

る
。

2
5

日
本

鈴
木
　

貴
子

外
務

副
大
臣

各
国
か

ら
の
大

変
力
強

い
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト

を
い
た

だ
け
た

こ
と
に

感
謝
を

申
し
上

げ
る
。

多
く
の

国
か
ら

低
栄
養

と
過
栄

養
の
栄

養
不

良
の
二

重
負
荷

や
新
型

コ
ロ
ナ

、
気
候

変
動
、

紛
争
な

ど
に
よ

り
、
栄

養
問
題

が
一
層

深
刻
な

状
況
に

さ
ら
さ

れ
て
い

る
と

い
う
現

状
に
つ

い
て
、

切
実
な

声
が
共

有
さ
れ

た
。
世

界
が
直

面
す
る

栄
養
課

題
が
改

め
て

明
ら
か

に
な
っ

た
。
ブ

ル
キ
ナ

フ
ァ
ソ

、
コ
ー

ト
ジ
ボ

ワ
ー
ル

、
モ
ザ

ン
ビ
ー

ク
、
ベ

ナ
ン
等

か
ら
は

自
国
の

栄
養
問

題
を

改
善
す

る
た
め

の
政
策

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
、
具

体
的
な

数
値
目

標
と
と

も
に
発

表
さ
れ

た
。

ま
た
、

栄
養
課

題
を
解

決
す
る

た
め
に

E
U
、

豪
州
、

カ
ナ
ダ

、
オ
ラ

ン
ダ

、
ア
イ

ル
ラ
ン

ド
、
米

国
、
ド

イ
ツ
等

か
ら
の

ド
ナ
ー

国
か
ら

は
具
体

的
な
資

金
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン

ト
の
発

表
も
あ

っ
た
。

こ
の
よ

う
な
具

体
的

な
政
策

的
、
資

金
的
な

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
に
よ

り
、
各

国
政
府

が
一
致

団
結
し

て
、
栄

養
改
善

に
向
け

て
取
り

組
む
姿

勢
が

示
さ
れ

た
こ
と

を
歓
迎

す
る
。

栄
養
は

健
康
と

福
祉
の

基
礎
で

あ
り
、

一
人

一
人
の

可
能
性

の
み
な

ら
ず
、

社
会
を

支
え
る

基
盤
で

も
あ
る

。
複
雑

な
要
因

を
も
つ

栄
養
課

題
に
対

し
て
保

健
、
農

業
、

教
育
な

ど
マ
ル

チ
セ
ク

タ
ー
の

支
援
を

通
じ
、

対
応
し

、
人
に

投
資
し

て
い
く

必
要
が

あ
る

こ
と
を

改
め
て

皆
で
確

認
で
き

た
。
世

界
の
栄

養
不
良

改
善
へ

の
取
り

組
み
に

は
政
府

の
み
な

ら
ず
、

国
際
機

関
、
本

日
ご

参
加
の

企
業
、

市
民
社

会
を
は

じ
め
と

す
る
関

係
者
一

人
一
人

の
力
が

必
要
。

こ
の
よ

う
な

観
点
か

ら
も
多

様
な
ス

テ
ー
ク

ホ
ル
ダ

ー
の
皆

様
に
よ

る
第

2
セ
ッ
シ

ョ
ン

で
の
発

表
に
期

待
を
し

て
い
る

。
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⽬
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リ
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よ
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メ
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セ

ー
ジ

N
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チ
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ia
)

M
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na

ya
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hu

 (C
an

ad
a)

我
々

は
20

30
年

ま
で
に

あ
ら
ゆ

る
形

態
の
栄

養
不
良

を
な
く

す
と
い

う
使

命
を
持

っ
た
世

界
中
の

若
者
の

リ
ー

ダ
ー
の

集
ま
り

で
あ
る

。
現
在

の
世

界

の
栄

養
状
況

で
は
こ

の
目
標

達
成
は

で
き

な
い
。

世
界
の

5歳
未

満
の
子

ど
も
の

う
ち

1億
49

00
万
人

が
栄
養

不
良
で

45
40

万
人

が
消

耗
症
。

こ
の
よ

う

な
栄

養
不
足

は
子
ど

も
た
ち

の
生
活

に
大

き
な
影

響
を
与

え
、
学

校
で
の

学
習

や
成
長

の
可
能

性
を
制

約
し
、

貧
困

の
連
鎖

に
陥
ら

せ
て
い

る
。
我

々

は
若

者
と
し

て
、
危

機
的
な

状
況
下

で
は

子
ど
も

や
若
者

が
最
も

大
き
な

影
響

を
受
け

る
こ
と

を
知
っ

て
い
る

。
新

型
コ
ロ

ナ
は
世

界
の
最

貧
相
の

家

庭
に

壊
滅
的

な
打
撃

を
与
え

、
20

20
年

末
ま

で
に

1億
42

00
万

世
帯

が
貧
困

に
陥
り

、
栄

養
価
の

高
い
食

品
を
食

卓
に
並

べ
る

こ
と
が

さ
ら
に

困
難
。

気
候

変
動
が

続
き
、

極
端
な

貧
富
の

差
が

拡
大
す

る
中
、

家
庭
の

栄
養
危

機
は

さ
ら
に

深
刻
化

す
る
こ

と
が
予

測
さ

れ
る
。

こ
の

3年
間
、

我
々
は

Sc
al

in
g 

U
p 

N
ut

ri
ti

on
 C

iv
il 

So
ci

et
y 

N
et

w
or

kと
協

力
し

て
、
あ

ら
ゆ
る

形
態
の

栄
養
不

良
を

な
く
す

た
め
に

政
府
が

強
力
な

介
入

を
行
う

よ
う

声
を

あ
げ
て

訴
え
て

き
た
。

今
年
の

サ
ミ

ッ
ト
で

は
、
次

の
よ
う

な
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

を
し
て

、
栄
養

に
関
す

る
ア

ド
ボ
カ

シ
ー
を

次
の
レ

ベ
ル
に

引

き
上

げ
る
こ

と
を
誇

り
に
思

う
。

1)
地
域

及
び
国

レ
ベ
ル

で
変
革

的
な
栄

養
政

策
を
推

進
す
る

た
め
に

、
そ
れ

ぞ
れ

の
国
で

若
者
を

動
員
す

る
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
を

設
立
す

る
。

2)
意
思

決
定
者

が
自
分

た
ち
の

行
っ
た

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
に

若
者
か

ら
説
明

が
受

け
ら
れ

る
よ
う

に
カ
ウ

ン
タ
ビ

リ
テ

ィ
ー
フ

レ
ー
ム

ワ
ー
ク

や
そ

の

他
の

ア
カ
ウ

ン
タ
ビ

リ
テ
ィ

ー
メ
カ

ニ
ズ

ム
に
取

り
組
む

。

3)
国
や

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

に
お
い

て
最
も

周
縁

化
さ
れ

た
子
ど

も
や
若

者
た
ち

に
積

極
的
に

関
わ
り

、
彼
ら

の
声
が

意
思

決
定
者

に
届
く

よ
う
な

場
を

作

る
。

4)
栄
養

に
関
す

る
マ
ル

チ
ス
テ

ー
ク
ホ

ル
ダ

ー
パ
ー

ト
ナ
ー

シ
ッ
プ

の
中
で

リ
ー

ダ
ー
シ

ッ
プ
を

発
揮
す

る
機
会

を
求

め
続
け

、
そ
の

機
会
が

存
在

し

な
い

場
合
に

は
機
会

を
開
く

よ
う
ス

テ
ー

ク
ホ
ル

ダ
ー
に

働
き
か

け
る
。

今
こ

の
重
要

な
サ
ミ

ッ
ト
に

お
い
て

、
世

界
の
リ

ー
ダ
ー

が
こ
の

課
題
に

立
ち

向
か
い

、
子
ど

も
や
若

者
が
置

か
れ

た
窮
状

を
覆
し

、
20

30
年

ま
で

に

SG
D

2を
確

実
に

達
成
す

る
た
め

の
実

質
的
な

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
を
行

う
こ

と
を
期

待
し
て

い
る
。

2
A

th
le

te
M

r. 
Pa

u 
G

as
ol

, U
N

IC
E

F 
G

oo
d 

W
ill

 A
m

ba
ss

ad
or

, G
lo

ba
l N

ut
ri

ti
on

 
C

ha
m

pi
on

, r
et

ir
ed

 N
B

A
 p

la
ye

r

乳
幼

児
の
時

期
の
良

好
な
栄

養
は
健

康
的

な
生
活

を
送
る

上
で
基

礎
と
な

る
。

し
か
し

現
在
世

界
で
は

2億
人

以
上
の

子
ど

も
た
ち

が
栄
養

不
良
に

陥
っ

て
お

り
、
そ

の
う
ち

50
00

万
近

く
の

子
供
た

ち
は
栄

養
不
良

の
中
で

も
最

も
深
刻

な
形
態

で
あ
る

消
耗
症

に
苦

し
ん
で

い
る
。

消
耗
症

の
子
ど

も
た

ち

は
栄

養
状
態

の
良
い

子
ど
も

に
比
べ

て
死

亡
リ
ス

ク
は

11
倍
高

ま
る
。

一
方
で

3億
40

00
万
人

以
上

の
子
ど

も
や
若

者
が
過

体
重
や

肥
満

に
苦
し

ん
で

い
る

。
予
防

可
能
な

栄
養
不

良
の
た

め
に

幼
い
子

ど
も
た

ち
が
命

を
落
と

し
、

可
能
性

が
奪
わ

れ
て
い

る
こ
と

に
憤

り
を
感

じ
、
心

を
痛
め

て
い
る

。

多
く

の
個
人

や
組
織

の
お
陰

で
あ
ら

ゆ
る

形
態
の

栄
養
不

良
を
な

く
す
こ

と
は

可
能
で

あ
る
。

し
か
し

、
実
現

す
る

た
め
に

は
本
日

の
栄
養

サ
ミ
ッ

ト

に
参

加
し
て

い
る
人

々
に
か

か
っ
て

い
る

。
U

N
IC

E
Fと

と
も

に
世

界
の
リ

ー
ダ
ー

た
ち

に
栄
養

へ
の
野

心
的
か

つ
大
胆

な
投

資
を
約

束
す
る

よ
う
求

め
て

い
る
。

68



S
4 

T
ab

le
. 1

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
2(

1)
N

o.
団
体

・
企
業

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ

内
容

1
ビ
ル

&
メ

リ
ン

ダ
・

ゲ

イ
ツ

財
団

M
r. 

B
ill

 G
at

es
C

o-
ch

ai
rp

er
so

n

サ
ミ
ッ

ト
を

開
催

す
る

に
あ

た
り
、

素
晴

ら
し

い
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発
揮

し
て

く
だ

さ
っ

た
日

本
政

府
に
感

謝
を

申
し

上
げ

る
。

世
界
金

融
フ

ァ
シ

リ
テ

ィ
に

50
00

万
ド
ル

寄
付

し
て

く
だ

さ
っ
た

こ
と

に
も

感
謝

し
て

い
る

。
栄

養
に
関

し
て

大
胆

な
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を

発
表
し

て
く

だ
さ

っ
た

皆
様

に
も
感

謝
を

申
し

上
げ

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
以
前

か
ら

世
界

の
栄

養
不

足
は

深
刻
な

状
況

に
あ

っ
た

。
何

百
万

人

も
の
人

が
飢

え
て

い
る

。
栄

養
状
況

の
改

善
は

そ
れ

自
体

が
重

要
。

包
括
的

か
つ

持
続

的
な

世
界

の
回

復
に
欠

か
せ

な
い

要
素

で
あ

る
。

生

ま
れ
て

10
00

日
の

栄
養

状
況
が

よ
け

れ
ば

身
長

が
伸

び
、

脳
の
発

達
も

よ
く

な
り

、
そ

の
結

果
よ

り
多
く

の
学

校
教

育
を

受
け

る
こ

と
が

で

き
、
国

の
経

済
を

活
性

化
す

る
こ
と

が
で

き
る

。
人

口
全

体
で

み
れ

ば
健
康

状
態

と
生

産
性

が
大

き
く

改
善
し

、
地

域
社

会
や

国
の

全
体

の

繁
栄
に

繋
が

る
こ

と
を

意
味

し
て
い

る
。

そ
の

た
め

メ
リ

ン
ダ

は
先

日
、
財

団
史

上
最

大
規

模
の

9億
22

00
万

ド
ル

の
栄

養
支

援
を

発
表

し

た
。
大

規
模

な
栄

養
強

化
、

栄
養
価

の
高

い
食

料
シ

ス
テ

ム
と

農
業

プ
ロ
グ

ラ
ム

、
母

子
の

栄
養

、
研

究
と
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

支
援

が

含
ま
れ

て
い

る
。

し
か

し
、

我
々
は

さ
ら

に
多

く
の

こ
と

を
約

束
す

る
。

U
N

IC
E

Fの
栄
養

基
金
は

政
府

が
栄

養
不

良
に

対
処

す
る

た
め
に

必
要
な

ツ
ー

ル
、

例
え

ば
す

ぐ
使
え

る
治

療
薬

な
ど

を
購

入
す

る
場

合
、
同

額
で

の
資

金
を

提
供

す
る

も
の
。

1年
以

内
に

予
想

以
上
の

結
果

が
出
た

。
我

々
は

こ
の

危
機

に
10

00
万
ド

ル
を

拠
出

し
て

、
他
の

主
要

な
栄

養
製

品
を

含
む

よ
う

に
拡
大

す
る

こ
と

を
望

ん
で

い
る

。
栄

養

の
た
め

に
1ド

ル
を
使

う
と

地
域

経
済

に
16

ド
ル
利

益
が

も
た

ら
さ

れ
る

。
し
か

し
、

海
外

援
助

総
額

の
う

ち
、

栄
養
分

野
が

占
め

る
割

合

は
1%

に
も
満

た
な
い

の
が

現
状

。
今

日
か

ら
変

え
て

い
こ
う

。
そ

う
す

れ
ば

目
覚

ま
し

い
進

歩
が
期

待
で

き
る

。

2
国
際

連
合

世
界
食

糧
計

画
（

W
FP

）
M

r. 
D

av
id

 B
ea

sl
ey

E
xe

cu
ti

ve
 D

ir
ec

to
r

日
本
政

府
の

皆
様

、
東

京
栄

養
サ
ミ

ッ
ト

を
開

催
し

て
く

だ
さ

り
感

謝
を
申

し
上

げ
る

。

栄
養
不

良
は

幼
い

子
ど

も
た

ち
を
死

に
い

た
ら

し
め

る
世

界
最

大
の

原
因
の

一
つ

。
こ

の
世

界
的

悲
劇

は
紛
争

、
気

候
変

動
、

新
型

コ
ロ

ナ

の
巡
り

合
わ

せ
で

助
長

し
て

い
る
。

食
料

不
安

は
新

型
コ

ロ
ナ

以
前

の
1億

35
00

万
人

か
ら

現
在

で
は

2億
83

00
万
人

の
2倍

以
上

に
増

え
、

そ
の
う

ち
45

00
万

人
が

飢
餓
の

状
態

に
あ

る
。

世
界

食
料

計
画
は

こ
の

危
機

に
対

応
す

る
た

め
の

世
界
的

な
取

り
組

み
を

主
導

し
て

い
る

。

今
年
は

80
カ

国
以

上
で

1億
40

00
万

人
以

上
の

人
々

に
食

料
と

栄
養

の
援
助

を
届

け
た

い
と

考
え

て
い

る
。

し
か
し

、
さ

ら
に

効
率

的
に

行

う
必
要

が
あ

る
。

そ
こ

で
W

FP
は
支

援
の

量
を

増
や

す
だ

け
で
は

な
く

、
栄

養
面

で
の

質
を

高
め

る
こ
と

を
約

束
す

る
。

20
25

年
ま
で

に

W
FP

は
支
援

対
象

の
少

な
く
と

も
80

%
が

十
分

な
食

料
を

得
ら
れ

る
だ

け
で

な
く

、
生

存
と

繁
栄

に
必
要

な
栄

養
素

を
適

切
に

組
み

合
わ

せ

ら
れ
る

よ
う

に
す

る
。

W
FP

は
栄
養

面
で

の
活

動
を

拡
大

し
、
毎

年
25

00
万

人
の

弱
い
立

場
に

あ
る

女
性

や
子

ど
も

た
ち
に

支
援

を
行

う
。

ま
た
、

紛
争

や
気

候
変

動
の

影
響
を

受
け

て
い

る
地

域
を

中
心

に
食

料
シ
ス

テ
ム

の
強

化
を

支
援

す
る

政
府
の

数
を

2倍
に

増
や

す
。
栄

養
強

化
さ
れ

た
穀

物
の

配
布

量
を

増
や
し

、
40

カ
国

以
上

の
政

府
と

協
力
し

て
そ

れ
ぞ

れ
の

国
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
で
配

布
さ

れ
る

食
品

の
栄

養
強

化

を
図
る

。
栄

養
不

良
と

い
う

深
刻
な

問
題

に
皆

さ
ん

と
一

緒
に

立
ち

向
か
っ

て
い

き
た

い
。

3
国
際

農
業

開
発
基

金

（
IF

A
D
）

M
r. 

G
ilb

er
t F

. 
H

ou
ng

bo
Pr

es
id

en
t

今
回
の

グ
ロ

ー
バ

ル
サ

ミ
ッ

ト
を
開

催
し

て
く

だ
さ

っ
た

日
本

政
府

に
感
謝

を
申

し
上

げ
る

。

気
候
変

動
と

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

の
こ
の

時
に

、
世

界
の

あ
ら

ゆ
る

形
態

の
栄
養

不
良

に
取

り
組

む
方

法
を

変
革
す

る
た

め
に

協
力

す
る

こ
と

は
、
今

ま
で

以
上

に
重

要
に

な
っ
て

い
る

。
SD

G
sの

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

の
達

成
ま

で
に
あ

と
9年

も
な
く

、
失

敗
は

許
さ

れ
な

い
。

低
栄
養

と
過
栄

養
、

微
量

栄
養

素
欠

乏
に
対

処
す

る
た

め
、

”l
as

t m
ile

”介
入

を
実

施
す

る
た

め
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

を
強

化
し

た
。

我
々

は
人

類

と
地
球

を
養

う
、

多
様

で
安

全
で
栄

養
価

の
高

い
食

品
と

健
康

的
な

食
事
の

入
手

可
能

性
、

購
入

可
能

性
、
消

費
量

を
高

め
る

こ
と

が
で

き

る
よ
り

良
い

生
産

シ
ス

テ
ム

を
通
じ

て
、

栄
養

を
改

善
す

る
こ

と
に

全
力
で

取
り

組
ん

で
い

る
。

小
規

模
生
産

者
を

中
心

と
し

た
栄

養
に

配

慮
し
た

農
業

と
農

村
開

発
へ

の
投
資

に
フ

ー
ド

シ
ス

テ
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
を
採

用
す

る
こ

と
で

、
世

界
の

食
料
安

全
保

障
と

栄
養

を
具

体
的

か

つ
継
続

的
に

改
善

で
き

る
と

信
じ
て

い
る

。
何

十
年

も
の

間
、

日
本

は
IF

A
D
の
主

要
な

パ
ー
ト

ナ
ー

で
あ

る
。

 最
近

日
本
事

務
所

を
開

設

し
た
こ

と
で

、
世

界
の

食
料

安
全
保

障
と

栄
養

を
改

善
す

る
た

め
に

、
日
本

で
の

共
同

の
取

り
組

み
が

強
化
さ

れ
る

。
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4
東

南
ア

ジ
ア

諸
国

連
合

（
A

S
E

A
N
）

H
.E

. L
im

 J
oc

k 
H

oi
S

ec
re

ta
ry

-G
en

er
al

栄
養

不
良

と
い

う
二

重
の

負
担

に
対
応

す
る

た
め

の
取
り

組
み

を
皆

様
に
ご

紹
介

で
き

る
こ
と

を
嬉

し
く

思
う
。

A
S

E
A

N
は

S
D

G
sの

目
標

2、
飢

餓
を

終
わ

ら
せ

、
食
糧

安
全

保
障

を
達
成

し
、

健
康

と
幸
福

を
達

成
す

る
と
い

う
目

標
達

成
を
支

援
す

る

た
め

に
、

栄
養

に
関

す
る

マ
ル

チ
ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー
の

協
力

を
継

続
し
て

き
た

。
20

17
年

11
月

に
開

催
さ

れ
た

第
31

回
A

S
E

A
N
首

脳
会

議
で

は
、

A
S

E
A

N
首
脳

が
あ

ら
ゆ

る
形
態

の
栄

養
不

良
の
解

消
に

関
す

る
宣
言

を
採

択
し

て
い
る

。
こ

れ
は

地
域
に

お
け

る
栄

養
不
良

に

対
応

す
る

た
め

の
最

高
レ

ベ
ル

の
政
治

的
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
。

こ
の

宣
言
で

は
A

S
E

A
N
の

保
健
、

農
業

、
社

会
福
祉

、
教

育
分

野
の
関

係

者
が

20
18

年
か

ら
20

30
年

に
か

け
て

栄
養
に

関
す

る
エ

ビ
デ
ン

ス
に

基
づ

く
マ
ル

チ
セ

ク
タ

ー
の
ア

ク
シ

ョ
ン

の
実
施

に
向

け
た

取
り
組

み

を
強

化
す

る
こ

と
を

約
束

し
て

い
る
。

こ
れ

は
国

の
政
策

や
介

入
を

支
援
す

る
と

と
も

に
、
サ

ー
ビ

ス
提

供
、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、
評

価
の

た

め
の

最
低

基
準

を
設

定
す

る
も

の
。
さ

ら
に

20
21

年
10

月
第

38
回

A
S

E
A

N
首

脳
会
議

に
お

い
て

は
、
よ

り
健

康
的

な
食
品

、
飲

料
の

改
良

と
生

産
に

関
す

る
A

S
E

A
N
首

脳
宣

言
が
採

択
さ

れ
た

。
こ
の

宣
言

は
A

S
E

A
N
に
お

け
る

不
健

康
な
食

事
パ

タ
ー

ン
に
対

応
す

る
た

め
の
作

業
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
通

じ
て

N
C

D
sリ

ス
ク

を
高

め
て

い
る
地

域
の

経
済

発
展
と

都
市

化
の

影
響
を

受
け

た
栄

養
パ
タ

ー
ン

の
変

化
に
対

応
す

る
も

の
。

セ
ク

タ
ー

を
越

え
た

協
力
体

制
が

強
化

さ
れ
、

be
st

 p
ra

ct
ic

e戦
略

が
実

施
さ

れ
る
こ

と
に

な
っ

て
い
く

。
長

年
に

わ
た
っ

て

A
S

E
A

N
は

栄
養

に
特
化

し
た

介
入

や
栄
養

に
配

慮
し

た
介
入

の
た

め
の

政
策
の

一
貫

性
を

向
上
さ

せ
る

た
め

に
健
康

的
な

食
品

へ
の
ア

ク

セ
ス

を
増

や
す

た
め

の
努

力
を

し
て
き

た
。

ま
た

、
地
域

に
お

け
る

食
料
と

栄
養

の
安

全
性
を

確
保

す
る

た
め
に

も
努

力
し

て
き
た

。
こ

の

機
会

に
栄

養
に

関
す

る
提

言
を

強
化
し

、
A

S
E

A
N
に

お
け
る

あ
ら

ゆ
る

形
態
の

栄
養

不
良

を
な
く

す
た

め
に

こ
れ
ら

の
公

約
を

再
確
認

す

る
。

5
ア

フ
リ

カ
開

発
銀

行
D

r.
 A

ki
nw

um
i 

A
de

si
na

P
re

si
de

nt

日
本

政
府

が
栄

養
に

関
す

る
世

界
的
な

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ

を
発

揮
し

、
サ
ミ

ッ
ト

を
開

催
し
て

く
だ

さ
っ

た
こ
と

に
敬

意
を

表
す
。

今
日

ア
フ

リ
カ

は
世

界
の

5歳
未

満
の

発
育
阻

害
の

41
%
を

占
め

て
い

る
。

栄
養
不

良
や

発
育

阻
害
に

対
処

す
る

世
界
的

な
取

り
組

み
は
ま

ず

ア
フ

リ
カ

で
成

功
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

ア
フ

リ
カ
開

発
銀

行
で

は
、

20
25

年
ま
で

に
ア

フ
リ

カ
の
発

育
阻

害
の

子
ど
も

た
ち

を
40

%
削

減
す

る
目

標
を

掲
げ

て
い

る
。

そ
の
た

め
に

農
業

、
保
健

、
社

会
的

保
護
、

教
育

、
水

、
衛
生

、
保

健
へ

の
投
資

を
行

う
。

20
21

年
か

ら

20
25

年
に
か

け
て

栄
養

ス
マ
ー

ト
投

資
を

毎
年

10
%
以

上
増

や
し
、

投
資

総
額

13
.5
億

ド
ル

に
す

る
こ
と

を
約

束
す

る
。
ま

た
、

ア
フ

リ
カ

の
食

料
安

全
保

障
と

栄
養

に
関

す
る
資

金
フ

ァ
シ

リ
テ
ィ

を
通

じ
て

、
10

億
ド

ル
を

調
達
し

、
40

00
万

人
の

農
家

に
気
候

変
動

に
強

く
、
栄

養
価

を
向

上
さ

せ
る

技
術

を
提

供
し
た

い
と

考
え

て
い
る

。
こ

れ
ら

に
よ
り

、
1億

ト
ン

の
食

料
を
生

産
し

、
2億

人
の

人
々

に
食

料
を

供
給

し
、

ア
フ

リ
カ

の
飢

餓
を

80
%
削

減
す

る
こ

と
が

で
き
る

。
こ

の
フ

ァ
シ
リ

テ
ィ

へ
の

皆
様
の

力
強

い
ご

支
援
を

お
願

い
し

た
。

6
ア

ジ
ア

開
発

銀
行

M
r.

 B
am

ba
ng

 
S

us
an

to
no

V
ic

e 
P

re
si

de
nt

今
回

栄
養

サ
ミ

ッ
ト

の
コ

ン
パ

ク
ト
に

賛
同

で
き

る
こ
と

を
嬉

し
く

思
う
。

こ
の

サ
ミ

ッ
ト

で
議

論
し

て
い

る
よ
う

に
、

食
料

と
栄
養

の
安

全
保

障
へ
の

リ
ス

ク
増

大
が
懸

念
さ

れ
て

い
る
。

さ
ら

に
新

型
コ
ロ

ナ
の

パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
は

、
近

年
の

飢
餓

と
栄
養

不
良

へ
の

取
り
組

み
の

成
果

を
逆
転

さ
せ

て
し

ま
っ
て

い
る

。
ア

ジ
ア
太

平
洋

地
域

で
は
世

界
平

均

に
比

べ
て

栄
養

不
良

の
発

生
率

が
さ
ら

に
高

く
、

地
域
内

の
全

て
の

国
が
少

な
く

と
も

1つ
以

上
の
栄

養
不

良
に

苦
し
ん

で
い

る
。

19
億

人

が
健

康
的

な
食

生
活

が
で

き
ず

、
31

50
万

人
の
子

ど
も

た
ち

が
発
育

阻
害

。
A

D
B
の

C
or

po
ra

te
 S

tr
at

eg
y 

20
30

で
は

7つ
の

優
先

事
項

を

定
め

て
い

る
。

そ
の

う
ち

の
一

つ
は
残

る
貧

困
へ

の
対
処

と
、

不
平

等
の
解

消
に

焦
点

を
当
て

て
い

る
。

も
う
一

つ
は

農
村

開
発
と

食
料

安

全
保

障
の

推
進

。
こ

れ
ら

の
優

先
事
項

を
達

成
す

る
た
め

に
我

々
は

以
下
の

よ
う

な
課

題
に
対

応
す

る
た

め
の
部

門
横

断
的

な
統
合

ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

を
開

発
し

て
い

る
。
経

済
シ

ョ
ッ

ク
に
よ

り
貧

困
世

帯
が
栄

養
不

良
に

陥
ら
な

い
よ

う
に

す
る
こ

と
、

子
ど

も
の
栄

養
不

良

を
減

ら
す

こ
と

、
手

頃
な

価
格

の
食
事

の
多

様
性

を
促
進

す
る

こ
と

。
A

D
B
は

栄
養

安
全

保
障

に
関

す
る
マ

ル
チ

セ
ク

タ
ー
ワ

ー
キ

ン
グ

グ

ル
ー

プ
を

設
立

し
、

こ
れ

に
対

す
る

A
D

B
の

投
資
を

拡
大

す
る

た
め
の

戦
略

的
フ

レ
ー
ム

ワ
ー

ク
を

作
成
し

、
国

際
的

な
be

st
 p

ra
ct

ic
eを

特
定

、
採

用
し

、
栄

養
ス

マ
ー

ト
農
業

、
栄

養
改

善
、
ジ

ャ
ン

ダ
ー

に
配
慮

し
た

現
地

生
産
の

拡
大

を
推

進
す
る

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ
ロ

グ
ラ

ム

を
実

施
し

て
い

る
。

栄
養

に
関

す
る
共

同
投

資
を

促
進
す

る
た

め
の

パ
ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
を
構

築
し

て
い

く
。
我

々
は

膨
大

な
課
題

に
直

面

し
て

い
る

。
簡

単
な

こ
と

で
は

な
い
が

、
A

 D
B
は

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

、
そ

し
て
世

界
か

ら
栄

養
不
良

を
な

く
す

た
め
に

協
力

し
て

い
き
た

い
と

考
え

て
い

る
。

70
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7
S

ca
li

n
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U
p

 
N

u
tr

it
io

n
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S
U

N
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M
s.

 G
er

d
a

 V
er

b
u

rg

U
n

it
ed

 N
a

ti
on
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A

ss
is

ta
n
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S
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ry

 G
en

er
a

l,
 a

n
d

 
C

oo
rd

in
a

to
r 

of
 t

h
e 

S
U

N
 

M
ov

em
en

t

日
本
政
府
に
お
い
て
は

栄
養
サ
ミ
ッ
ト
を

開
催
し
て
い
た
だ

き
感
謝
を
申
し
上

げ
る
。
各
国
の
皆
様

、
素
晴
ら
し
い
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に

感

謝
を
申
し
上
げ
る
。

S
U

N
に
参

加
さ
れ
て
い
る
様

々
な
国
々
が
参
加
さ

れ
た
。
皆
様
の
行

動
が
今
ま
で
に
必

要
に
な
っ
て
い
る

。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

っ
て
子
ど
も

た
ち
、
女
性
、
少
女
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

対
し
て
修
復
不
可

能
な
ほ
ど
の
影
響

が
出
て
い
る
。
約
半

分
の

S
U

N
の
国
が
過
体
重

、
肥
満
、
微

量
栄
養
素
の
不
足
と
い

っ
た
栄
養
不
良
の

三
重
苦
で
苦
し
ん

で
い
る
。
人
間
の

生
活
、
生
命
、
繁
栄

の
た
め
の
新
た
な

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を

し
て
い
た
だ
い
た
。
こ

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
に
よ
っ
て
縦
割

り
を
打
破
し
、
国

レ
ベ
ル
で
栄
養
の
た

め
の
行
動
を
進
化

さ
せ
、
国
際
レ
ベ

ル

で
も
運
動
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
で
き

る
。
マ
ル
チ
セ
ク

タ
ー
、
マ
ル
チ
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

協
力
が
か
つ
て
な

い
ほ
ど
必
要
。
特

に

民
間
セ
ク
タ
ー
、
国
連

、
ド
ナ
ー
、
投
資

家
、
学
術
会
、
そ

の
他
の
人
々
が
栄

養
の
た
め
の
行
動
し

て
い
る
。
栄
養
の

た
め
の
成
果
を
出

そ

う
と
運
動
を
加
速
化
し

よ
う
と
し
て
い
る

。
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
な

ど
が
必
要
。
そ
の
た

め
に
は
各
国
は
世

界
的
な
資
金
を
必

要

と
し
て
い
る
。
各
国
の

戦
略
を
実
施
し
、

様
々
な
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
計
画
を

実
施
し
て
い
く
た
め

に
は
シ
ス
テ
ム
の

変
革
も
含
め
必
要

。

G
7
、

G
2

0
、

C
O

P
2

6
な
ど
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
た
が
、
今
後
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
健
康
な
将

来
を
地
球
の
た
め

に
残
す
に

は
、
協
力
が
必
要
。
良

い
栄
養
は
女
性
、

少
女
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
社
会
の
繁

栄
の
た
め
に
必
要
。

安
定
し
た
発
展
、

気
候
に
対
処
す
る

た

め
に
は
、
栄
養
に
投
資

す
る
必
要
が
あ
る

。

8
U

N
 N

u
tr

it
io

n
山
本
　
尚

子
W

H
O
事
務
局
長

補
（

U
N

N
議

長
）

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
確

認
で
き
る
こ
と
を

嬉
し
く
思
う
。

良
好
な
栄
養
状
態
は
生

活
と
幸
福
の
基
盤

と
な
る
が
、
受
け

入
れ
難
い
ほ
ど
の

栄
養
不
良
が
続
い
て

い
る
。
我
々
は
人

々
が
安
全
で
栄
養

価

の
高
い
食
品
を
入
手
で

き
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
持
続

可
能
な
方
法
で
最

良
の
栄
養
の
介
入
策

を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
に

、

国
連
全
体
で
調
整
を
し

て
い
る
チ
ー
ム
で

あ
る
。
我
々
は
国

連
の
専
門
知
識
を

結
集
し
、
各
国
を
支

援
し
、
マ
ル
チ
セ

ク
タ
ー
ア
プ
ロ
ー

チ

で
栄
養
に
関
す
る
縦
割

り
を
克
服
し
て
調

和
を
図
っ
て
い
る

。
各
国
政
府
が
国

連
機
構
と
よ
り
一
貫

し
て
オ
ー
プ
ン
に

関
わ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い

る
。
我
々
は

S
U

N
運
動
の

目
的
を
推
進
し
、

国
レ
ベ
ル
で
の

S
U

N
プ

ロ
セ
ス
を
し
て
い

る
。
人
々

の
生
活
に
よ
り
大
き
な

影
響
を
与
え
、
世

界
の
栄
養
目
標
と

S
D

G
sの

目
標

を
達
成
す
る
た
め

に
、
成
長
の
た
め

の
栄
養
サ
ミ
ッ
ト

で
行
わ
れ

た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

各
国
が
実
施
す
る

た
め
の
支
援
を
続

け
る
。
成
長
の
た

め
の
栄
養
サ
ミ
ッ
ト

は
あ
ら
ゆ
る
形
態

の
栄
養
不
良
に
対

し
、
誰
も
取
り
残
さ
な

い
た
め
に
、
世
界

中
の
全
て
の
人
々

を
団
団
結
さ
せ
る

大
き
な
機
会
で
あ
り

、
我
々
は
常
に
そ

の
一
部
で
あ
り
続

け

る
。

9
持
続
可

能
な
開
発
の
た

め
の
世

界
経
済
人
会
議

（
W

B
C

S
D
）

M
s.

 D
ia

n
e 

H
ol

d
or

f
E

xe
cu

ti
ve

 V
ic

e 
P

re
si

d
en

t

こ
の
重
要
な
栄
養
サ
ミ

ッ
ト
に
ビ
ジ
ネ
ス

界
を
代
表
し
て
参

加
で
き
る
こ
と
を

嬉
し
く
思
う
。

2
年
前
、
オ
ラ
ン

ダ
政
府
と
日
本
政

府
は
、
バ
ー
グ
で

開
催
さ
れ
た
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
会
議

を
支
援
し
、
企
業

に
よ
る
共
同
の
取

り
組
み
を

開
始
し
た
。

F
oo

d
 I

n
d

u
st

ry
 A

si
a

 (
F

IA
)、

T
h

e 
C

on
su

m
er

 G
oo

d
s 

F
or

u
m

 (
C

G
F

)、
th

e 
In

te
rn

a
ti

on
a

l 
F

oo
d

 a
n

d
 B

ev
er

a
ge

 
A

ll
ia

n
ce

 (
IF

B
A

)、
th

e 
S

U
N

 B
u

si
n

es
s 

N
et

w
or

k
 (

S
B

N
)、

N
u

tr
it

io
n

 J
a

p
a

n
 P

u
b

li
c 

P
ri

va
te

 P
la

tf
or

m
 (

N
J

P
P

P
) 
、

th
e 

W
or

ld
 B

u
si

n
es

s 
C

ou
n

ci
l 

fo
r 

S
u

st
a

in
a

b
le

 D
ev

el
op

m
en

t 
(W

B
C

S
D

)が
結
集
し
、

N
4

G
 B

u
si

n
es

s 
C

on
st

it
u

en
cy

 G
ro

u
p

 
(B

C
G

)を
立
ち
上
げ

た
。
そ
の
目
標
は
、

大
小
の
企
業
が
あ

ら
ゆ
る
形
態
の
栄

養
不
良
へ
の
取
り

組
み
を
支
援
で
き
る

方
法
を
特
定
す
る

こ

と
。
我
々
は

5
つ

の
分
野
で
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
を
作
成

し
た
。

1
)W

B
C

S
D
と

IF
B

A
が
開
発
し

た
R

es
p

on
si

b
le

 B
u

si
n

es
s 

P
le

d
ge

 f
or

 B
et

te
r 

N
u

tr
it

io
n

 (
R

B
P

)で
あ

る
。

R
B

P
は

B
u

si
n

es
s

C
on

st
it

u
en

cy
 G

ro
u

p
の

支
援
を
得
て
、

N
4

G
サ

ミ
ッ
ト
の
た
め
の

民
間
部
門
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
支
援

の
枠
組
み
と
な
っ
て

い
る
。

2
)T

h
e 

A
cc

es
s 

to
 N

u
tr

it
io

n
 I

n
it

ia
ti

ve
が
主
導

す
る
新
し
い
投
資

家
連
合
が
食
品
飲

料
会
社
の
機
関
投
資

家
に
対
し
、
栄
養

ガ
バ
ナ
ン

ス
戦
略
と
情
報
開
示
に

関
す
る
基
準
を
設

定
し
て
い
る
。

3
)I

F
B

A
に

加
入
す
る
食
品
飲
料

企
業
が

R
es

p
on

si
b

le
 B

u
si

n
es

s 
P

le
d

ge
の

一
環
と
し
て
塩
分
削

減
と
責
任
の
あ
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の

約
束
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

4
)T

h
e 

C
on

su
m

er
 G

oo
d

s 
F

or
u

m
と

G
lo

b
a

l 
A

ll
ia

n
ce

 f
or

 I
m

p
ro

ve
d

 N
u

tr
it

io
n
が
共
同
で
進
め

る
th

e 
W

or
k

fo
rc

e 
N

u
tr

it
io

n
 

A
ll

ia
n

ce
で
雇
用
者

に
よ
る
従
業
員
の
栄

養
改
善
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
導
入
拡
大
を

支
援
し
て
い
る
。

5
)S

U
N

 B
u

si
n

es
s 

N
et

w
or

k
は
、
栄
養

に
お
け
る
中
小
企

業
の
役
割
に
つ
い

て
の
認
識
を
高
め
、

中
小
企
業
が
栄
養

価
の
高
い
食
品
を

提

供
す
る
能
力
を
強
化
す

る
こ
と
を
支
援
す

る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

支
え
る
の
は
栄
養

不
良
の
解
消
に
向

け
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
や
業
務
内
容
を

改
善
し
よ
う
と
す

る
企
業
の
行
動
。

栄

養
不
良
を
解
消
し
、
全

て
の
人
々
が
自
ら

の
可
能
性
を
最
大

限
に
発
揮
で
き
る

よ
う
に
す
る
に
は
意

欲
的
な
行
動
が
必

要
。
我
々
は
今
後

も

本
サ
ミ
ッ
ト
に
集
っ
た

政
府
や
市
民
社
会

と
協
力
し
て
協
働

の
力
を
加
速
さ
せ

た
い
。

71



S
4 

T
ab

le
. 1

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
2(

4)
 

 

N
o.

団
体
・
企

業
氏
名

役
職

ス
ピ
ー
チ

内
容

10
A

cc
es

s 
to

 N
ut

ri
ti

on
 

In
it

ia
ti

ve
（

A
T

N
I）

西
岡

　
明

彦

A
cc

es
s 

to
 N

ut
ri

ti
on

 
In

it
ia

ti
ve

（
A

T
N

I）
の

賛
同

投
資

機
関

で
あ
る

り
そ
な

ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
株

式
会

社
代

表
取

締
役
社

長

本
年

、
食

品
飲
料

会
社
の

栄
養

へ
の
取

り
組

み
を
促

す
賛

同
機
関

と
し
て

A
T

N
Iに

参
画
し
た

。
当

社
は
約

35
兆

円
の
運

用
資
産

を
有

す
る

日
本

を
代

表
す
る

長
期
投

資
家

の
一
社

で
あ

る
。
責

任
投

資
に
力

を
入
れ

て
お

り
、
世

界
を

取
り
巻

く
様

々
な
社

会
課
題

に
向

き
合
い

、
そ

の
解

決
に

向
け
て

投
資
先

企
業

と
と
も

に
歩

ん
で
き

た
。

A
cc

es
s 

to
 N

ut
ri

ti
on

 I
ni

ti
at

iv
eを

支
援
し
、

賛
同
し

て
い

る
50

社
を
超

え
る

運
用

資
産

総
額

12
.4
兆
ド

ル
を

有
す
る

署
名

投
資
機

関
に

代
わ
り

、
東
京

栄
養

サ
ミ
ッ

ト
投

資
家
宣

言
を

発
表
す

る
。
我

々
投

資
家
は

乱
れ

た
食

生
活

や
低
栄

養
が
個

人
、

社
会
、

経
済

に
多
大

な
コ

ス
ト
を

も
た
ら

し
、

ポ
ー
ト

フ
ォ

リ
オ
の

資
産

価
値
に

も
影
響

を
及

ぼ
す
と

考
え

て
い

る
。

ま
た
、

ア
セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

の
責
任

と
し

て
こ
の

重
要
課

題
に

取
り
組

ん
で

い
く
こ

と
が

必
要
。

我
々
投

資
家

は
本
日

投
資

家
宣

言
を

通
し
て

、
栄
養

、
食

、
健
康

に
関

す
る
投

資
家

か
ら
の

要
望
の

フ
レ

ー
ム
ワ

ー
ク

に
基
づ

き
、

栄
養
課

題
を
運

用
プ

ロ
セ
ス

に
組

み
込

む
こ

と
、
署

名
投
資

機
関

一
同
が

グ
ロ

ー
バ
ル

イ
ン

デ
ッ
ク

ス
に
含

ま
れ

る
上
場

企
業

と
対
話

を
行

う
こ
と

を
約
束

す
る

。
企
業

の
皆

様
に

は
商

品
の
健

康
度
合

い
を

定
義
、

測
定

し
つ
つ

、
よ

り
健
康

的
な
食

品
の

提
供
を

お
願

い
し
た

い
。

政
策
立

案
者
の

方
々

に
は
、

よ
り

健
康

的
な

パ
ッ
ケ

ー
ジ
食

品
が

提
供
さ

れ
る

よ
う
、

財
政

政
策
や

法
規
制

を
活

用
し
な

が
ら

世
界
規

模
の

行
動
変

容
の
推

進
を

お
願
い

し
た

い
。

11
味

の
素

株
式
会

社
西
井

　
孝

明
代
表

執
行

役
社
長

味
の

素
は

、
食
と

健
康
の

課
題

を
解
決

す
る

た
め
に

は
栄

養
が
そ

の
中
心

に
あ

る
と
信

じ
て

い
る
。

20
30

年
ま
で

に
世

界
10

億
人
の

健
康
寿

命
の

延
伸

を
目
指

し
て

4つ
の
栄

養
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン
ト

を
発

表
す
る

。

1)
旨

味
に
よ

る
美

味
し
い

減
塩

を
楽
し

く
実
践

し
て

い
く
活

動

2)
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ

ン
を
通

じ
て

健
康
に

役
立
つ

製
品

ポ
ー
ト

フ
ォ

リ
オ
を

強
化

3)
栄

養
改
善

に
役

立
つ
情

報
や

食
事
メ

ニ
ュ
ー

の
提

供

4)
世

界
中
の

味
の

素
グ
ル

ー
プ

の
従
業

員
が
栄

養
の

重
要
性

を
理

解
し
、

健
康

寿
命
延

伸
に

向
け
て

情
熱
を

持
っ

て
取
り

組
む

の
に
必

要
な

職
場

の
栄

養
改
善

と
リ
テ

ラ
シ

ー
の
向

上

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

根
底
に

あ
る

考
え
方

は
妥

協
な
き

栄
養

。
こ
の

概
念
は

日
本

栄
養
士

会
が

提
唱
す

る
Ja

pa
n 

N
ut

ri
ti

on
と
符

合
す

る
。
例

え
ば

旨
味

を
構
成

す
る
ア

ミ
ノ

酸
は
美

味
し

さ
を
妥

協
す

る
こ
と

な
く
減

塩
に

貢
献
す

る
。

ア
ミ
ノ

酸
の

力
を
活

用
し
て

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン

を
起

こ
し

、
日
本

が
大
切

に
し

て
き
た

美
味

し
さ
と

地
域

の
食
文

化
へ
の

尊
敬

を
妥
協

せ
ず

、
減
塩

や
た

ん
ぱ
く

質
摂
取

を
推

進
し
、

健
康

的
で

栄
養

バ
ラ
ン

ス
の
あ

る
食

事
を
世

界
中

の
人
々

が
楽

し
め
る

よ
う
尽

力
す

る
。
誰

一
人

取
り
残

さ
な

い
食
へ

の
ア
ク

セ
ス

を
実
現

す
る

に
は

、
環

境
負
荷

を
前
提

と
し

て
い
る

現
在

の
フ
ー

ド
シ

ス
テ
ム

の
再
構

築
が

必
要
。

味
の

素
グ
ル

ー
プ

は
ea

t 
w

el
l l

iv
e 

w
el

lの
旗

の
も

と
、

世
界

中
の
あ

ら
ゆ
る

地
域

、
世
代

の
人

々
が
健

康
な

食
生
活

を
送
れ

る
社

会
づ
く

り
を

日
本
か

ら
世

界
に
向

け
て
リ

ー
ド

す
る
こ

と
を

約
束

す
る

。

12
G

oo
gl

e 
L

L
C

M
r.

 M
ic

hi
el

 B
ak

ke
r

V
P

, G
lo

ba
l W

or
kf

or
ce

 
P

ro
gr

am
s

日
本

政
府

に
、
栄

養
不
良

を
な

く
す
た

め
の

行
動
促

進
、

世
界
中

の
誰
も

が
可

能
性
を

最
大

限
発
揮

で
き

る
よ
う

支
援
し

て
い

た
だ
い

て
い

る
こ

と
に

感
謝
を

申
し
上

げ
る

。

G
oo

gl
eに

と
っ
て

食
が
い

か
に

重
要
か

目
の

当
た
り

に
し
た

。
食

は
生
産

性
や

パ
フ
ォ

ー
マ

ン
ス
に

影
響
す

る
。

以
下
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
を

発
表

す
る

。

1)
W

or
kf

or
ce

 n
ut

ri
ti

on
al

 a
ll

ia
nc

e。
W

or
kf

or
ce

 n
ut

ri
ti

on
al

 a
ll

ia
nc

eの
署
名

メ
ン
バ

ー
と

し
て
、

彼
ら

の
ト
レ

ー
ニ

ン
グ
や

教
育

を
支

援
し

て
い
る

。

2)
C

ul
in

ar
y 

In
st

it
ut

e 
of

 A
m

er
ic

aを
は
じ

め
に

と
し
て

、
グ

ロ
ー
バ

ル
パ
ー

ト
ナ

ー
と
協

力
し

て
バ
ラ

ン
ス

の
取
れ

た
プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
を

導
入
し

、
go

og
le
や

そ
の
他

の
企

業
の
シ

ェ
フ
が

栄
養

価
の
高

い
バ

ラ
ン
ス

の
取

れ
た
食

材
を
使

っ
た

料
理

を
得

意
と

す
る
よ

う
訓
練

す
る

こ
と
目

指
す

。

3)
食

材
の
多

様
化

。
レ
シ

ピ
や

メ
ニ
ュ

ー
に
使

用
さ

れ
る
農

業
生

物
多
様

性
の

割
合
を

増
や

す
。

4)
フ

ー
ド
リ

テ
ラ

シ
ー
。

料
理

教
室
、

ch
ef

 t
al

ks
 、

fa
rm

-t
o-

ta
bl

e 
pr

og
ra

m
m

es
等
の

継
続
的

な
教

育
を
通

じ
て
多

様
な

食
品
と

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た
食

生
活
を

推
進

す
る
。

職
場

で
提

供
す
る

飲
み
物

や
食

事
が
職

場
で

の
体
験

、
企

業
文
化

、
従
業

員
の

健
康
に

大
き

な
影
響

を
与

え
る
こ

と
が
わ

か
っ

た
。
他

の
ビ

ジ
ネ

ス
リ

ー
ダ
ー

の
方
に

も
職

場
で
健

康
的

で
バ
ラ

ン
ス

の
取
れ

た
食
事

を
実

現
す
る

我
々

の
ミ
ッ

シ
ョ

ン
に
参

加
し
て

い
た

だ
き
た

い
。
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容

我
々
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
は

各
国

の
計
画

に
沿

っ
た

も
の

で
あ

り
、

複
数

の
地

域
や

国
に

ま
た

が
る

様
々

な
専

門
的

な
知

見
が

反
映

さ
れ

た
も

の
。

・
In

ge
r 

A
sh

in
g 

(S
a

ve
 t

h
e 

C
h

il
d

re
n

 I
n

re
rn

a
ti

on
a

l)
1
億

人
以

上
の

子
供

た
ち

に
栄

養
不

良
の

予
防

や
治

療
を

行
う

こ
と

を
約

束
し

、
そ

の
た
め

に
5
億
ド

ル
を

投
資

す
る

。

・
C

h
a

n
th

a
la

n
gs

y 
S

is
ou

va
n

h
(R

u
ra

l 
D

ev
el

op
m

en
t 

A
ge

n
cy

, S
U

N
 C

iv
il

 S
oc

ie
ty

 L
a

os
 M

a
n

a
ge

m
en

t 
C

om
m

it
te

e)
成
長

の
た

め

の
栄
養

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
一

環
と

し
て
、

栄
養

、
母

乳
代

替
食

、
社

会
行

動
変

容
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
屋

外
排

泄
撲

滅
地

域
、

ジ
ェ

ン

ダ
ー
病

棟
な

ど
の

分
野

に
お

い
て

ラ
オ
ス

政
府

と
協

力
す

る
こ

と
を

約
束

す
る

。

・
S

a
sk

ia
 O

se
n

d
a

rp
(M

ic
ro

n
u

tr
ie

n
t 

F
or

u
m

) 
H

ea
lt

h
y 

M
ot

h
er

s 
H

ea
lt

h
y 

B
a

b
ie

s 
C

on
so

rt
iu

m
お

よ
び

T
h

e 
S

ta
n

d
in

g 
T

og
et

h
er

 
fo

r 
N

u
tr

it
io

n
 C

on
so

rt
iu

m
と

と
も

に
3
つ
の

新
し

い
ア

ラ
イ

ア
ン

ス
を

設
立

、
主

催
し

、
デ

ー
タ

と
エ

ビ
デ

ン
ス

を
基

に
微

量
栄

養
素

の
栄

養
不
良

を
根

絶
す

る
た

め
の

グ
ロ

ー
バ
ル

ア
ジ

ェ
ン

ダ
を

確
実

に
推

進
す

る
。

・
P

u
a

la
 E

sc
ob

a
r 

G
u

ti
er

re
z(

F
u

n
d

a
ci

on
 E

xi
to

)母
子

の
栄

養
管

理
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
年
間

投
資

を
通

じ
て

2
0

3
0
年
ま

で
に

コ
ロ

ン
ビ

ア
の

発
育
阻

害
の

削
減

に
貢

献
す

る
こ

と
を
約

束
す

る
。

・
J

u
a

n
 P

a
b

lo
 G

u
zm

a
n

(S
U

N
 C

iv
il

 S
oc

ie
ty

 A
ll

ia
n

ce
 E

cu
a

d
or

)2
0

2
5
年
ま

で
に

幼
児

栄
養

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
エ

ク
ア

ド
ル

で
幼

児
の

慢
性
栄

養
不

良
の

改
善

と
提

言
に

貢
献
す

る
こ

と
を

コ
ミ

ッ
ト

す
る

。
様

々
な

業
界

の
力

を
合

わ
せ

、
1

5
0

0
万

ド
ル

の
資

金
調

達
を

可
能

に
す

る
た
め

に
関

係
各

所
に

働
き

か
け

る
。

・
N

a
zn

ee
n

 R
a

h
m

a
n

(S
U

N
 A

ll
ia

n
ce

 C
iv

il
 S

oc
ie

ty
 B

a
n

gl
a

d
es

h
)我

々
は
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

で
栄

養
に

関
す

る
マ

ル
チ

セ
ク

タ
ー

の
ア

プ
ロ
ー

チ
を

促
進

し
、

地
方

レ
ベ

ル
の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

お
け

る
栄

養
ガ

バ
ナ

ン
ス

を
強

化
し

、
栄

養
改

善
の

た
め

の
説

明
責

任
を

果
た

せ
る
よ

う
活

動
す

る
。

・
J

u
d

it
h

 K
a

b
or

e(
S

U
N

 A
ll

ia
n

ce
 C

iv
il

 S
oc

ie
ty

 W
es

t 
a

n
d

 C
en

tr
a

l 
A

fr
ic

a
)相

互
の
説

明
責

任
を

促
進

し
、

栄
養

の
た

め
の

適
切

な
政

策
と
資

金
調

達
の

た
め

に
地

域
機

関
に
提

言
し

、
市

民
が

声
を

上
げ

て
栄

養
促

進
の

た
め

に
協

力
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
域

レ
ベ

ル
で

の
市
民

社
会

の
能

力
を

強
化

す
る

。

・
J

oe
l 

S
p

ic
er

(N
u

tr
it

io
n

 I
n

te
rn

a
ti

on
a

l)
2

0
3

0
年
ま

で
に

4
4

0
万

人
の

子
ど

も
の

発
育
阻

害
と

6
0

0
0
万
人

の
貧

血
を

防
ぎ

、
現

在
か

ら

2
0

3
0
年
ま

で
の

間
に

毎
年

1
億

5
0

0
0
万
人

の
子

ど
も

に
2
回
分

の
ビ

タ
ミ

ン
栄

養
を

投
与

す
る

。

・
J

ea
n

-M
ic

h
el

 G
ra

n
d

(A
ct

io
n

 A
ga

in
st

 H
u

n
ge

r 
U

K
)2

0
2

5
年

ま
で

に
3

0
0
万

人
の

重
度

の
栄

養
不

良
の

子
ど

も
た

ち
を

治
療

す
る

こ
と

を
約
束

す
る

。
さ

ら
に

5
0

0
0
万

人
の

人
々

に
栄

養
不

良
を

防
ぐ

た
め

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
配

慮
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

・
E

m
il

it
a

 M
O

n
vi

ll
e 

O
ro

(I
n

te
rn

a
ti

on
a

l 
in

st
it

u
te

 o
f 

R
u

ra
l 

R
ec

on
st

ru
ct

io
n

)フ
ィ
リ

ピ
ン

に
お

い
て

気
候

変
動

に
強

く
、

栄
養

に
配

慮
し
た

農
業

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

提
供

を
通
じ

て
、

新
鮮

で
栄

養
価

の
高

い
安

全
な

食
品

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
改

善
す

る
こ

と
を

約
束

す
る

。

・
S

U
N

 C
iv

il
 S

oc
ie

ty
 N

et
w

or
k
我

々
は

ア
ジ

ア
の

市
民

社
会

組
織

や
連

合
組

織
が

代
替
食

品
の

販
売

宣
伝

に
関

す
る

国
際

規
範

の
完

全
な

遵

守
を
監

視
し

、
訴

え
る

活
動

能
力

の
強
化

に
コ

メ
ッ

ト
す

る
。

ま
た

、
A

S
E

A
N
、
ア

ジ
ア
開

発
銀

行
の

よ
う

な
地

域
機

関
に

対
し

、
開

発

ポ
ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
中

で
、

栄
養

と
食
料

安
全

保
障

を
優

先
す

る
よ

う
働

き
か

け
る

。

・
D

a
n

 I
rv

in
e(

H
ea

lt
h

 a
n

d
 N

u
tr

it
io

n
,W

or
ld

 V
is

io
n

 I
n

te
rn

a
ti

on
a

l)
変

化
を

も
た

ら
す

ジ
ェ

ン
ダ

ー
ア

ク
シ

ョ
ン

に
焦

点
を

当
て

る
こ

と
を
含

め
、

栄
養

不
良

を
な

く
す

た
め
に

協
力

し
よ

う
。

・
D

r 
S

h
a

b
in

a
 R

a
za

 (
N

u
tr

it
io

n
 I

n
te

rn
a

ti
on

a
l 

C
on

ve
n

er
 S

U
N

C
S

A
 P

a
k

is
ta

n
)2

0
2

5
年

ま
で

に
運

営
面

で
も

機
能

面
で

も
サ

ブ
ナ

シ
ョ
ナ

ル
レ

ベ
ル

ま
で

文
献

化
す

る
こ
と

を
誓

う
。

2
0

3
0
年
ま

で
に

パ
キ

ス
タ

ン
に

お
い

て
食

料
と

栄
養

の
安

全
保

障
を

基
本

的
な

憲
法

上
の

権
利
と

す
る

よ
う

、
提

唱
す

る
こ

と
を
約

束
す

る
。

・
D

r 
N

a
d

ra
 F

ra
n

k
li

n
(F

H
I 

S
ol

u
ti

on
s)

3
3

0
0
万

ド
ル

の
資

金
的

誓
約

と
貧

血
、

母
乳

育
児

、
低

出
生

体
重

、
発

育
阻

害
、

消
耗

症
に

関
す

る
W

H
A
の

目
標

に
向

け
た

進
捗

を
改

善
す

る
た

め
、

ア
メ

リ
カ

と
世

界
の

チ
ェ

ー
ン
に

働
き

か
け

る
。

・
J

u
a

n
 E

ch
a

n
ov

e(
C

A
R

E
) 

S
h

e 
F

ee
d

s 
th

e 
W

or
ld
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

を
通

じ
て

、
栄

養
安

全
保

障
を

実
現

す
る

た
め

に
努

力
し

て
い

る
。

こ
の
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

で
は

ジ
ェ

ン
ダ
ー

平
等

と
女

性
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
を

確
保

す
る

こ
と

に
コ

ミ
ッ

ト
し

て
お

り
、

女
性

が
壊

れ
た

食
料

シ
ス
テ

ム
を

修
復

す
る

原
動

力
と

な
れ
る

よ
う

活
動

を
し

て
い

る
。

・
R

u
d

o 
K

a
yo

m
b

o(
F

oo
d

 f
or

 t
h

e 
H

u
n

ge
r)
子
ど

も
の

栄
養

状
態

を
改

善
す

る
た

め
の

最
も

効
果

的
な

方
法

を
実

施
、

追
跡

、
調

査
す

る
取

り
組
み

を
拡

大
し

て
い

く
。

来
年

に
は
出

生
前

ケ
ア

と
ビ

タ
ミ

ン
A
の

サ
プ

リ
メ

ン
ト

の
提
供

を
2
倍

に
す

る
予

定
。

・
R

or
y 

M
oy

la
n

d
(S

U
N

 C
iv

il
 S

oc
ie

ty
 N

et
w

or
k

 S
ec

re
ta

ri
a

t)
2

0
2

5
年
ま

で
の

5
つ

の
約

束
を

発
表

す
る

。
ま

ず
市

民
社

会
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の
メ

ン
バ

ー
を

動
員

し
、

6
1
カ
国

の
う

ち
少

な
く

と
も

半
数

の
国

で
、

国
家

栄
養

行
動

計
画

の
策

定
、

実
施

、
予

算
化

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

評
価
を

支
援

す
る

こ
と

を
約

束
す

る
。
第

2
に
市

民
社

会
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

メ
ン

バ
ー
に

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

追
跡

モ
ニ

タ
ー

し
、

ス
テ

ー
ク

ホ

ル
ダ
ー

に
そ

の
責

任
を

負
わ

せ
る

た
め
の

手
段

と
ツ

ー
ル

を
提

供
す

る
。

第
3
に

市
民
社

会
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

メ
ン

バ
ー

に
ジ

ェ
ン

ダ
ー

不
平

等

に
根
ざ

し
た

行
動

や
社

会
基

盤
を

変
え
る

た
め

に
地

域
や

国
レ

ベ
ル

で
ジ

ェ
ン

ダ
ー

変
革

の
た

め
の

介
入

を
推

進
す

る
ツ

ー
ル

や
技

術
的

専
門

知
識
を

提
供

す
る

。
第

4
は

6
1
カ

国
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

メ
ン

バ
ー

や
外

部
の

専
門

家
が

生
み
出

し
た

学
習

を
継

続
す

る
。

A
d

ov
oc

a
cy

 A
d

vi
so

r 
a

t 
N

u
tr

it
io

n
 I

n
te

rn
a

ti
on

a
l 

a
n

d
 C

h
a

ir
 o

f 
th

e 
S

U
N

 
C

iv
il

 S
oc

ie
ty

 N
et

w
or

k

1
3

市
民
社

会
グ

ル
ー

プ
M

r.
 I

rs
h

a
d

 D
a

n
is

h

73



S
4 

T
ab

le
. 1

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
2(

6)
 

 

N
o.

団
体
・

企
業

氏
名

役
職

ス
ピ
ー

チ
内
容

・
S

ar
ah

 S
(A

ct
io

n 
fo

r 
D

ev
el

op
m

en
t)
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ

ン
の

貧
困
削

減
に

向
け
て

積
極

的
に
役

割
を
果

た
し

て
い
る

。
具

体
的
に

は
ス
ト

リ
ー
ト

で
働

く
子
ど

も
た

ち
に
食

料
と

栄
養
を

届
け
る

こ
と

で
安
定

し
た

教
育
シ

ス
テ

ム
に
向

け
た
取

り
組

み
を
通

じ
て

識
字
能

力
を

身
に
付

け
さ
せ

る
。

・
S

U
N

 C
iv

il
 S

oc
ie

ty
 A

ll
ia

nc
e 

V
ie

tn
am

 ベ
ト
ナ

ム
政
府

を
支

援
し
て

母
乳

育
児
を

促
進
し

、
発

育
阻
害

を
減

ら
し
、

肥
満
や

過
体

重
を

減
ら
す

。

・
E

dg
ar

 O
ko

th
 O

ny
an

go
(S

U
N

 C
iv

il
 S

oc
ie

ty
 A

ll
ia

nc
e 

K
en

ya
) す

べ
て
の

栄
養
サ

ー
ビ
ス

の
調

整
を
合

理
化

お
よ
び

位
置

付
け
る

た

め
に
栄

養
に

関
す
る

議
会

の
党
員

集
会

を
強
化

す
る
、

栄
養

介
入
の

た
め

の
新
し

い
革

新
的
な

方
法
の

促
進

、
A

S
A

L
地

域
の

急
性
栄

養
不
良

の
管
理

の
合

理
化
、

国
の

栄
養
ア

ジ
ェ

ン
ダ
を

位
置
付

け
る

た
め
に

25
0の

栄
養
チ

ャ
ン
ピ

オ
ン
の

能
力

育
成
、

U
H

C
ア
ジ

ェ
ン
ダ

に
栄

養
を

含
め
る

た
め

の
U

H
C
準
備

評
価

の
普
及

、
20

カ
国
で
の

地
域

保
健
戦

略
の

展
開
を

支
援
す

る
こ

と
を
コ

ミ
ッ

ト
す
る

。

・
A

na
 J

os
ef

a 
B

la
nc

o 
N

oy
ol

a(
C

A
L

M
A

 y
 C

oo
rd

in
ad

or
a 

A
li

an
za

 N
ut

rE
S

) 2
03

0年
に
向

け
た

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
は

我
々
の

優
先

順

位
に
沿

っ
て

脆
弱
な

層
の

人
々
の

慢
性

的
な
栄

養
不
良

の
軽

減
に
貢

献
す

る
こ
と

。

・
S

hi
ge

m
un

e 
Y

uk
io

(A
ji

no
m

ot
o 

F
ou

nd
at

io
n)
食

と
栄
養

の
改
善

に
焦

点
を
当

て
て

い
る
。

ア
ジ

ア
、
ア

フ
リ
カ

、
ラ

テ
ン
ア

メ
リ

カ
、

日
本
の

被
災

地
に
お

け
る

4つ
の
独

立
し
た

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に

対
し
て

、
プ

ロ
グ
ラ

ム
ベ
ー

ス
で

支
援
し

て
い

る
。

・
G

ul
m

ir
a 

K
oz

ho
be

rg
en

ov
a(

S
U

N
 C

iv
il

 S
oc

ie
ty

 A
ll

ia
nc

e 
K

yr
gy

zt
an

) 2
03

0年
ま

で
に
会

員
全

体
が
栄

養
不
良

問
題

に
一
致

団
結

し

て
取
り

組
む

こ
と
が

で
き

る
よ
う

働
き

か
け
る

。
・

M
at

he
w

s 
M

hu
ru

(S
U

N
 C

iv
il

 S
oc

ie
ty

 A
ll

ia
nc

e 
E

as
t 

an
d 

S
ou

th
er

n 
A

fr
ic

a)
東
部

、
南

部
16

カ
国
全
て

に
お

い
て
栄

養
に

関
す
る

予
算
、

政
策

提
言
、

支
出

を
フ
ォ

ロ
ー

す
る
活

動
を
推

進
す

る
。

・
C

hr
is

ti
ne

 M
uy

am
a(

G
ra

ca
 M

ac
he

l T
ru

st
)あ

ら
ゆ
る

形
態
の

栄
養

不
良
を

解
消
す

る
た

め
の
市

民
社

会
の
意

欲
的

な
取
り

組
み
と

努
力

に
敬
意

を
表

す
。

20
30

年
ま
で

に
あ

ら
ゆ
る

形
態
の

栄
養

不
良
を

解
消

す
る
た

め
、
全

て
の

国
の
行

動
計

画
に
栄

養
が

食
料
シ

ス
テ
ム

変
革

の

重
要
な

推
進

力
と
し

て
い

続
け
ら

れ
る

よ
う
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン

ト
メ
ー

カ
ー

と
リ
ー

ダ
ー

に
呼
び

か
け
る

。
栄

養
サ
ミ

ッ
ト

と
今
後

開
催

さ
れ
る

世
界
サ

ミ
ッ

ト
は
包

括
的

か
つ
代

表
的

な
も
の

で
あ
り

、
草

の
根
の

組
織

、
特
に

若
者

、
女
性

、
先
住

民
族

グ
ル
ー

プ
、

民
間
セ

ク
タ

ー
な

ど
、
全

て
の

人
の
健

康
へ

の
権
利

と
あ

ら
ゆ
る

形
態
の

栄
養

不
良
を

な
く

す
た
め

の
安

価
で
持

続
可
能

な
食

生
活
に

取
り

組
む
組

織
の

代
表
者

に
有
意

義
な

場
を
提

供
し

て
い
る

。
全

て
の
母

親
の
母

乳
育

児
の
権

利
を

支
援
す

る
た

め
、
乳

幼
児
栄

養
食

品
産
業

は
母

乳
代
替

食
品

の
販
売

に
関
す

る
国

際
規
範

の
完

全
な
る

遵
守

を
公
に

し
な
く

て
は

な
ら
な

い
。

ま
た
企

業
は

不
健
康

な
食
品

の
表

示
、
販

売
促

進
、
マ

ー
ケ

テ
ィ
ン

グ
の
規

制
措

置
を
支

持
し

、
遵
守

し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。

サ
ミ
ッ

ト
で

は
全
て

の
セ

ク
タ
ー

と
ア
ク

タ
ー

が
一
同

に
介

し
て
栄

養
改

善
の
た

め
の
シ

ス
テ

ム
を
変

革
す

べ
く
食

料
シ

ス
テ
ム

が
世
界

の
栄

養
目
標

に
ど

の
よ
う

に
取

り
組
む

こ
と
が

で
き

る
か
に

つ
い

て
具
体

的
な

提
言
を

行
う
。

ま
た

、
気
候

変
動

を
緩
和

す
る

た
め
に

は
食
料

シ
ス

テ
ム
に

お
い

て
重
要

な
役

割
を
果

た
す
生

物
多

様
性
の

位
置

付
け
を

高
め

る
こ
と

が
必
要

。
重

要
な
の

は
我

々
を
含

め
た

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
メ

ー
カ
ー

が
約

束
し
た

こ
と

に
責
任

を
持
つ

こ
と

。
栄
養

に
関

す
る
説

明
責

任
の
枠

組
み
を

通
じ

て
、
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
を

一
貫
し

て
公
に

共
有

し
、
追

跡
し

、
統
合

し
、

セ
ク
タ

ー
を
越

え
て

持
続
可

能
な

行
動
に

役
立

て
て
推

進
し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。

日
本
政

府
に

サ
ミ
ッ

ト
開

催
を
感

謝
申

し
上
げ

る
。

14
国
際
栄

養
科

学
連
合

(I
U

N
S

)
M

s.
 C

hr
is

ti
na

 
M

uy
am

a
N

ut
ri

ti
on

 p
ro

gr
am

 O
ff

ic
er

, 
G

ra
ca

 M
ac

he
l T

ru
st

学
術
会

の
メ

ン
バ
ー

が
政

策
立
案

者
と

協
力
し

、
効
果

的
な

政
策
を

支
持

、
支
援

す
る

よ
う
、

行
動
へ

の
呼

び
か
け

を
行

う
。

20
30

年
の

S
D

G
sを

達
成

す
る
た

め
に
は

、
意

図
的
に

協
力

し
合
う

新
し

い
時
代

を
開
拓

し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
こ

と
を
提

案
す

る
。
政

治
的

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
と

い
う

素
晴
ら

し
い

前
進
を

適
切

な
ソ
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン

、
す
な

わ
ち

エ
ビ
デ

ン
ス

に
基
づ

き
、
イ

ン
パ

ク
ト
が

あ
り

、
費
用

対
効

果
が
高

く
、
拡

張
性

の
あ
る

ソ
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン

を
深
く

理
解
し

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。
あ

ら
ゆ

る
形
態

の
栄
養

不
良

を
解
消

す
る

た
め
に

我
々

は
今
世

界
的
な

舞
台

で
共
に

戦
っ

て
い
る

が
、

学
術
会

と
政
策

立
案

者
は
文

脈
に

則
し
た

エ
ビ

デ
ン
ス

に
基
づ

く
政

策
を
特

定
、

開
発
し

、
明

日
の
栄

養
リ
ー

ダ
ー

を
生
み

出
す

た
め
の

能
力

を
構
築

す
る
た

め
に

、
引
き

続
き

協
力
し

て
い

か
け
れ

ば
な
ら

な
い

。
学
術

会
と

政
策
立

案
者

が
協
力

す
れ
ば

世
界

的
な
栄

養
目

標
の
達

成
を

困
難
に

し
て
き

た
問

題
に
対

応
す

る
新
し

い
方

法
を
可

能
に
す

る
こ

と
が
で

き
る

。

13
市
民

社
会
グ

ル
ー

プ
M

r.
 I

rs
ha

d 
D

an
is

h

A
do

vo
ca

cy
 A

dv
is

or
 a

t 
N

ut
ri

ti
on

 I
nt

er
na

ti
on

al
 

an
d 

C
ha

ir
 o

f t
he

 S
U

N
 

C
iv

il
 S

oc
ie

ty
 N

et
w

or
k
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No
.

団
体
・

企
業

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ
内

容

15
日

本
栄

養
士

会
中

村
　
丁

次
会

長

誰
一
人

取
り

残
す
こ

と
な

く
、

全
て

の
人

々
が

健
康
の

疾
病

の
予

防
、

治
療

、
さ

ら
に
機

能
回

復
の

サ
ー

ビ
ス
を

享
受

で
き

る
社

会
の

創
造

に

栄
養
改

善
は

不
可
欠

。
栄

養
は

SD
Gs

全
体

を
底

辺
か

ら
支

え
る

役
割

を
担
っ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
栄

養
改
善

の
実

践
的

リ
ー

ダ
ー

が
管

理
栄

養
士
、

栄
養

士
。
日

本
人

は
近

代
化

が
進

み
、

栄
養
学

が
導

入
さ

れ
る

以
前

は
、

多
く
の

栄
養

欠
乏

症
に

悩
ま
さ

れ
た

。
第

二
次

世
界

大
戦

時

に
お
け

る
飢

餓
状
態

の
中

で
、

日
本

の
栄

養
士

は
誕
生

し
た

。
栄

養
士

は
行

政
機

関
、
福

祉
施

設
、

学
校

、
病
院

等
で

栄
養

指
導

を
行

い
、

全

て
の
国

民
が

普
段
の

生
活

の
中

で
健

康
的

な
食

事
と
栄

養
教

育
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
社
会

の
創

造
に

貢
献

し
て
き

た
。

日
本

栄
養

士
会

は
政

府

と
連
携

し
、

管
理
栄

養
士

と
栄

養
士

の
育

成
と

質
の
向

上
を

図
り

、
国

民
の

栄
養

改
善
に

貢
献

し
て

き
た

。
こ
の

経
験

を
活

か
し

て
、

国
際

的

な
栄
養

改
善

に
貢
献

す
べ

く
、

東
京

栄
養

サ
ミ

ッ
ト

20
21

に
お

い
て

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
発

表
す

る
。

20
30

年
を

目
標
に

ア
ジ

ア
を

中
心

と
し

た
国
に

管
理

栄
養
士

、
栄

養
士

の
教

育
養

成
、

さ
ら
に

栄
養

士
制

度
の

創
設

や
持

続
可
能

な
栄

養
改

善
の

基
盤
を

構
築

す
る

こ
と

を
支

援
す

る
。
既

に
栄

養
制
度

が
存

続
す

る
国

に
は

、
研

修
、
留

学
等

に
よ

る
人

材
の

ス
キ

ル
ア
ッ

プ
を

支
援

し
、

世
界
の

栄
養

不
良

の
撲

滅
に

貢
献

す

る
。

16
日

本
鈴

木
　
貴

子
外

務
副

大
臣

第
２
セ

ッ
シ

ョ
ン
を

通
じ

て
、

民
間

企
業

、
市

民
社
会

、
学

術
会

、
国

際
機

関
を

は
じ
め

、
多

様
な

ス
テ

ー
ク
ホ

ル
ダ

ー
の

皆
様

か
ら

栄
養

改

善
の
た

め
に

そ
れ
ぞ

れ
の

状
況

に
則

し
た

意
欲

的
な
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
発

表
し

て
い
た

だ
い

た
。

20
30

年
ま

で
に

あ
ら

ゆ
る

形
態
の

栄
養

不

良
を
終

わ
ら

せ
る
、

と
い

う
SD

Gs
の

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

大
変

心
強
い

。
た

だ
一

点
、

指
摘

を
し

て
お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

う

い
っ
た

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト

を
具

体
的

な
行

動
に

繋
げ
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
そ
れ

が
我

々
の

目
的

、
目
標

で
あ

る
と

い
う

こ
と

。
今

回

の
サ
ミ

ッ
ト

で
は
、

今
後

世
界

的
に

取
り

組
む

べ
き
方

向
性

と
し

て
5つ

の
テ

ー
マ

を
提

起
さ

せ
て

い
た

だ
い
た

。
明

日
は

こ
の

健
康

、
食

、
強

靭
性
、

説
明

責
任
、

財
源

に
つ

い
て

議
論

を
深

め
、
具

体
的

な
行

動
を

示
し

て
ま

い
る
。

ま
た

、
本

サ
ミ

ッ
ト
の

特
徴

で
あ

る
、

幅
広

い
関

係

者
を
交

え
た

議
論
が

行
わ

れ
る

。
民

間
企

業
や

市
民
社

会
の

関
係

者
の

皆
様

に
ご

参
加
い

た
だ

き
、

そ
れ

ぞ
れ
の

立
場

か
ら

栄
養

課
題

に
ど

の

よ
う
に

取
り

組
ん
で

い
く

か
。

活
発

か
つ

有
意

義
な
議

論
が

行
わ

れ
る

こ
と

を
期

待
す
る

。
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   N

o.
国

氏
名

所
属

ス
ピ
ー

チ
内
容

1
日

本
林
　

芳
正

外
務

大
臣

本
日
の
ハ

イ
レ

ベ
ル
セ

ッ
シ
ョ

ン
を
通

じ
て

、
各
国

政
府
、

国
際
機

関
、

民
間
企

業
、
民

間
財

団
、

市
民
社
会

、
学

術
会
の

皆
様
か

ら
世
界

の
栄

養
状
況

の
改
善

に
向
け

た
野

心
的
な

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
発
表
い

た
だ

い
た
。

ご
参
加

に
心
か

ら
感

謝
を
申

し
上
げ

る
。
本

日
発

表
い
た

だ
い
た

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト
も

含
め

、
過
去

2回
の
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン

ト
を
上

回
る
額

の
資

金
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
が

行
わ

れ

た
。
本
日

は
先

進
国
か

途
上
国

か
を
問

わ
ず

、
政
府

、
企
業

、
民
間

財
団

、
市
民

社
会
と

垣
根

を
越

え
て
国
際

社
会

が
一
致

団
結
し

て
栄
養

問
題

に
取
り

組
む
強

い
姿
勢

を
示

す
こ
と

が
で
き

た
。

た

だ
、
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

の
表
明

は
あ
く

ま
で

第
一
歩

。
実
際

に
栄
養

不
良

を
改
善

し
、
世

界
が

抱
え

る
課
題
を

解
決

す
る
た

め
に
は

、
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

を
表
明

し
た
そ

れ
ぞ

れ
が
自

ら
の
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
を
着

実
に

実
行
し

て
い
く

必
要
が

あ
る

。
日
本

政
府
は

岸
田
総

理
が

表
明
し

た
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を
着
実

に
実

施
し
て

い
く
と

と
も
に

、
栄

養
改
善

に
向
け

て
国
際

社
会

の
取
り

組
み
を

リ
ー

ド
し

続
け
る
。

明
日

は
関
係

国
政
府

や
専
門

家
に

よ
る
テ

ー
マ
別

の
パ
ネ

ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ

ン
が

行
わ

れ
、
栄
養

改
善

の
た
め

、
世
界

の
叡
智

を
結

集
す
る

1日
と
な

る
。

今
日
と

明
日
の

成
果
が

次
回

フ
ラ

ン
ス
に
お

け
る

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

に
つ
な

が
る

こ
と
を

期
待
す

る
。

2
フ

ラ
ン
ス

H
.E

. M
r.

 J
ea

n-
Y

ve
s 

L
e 

D
ri

an
M

in
is

te
r 

fo
r 

E
ur

op
e 

an
d 

F
or

ei
gn

 A
ff

ai
rs

栄
養
不
良

は
グ

ロ
ー
バ

ル
な
課

題
だ
が

、
特

に
経
済

的
混
乱

を
抱
え

、
気

候
変
動

の
影
響

を
全

面
的

に
受
け
、

新
型

コ
ロ
ナ

の
影
響

を
受
け

て
い

る
最
も

脆
弱
な

国
に
と

っ
て

は
脅
威

。
世
界

を
見

る
と

5
歳

以
下
の

2割
の

子
ど
も

が
発
育

阻
害
に

悩
ん

で
い
る

。
国
際

社
会

は
反
応

し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

と
も
に
低

栄
養

の
被
害

を
最
も

受
け
て

い
る

パ
ー
ト

ナ
ー
の

国
に
寄

り
添

い
、

20
30

年
飢
餓

ゼ
ロ
の

目
標
達
成

に
向

け
て
立

ち
上
が

ら
な
く

て
は

な
ら
な

い
。
日

本
の
サ

ミ
ッ

ト
開
催

に
敬
意

を
表

す
。

フ
ラ
ン
ス

も
決

然
と
し

た
努
力

で
臨
む

。
2年

前
、
食

の
安
全

保
障

、
栄
養

、
持
続

的
農
業

の
た

め
に

国
際
戦
略

を
立

て
た
。

我
々
の

優
先
課

題
は

新
生
児

や
妊
娠

の
女
性

、
授

乳
中
の

女
性
に

重
要

な
生

後
10

00
日
間

に
寄
り

添
う
こ

と
。

現
場
で

本
領
を

発
揮
で

き
る

人
た
ち

と
と
も

に
行

動
し
、

持
続
可

能
な
食
料

シ
ス

テ
ム
を

構
築
し

、
健
康

的
な

食
習
慣

を
推
進

す
る
。

例
え

ば
U

ni
t 

L
if

eイ
ニ

シ
ア

テ
ィ
ブ
の

よ
う

な
革
新

的
資
金

調
達
も

含
め

あ
ら
ゆ

る
手
段

を
動
員

す
る

。
フ
ラ

ン
ス
を

代
表

し
て

コ
ミ
ッ
ト

す
る

。
20

24
年
ま

で
、

フ
ラ
ン

ス
の
ム

ス
コ
カ

・
フ

ァ
ン
ド

の
25

%
を
栄

養
に
あ

て
る
。

予
定
さ
れ

て
い

る
食
料

援
助
資

金
の
半

分
は

栄
養
不

良
対
策

に
あ
て

る
。

20
22

年
に

は
資
金

は
増
加

さ
れ
、
お

よ
そ

60
00

万
ユ
ー

ロ
に

な
る
。

8つ
の
優

先
国

へ
の

F
re

nc
h 

D
ev

el
op

m
en

t 
A

ge
nc

yの
栄

養
資
金

の
割

合
を

15
%
ま
で

引
き
上

げ
る

。
W

F
P
が
主

導
す

る
学
校

給
食
連

合
を

サ
ポ
ー

ト
す

る
。
フ
ラ

ン
ス

は
次
の

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

を
20

24
年

に
開
催

す
る

こ
と
を

誇
り
に

思
う

。
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⽇
⽬

開
会

セ
ッ

シ
ョ

ン

N
o.

国
氏

名
役
職

ス
ピ
ー
チ
内
容

1
日
本

金
子
　
原
二

郎
農
林
水

産
大
臣

新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
り
混
乱
な

状
況
の
中
、
サ
ミ
ッ
ト

の
開
催
に
向
け
て
準
備

さ
れ
て
き
た
事
務
局
の
皆

様
、
参
加
各
国
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
心
か
ら
敬
意

を
表
す
る

。
S

D
G

sや
国

際
栄
養
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
は
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
健
康
的
な
食
生

活
を
推
進
す
る
こ
と
が
不

可
欠
と
考
え
て
お
り
、

我
々
は

4
つ
の
こ
と

を
重
視
し
て
栄
養
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

1)
食
料
シ
ス
テ
ム
の

変
革
に
は
全
て
の
地
域

に
適
応
可
能
な
万
能
な

解
決
策
は
な
い
こ
と
を
認

識
す
る
こ
と
。
各
地
域

が
そ
の
置
か
れ
た
自
然

や
そ
の
他
の
条

件
の
も
と

で
最
適
な
解
決
策
を
見
つ

け
る
こ
と
は
何
よ
り
重

要
。

2)
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
食
関
連
産
業
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す

る
こ
と
。

3)
栄
養
改
善
に
役
立

つ
研
究
や
食
育
活
動
の

推
進
等
を
通
じ
、
個
人

の
行
動
変
容
を
促
す
こ
と

。

4)
途
上
国
、
深
刻
国

の
栄
養
改
善
に
対
し
て

は
現
地
の
食
文
化
を
活

か
し
た
健
康
的
な
食
生
活

の
実
現
に
向
け
、
現
地

の
政
府
や
企
業
と
連
携

し
た
支
援
を
行

う
こ
と
。

こ
れ
ら
の

点
に
つ
い
て
日
本
政
府
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
お

い
て
も
表
明
し
て
い
る

。

こ
の
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
を
具
体
的
な

行
動
に
繋
げ
る
た
め
、

農
林
水
産
省
は
サ
イ
ド

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
栄

養
不
良
の
課
題
解
決
に

向
け
た
日
本
政
府
や
食
産

業
の
取
り

組
み
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
貢
献
策
に

つ
い
て
国
内
外
の
多
様

な
関
係
者
と
議
論
し
た
。

こ
の
議
論
を
踏
ま
え
て

、
日
本
の
食
関
係
者
と
と

も
に
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
取
り
ま

と
め
た
。
農
林
水
産
省

は
日
本
の
食
関
係
者
と

取
り
組
み
を
推
進
し
、
そ

の
状
況
を
次
回
の
栄
養

サ
ミ
ッ
ト
の
際
に
共
有
す

る
予
定
。

本
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
と
し

て
、
健
康
的
で
持
続
可

能
な
食
料
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て
、
各
国
政

府
や
国
際
機
関
、
民
間

企
業
と
国
際
的
な
取
り
組

み
が
推
進

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

。

2
日
本

後
藤
　
茂
之

厚
生
労

働
大
臣

栄
養
サ
ミ

ッ
ト
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
世

界
的
な
拡
大
に
よ
り
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
で
の

開
催
と
な
っ
た
が
、
昨
日

の
レ
ベ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
続
き
、
東
京
の
会
場
か

ら
世
界
の

皆
様
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋

が
っ
た
形
で
テ
ー
マ
別

で
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催

で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
。

本
日
の
開

催
ま
で
、
各
国
政
府
、
国

際
機
関
、
産
業
界
、
市

民
社
会
、
学
術
会
等
、

世
界
の
様
々
な
関
係
者
の

皆
様
か
ら
多
大
な
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感

謝
を
申
し

上
げ
る
。
国
際
的
な
栄
養

改
善
の
推
進
に
必
要
な

説
明
責
任
、
財
政
と
い

っ
た
横
断
的
な
テ
ー
マ
の

他
、
柱
と
な
る
健
康
、

食
、
強
靭
性
等
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て

議
論
を
行
う
。
先
駆
的
、

模
範
的
取
り
組
み
を
さ

れ
て
い
る
世
界
の
リ
ー

ダ
ー
の
方
々
か
ら
国
際
的

な
栄
養
改
善
に
有
用
な

情
報
提
供
や
ご
提
言
な
ど

を
い
た
だ

く
。
栄
養
は
持
続
可
能
な

開
発
目
標

S
D

G
sの

達
成
に
必
要
不
可

欠
な
要
素
。
し
か
し
、

世
界
の
ど
の
国
や
地
域
に

も
低
栄
養
や
過
栄
養
等

何
ら
か
ら

の
栄
養
課

題
が
あ
る
。
栄
養
課
題
が

S
D

G
sの

達
成

に
大
き
く
立
ち
は
だ
か

っ
て
い
る
。

S
D

G
sの

期
限
ま
で

9年
と
な

っ
た
今
、
一
層
栄
養
改

善
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る

。
さ
ら
に
栄
養
は
幅
広
い

領
域
に
関
連
す
る
。
様

々
な
関
係
者
が
一
致
団

結
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り

日
本
国
内

に
お
い
て
非
正
規
雇
用
の

一
人
親
世
帯
等
の
生
活

困
窮
者
を
直
撃
し
、
そ

の
中
で
子
ど
も
の
栄
養
問

題
が
大
き
な
課
題
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ー

ド
バ
ン
ク

の
活
動
等
多
く
の
人
々
が

互
い
に
支
え
合
う
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
大
変
有
難
い
こ
と
と

考
え
て
い
る
。
長
野
県

は
20

14
年
か
ら

A
C

E
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
い
う
、
健
康
づ
く
り

県
民
運
動
を
展
開
し
て

い
る
。

A
は

A
ct

io
n（

身
体
を

動
か
す
）
、

C
は

C
he

ck
（
健
康
診
断
を
受
け
る
）

、
E
は

E
at

（
健

康
的
に
食

べ
る
）
。
脳
卒
中
等
の
生

活
習
慣
病
の
予
防
を
図

り
つ
つ
、
世
界
で
一
番

、
健
康
長
寿
の
エ
ー
ス
を

目
指
す
取
り
組
み
。
市

町
村
、
企
業
、
栄
養
士

会
、
調
理

師
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

様
々
な
関
係
者
が
参
加

し
て
い
る
。
様
々
な
関

係
者
と
連
携
し
て
、
エ
ー

ス
と
し
て
国
際
的
な
栄

養
改
善
を
一
層
推
進
し
て

い
く
必
要

が
あ
る
。
本
日
ご
参
加
さ

れ
て
い
る
世
界
中
の
皆

様
、
我
々
に
は
栄
養
改

善
を
獲
得
化
す
る
責
務
が

あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
に
よ
り
栄
養
不

良
の
人
々

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
今
こ
そ
一
致
団
結

し
て
栄
養
改
善
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た

、
新
型
コ
ロ
ナ
を
終
息

さ
せ
る
た
め
に
は
、
世
界

の
あ
ら
ゆ

る
国
、
地
域
に
お
い
て
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
へ

の
公
平
な
ア
ク
セ
ス
が

確
保
さ
れ
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
お
り
、

2国
間
の
直
接
供
与
や

C
O

V
A

X
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

を
通
じ
た
ワ
ク
チ
ン
支
援

な
ど
国
際
協
力
の
枠
組

み
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
る
。
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キ
ッ

ク
オ

フ
セ

ッ
シ

ョ
ン

（「
栄

養
に

関
す

る
取

組
と

効
果

の
た

め
の

説
明

責
任

と
財

源
」）

 

 

N
o.

団
体
・

企
業

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ
内

容

1
世
銀

グ
ル
ー

プ
D

r.
 M

ee
ra

 S
h

ek
a

r

C
o-

C
h

a
ir

 o
f 

N
4

G
 

F
in

a
n

ci
n

g 
T

h
em

a
ti

c 
W

or
k

in
g 

G
ro

u
p

, 
G

lo
b

a
l 

L
ea

d
 f

or
 

N
u

tr
it

io
n

, W
or

ld
 

B
a

n
k

今
回

参
加

で
き

て
嬉
し

く
思

う
。
ま

ず
は

最
初
に

フ
ァ

イ
ナ
ン

ス
、

次
に
ア

カ
ウ

ン
タ
ビ

リ
テ

ィ
の
話

を
す

る
。
世

界
の

栄
養
目

標
を

達
成
す

る
た

め
に
必

要
な

資
金
の

見
積

も
り

は
2

0
1

7
年

の
見

積
も
り

よ
り

も
高
く

な
っ

て
い
る

。
2

0
1

7
年

時
点

で
は

7
0
億

米
ド
ル

が
必

要
と
見

積
も

っ
て
い

た
が

、
新
型

コ
ロ

ナ
や
食

料
危

機
に
よ

り
貧

困
層

に
経

済
的

影
響
が

及
ん

で
お
り

、
現

在
は
年

間
1

0
8
億

米
ド
ル

が
必

要
と
見

積
も

ら
れ
て

い
る

。
加
え

て
、

S
D

G
s2

の
全
タ

ー
ゲ

ッ
ト
で

見
積

も
る
と

総
額

は
年
間

で
3

9
0
億

か
ら

5
0

0
億
米

ド
ル
に

な
る

と
推
定

さ
れ

て
い
る

。
残

念
な
こ

と
に

我
々
は

一
貫

し
て
過

去
1

0
年

間
資

金
調

達
目
標

を
達

成
で
き

て
い

な
い
。

国
内

の
資
金

源
、

海
外

の
開

発
援
助

の
資

金
源
等

を
募

っ
て
も

目
標

を
達
成

で
き

て
い
な

い
。

資
金
ギ

ャ
ッ

プ
も
非

常
に

大
き
く

、
さ

ら
に
今

後
数

年
間
ギ

ャ
ッ

プ
が
大

き
く

な
る
と

予
想

さ
れ

る
。

O
D

A
、

国
内

両
方
の

資
金
源

が
制

約
を
受

け
て

い
る
た

め
。

ま
た
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
と

し
て
国

内
及

び
O

D
A
の
資

金
の
割

り
当

て
の
競

争
が

あ
る
。

そ

の
た

め
、

他
の

選
択
肢

も
追

求
し
て

い
か

な
け
れ

ば
な

ら
な
い

。
国

内
の
財

務
を

守
る
た

め
に

多
く
の

国
が

予
算
を

組
ん

で
い
て

、
O

D
A
も
さ

ら
に
力

を
入

れ
よ
う

と

し
て

い
る

。
グ

ロ
ー
バ

ル
フ

ァ
ン
ナ

ン
シ

ン
グ
フ

ァ
シ

リ
テ
ィ

、
栄

養
の
た

め
の

革
新
フ

ァ
シ

リ
テ
ィ

も
力

を
入
れ

て
い

る
。
そ

れ
ら

全
て
拡

大
す

べ
き
で

あ
り

、
民
間

部
門

も
さ

ら
に

力
を
入

れ
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
。

子
ど

も
の
命

が
関

わ
っ
て

お
り

、
各
国

の
経

済
も
関

わ
っ

て
い
る

た
め

で
あ
る

。
多

く
の
資

金
源

が
必
要

と
言

わ
れ
て

い
る

が
、

社
会

が
栄
養

に
投

資
を
す

る
こ

と
で

2
0

3
0
年

ま
で

に
年

間
5

.7
兆

ド
ル

、
社

会
に
経

済
的

便
益
が

あ
る

。
大
き

な
投

資
を
動

員
す

る
機
会

が
あ

り
、
革

新
的

な

考
え

方
を

す
る

必
要
が

あ
る

。
事
例

と
し

て
7

0
0

0
億

ド
ル
の

農
業

補
助
金

が
世

界
で
出

さ
れ

て
い
る

。
よ

り
進
歩

的
な

ア
プ
ロ

ー
チ

に
振
り

向
け

る
こ
と

が
可

能
。

U
H

C
戦
略

を
強

化
し
て

、
そ

の
リ
ソ

ー
ス

の
中
か

ら
質

の
高
い

栄
養

素
を
提

供
す

る
た
め

の
資

金
を
持

続
的

に
調
達

す
る

こ
と
が

で
き

る
。
不

健
康

な
食
品

へ
の

課
税

等
の

政
策

も
あ

り
、
二

重
の

効
果
が

あ
る

。
栄
養

面
で

の
成
果

を
向

上
さ
せ

る
と

と
も
に

国
内

資
源
や

財
政

ス
ペ
ー

ス
を

増
や
す

効
果

も
得
ら

れ
る

。
民
間

部
門

は
よ
り

健
康

的
な

フ
ー

ド
シ
ス

テ
ム

、
食
品

へ
の

投
資
、

社
会

や
ガ
バ

ナ
ン

ス
、
環

境
の

ア
プ
ロ

ー
チ

に
も
投

資
を

す
べ
き

。
こ

れ
に
よ

っ
て

気
候
の

イ
ン

パ
ク
ト

も
緩

和
す
る

こ
と

が
で

き
、

栄
養
に

貢
献

す
る
こ

と
が

で
き
る

。
C

S
R
ア

プ
ロ
ー

チ
を

さ
ら
に

越
え

て
い
な

く
て

は
な
ら

な
い

。
例
え

ば
日

本
の
生

命
保

険
会
社

の
日

本
生
命

と
安

田
生

命
は

世
界

銀
行
の

栄
養

債
券
を

購
入

す
る
等

、
革

新
的
な

取
り

組
み
を

行
っ

て
い
る

。

2
世
界

栄
養
報

告

（
G

N
R
）

D
r.

 R
en

a
ta

 M
ic

h
a

C
o-

C
h

a
ir

 o
f 

N
4

G
 

A
cc

ou
n

ta
b

il
it

y 
T

h
em

a
ti

c 
W

or
k

in
g 

G
ro

u
p

/C
h

a
ir

 o
f 

G
lo

b
a

l 
N

u
tr

it
io

n
 R

ep
or

t 
In

d
ep

en
d

en
t 

E
xp

er
t 

G
ro

u
p

栄
養

の
た

め
の

よ
り
多

く
の

資
金
が

必
要

と
い
う

の
は

非
常
に

明
確

で
栄
養

不
良

に
対
処

し
て

い
か
な

く
て

は
な
ら

な
い

。
し
か

し
、

世
界
的

に
栄

養
不
良

の
率

は
高

ま
っ

て
お

り
、

新
型
コ

ロ
ナ

に
よ
っ

て
さ

ら
に
悪

化
し

て
い
る

。
栄

養
不
良

の
危

機
に
対

処
す

る
た
め

に
資

金
の
増

加
は

勿
論
重

要
だ

が
そ
れ

だ
け

で
な
く

、
ど

の
よ
う

に
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が
適

切
な

行
動
を

取
っ

て
い
る

か
を

確
認
で

き
、

全
て
の

ス
テ

ー
ク
ホ

ル
ダ

ー
の
説

明
責

任
を
い

か
に

確
保
し

て
い

く
の
か

。
ア

カ
ウ
ン

タ
ビ

リ
テ
ィ

の
強

化
は

イ
ン

パ
ク
ト

を
生

む
た
め

に
必

要
。
ア

カ
ウ

ン
タ
ビ

リ
テ

ィ
の
欠

如
が

世
界
栄

養
目

標
を
達

成
し

て
い
な

い
理

由
の
一

つ
。

ア
カ
ウ

ン
タ

ビ
リ
テ

ィ
を

強
化

は
、

よ
り

行
動

に
繋
が

り
、

イ
ン
パ

ク
ト

に
繋
が

り
、

全
て
の

行
動

を
追
跡

す
る

こ
と
で

あ
る

。
ア
カ

ウ
ン

タ
ビ
リ

テ
ィ

に
関
す

る
テ

ー
マ
別

ワ
ー

キ
ン
グ

グ
ル

ー
プ
は

日
本

政
府

に
よ

っ
て
招

集
さ

れ
た
も

の
だ

が
、

G
lo

b
a

l 
N

u
tr

it
io

n
 R

ep
or

tは
N

u
tr

it
io

n
 A

cc
ou

n
ta

b
il

it
y 

F
ra

m
ew

or
k
を

開
発
し

た
。

こ
れ
は

栄
養

行
動
の

た
め

の
世

界
初

の
独

立
し
た

ア
カ

ウ
ン
タ

ビ
リ

テ
ィ
の

枠
組

み
。
さ

ら
に

日
本
政

府
は

S
M

A
R

T
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
メ

ー
キ
ン

グ
は

必
要
と

し
た

。
こ
れ

に
よ

っ
て
持

続
的

な

影
響

、
イ

ン
パ

ク
ト
が

望
め

る
。
量

だ
け

で
は
成

功
と

言
え
な

い
。

N
u

tr
it

io
n

 A
cc

ou
n

ta
b

il
it

y 
F

ra
m

ew
or

k
は

日
本

政
府
、

S
U

N
 m

ov
em

en
t、

世
界

保
健

機

関
、

U
N

IC
E

F
、

U
S

A
ID

、
そ

の
他

に
よ
っ

て
賛

同
を
得

て
い

る
。
そ

し
て

東
京
栄

養
サ

ミ
ッ
ト

で
も

こ
れ
が

提
唱

さ
れ
て

い
る

。
よ
り

良
い

デ
ー
タ

、
よ

り
大
き

な

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ
ィ

、
体

系
的
な

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
に

よ
っ
て

必
要

な
進
捗

状
況

を
特
定

し
、

政
策
を

形
成

す
る
こ

と
が

で
き
る

。
不

健
康
な

食
生

活
か
ら

栄
養

不
良
に

至
る

こ
の

よ
う

な
枠
組

み
の

基
で
ア

カ
ウ

ン
タ
ビ

リ
テ

ィ
が
求

め
ら

れ
て
い

る
。

ま
ず
開

発
の

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
か

ら
さ

ら
に
イ

ン
パ

ク
ト
を

見
て

、
更
な

る
行

動
を
取

る
と

い
う

流
れ

に
な
る

。
栄

養
の
た

め
の

行
動
の

年
と

な
っ
て

い
る

。
か
つ

て
な

い
ほ
ど

の
規

模
で
動

員
が

行
わ
れ

て
い

る
。
こ

れ
に

よ
っ
て

永
続

的
な
イ

ン
パ

ク
ト
を

望
む

こ
と

が
で

き
る
。

S
M

A
R

T
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
か

ら
広

告
の
作

成
、

世
界
栄

養
報

告
に
至

る
ま

で
ア
カ

ウ
ン

タ
ビ
リ

テ
ィ

の
フ
レ

ー
ム

ワ
ー
ク

が
循

環
す
る

こ
と

が

で
き

る
。

例
え

ば
立
法

な
ど

、
こ
の

ア
カ

ウ
ン
タ

ビ
リ

テ
ィ
の

サ
イ

ク
ル
の

中
で

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
を

な
し

て
い
る

。
し

か
し
努

力
は

そ
こ
で

辞
め

て
は
い

け
な

く
、
そ

こ
で

我
々

の
仕

事
が
終

わ
る

わ
け
で

は
な

い
。
ア

カ
ウ

ン
タ
ビ

リ
テ

ィ
が
実

際
に

成
功
に

至
る

に
は
例

え
ば

進
捗
報

告
等

を
き
ち

ん
と

出
す
必

要
が

あ
る
。

全
て

の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
、
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
メ

ー
カ
ー

が
全

て
の
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
を

実
行
に

移
す

こ
と
が

重
要

。
全
て

の
ア

ク
タ
ー

が
こ

の
サ
ミ

ッ
ト

の
前
に

様
々

な
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
示
し

て
く

だ
さ
っ

た
。

世
界
目

標
を

達
成
す

る
た

め
に
は

重
要

。
資
金

的
な

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
に

は
新

し
い
ソ

リ
ュ

ー
シ
ョ

ン
や

協
働
を

含
め

る
が
、

こ
れ

を
も

っ
て

資
金
ギ

ャ
ッ

プ
を
埋

め
て

い
か
な

く
て

は
い
け

な
い

。
従
来

の
資

金
源
と

同
時

に
革
新

的
な

資
金
源

、
民

間
資
金

源
が

合
わ
さ

っ
て

達
成
が

可
能

と
な

る
。

さ
ら

に
デ

ー
タ
が

必
要

。
ア
カ

ウ
ン

タ
ビ
リ

テ
ィ

の
た
め

に
更

な
る
協

働
が

必
要
。

3
ル
ワ

ン
ダ
共

和

国

H
on

. P
ro

f.
 J

ea
n

n
et

te
 

B
a

yi
se

n
ge

M
in

is
te

r 
of

 G
en

d
er

 
a

n
d

 F
a

m
il

y 
P

ro
m

ot
io

n

日
本

政
府

に
栄

養
サ
ミ

ッ
ト

を
開
催

し
て

く
だ
さ

っ
た

こ
と
を

感
謝

申
し
上

げ
る

。

持
続

可
能

な
開

発
、
経

済
成

長
の
た

め
に

栄
養
は

基
礎

と
な
る

。
国

内
で
見

出
す

こ
と
の

で
き

る
解
決

策
に

加
え
て

、
2

0
1

7
年

か
ら

2
0

2
1
年
に

か
け
て

、
栄

養
に
関

す

る
例

え
ば

国
家

予
算
も

約
2
倍

に
増

え
た
。

つ
い

最
近
栄

養
に

関
し
て

責
任

を
持
つ

予
算

編
成
と

い
う

省
令
が

出
さ

れ
た
。

そ
れ

を
も
っ

て
ア

カ
ウ
ン

タ
ビ

リ
テ
ィ

を
確

保
し

、
資

金
を

ト
ラ
ッ

キ
ン

グ
し
、

業
績

を
モ
ニ

タ
リ

ン
グ
す

る
と

い
う
こ

と
が

課
せ
ら

れ
て

い
る
。

こ
う

し
た
ビ

ジ
ョ

ン
を
達

成
す

る
た
め

に
ル

ワ
ン
ダ

は
技

術
を

持
っ

た
が

人
材

が
必
要

。
そ

の
た
め

に
3
つ

の
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン

ト
を
出

し
た

。

1
)5
歳

未
満

の
子
ど

も
た

ち
の
発

育
阻

害
を

2
0

2
0
年

の
 3

3
.1

%
か
ら

2
0

3
0
年

に
は

1
0

%
に

減
ら
す

。

2
)貧

血
に
つ

い
て
、

2
0

2
0
年

か
ら

2
0

3
0
年

ま
で

に
、
生

後
9
か

月
未

満
の

こ
ど
も

は
3

6
.6

%
か

ら
2

0
%
、
思

春
期
の

子
ど

も
は

1
4

.7
%
か

ら
1

0
%
、
妊

産
婦

は
2

4
.5

%
か

ら
1

5
%
に

減
ら

す
。

3
)国

内
の
資

源
配
分

を
編

成
し
て

、
栄

養
に
つ

い
て

2
0

1
0
年
の

4
1

0
0
万
米

ド
ル
か

ら
2

0
3

0
年

に
は

6
7

0
0
万
米

ド
ル

に
増
や

す
。

全
て

の
ル

ワ
ン

ダ
人
、

特
に

子
ど
も

た
ち

の
福
利

を
向

上
さ
せ

る
。

全
て
の

ス
テ

ー
ク
ホ

ル
ダ

ー
が
栄

養
改

善
の
た

め
に

努
力
を

す
る

こ
と
に

よ
っ

て
達
成

可
能

に
な
る

と
信

じ
て

い
る

。

78



S
8 

T
ab

le
. 2

⽇
⽬

キ
ッ

ク
オ

フ
セ

ッ
シ

ョ
ン

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
紹

介
(1

)
N

o.
国
・

企
業
名

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ
内

容

1
エ
ク

ア
ド
ル

共
和
国

H
. E

. M
r.

 E
rw

in
 

R
on

qu
il

lo

M
in

is
te

r,
 T

ec
hn

ic
al

 S
ec

re
ta

ri
at

 
“E

cu
ad

or
 G

ro
w

s 
w

it
ho

ut
 C

hi
ld

 
M

al
nu

tr
it

io
n”

脆
弱
な
状
況

に
あ
る

人
々
の
権

利
に
ま

つ
わ
る

重
要
な
課

題
に
関

し
て
、

意
識
を
高

め
対
応

す
る
機

会
を
と
も

に
共
有

す
る
こ

と
を
喜
ば

し
く

思
う
。
政
府

は
慢
性

的
栄
養
不

良
の
リ

ス
ク
に

さ
ら
さ
れ

て
い
る

子
ど
も

た
ち
の
機

会
を
向

上
さ
せ

る
こ
と
に

コ
ミ
ッ

ト
し
て

い
る
。

1)
4年

間
で

慢
性
的
栄

養
不
良

の
子
ど

も
の
割
合

を
27

%
か
ら

21
%
に
減
ら

す
。

2)
社
会

保
障
サ

ー
ビ
ス
を

改
善
し

、
妊
婦

と
2歳

未
満
の

子
ど
も

を
保
護
す

る
。

3)
金
融

メ
カ
ニ

ズ
ム
を
開

発
し
、

子
ど
も

の
慢
性
的

栄
養
不

良
の
予

防
と
低
減

の
た
め

の
戦
略

を
長
期
的

に
持
続

可
能
な

も
の
に
す

る
。

こ
れ
ら
の
目

標
は
子

ど
も
の
慢

性
的
栄

養
不
良

の
予
防
と

低
減
の

た
め
の

計
画
を
支

え
る
部

門
横
断

的
戦
略

”P
la

n 
pa

ra
 la

 P
re

ve
nc

ió
n 

y 
R

ed
uc

ci
ón

 d
e 

la
 D

es
nu

tr
ic

ió
n 

C
ró

ni
ca

 I
nf

an
ti

l”
の

指
針
で
あ

り
、
エ

ク
ア
ド
ル

政
府
が

主
な
社

会
政
策
の

一
つ
と

し
て
推

進
し
て
い

る
。
エ
ク
ア

ド
ル
の

主
な
目
標

は
持
続

可
能
な

社
会
政
策

を
実
施

し
、
慢

性
的
栄
養

不
良
の

心
配
な

く
、
子
ど

も
た
ち

一
人
一

人
が
未
来

の
可

能
性
に
満
ち

た
、
質

の
高
い
生

活
を
送

る
権
利

を
確
保
す

る
こ
と

。
子
ど

も
た
ち
の

生
活
を

充
実
さ

せ
る
こ
と

が
開
発

へ
の
近

道
だ
と
認

識
し

て
い
る
。
こ

の
目
的

を
達
成
す

る
た
め

に
は
、

国
際
協
力

機
関
、

市
民
社

会
団
体
、

民
間
セ

ク
タ
ー

、
学
術
会

、
政
府

機
関
等

様
々
な
セ

ク

タ
ー
が
協
力

し
て
い

く
こ
と
が

必
要
。

我
が
国

に
お
け
る

子
ど
も

の
慢
性

的
栄
養
不

良
の
予

防
と
低

減
の
た
め

に
は
、

参
加
す

る
皆
の
貢

献
と

コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
が

目
標
達
成

の
如
何

を
決
定

す
る
。

2
エ
チ

オ
ピ
ア

連
邦
民

主
共

和
国

H
.E

. D
r.

 L
ia

 T
ad

es
se

M
in

is
te

r 
of

 H
ea

lt
h

20
30

年
ま
で
に
あ

ら
ゆ
る

形
態
の

栄
養
不
良

を
解
消

す
る
た

め
、

F
N

S
 im

pl
em

en
ta

ti
on

 w
it

h 
S

eq
ot

a 
D

ec
la

ra
ti

on
 E

xp
an

si
on

 S
ca

le
 

up
を
加

速
化
す

る
。
我

々
の
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
は

ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ヘ

ル
ス
カ

バ
レ
ッ
ジ

、
エ
チ

オ
ピ
ア

の
食
料
シ

ス
テ
ム

の
変
革
、

強
靭
性

構

築
な
ど
国
家

的
な
優

先
事
項
に

加
え
、

20
21

年
N

4G
 G

A
IN

の
国
に
定
め

ら
れ
て

い
る
横

断
的
な
資

金
調
達

と
ア
カ
ウ

ン
タ
ビ

リ
テ
ィ

に
も
合

致
し
て
い
る

。
我
々

の
目
標
は

5歳
未
満
の

発
育
阻
害

と
消
耗

症
の
削

減
、
妊
娠

年
齢
層

の
貧
血

の
削
減
、

低
出
生

体
重
率

の
削
減
等

、
世
界

の

栄
養
目
標
と

一
致
し

て
い
る
。

セ
ク
タ

ー
と
地

域
の
定
期

的
な
パ

フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は

、
セ
コ

タ
宣
言

イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

フ
ェ
ー

ズ
、
エ
チ

オ
ピ

ア
の
統
一
栄

養
情
報

シ
ス
テ
ム

の
ス
コ

ア
カ
ー

ド
を
使
用

し
て
追

跡
さ
れ

る
。
政
府

、
ド
ナ

ー
、
国

連
機
関
、

慈
善
団

体
、
市

民
社
会
組

織
に

よ
る
貢
献
を

モ
ニ
タ

ー
す
る
た

め
に
リ

ソ
ー
ス

の
追
跡
と

パ
ー
ト

ナ
ー
シ

ッ
プ
の
管

理
を
行

い
、
効

果
的
な
実

施
を
確

保
す
る

。
最
近
発

表
し

た
戦
略
計
画

で
は
、

こ
れ
ま
で

連
邦
政

府
か
ら

セ
コ
タ
宣

言
拡
張

フ
ェ
ー

ズ
1年

目
の
実

施
の
た

め
に

50
0万

ド
ル

※
、
ア
フ

リ
カ
開

発
銀
行

か

ら
20

21
年
か
ら

20
24

年
の

4年
間
で

48
00

万
ド
ル
を

獲
得
し

て
お
り

、
地
域
の

各
国
政

府
が
同

額
の
資
金

を
割
り

当
て
る

こ
と
を
期

待
し
て

い

る
。
過
去
数

年
間
の

成
果
を
持

続
さ
せ

る
た
め

、
20

21
年

8月
エ
チ

オ
ピ
ア
連

邦
共
和

国
大
統

領
の
下
、

閣
僚
や

各
地
域

大
統
領
が

食
料
栄

養

10
年
戦

略
と
セ

コ
タ
宣

言
を
効
果

的
に
実

施
す
る

こ
と
を
約

束
す
る

署
名
を

行
な
っ
た

。
こ
れ

に
よ
り

10
年
開
発

計
画
に
進

め
、

2歳
未
満

の
発

育
阻
害
を
な

く
し
、

5歳
未

満
の
発

育
阻
害

を
30

%
か

ら
13

％
に

抑
え
る
目

標
を
達

成
す
る

。

栄
養
サ
ミ
ッ

ト
を
主

催
し
た
日

本
政
府

に
感
謝

を
申
し
上

げ
る
。

食
料
栄

養
戦
略
と

セ
コ
タ

宣
言
の

拡
大
を
成

功
さ
せ

る
た
め

、
全
て
の

ス

テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の

皆
様
に
技

術
的
財

政
的
コ

ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
維

持
し
て

い
た
だ
く

よ
う
お

願
い
す

る
。

※
通
訳
で
は

10
50

万
ド
ル

と
な
っ

て
い
た

3
マ
レ

ー
シ
ア

H
.E

. M
r.

 K
ha

ir
y 

Ja
m

al
ud

di
n

M
in

is
te

r 
of

 H
ea

lt
h

本
サ
ミ
ッ
ト

に
際
し

、
日
本
政

府
に
感

謝
を
申

し
上
げ
る

。
世
界

の
国
々

同
様
、
マ

レ
ー
シ

ア
も
栄

養
の
偏
り

に
よ
っ

て
、
栄

養
不
良
と

栄
養

過
多
が
共
存

す
る
と

い
う
二
つ

の
負
荷

に
直
面

し
て
い
る

。
経
済

的
目
標

を
実
施
す

る
た
め

に
は
、

よ
り
健
康

的
な
生

活
環
境

の
た
め
の

公
衆

衛
生
政
策
を

通
じ
た

栄
養
の
偏

り
の
も

た
ら
す

リ
ス
ク
要

因
の
対

処
は
多

く
の
国
で

の
今
も

な
お
大

き
な
課
題

。
栄
養

政
策
及

び
セ
ク
タ

ー
関

連
に
よ
る
行

動
計
画

を
策
定
す

る
必
要

が
あ
り

、
解
決
策

を
模
索

し
て
い

か
な
け
れ

ば
な
ら

な
い
。

新
し
い
国

家
栄
養

政
策

2.
0を

発
表
し
た

の

は
喜
ば
し
い

こ
と
。

こ
の
栄
養

政
策
は

、
栄
養

状
態
を
向

上
さ
せ

、
食
生

活
に
由
来

す
る
非

感
染
性

疾
患
を
予

防
し
、

食
品
と

栄
養
の
安

全
保

障
を
強
化
す

る
点
を

強
調
し
て

い
る
。

20
16

年
か
ら

20
25

年
に
わ
た

る
栄
養

の
た
め

の
国
家
行

動
計
画

に
反
映

す
る
こ
と

で
具
体

的
な
行

動
に

つ
な
が
る
。

こ
の
サ

ミ
ッ
ト
の

目
的
に

即
し
て

マ
レ
ー
シ

ア
は
子

ど
も
た

ち
の
栄
養

に
関
す

る
二
重

の
負
荷
を

低
減
し

、
S

D
G

s目
標

2の
飢
餓

撲
滅
、
子
ど

も
た
ち

の
栄
養
改

善
を
実

施
す
る

。
児
童
の

た
め
の

施
設
や

幼
稚
園
に

お
い
て

よ
り
健

康
的
な
調

理
環
境

を
調
整

す
る
ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
の
作
成

も
含
ま

れ
て
い
る

。
幼
い

う
ち
か

ら
の
健
康

的
な
食

生
活
を

教
え
る
こ

と
に
よ

り
、
結

果
的
に
子

ど
も
た

ち
の
成

長
に
し
た

が
っ

て
、
栄
養
の

偏
り
を

解
消
し
よ

う
と
す

る
も
の

。
本
日
は

こ
の
よ

う
な
機

会
を
い
た

だ
き
感

謝
を
申

し
上
げ
る

。
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⽇
⽬

キ
ッ

ク
オ

フ
セ

ッ
シ

ョ
ン

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
紹

介
(2

) 

 
         N

o.
国

・
企

業
名

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ

内
容

4
モ

ー
リ
タ

ニ
ア

・
イ

ス
ラ

ム
共

和
国

H
.E

. M
r. 

O
us

m
an

e 
M

am
ou

do
u 

K
an

e
M

in
is

te
r o

f E
co

no
m

y 
an

d 
Pr

om
ot

io
n 

of
 P

ro
du

ct
iv

e 
Se

ct
or

s

栄
養

は
健

康
と

人
間

開
発

の
非
常

に
重

要
な

基
礎

で
あ

り
、

基
本

的
人

権
で

あ
り

、
平

和
、

安
全

保
障

の
も

と
で

も
あ

る
。

戦
略

的
重

要
性

を

踏
ま

え
、

人
材

へ
の

投
資

は
よ
り

有
効

に
な

る
よ

う
に

栄
養

開
発

に
関

し
て

改
革

を
行

な
っ

て
い

る
。

食
料

シ
ス

テ
ム

の
促

進
、

特
に

脆
弱

な

国
民

が
健

康
で

栄
養

価
の

高
い
十

分
な

量
の

食
料

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

よ
う

食
料

シ
ス

テ
ム

を
促

進
し

て
い

る
。

あ
ら

ゆ
る

形
態

の
栄

養
不

良

改
善

の
た

め
、

マ
ル

チ
ア

ク
タ
ー

、
マ

ル
チ

セ
ク

タ
ー

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
と

っ
て

い
る

。
政

治
、

戦
略

、
行

動
計

画
、

国
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

栄

養
を

組
み

込
み

、
十

分
な

リ
ソ
ー

ス
を

投
入

す
る

。
世

界
は

栄
養

に
関

し
て

、
変

化
を

も
た

ら
す

コ
ミ

ッ
ト

し
た

リ
ー

ダ
ー

を
必

要
と

し
て

い

る
。

東
京

栄
養

サ
ミ

ッ
ト

の
成
果

は
重

要
な

目
標

の
達

成
、

世
界

の
栄

養
状

況
に

変
化

を
も

た
ら

す
新

た
な

ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム

を
生

む
こ

と
に

な

る
。

こ
の

サ
ミ

ッ
ト

の
成

果
を
実

現
さ

せ
る

た
め

の
リ

ソ
ー

ス
の

導
入

を
強

く
ア

ド
ボ

カ
シ

ー
し

て
参

る
。

モ
ー

リ
タ

ニ
ア

と
日

本
の

素
晴

ら

し
い

友
情

関
係

を
強

調
し

、
ま
た

、
2国

間
、

多
国

間
の

パ
ー

ト
ナ

ー
の

皆
様

、
SU

N
の

皆
様

に
感

謝
を

申
し

上
げ

る
。
我

々
に

寄
り

添
い

、
目

標
達

成
に

力
を

く
だ

さ
っ

て
い
る

。

5
U

ni
le

ve
r

M
s.

 C
ar

la
 H

ilh
or

st
E

xe
cu

ti
ve

 V
ic

e 
Pr

es
id

en
t, 

R
&

D
 

Fo
od

 &
R

ef
re

sh
m

en
t

世
界

19
0カ

国
で

25
億

人
の

人
々

が
毎

日
ユ

ニ
リ

ー
バ

製
品
を

使
用

し
て

お
り

、
我

々
に

は
ス

ケ
ー

ル
と

リ
ー

チ
が

あ
る
。

我
々

の
目

標
は

持
続

可
能

な
生

活
を

当
た

り
前

の
も
の

に
す

る
こ

と
。

そ
の

た
め

に
は

ビ
ジ

ネ
ス

の
や

り
方

に
サ

ス
テ

イ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

を
組

み
込

む
必

要
が

あ
る

。

ユ
ニ

リ
ー

バ
の

成
長

の
た

め
の
栄

養
に

関
す

る
取

り
組

み
を

紹
介

す
る

。
製

品
開

発
と

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

分
野

で
は

20
25

年
ま

で
に

植
物

由

来
の

肉
乳

製
品

代
替

品
の

分
野
で

10
億

ユ
ー

ロ
の

売
り

上
げ

事
業

を
構

築
す
る

こ
と

を
約

束
す

る
。

20
25

年
ま

で
に

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

栄
養

を
提

供
す

る
製

品
の

数
を

2倍
に
増

や
す

。
塩

分
、

糖
分

、
カ

ロ
リ

ー
の

削
減

に
向

け
た

取
り
組

み
を

継
続

す
る

。
20

22
年

ま
で

に
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
70

%
が

W
H

O
に

準
拠

し
た

栄
養

に
満

た
す

よ
う

に
す

る
。

健
康

的
な

食
生

活
を

推
進
す

る
た

め
に

、
最

大
の

ブ
ラ

ン
ド

で
あ

る
ク

ノ
ー

ル
は

20
25

年
ま

で
に

70
億

食
分

の
人

と
地

球
に

優
し

い
製

品
を
提

供
す

る
。

オ
ン

ラ
イ

ン
ケ

ー
タ

リ
ン

グ
を

導
入

し
て

い
る

70
の

製
造

拠
点

で

W
or

kf
or

ce
 N

ut
ri

ti
on

 A
lli

an
ce
ス

コ
ア

カ
ー

ド
に

取
り

組
み

、
20

26
年
ま

で
に

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

を
導

入
す

る
。

企
業

は
明

ら
か

に
栄

養

に
関

し
て

重
要

な
役

割
を

担
っ
て

い
る

が
、

単
独

で
解

決
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
こ

の
複

雑
な

栄
養

の
分

野
で

は
協

働
が

重
要

。
自

ら
の

役

割
を

果
た

し
、

誰
も

が
美

味
し
く

、
手

頃
な

価
格

で
、

栄
養

価
の

高
い

食
品

を
手

に
入

れ
る

こ
と

が
で

き
る

世
界

の
実

現
に

向
け

て
努

力
し

て

い
く

。

80



S
9 

T
ab

le
. 2

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
1（

栄
養

と
UH

C）
(1

)
N

o.
国

・
団

体
・

企
業

名
氏

名
役

職
ス

ピ
ー

チ
内

容

1
W

H
O

武
見

敬
三

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ヘ
ル

ス
カ

バ
レ

ッ
ジ

（
U

H
C
）

親
善

大
使

（
参

議
院

議
員

）

日
本

と
し

て
栄

養
サ

ミ
ッ

ト
を

開
催

で
き

て
嬉

し
く

思
う

。
こ

れ
ま

で
関

係
国

、
関
係

機
関

、
市

民
社

会
、

ア
カ

デ
ミ

ア
等

世
界

の
関

係
者

の

方
々

に
ご

協
力

い
た

だ
い

た
こ

と
を

心
か

ら
感

謝
申

し
上

げ
る

。
20

19
年

の
終

わ
り

か
ら

世
界

は
新

型
コ
ロ

ナ
の

猛
威

に
さ

ら
さ

れ
、

世
界

中

の
多

く
の

人
々

が
命

を
失

っ
た

。
ま

た
、

一
命

は
取

り
留

め
た

も
の

の
、

後
遺

症
に
苦

し
む

方
々

も
多

い
。

こ
う

し
た

健
康

危
機

は
、

新
型

コ

ロ
ナ

が
直

接
な

原
因

に
な

っ
て

い
る

も
の

ば
か

り
で

は
な

い
。

医
療

崩
壊

が
生

じ
、
そ

れ
に

よ
っ

て
必

要
な

医
療

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
ず

、

結
果

的
に

命
を

落
と

し
た

、
疾

病
が

重
症

化
し

た
と

い
う

例
は

相
当

数
に

及
ぶ

。
新
型

コ
ロ

ナ
は

ま
さ

に
人

々
の

命
、

生
活

、
尊

厳
、

人
間

の

安
全

保
障

に
お

い
て

い
か

に
健

康
が

重
要

で
あ

り
、

誰
一

人
取

り
残

さ
な

い
保

健
医
療

シ
ス

テ
ム

が
重

要
で

あ
る

か
を

浮
き

彫
り

に
し

た
。

こ

れ
こ

そ
U

H
C
の

重
要

性
に

他
な

ら
な

い
。

こ
れ

ま
で

の
グ

ロ
ー

バ
ル

ヘ
ル

ス
の

歩
み

の
中

で
、

我
々

は
疾

患
別

の
取
り

組
み

の
み

で
は

限
界

が

あ
る

こ
と

を
学

ん
で

き
た

。
そ

の
中

で
栄

養
は

生
き

る
基

盤
で

あ
り

、
健

康
の

基
盤
で

も
あ

る
。

そ
し

て
感

染
症

対
策

も
含

め
、

全
て

の
保

健

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
土

台
に

な
る

も
の

と
し

て
非

常
に

重
要

。
栄

養
を

U
H

C
に

統
合

す
る

こ
と

の
意

義
は

ま
さ

に
こ

の
点

に
あ

る
。

日
本

は
古

く

か
ら

医
食

同
源

と
い

う
言

葉
が

あ
り

、
医

療
と

栄
養

は
密

接
に

関
連

す
る

も
の

と
し
て

、
人

々
の

意
識

に
根

付
い

て
き

た
。

こ
う

し
た

考
え

方

を
世

界
の

皆
様

に
知

っ
て

い
た

だ
く

こ
と

は
大

変
意

義
が

あ
り

、
今

回
の

栄
養

サ
ミ
ッ

ト
は

そ
の

好
機

か
と

考
え

て
い

る
。

今
日

で
は

気
候

変

動
な

ど
の

環
境

要
因

も
人

々
の

健
康

に
大

き
く

影
響

す
る

こ
と

を
踏

ま
え

る
こ

と
も
不

可
欠

。
ま

さ
に

プ
ラ

ネ
タ

リ
ー

ヘ
ル

ス
と

い
う

概
念

で
、

サ
ス

テ
イ

ナ
ブ

ル
な

社
会

を
作

っ
て

い
く

こ
と

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

新
た
な

時
代

の
人

間
の

安
全

保
障

の
あ

り
方

や
い

か
に

地
球

規

模
の

課
題

を
対

処
す

る
か

に
つ

い
て

助
言

を
行

う
役

割
に

あ
る

。
こ

う
し

た
立

場
か
ら

も
本

日
の

セ
ッ

シ
ョ

ン
を

通
じ

て
、

栄
養

の
U

H
C
へ

の

統
合

に
関

す
る

国
際

的
基

金
が

一
層

高
ま

る
、

S
D

G
sの

達
成
に

向
け

た
取

り
組

み
が

世
界

中
で

加
速

化
し

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
て

い
る

。

2
W

H
O

D
r.

 F
ra

nc
es

co
 B

ra
nc

a,
 

D
ir

ec
to

r
D

ep
ar

tm
en

t 
of

 N
ut

ri
ti

on
 fo

r 
H

ea
lt

h 
an

d 
D

ev
el

op
m

en
t

良
質

な
栄

養
は

、
基

本
的

な
ニ

ー
ズ

で
あ

り
人

権
、

そ
し

て
健

康
と

幸
福

の
基

本
。

U
H

C
を

実
現

さ
せ

る
た

め
に

は
、

誰
も

が
質

の
高

い
栄

養

を
得

ら
れ

る
よ

う
に

し
な

く
て

は
な

ら
な

い
が

、
残

念
な

が
ら

現
在

は
そ

う
な

っ
て
い

な
い

。
費

用
対

効
果

の
高

い
栄

養
介

入
が

栄
養

を
必

要

と
す

る
す

べ
て

の
人

に
提

供
さ

れ
て

い
な

い
。

医
療

シ
ス

テ
ム

の
弱

点
と

い
う

問
題
を

超
え

る
。

保
健

医
療

に
よ

る
栄

養
介

入
の

適
応

範
囲

は
、

従
来

の
保

健
医

療
に

よ
る

栄
養

以
外

の
サ

ー
ビ

ス
の

適
応

範
囲

よ
り

も
遥

か
に
遅

れ
て

い
る

。
例

え
ば

下
痢

を
し

た
子

ど
も

の
半

数
が

命

を
救

う
こ

と
の

で
き

る
経

口
補

水
を

受
け

て
い

る
の

に
対

し
て

、
亜

鉛
の

補
給

を
受
け

て
い

る
子

ど
も

た
ち

は
6人

に
1人

以
下

。
妊

婦
の

2/
3が

妊
婦

健
診

を
受

け
て

い
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

鉄
や

葉
酸

の
補

給
を

受
け

て
い

る
の
は

半
数

に
過

ぎ
な

い
。

U
H

C
で
栄

養
を

主
流

に
す

る
た

め

に
は

、
医

療
シ

ス
テ

ム
の

6つ
の

構
成

要
素

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

と
ガ

バ
ナ

ン
ス

、
保

健
医

療
人

材
、

保
健

医
療

財
政

、
必

須
医

薬
品

へ
の

ア
ク

セ
ス

、
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

、
保

健
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

全
体

で
の

取
り
組

み
が

必
要

。
そ

れ
ぞ

れ
国

の
保

健
シ

ス
テ

ム
は

異
な

る

が
、

6つ
の

柱
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

行
動

を
起

こ
す

こ
と

が
必

要
。

栄
養

は
国

の
保

健
計

画
に

完
全

に
統

合
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

16
7

カ
国

の
栄

養
計

画
を

分
析

を
し

た
が

、
保

健
分

野
の

明
確

な
目

標
を

述
べ

て
い

る
の
は

94
カ

国
の

み
だ

っ
た

。
多

く
の

場
合

、
こ

れ
ら

の
計

画

は
公

衆
衛

生
上

の
優

先
事

項
の

一
部

に
対

応
で

き
て

い
な

い
。

低
所

得
国

で
は

、
貧
血

、
低

出
生

体
重

児
、

発
育

阻
害

が
み

ら
れ

る
。

高
所

得

国
で

は
母

乳
育

児
が

軽
視

さ
れ

が
ち

で
あ

る
。

良
い

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
に

は
十
分

な
数

の
栄

養
専

門
家

が
必

要
。

平
均

す
る

と
世

界
で

訓

練
を

受
け

た
栄

養
専

門
家

は
人

口
10

万
人

あ
た

り
2.

3人
し

か
い

な
い

。
少

な
く

と
も

10
万

人
あ

た
り

10
人

以
上

は
必

要
。

こ
れ

は
世

界
中

で

問
題

と
な

っ
て

お
り

、
W

H
O
の

基
準

を
満

た
し

て
い

る
の

は
23

カ
国

の
み

。
栄

養
士

へ
の

投
資

を
増

や
し

た
国

は
栄

養
指

標
の

改
善

に
成

功
し

て
い

る
。

既
に

投
資

の
研

究
は

あ
っ

た
が

、
直

接
的

な
栄

養
介

入
へ

の
投

資
を

増
や
す

必
要

が
あ

る
。

デ
ー

タ
の

あ
る

48
カ

国
で

は
、

政
府

の

平
均

支
出

は
一

人
当

た
り

わ
ず

か
1.

87
ド

ル
。

全
て

の
疾

病
カ

テ
ゴ

リ
ー

の
中

で
最
も

低
い

。
ド

ナ
ー

か
ら

の
投

資
も

わ
ず

か
一

人
当

た
り

1.
11

ド
ル

。
忘

れ
て

は
い

け
な

い
の

は
、

1ド
ル

の
投

資
に

対
し

て
16

ド
ル

の
リ

タ
ー

ン
が

あ
る

と
い

う
こ

と
。

非
常

に
高

い
投

資
効

果
で

あ

る
。

投
資

額
を

増
や

す
第

一
歩

は
コ

ス
ト

を
か

け
て

栄
養

計
画

を
立

て
る

こ
と

。
そ
れ

を
持

っ
て

い
る

国
は

半
分

に
も

満
た

な
い

。
ま

た
、

デ
ー

タ
と

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
シ

ス
テ

ム
が

必
要

。
低

所
得

国
で

は
、

適
切

な
栄
養

情
報

が
不

足
し

て
い

る
。

例
え

ば
妊

娠
中

の
鉄

や
葉

酸

の
補

給
に

関
し

て
の

デ
ー

タ
を

定
期

的
に

取
集

し
て

い
る

国
は

18
カ

国
し

か
な

い
。

成
長

の
た

め
の

栄
養

サ
ミ

ッ
ト
は

、
栄

養
を

U
H

C
の

柱
と

し
て

強
化

す
る

ま
た

と
な

い
機

会
。

必
要

不
可

欠
な

栄
養

に
関

す
る

活
動

を
保

健
分
野

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

確
実

に
組

み
込

む
た

め
の

政

治
的

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

そ
れ

ら
を

提
供

で
き

る
保

健
医

療
従

事
者

を
必

要
と

し
て
い

る
。

栄
養

サ
ー

ビ
ス

に
資

金
を

提
供

す
る

た
め

の
リ

ソ
ー

ス
と

コ
ス

ト
の

か
か

っ
て

い
る

栄
養

計
画

に
明

確
な

を
必

要
と

し
て

い
る

。
栄
養

製
品

へ
の

継
続

的
な

ア
ク

セ
ス

、
こ

れ
ら

の
サ

ー
ビ

ス

の
計

画
と

追
跡

を
可

能
と

す
る

情
報

シ
ス

テ
ム

が
必

要
。

本
日

の
セ

ッ
シ

ョ
ン

で
は
こ

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
よ

う
と

し
て

い
る

パ
ー

ト
ナ

ー
に

焦

点
を

当
て

て
い

る
。

皆
様

の
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
楽

し
み

に
し

て
い

る
。

81
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役
職

ス
ピ

ー
チ

内
容

3
キ

ル
ギ

ス
共

和
国

D
r.

 N
u

ri
d

a
 

E
rk

in
b

ek
ov

n
a

H
ea

d
 o

f 
D

ep
a

rt
m

en
t 

on
 M

ed
ic

a
l 

C
a

re
 O

rg
a

n
iz

a
ti

on
 a

n
d

 P
ol

ic
y,

 
M

in
is

tr
y 

of
 H

ea
lt

h

発
表
す

る
機

会
を

く
だ

さ
り

感
謝

を
申

し
上

げ
る

。
2

0
3

0
年
ま

で
に

U
H

C
の

導
入

の
条

約
に

加
盟

し
、

U
H

C
導

入
を

目
指
し

て
力

を
尽

く
し

て
い
る

。
キ

ル
ギ

ス
で

は
栄

養
不

良
に

お
い

て
微

量
栄

養
素

の
不

足
、

肥
満

の
問

題
が
み

ら
れ

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
は

経
済

に
深

刻
な

影
響

を
与

え
、
特

に
女

性
と

子
ど

も
の

栄
養

に
大

き
な

影
響

を
与

え
た

。
キ

ル
ギ

ス
政

府
の

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

は
、

農
業

省
、

保
健

省
、

S
U

N
に

参
加

し

て
い
る

加
盟

国
と

協
力

し
て

栄
養

状
態

の
改

善
を

目
指

し
て

い
る

。
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
は

、
妊

婦
の

鉄
欠

乏
貧

血
を

2
0

3
0
年

ま
で

に
3

0
%
か

ら

2
0

%
に

減
ら

す
こ

と
を

目
指

す
。

全
て

の
妊

婦
が

鉄
剤

と
葉

酸
を

医
療

現
場

で
受

け
取
れ

る
べ

く
尽

力
し

て
い

る
。

栄
養

状
態

の
改

善
に

向
け

て
2

0
5

0
年

ま
で

に
策

定
し

た
政
策

、
法

律
の

実
施

を
目

指
し
て

い
る

。
そ

の
法

律
の

中
で

は
安

全
な

食
料

、
栄

養
状

態
の

改
善

が
規

定
さ

れ
て

い
る
。

食
料

の
安

全
保

障
、

栄
養

状
態

の
改

善
の

戦
略

も
立

て
て

い
る

。
母

乳
代

用
製
品

の
品

質
、

栄
養

改
善

に
向

け
て

の
国

家
戦

略
の

実

施
、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

策
定

、
抗

生
物

質
の

利
用

に
つ

い
て

の
法

整
備

も
進

め
て

い
る
。

第
一

次
医

療
の

シ
ス

テ
ム

改
善

も
進

め
て

お
り

、
保

健
省
は

栄
養

を
第

一
次

医
療

の
段

階
の

医
療

サ
ー

ビ
ス

に
導

入
す

る
こ

と
を

目
指

し
て
い

る
。

第
一

次
医

療
の

現
場

に
お

い
て

栄
養

補
給

を
行

う
こ
と

だ
が

、
ル

ー
テ

ィ
ン

と
な

っ
て

い
る

医
療

サ
ー

ビ
ス

に
栄

養
指

導
を

含
む

こ
と
。

さ
ら

に
給

食
を

提
供

す
る

学
校

を
増

や
す

こ
と

を
目

指
す
。

2
0

3
0
年

ま
で

に
給

食
の
適

正
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

含
ま
れ

て
い

る
学

校
を

現
在

の
6

0
%
か

ら
9

0
%
に

増
や

す
目

標
を

立
て

て
い

る
。

国
の

予
算
か

ら
栄

養
改

善
に

使
う

資
金

の
流

れ
の

透
明

化
を

保
証

す
る

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を
立

て
て

い
る

。
ド

ナ
ー

諸
国

に
こ

の
栄

養
に

使
う

投
資

を
増
や

す
よ

う
呼

び
か

け
る

。

4
ガ

ー
ナ

共
和

国
M

rs
. M

a
ry

 M
p

er
eh

D
ir

ec
to

r 
D

ev
el

op
m

en
t 

P
ol

ic
y 

a
n

d
 

P
la

n
n

in
g 

D
iv

is
io

n
 a

n
d

 S
U

N
 

T
ec

h
n

ic
a

l 
F

oc
a

l 
P

oi
n

t

2
0

5
0
年

ま
で

に
栄

養
を

U
H

C
の

一
部
に

し
て

い
く

と
い

う
目

標
。

1
)母

乳
育

児
に

関
し

て
、

新
生

児
は

5
2

%
か

ら
8

0
%

 、
６

ヶ
月

未
満
の

乳
児

を
4

3
%
か

ら
6

2
%
に
増

や
す

。

2
)5
歳

未
満

の
子
ど

も
た

ち
の

発
育

阻
害

を
2

1
%
か

ら
1

4
%
、

子
ど

も
の
消

耗
症

を
5

%
未

満
に

す
る

、
1

8
歳

以
上

の
女

性
の

過
体

重
を

4
1

%
か

ら
1

7
%
、

肥
満

を
1

6
%

 か
ら

7
%
に

、
5
歳

未
満

の
貧

血
を

1
2

%
か

ら
8

%
、

出
産

年
齢

の
女

性
の

貧
血

を
2

1
%
か

ら
1

4
%
に

減
ら

し
て

い
く
。

3
)ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

関
わ

り
を

最
大

化
し

て
、

最
低

で
も

1
8
ヶ

月
の

母
乳

期
間

を
設

け
る
こ

と
。

持
続
可

能
な

健
康

な
食

生
活

を
2

0
2

3
年

ま
で

に
実

現
し

て
い
く

。
そ

の
中

で
食

品
と

飲
料

品
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

力
を

活
用

し
て

い
く

。
栄

養
素
の

バ
ラ

ン
ス

シ
ス

テ
ム

を
実

現
し

て
い

く
た

め
の

食
品

を
基

本
と

し
た

政
策

を
実
施

し
て

い
く

。
2

0
2

5
年

ま
で

に
灌

漑
や

農
業

政
策

を
通

じ
て
特

に
野

菜
の

生
産

を
増

や
し

、
2

0
2

0
年

レ
ベ

ル
か

ら
2

5
%
増

や
す

。
早

期
警

鐘
シ
ス

テ
ム

を
導

入
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
素

早
く

タ
イ

ム

リ
ー
に

問
題

に
つ

い
て

警
鐘

し
て

い
く

。
2

0
2

0
年

に
比

べ
て
災

害
対

応
能

力
を

強
化

し
て

い
く

。
最

も
脆

弱
な

家
庭

に
手

を
差

し
伸

べ
て

い

く
。
栄

養
金

融
の

強
化

も
図

る
。

そ
の

中
で

投
資

計
画

、
栄

養
を

取
り

入
れ

た
政

策
を
立

案
し

て
い

く
。

リ
ソ

ー
ス

も
栄

養
強

化
の

た
め

に
配

分
し
て

い
く

。
国

家
予

算
も

1
3

.5
%
栄

養
関

連
で

増
や

す
。

今
後

5
年

で
5

5
0
万

ド
ル

を
今

後
栄

養
に

関
す

る
商

品
の

購
入

の
た

め
に

分
配

し
て

い
く
。

食
料

シ
ス

テ
ム

、
栄

養
の

ガ
バ

ナ
ン

ス
を

強
化

す
る

た
め

に
我

々
の

予
算

計
画
に

栄
養

と
い

う
視

点
を

取
り

込
ん

で
い

く
。

セ
ク

タ
ー

連
携
に

よ
っ

て
我

々
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

す
べ

て
の

レ
ベ

ル
で

実
施

す
る

。

5
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
共

和

国

M
s.

 D
a

n
n

e 
Y

a
k

el
in

e 
C

h
á

ve
z

M
in

is
te

r 
of

 G
ov

er
n

m
en

t 
G

en
er

a
l 

C
oo

rd
in

a
ti

on
 i

n
 t

h
e 

S
oc

ia
l 

C
a

b
in

et

ホ
ン
ジ

ュ
ラ

ス
は

あ
ら

ゆ
る

形
態

の
栄

養
不

良
を

根
絶

す
る

べ
く

努
力

を
し

て
き

た
が
、

5
歳

未
満

児
や

出
産

年
齢

の
女

性
の

慢
性

的
栄
養

不

足
、
過

体
重

、
肥

満
、

貧
血

の
割

合
は

ま
だ

高
い

。
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
政

府
は

食
料

と
栄
養

の
不

安
定

に
対

処
し

よ
う

と
2

0
3

0
年

ま
で

の
食

料
及

び
栄
養

の
国

家
戦

略
を

立
て

、
全

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

人
が

適
切

な
食

物
と

栄
養

に
ア

ク
セ
ス

で
き

る
よ

う
に

新
た

な
行

動
の

枠
組

み
を

打
ち

出
し

た
。
持

続
可

能
な

食
料

シ
ス

テ
ム

に
沿

っ
て

生
産

さ
れ

た
食

物
と

危
機

・
気

候
変

動
に
レ

ジ
リ

エ
ン

ト
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
構

築
を

促
進

す

る
。
我

が
国

の
政

策
に

は
栄

養
を

摂
取

す
る

た
め

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
が

含
ま

れ
て
い

る
。

そ
の

目
標

は
2

0
3

0
年

ま
で

に
国

民
の

生
涯

を
通

じ
た
ニ

ー
ズ

に
対

処
す

る
こ

と
に

よ
り

あ
ら

ゆ
る

形
態

の
栄

養
不

良
を

な
く

す
こ

と
。
特

に
慢

性
的

栄
養

不
足

、
発

育
阻

害
、

5
歳

未
満
児

の
体

重
不
足

や
過

体
重

、
出

産
年

齢
の

女
性

の
過

体
重

や
肥

満
、

女
性

や
子

ど
も

の
貧

血
、
食

事
に

関
連

す
る

非
一

過
性

疾
患

の
負

荷
の

軽
減

を
視

野
に
入

れ
て

い
る

。
我

が
国

の
こ

の
よ

う
な

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
は

国
連

の
栄

養
に

関
す
る

1
0
年

間
行

動
、

W
H

O
の

非
一
過

性
疾

患
の

予
防

と
抑

制
の
た

め
の

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
実

行
及

び
S

D
G

sの
2
で

あ
る

飢
餓

を
ゼ

ロ
に

す
る

目
標

に
沿

っ
て

引
き

受
け

た
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

と
合

致

し
て
い

る
。

こ
の

度
の

栄
養

サ
ミ

ッ
ト

の
枠

組
み

で
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
は

あ
ら

ゆ
る

形
態
の

栄
養

不
良

を
撲

滅
す

る
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
再

確
認

し
、
そ

の
た

め
に

健
康

分
野

で
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

優
先

し
つ

つ
、

国
連

シ
ス

テ
ム
の

諸
機

関
、

学
会

、
民

間
、

政
府

等
様

々
な

プ
レ

イ

ヤ
ー
と

話
し

合
う

プ
ロ

セ
ス

を
実

行
す

る
。

・
第
１

の
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

：
栄

養
の

た
め

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

実
行

の
加

速
。

5
歳

未
満

児
の

発
育
阻

害
の

削
減

、
栄

養
が

欠
乏
し

て
い

る
国
民

の
中

で
も

母
親

へ
の

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

タ
ン

パ
ク

質
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

供
給
、

母
親

へ
の

微
量

栄
養

素
の

補
充

、
5
歳

未
満

児
へ

の
ビ

タ
ミ
ン

A
の

補
充

、
母

乳
の

奨
励

、
亜
鉛

の
予

防
的

補
充

、
難

局
時

の
食

料
供

給
、

急
性

栄
養

欠
乏

に
備

え
た

サ
プ

リ
メ
ン

ト
等

。
栄

養
情

報
シ

ス
テ
ム

の
構

築
、

早
期

警
告

を
見

据
え

た
栄

養
監

視
シ

ス
テ

ム
の

構
築

、
さ

ら
に

母
乳
代

替
ミ

ル
ク

の
取

引
に

関
す

る
国

際
法

と
合

致
さ

せ
る

た
め
、

現
行

の
母

乳
法

を
改

正
す

る
法

案
の

承
認

を
目

指
し

て
い

る
。

・
第

2
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

：
5
歳

未
満

児
の

過
体

重
を

削
減

し
、

女
性

の
過

体
重

と
肥

満
を

抑
制
す

る
。

加
工

食
品

、
超

加
工

食
品

を
規

制
す

る
法
律

の
立

案
と

承
認

を
目

指
し

、
学

校
に

着
目

し
た

食
物

栄
養

教
育

戦
略

を
立

て
実
行

す
る

。
国

民
が

栄
養

を
入

手
で

き
る

こ
と

を
保

証
す

る
た
め

の
義

務
だ

が
、

平
和

時
に

我
々

の
伝

統
と

文
化

を
保

つ
こ

と
も

義
務

で
あ

る
。
誰

一
人

取
り

残
さ

な
い

す
べ

て
の

人
の

考
慮

を
し

て
全

員
の
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

に
よ

っ
て

の
み

目
標

が
達

成
で

き
る

。

82



S
9 

T
ab

le
. 2

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
1（

栄
養

と
UH

C）
(3

)
N

o.
国
・

団
体
・
企
業

名
氏
名

役
職

ス
ピ
ー
チ
内

容

6
南
ス
ー
ダ

ン
共
和
国

D
r.

 V
ic

to
ri

a
 A

n
ib

 M
a

ju
r

U
n

d
er

se
cr

et
a

ry
, t

h
e 

M
in

is
tr

y 
of

H
ea

lt
h

1
0
人
の
う

ち
3
人

の
子
ど
も
が

慢
性
的
な
栄

養
不
良
に
な

っ
て
お
り
、

発
育
阻
害
が

起
き
て
い
る

。
経
済
的
影

響
も
大
き
く

出
て
い
る
。

低
体
重

の
問

題
も
あ
る
。

問
題
と
し
て

は
食
料
不
安

全
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
っ

て
大
き
な
影

響
が
出
て

全
体
的
な
危

機
が
起
き
て

い
る
。
こ
れ

に
よ
っ

て
我

々
は
栄
養
問

題
に
つ
い
て

も
様
々
な
パ

ー
ト
ナ
ー
の

支
援
を
得
て

、
こ
の
よ
う

な
緊
急
事

態
で
の
対
応

を
応
用
し
て

い
る
。

S
U

N
 

m
ov

em
en

tに
は

2
0

1
8
年
か
ら
参
加

し
て
い
る
。

政
策
や
戦

略
を
行
な
い

、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
レ
ベ
ル

か
ら
医
療
施

設
に
至
る
ま

で
計
画
を
立

て

て
い

る
。
我
々
の

コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
は

S
D

G
sの

2
0

3
0
年

目
標
を
達
成

す
る
こ
と
、

2
0

0
5
年
の
決
議
を

実
施
し
て
い

く
こ
と
で
、

主
要
な
優
先

領
域

を
定
め
て
い

る
。

1
つ
は

5
歳
未

満
の
子
ど
も

の
発
育
阻

害
を

2
0

2
0
年
の

1
6

.2
%
か
ら

2
0

3
0
に
は

5
%
に
減
ら
す

こ
と
。

5
歳

以
上
の
発
育

阻

害
を

2
0

2
0
年

の
1

5
.1

%
か
ら

2
0

3
0
年
の

1
0

%
に
す
る
こ

と
。
こ
れ
を

達
成
す
る
た

め
に
食
料
栄

養
政
策
を
実

施
し
て
い
く

。
ア
カ
ウ
ン

タ
ビ
リ

テ
ィ

を
重
視
し
栄

養
予
算
を
全

体
の

2
%
か
ら

1
0

%
へ
と
増
や

し
て
い
く
。

協
力
関
係
、

社
会
的
保
護

、
栄
養
介
入

も
必
要
。
南

ス
ー
ダ
ン
で

は

ま
ず

は
効
率
を
向

上
さ
せ
る
こ

と
に
注
力
し

て
い
る
。
我

々
政
府
は
、

こ
う
し
た
コ

ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
立
て

、
全
て
の
関

係
省
庁
が

2
国
間
パ
ー

ト
ナ

ー
、
多
国
間

パ
ー
ト
ナ
ー

と
と
も
に
栄

養
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
を

さ
ら
に
規
模

を
拡
大
し

て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る

。

7
モ
ン
ゴ
ル

国
D

r.
 B

ol
or

m
a

a
 N

or
ov

S
en

io
r 

R
es

ea
rc

h
er

, N
u

tr
it

io
n

 
D

ep
a

rt
m

en
t,

 N
a

ti
on

a
l 

C
en

tr
e 

fo
r 

P
u

b
li

c 
H

ea
lt

h

こ
の

よ
う
な
機
会

を
い
た
だ
き

感
謝
を
申
し

上
げ
る
。

2
0

3
0
年

ま
で
に
モ
ン

ゴ
ル
の
健
康

省
は
貧
血
の

減
少
、

5
歳
未
満
児
の

発
育
阻
害
を

2
0

%
に
減
ら
す
こ

と
、
肥
満
児

を
増
や
さ
な

い
こ
と
に
コ

ミ
ッ
ト
す
る

。
こ
れ
は
、

健
康
的
な

食
事
を
促
進

し
、
不
健
康

な
食
べ
物
や

飲
み
物

の
販

売
を
制
限
す

る
こ
と
に
よ

り
、
基
本
的

な
栄
養
サ
ー

ビ
ス
を
一
次

医
療
パ
ッ
ケ

ー
ジ
に
完

全
に
統
合
す

る
こ
と
に
よ

り
達
成
さ
れ

る
。
こ

の
中

で
食
品
、
農

業
、
教
育
と

い
う
各
省
庁

が
連
携
し
て

消
費
者
の
保

護
を
行
う
。

制
度
化
し

た
検
査
も
行

う
。
国
際
的

な
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ

プ
も

得
た
い
と
考

え
て
い
る
。

S
D

G
sの

ゴ
ー
ル

に
関
し
て
は

モ
ン
ゴ
ル
と

し
て
も

U
H

C
に
コ
ミ
ッ
ト

す
る
こ
と
で

達
成
し
て
い

き
た
い
。
モ

ン
ゴ

ル
は

5
歳
未
満
の
子

ど
も
の
貧
血

を
2

7
%
か
ら

2
1

%
、
発
育

阻
害
を

9
%
か
ら

7
%
に

減
ら
す
こ
と

、
妊
婦
に
対

し
て

T
en

 S
te

p
s 

to
 

S
u

cc
es

sf
u

l 
B

re
a

st
fe

ed
in

gを
実
施

す
る
こ
と
を

コ
ミ
ッ
ト
す

る
※
。
こ
う

い
っ
た
栄
養

に
関
す
る
ゴ

ー
ル
は
こ
れ

か
ら
話
す
重

要
な
ア
ク

シ
ョ

ン
が
鍵
で
あ

る
。
若
い
子

ど
も
た
ち
、

授
乳
中
の
女

性
、
若
い
女

性
を
対
象
に

し
っ
か
り

と
し
た
政
策

を
行
う
。
モ

ン
ゴ
ル
で
は

毎
年
多

く
の

資
金
を
投
入

し
て
全
体
の

ヘ
ル
ス
ケ
ア

活
動
、
モ
ン

ゴ
ル
の

2
1
の
省

、
ウ
ラ
ン
バ

ー
ト
ル
の
市

を
通
じ
て
栄

養
管
理
、
改

善
の
た
め
の

活

動
を

し
て
い
る
。

栄
養
相
談
シ

ス
テ
ム
を
モ

ン
ゴ
ル
の
ヘ

ル
ス
ケ
ア
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の

一
環
に
組

み
込
ん
で
い

る
。
母
乳
を

成
功
さ
せ
る

た
め
の

プ
ロ

グ
ラ
ム
を
ヘ

ル
ス
ケ
ア
に

取
り
込
む
こ

と
。
ヘ
ル
ス

ケ
ア
ワ
ー
カ

ー
は
栄
養
に

関
す
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

を
受
け
る
こ

と
が
求
め
ら

れ
て
い

る
。

昨
年
子
ど
も

た
ち
の
成
長

の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
を
含

め
て
こ
の
栄

養
改
善
を

進
め
て
い
る

。

日
本

政
府
と

N
4

G
の
事

務
局
に
感
謝

を
申
し
上
げ

る
。

※
英

語
に
よ
る
通

訳
で
は
「
栄

養
不
良
の
子

ど
も
た
ち
の

割
合
を
2
7
%
か
ら
2
1
%
に
減

ら
し
て
い

き
た
い
。
」

と
な
っ
て
い

た

8
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
連
邦

共
和
国

H
.E

. D
r.

 E
. O

sa
gi

e 
E

h
a

n
ir

e
M

in
is

te
r 

of
 H

ea
lt

h

ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
は

5
歳
未

満
の
子
ど
も

の
発
育
阻
害

率
が
世
界
で

2
番
目
に

高
い
。
急
性

発
育
栄
養
不

良
も
非
常
に

高
い
状
況
で

あ
り
、
妊
娠

可

能
な

年
齢
の
女
性

た
ち
も
急
性

栄
養
不
良
に

苦
し
ん
で
い

る
。
子
ど
も

が
生
ま
れ
て

か
ら

1
0

0
0
日
と
い

う
重
要
な
時

期
で
の
栄
養

の
確
保
が
将

来
に

と
っ
て
非
常

に
重
要
。
経

済
の
成
長
に

と
っ
て
も
重

要
に
な
る
。

我
々
の
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン

ト
は

2
0

2
0
年

1
1
月
に
策
定

し
た
。

1
)子

ど
も

の
発
育
阻
害

を
現
在
の

3
7

%
か
ら

2
0

3
0
年
ま

で
に

2
5

%
に

減
ら
す
。

2
)2

0
2

2
年
ま
で
に

M
ed

iu
m

- 
T

er
m

 E
xp

en
d

it
u

re
 F

ra
m

ew
or

k
 (

M
T

E
F

-F
S

P
)に

栄
養
を

統
合
し
、
優

先
順
位
を
付

け
る
。

3
)食

料
と

栄
養
に
関
す

る
国
家
多
部

門
行
動
計
画

の
た
め
の
定

期
的
な
年
次

優
先
行
動
を

策
定
し
、

2
0

2
5
年

ま
で
に
実
施

を
確
保
す
る

。

4
)2
億

3
2

0
0
万
ド
ル
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ

を
通
じ
て
、

世
界
銀
行
が

ア
シ
ス
ト
す

る
多
部
門
の

A
cc

el
er

a
ti

n
g 

N
u

tr
it

io
n

 R
es

u
lt

s
(A

N
R

IN
) 
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
に
取
り

組
ん
で
い
る

。
2

0
2

3
年
ま
で
に
、

妊
娠
中
お
よ

び
授
乳
中
の

女
性
、
思
春

期
の
少
女
、

お
よ
び

5
歳

未
満

の
子
供
の
た

め
の
質
が
高

く
費
用
効
果

の
高
い
栄
養

サ
ー
ビ
ス
の

利
用
を
増
や

す
。

5
)ナ

イ
ジ

ェ
リ
ア
は
、

連
邦
保
健
省

に
栄
養
の
た

め
の
予
算
ラ

イ
ン
を
作
成

し
た
。

 2
0

1
7
年
以

来
、
重
度
の

急
性
栄
養
失

調
の
治
療
の

た
め
に

す
ぐ

に
使
え
る
治

療
用
食
品

R
ea

d
y-

to
-U

se
 T

h
er

a
p

eu
ti

c 
F

oo
d
（

R
U

T
F
）
の
調
達
に

合
計

5
0

0
万

米
ド
ル
を
約

束
し
、
こ
の

コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト

を
2

0
2

3
年
ま
で
維

持
す
る
。

9
F

H
I 

S
ol

u
ti

on
s

D
r.

 N
a

d
ra

 F
ra

n
k

li
n

M
a

n
a

gi
n

g 
D

ir
ec

to
r

我
々

の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
は

3
3

0
0
万

ド
ル
の
資
金

的
な
約
束
、

政
策
変
革
の

た
め
の
活
動

を
し
て
世
界

レ
ベ
ル
で
、

国
レ
ベ
ル
で

も
貧
血
、
母

乳
育

児
、
発
育
阻

害
、
消
耗
症

を
改
善
す
る

目
標
を
達
成

す
る
こ
と
。

1
0

0
0

D
a

ys
や

A
li

ve
 &

 T
h

ri
ve

 a
n

d
 I

n
ta

k
e等

、
こ
う
し
た
努

力
は
エ

ビ
デ

ン
ス
ベ
ー
ス

の
規
模
拡
大

が
可
能
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
に
な
る
。

こ
う
し
た
努

力
は
保
健

シ
ス
テ
ム
の

6
つ
の
柱

に
沿
っ
て
い

る
。
具
体
的

に
は

バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
ブ
ル

キ
ナ
フ
ァ
ソ

、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
コ
ー
ド

ジ
ボ
ワ
ー
ル

ワ
ー
ル
、

エ
チ
オ
ピ
ア

、
イ
ン
ド
、

イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、

ジ
ョ

ー
ダ
ン
、
ケ

ニ
ア
、
ヨ
ル

ダ
ン
、
ラ
オ

ス
、
マ
ダ
ガ

ス
カ
ル
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
、

ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
、
ニ
ジ

ェ
ー
ル
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド

、
フ
ィ

リ
ピ

ン
、
ベ
ト
ナ

ム
、
ザ
ン
ビ

ア
、
ア
メ
リ

カ
等
で
全
て

の
子
ど
も
と

女
性
が
良
質

な
栄
養
に

ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
、

こ
れ
は
生
存

の
た
め

だ
け

で
な
く
繁
栄

す
る
た
め
に

活
動
し
て
い

る
。
ブ
ル
キ

ナ
フ
ァ
ソ
で

は
、
保
健
省

と
家
族
栄

養
省
と
協
力

し
て
新
生
児

の
早
期
に
お

け
る
栄

養
確

保
を
支
援
し

て
い
る
。
重

要
な
の
は
、

h
ea

lt
h

 w
or

k
fo

rc
eが

母
乳
育

児
と
新
生
児

の
栄
養
を
サ

ポ
ー
ト
す
る

た
め
に
不
可

欠
な
知
識
と

ス

キ
ル

を
持
つ
こ
と

。
2

6
0
人
の

ヘ
ル
ス
ワ
ー

カ
ー
が
妊
産

婦
ケ
ア
、
新

生
児
ケ
ア
に

当
た
っ
て
い

る
。
エ
ビ
デ

ン
ス
ベ
ー
ス

の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ

か
ら

教
訓
を
引
き

出
し
、
各
国

政
府
、
地
元

の
市
民
社
会

の
リ
ー
ダ
ー

と
協
力
し
な

が
ら
栄
養

の
行
動
と
サ

ー
ビ
ス
が
手

頃
な
価
格
で

全
て
の

シ
ス

テ
ム
の
中
で

手
に
入
る
も

の
に
す
る
た

め
の
活
動
を

し
て
い
る
。
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S
9 

T
ab

le
. 2

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
1（

栄
養

と
UH

C）
(4

)
N

o.
国
・

団
体

・
企

業
名

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ

内
容

D
r.

 N
a

d
ra

 F
ra

n
k

li
n
：

日
本

政
府
の

皆
様

に
感

謝
を

申
し

上
げ
る

。
全

て
の

生
命

が
平

等
の

価
値
が

あ
る

こ
と

を
信

じ
る

の
で
あ

れ
ば

、
栄

養
を

世
界

、
国

、
地

域
の

ト
ッ

プ
プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ
と

す
る

べ
き
。

そ
の

た
め

こ
の

サ
ミ

ッ
ト

は
非
常

に
重

要
で

あ
る

。
こ

の
理
念

を
実

践
し

て
い

く
た

め
に

は
、

栄
養

を
直

接
保
健

シ
ス

テ
ム

に
全

て
の

ス
テ
ッ

プ
で

盛
り

込
む

必
要

が
あ

る
。
全

て
の

シ
ス

テ
ム

の
基

盤
は
人

々
の

免
疫

シ
ス

テ
ム

の
強

化
に

か
か

っ
て

い
る
た

め
。

健
康

は
最

初
か

ら
守
れ

る
も

の
で

は
な

い
。

ま
ず

疾
病
を

治
し

、
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
を
防

ぐ
こ

と
。

そ
う

す
る

こ
と

で
よ

り
良

い
健

康
を
生

み
出

す
。

そ
の

た
め

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

す
る

と
い

う
選

択
を
し

た
の

で
あ

れ
ば

今
後

実
践
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

我
々

の
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン

ト
は

、
2

0
3

0
年
ま

で
に

少
な

く
と

も
4

4
0
万
件

の
発

育
不

良
を
防

ぎ
、

少
な

く
と

も
6

0
0

0
件
人

の

貧
血

を
防

ぎ
、

年
間

少
な

く
と

も
1
億

5
0

0
0
万

の
子

ど
も
た

ち
が

２
回

ビ
タ

ミ
ン

A
の
投

与
を

受
け

る
よ

う
に

し
、
ビ

タ
ミ

ン
A
カ
プ

セ
ル
の

世

界
的

な
供

給
を

提
供

お
よ

び
調

整
す
る

。
栄

養
サ

ミ
ッ

ト
の

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
実

践
し

て
い

く
た
め

に
は

各
国

の
パ

ー
ト

ナ
ー
の

存
在

が
重

要
。

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
に

対
し

て
し
っ

か
り

と
資

金
を

当
て

る
こ
と

が
重

要
。

世
界

銀
行

、
ア

ジ
ア
開

発
銀

行
等

様
々

な
開

発
銀
行

や
ド

ナ
ー

は
全

面
的

に
栄

養
ス

マ
ー

ト
ポ

ー
ト
フ

ォ
リ

オ
を

持
つ

べ
き

。
人
類

の
発

展
の

た
め

に
栄

養
の

改
善
は

必
要

。
我

々
は

誰
も

取
り
残

さ
な

い
よ

り
良

い
世

界
を

目
指

す
た

め
に

ま
ず
は

栄
養

改
善

か
ら

始
め

た
い
。

M
od

er
a

to
r：

F
H

Iソ
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン

で
は

新
し

い
フ

ォ
ー
カ

ス
を

来
年

か
ら

始
め

る
。

女
性
の

た
め

の
栄

養
、

フ
ォ

ー
カ
ス

は
妊

産
婦

の
栄

養

と
ど

の
よ

う
に

異
な

る
の

か
。

D
r.

 N
a

d
ra

 F
ra

n
k

li
n
：

異
な

る
視
点

を
女

性
に

関
し

て
は

持
た
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

つ
ま

り
女
性

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

全
体
を

な
く

て
は

な
ら

な
い

と
考

え
て

い
る

。
そ

れ
に
は

エ
ビ

デ
ン

ス
が

あ
る

。
妊
娠

し
て

い
な

い
と

き
、

授
乳

し
て
い

な
い

と
き

の
女

性
も

含
め
て

考
え

て
い

か
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

栄
養

や
医
療

へ
の

ア
ク

セ
ス

は
根

本
的
な

人
権

で
あ

る
。

少
女

や
女

性
は
少

年
や

男
性

よ
り

も
栄

養
不
良

に
苦

し
む

率
が

2
倍
高

く
、

社
会

的
文
化

的
理

由
が

あ
る

。
女

性
た

ち
は
こ

の
権

利
を

主
張

す
る

こ
と
が

必
要

。
自

分
た

ち
の

た
め

だ
け
で

は
な

く
、

家
族

や
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

よ
り

良
い

福
利
の

た
め

に
重

要
。

成
長

の
た
め

の
栄

養
サ

ミ
ッ

ト
で

は
女

性
を
全

体
と

し
て

み
る

こ
と

が
必
要

。

M
od

er
a

to
r：

栄
養
に

対
し

て
機

会
を
と

ら
え

損
な

っ
て

は
な

ら
な
い

と
言

っ
た

が
、

そ
れ

は
ど

の
よ
う

な
意

味
か

。
ま

た
U

H
C
に
つ

い
て
お

伝
え

願
う

。
M

r.
 J

oe
l 

S
p

ic
er
：
我

々
の
活

動
は

ま
ず

資
金

の
準

備
で
し

っ
か

り
と

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

す
る
方

々
を

定
め

る
こ

と
。

こ
の
栄

養
不

良
か

ら
の

シ

フ
ト

を
遂

げ
て

い
く

た
め

に
は

、
意
味

の
あ

る
形

で
、

栄
養

を
切
り

口
に

し
て

生
活

の
改

善
を

し
て
い

く
。

例
え

ば
ワ

ク
チ

ン
の
摂

取
の

機
会

が
あ

れ
ば

、
そ

の
機

会
を

使
っ

て
子
ど

も
た

ち
に

ビ
タ

ミ
ン

A
を
配

布
す

る
こ

と
、

栄
養

不
良
の

子
ど

も
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン
グ

を
組

み
合

わ
せ

て

い
る

。
食

品
を

配
る

場
合

に
は

、
栄
養

を
強

化
し

た
食

品
を

配
る
。

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
も

行
い

、
ど
の

程
度

重
度

な
栄

養
不

良
が
発

生
し

て
い

る
家

庭
と

同
時

に
調

査
す

る
。

教
育
も

同
様

。
教

育
に

投
資

を
す
る

と
い

う
こ

と
、

子
ど

も
た

ち
の
将

来
に

投
資

を
す

る
こ

と
は
同

様
。

こ
の

栄
養

不
良

に
関

し
て

は
改

善
は

し
っ
か

り
と

遂
げ

る
こ

と
が

で
き
る

し
、

栄
養

改
善

の
暁

に
は

U
H

C
に
移

行
し

て
い

く
た

め
の

道
筋

を
つ
け

て

い
く

こ
と

が
重

要
。

1
1

S
ta

n
d

in
g 

T
og

et
h

er
 

fo
r 

N
u

tr
it

io
n

（
S

T
fN

）

D
r.

 S
a

sk
ia

 O
se

n
d

a
rp

E
xe

cu
ti

ve
 D

ir
ec

to
r 

of
 

M
ic

ro
n

u
tr

ie
n

t 
F

or
u

m
 a

n
d

 S
T

4
N

 
co

-c
on

ve
n

or

コ
ロ

ナ
禍

は
非

常
に

ひ
ど

い
状

況
で
あ

り
、

栄
養

に
お

い
て

ダ
ブ
ル

の
影

響
が

起
き

て
い

る
。

栄
養
サ

ー
ビ

ス
が

コ
ロ

ナ
の

影
響
を

受
け

て
い

て
、

食
品

シ
ス

テ
ム

に
お

い
て

栄
養
の

あ
る

食
品

が
届

け
ら

れ
な
い

状
況

に
な

っ
て

い
る

。
S

T
4

N
と

し
て

は
世

界
の

栄
養
と

食
品

の
エ

キ
ス

パ
ー

ト
が

集
ま

っ
て

微
量

栄
養

素
等
の

提
供

を
栄

養
不

良
の

子
ど
も

た
ち

へ
届

け
る

活
動

を
し

て
い
る

。
2

0
2

1
年
以

降
、

1
3

6
0
万
人

の
消

耗
症

の
子

ど
も

た
ち

、
発

育
阻

害
の

子
ど
も

た
ち

、
4

8
0
万

人
の
妊

婦
の

貧
血

が
増

加
し

て
お

り
、
毎

日
2

5
0
人

以
上

の
子
ど

も
た

ち
が

栄
養

不
良

で

命
を

落
と

し
て

い
る

。
追

加
の

4
4

0
億

ド
ル

と
い

う
経

済
的
損

失
が

人
命

の
損

失
に

よ
っ

て
生
ん

で
い

る
。

こ
の

栄
養

不
良
の

デ
ー

タ
を

み
る

と

そ
の

背
景

に
あ

る
の

は
食

品
の

安
全
保

障
が

満
た

さ
れ

な
い

と
い
う

こ
と

。
U

N
IC

E
F
は

全
体

の
3

0
%
が

2
0

2
0
年

に
比

べ
る
と

栄
養

サ
ー

ビ
ス

が
損

な
わ

れ
て

い
る

と
報

告
し

て
い
る

。
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
の

間
、
デ

ル
タ

株
が

今
年

発
生

し
、

栄
養
、

食
品

サ
ー

ビ
ス

に
影

響
が
出

た
。

今
後

最
も

脆
弱

な
女

性
や

子
ど

も
た

ち
、
出

産
後

の
ケ

ア
、

ワ
ク

チ
ン
の

ケ
ア

を
通

じ
て

サ
ポ

ー
ト

し
て
い

き
た

い
。

カ
ナ

ダ
政

府
の
支

援
を

受
け

て
S

T
4

N
と
し

て
微

量
栄

養
素
の

提
供

に
関

し
て

政
策

に
沿
っ

た
活

動
を

通
じ

て
女

性
の

栄
養
強

化
を

行
っ

て
い

く
。

我
々
が

提
供

す
る

微
量

栄

養
素

フ
ォ

ー
ラ

ム
は

共
同

の
ア

ク
シ
ョ

ン
と

し
て

5
4
カ
国

の
組

織
を
代

表
す

る
参

画
を

得
て

い
る
。

1
2

In
te

rn
a

ti
on

a
l 

F
ed

er
a

ti
on

 o
f 

M
ed

ic
a

l 
S

tu
d

en
ts

’ 
A

ss
oc

ia
ti

on
s

M
r.

 M
oh

a
m

ed
 E

is
sa

L
ia

is
on

 O
ff

ic
er

 f
or

 P
u

b
li

c 
H

ea
lt

h
 

Is
su

es

1
3

0
万
人

の
医

学
生

が
国

際
医
学

生
協

会
連

盟
に

参
加

し
て
い

る
。

多
く

の
国

々
に

よ
っ

て
栄
養

が
重

要
で

あ
る

と
述

べ
ら
れ

た
。

計
画

だ
け

で

な
く

、
行

動
が

必
要

で
あ

り
、

指
標
を

評
価

す
る

こ
と

が
必

要
だ
と

。
U

H
C
を
達

成
す

る
た

め
に

は
こ
う

し
た

こ
と

が
必

要
。

栄
養

に
関
す

る

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
に

お
い

て
は
全

て
の

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー
が

協
働

し
、

将
来

の
医

療
従

事
者
が

必
要

な
知

識
、

ス
キ

ル
、
能

力
を

身
に

つ
け

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
必
要

。
そ

の
た

め
に

は
立

法
や
規

制
が

必
要

。
試

験
メ

カ
ニ

ズ
ム
、

予
算

編
成

、
そ

れ
に

よ
っ
て

医
療

従
事

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
に
す

る
こ

と
が

必
要

。
特

に
医
療

が
ひ

っ
迫

し
て

い
る

状
況

の
ニ
ー

ズ
に

応
え

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

良
質

な
栄

養
を

全
て

の
人

が
ア

ク
セ

ス
で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
必
要

。
あ

ら
ゆ

る
形

態
の

栄
養

不
良
に

取
り

組
む

た
め

に
は

、
医
療

が
必

要
。

そ
れ

に
よ

っ
て

人
々

の
全

体
的

な
健
康

を
増

進
さ

せ
る

こ
と

が
重
要

。
こ

う
し

た
研

究
を

さ
ら

に
支
援

し
て

、
エ

ビ
デ

ン
ス

を
生
み

出
す

こ
と

も
必

要
。

ロ
ー

カ
ル

、
国

内
、

国
際
で

医
療

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し
て

い
く

こ
と

が
必

要
だ

が
、

U
H

C
を
将

来
の

世
代

で
達

成
す

る
た

め
に
は

、

栄
養

を
主

要
な

要
因

で
あ

る
と

認
識
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
栄

養
が

全
て

の
人

の
人

権
で
あ

り
、

決
し

て
贅

沢
品

で
は
な

い
こ

と
を

認
識

す
る

必
要

が
あ

る
。

1
0

N
u

tr
it

io
n

 
In

te
rn

a
ti

on
a

l
M

r.
 J

oe
l 

S
p

ic
er

P
re

si
d

en
t 

a
n

d
 C

E
O
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⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
1コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

紹
介

(1
)

N
o.

国
・
団
体

・
企
業

名
氏

名
役
職

ス
ピ
ー
チ
内

容

1
ガ
ン
ビ

ア
共
和

国
D

r.
 A

m
at

 B
ah

E
xe

cu
ti

ve
 D

ir
ec

to
r 

of
 N

at
io

na
l 

N
ut

ri
ti

on
 A

ge
nc

y 
on

 N
ut

ri
ti

on

ガ
ン
ビ
ア

は
イ
ン

パ
ク
ト
に

つ
い
て

3つ
の
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン

ト
、
政
策

、
プ
ロ

グ
ラ
ム
立

案
、
資
金

に
関
し
て

そ
れ
ぞ

れ
の

1つ
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
、
合
計

6つ
の
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を

掲
げ
て
い

る
。
イ
ン

パ
ク
ト
に

関
し
て

は
以
下
の

通
り
。

1)
5歳

未
満
の
子
ど

も
の
発
育

阻
害
の

割
合
を

20
20

年
17

.5
%
か
ら

20
30

年
に

は
10

%
に

減
ら
す
。

2)
母
乳
育
児

を
20

20
年

54
%

 か
ら

20
30

年
に
は

70
%
に
増
や

す
。

3)
生
殖
可
能

な
女
性

に
お
け
る

貧
血
を

20
20

年
44

.3
%
か

ら
20

30
に
は

30
%
に
減

ら
す
。

政
策
に
関

し
て
は

栄
養
を
主

流
と
す
る

セ
ク
タ
ー

政
策
の

数
を

20
21

年
の

5か
ら

20
30

年
に

は
10

に
増
や
す
。

プ
ロ
グ
ラ

ム
立
案

に
関
し
て

は
微

量
栄
養
素

欠
乏
管

理
を
拡
大

す
る
。
資

金
に
関
し

て
は
栄

養
の
国
家

予
算
を

20
21

年
の

5億
ド
ル
か
ら

20
30

年
に

は
8億

ド
ル
に
増
や

す
。

2
グ
ア
テ

マ
ラ
共

和
国

M
r.

 C
es

ar
 V

in
ic

io
 

A
rr

ea
ga

 M
or

al
es

D
ep

ut
y 

M
in

is
te

r 
of

 F
oo

d 
S

ec
ur

it
y 

an
d 

N
ut

ri
ti

on

我
が
政
府

は
こ
の

サ
ミ
ッ
ト

で
、

S
D

G
sを

達
成
す
る
た

め
に
す
べ

て
の
政

府
の
努
力

を
明
確
に

す
る
貴
重

で
重
要

な
機
会
と

認
識
し
て

い
る
。
同

様
に
、
私

た
ち
は

こ
の
対
話

の
場
を
、

食
料
安
全

保
障
や

国
民
の
健

康
を
脅
か

す
栄
養
失

調
を
終
わ

ら
せ
る

行
動
と
戦

略
と
見
な

し
て
い
る

。
政
府

は
、
健
康

的
な
食

品
と
栄
養

を
保
証
す

る
た
め
の

い
く
つ

か
の
戦
略

を
立
て
て

、
推
進
し

て
い
る
。

我
々
の

戦
略
の
一

つ
は

G
re

at
 N

at
io

na
l 

C
ru

sa
de

 fo
r 

N
ut

ri
ti

on
。

こ
の
戦
略

は
、
食

料
生
産
を

優
先
す
る

こ
と
に
加

え
て
、
農

村
地
域

の
脆
弱
な

世
帯
が
健

康
な
家
庭

を
持
ち
、

食
料
農

業
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス

を
実
施
す

る
能
力
を

身
に
つ
け

、
よ
り

良
い
栄
養

状
態
を
得

ら
れ
る
よ

う
に
す
る

も
の
。

同
時
に
、

C
om

pr
eh

en
si

ve
 R

ur
al

 
D

ev
el

op
m

en
t 

P
ol

ic
y（

包
括
的
農
村

開
発
政

策
）
は
、

食
品
の
生

産
だ
け
で

な
く
、
余

剰
分
の

販
売
を
し

て
福
利
向

上
を
図
っ

て
い
る
。

こ
れ

は
、
威
厳

の
あ
る

生
活
を
送

る
こ
と
を

目
的
と
し

た
、
こ

れ
に
よ
り

首
尾
一
貫

し
た
、
達

成
可
能
な

、
特
に

人
間
と
し

て
尊
厳
の

あ
る
生
活

が
で
き

る
。
こ
れ

ら
全
て

は
明
確
な

目
的
が
あ

る
。
健
康

、
栄
養

、
地
域
組

織
の
発
展

を
適
切
に

促
進
し
、

国
の
食

料
と
栄
養

の
安
全
保

障
シ
ス
テ

ム
を
強

化
す
る
こ

と
。

3
レ
ソ
ト
王
国

H
on

. M
r.

 L
ik

op
o 

M
ah

as
e

M
in

is
te

r 
in

 t
he

 P
ri

m
e 

M
in

is
te

r’s
O

ff
ic

e

こ
の
重
要

な
サ
ミ

ッ
ト
に
お

い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
国

に
お
け

る
あ
ら
ゆ

る
形
態
の

栄
養
不
良

と
戦
う
た

め
の
コ

ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
に
つ

い
て
講
演

で
き
る

こ
と
を
光

栄
に
思

う
。
我
々

政
府
は
以

下
の
よ
う

な
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン

ト
を
し
て

い
る
。

U
H

C
に
お
い

て
、
地
域

社
会
の
栄

養
保
健

サ
ー
ビ
ス

の
強

化
に
重
点

的
に
取

り
組
ん
で

い
る
。
こ

れ
に
は
子

ど
も
の

生
後

10
00

日
の

サ
ー
ビ

ス
提
供
拡

大
、
生
後

1時
間

以
内
の
母

乳
育
児
の

推
進
、
少

な
く

と
も
生
後

6ヶ
月
の

包
括
的

な
母
乳
育

児
が
含
ま

れ
て
い
る

。
フ
ー
ド

シ
ス
テ

ム
の
変
革

に
つ
い
て

、
家
庭
の

食
料
安

全
保
障
、

食
生
活
の

多
様
性

の
強
化
に

注
力
し

て
い
る
。

こ
れ
に
は

気
候
変
動

に
配
慮

し
た
農
業

の
普
及
促

進
、
実
行

可
能
な
生

計
手
段

の
促
進
、

地
域
レ
ベ

ル
の
小
規

模
生
産

者
、
特
に

女
性
の

向
上
の
た

め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

が
含
ま

れ
る
。
シ

ョ
ッ
ク
か

ら
の
回
復

力
、
強
靭

性
を
高

め
る
た
め

に
、
脆
弱

な
状
況
に

あ
る
国

民
へ
の
シ

ョ
ッ
ク

の
影
響
を

軽
減
さ
せ

る
た
め
の

政
策
オ

プ
シ
ョ
ン

の
開
発
に

注
力
す
る

。
こ
れ
に

は
社
会

的
保
護
の

セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト

に
栄
養

を
一
貫
し

て
組
み

込
む
こ
と

、
低
レ
ベ

ル
の
教
育

シ
ス
テ

ム
に
栄
養

に
配
慮
し

た
ラ
イ
フ

ス
キ
ル
を

し
っ
か

り
導
入
す

る
こ
と
が

含
ま
れ
る

。
成
長

の
た
め
の

栄
養
へ

の
取
り
組

み
を
全
面

的
に
支
持

す
る
。

我
々
が
生

き
て
い
る

間
に
飢
餓

と
栄
養
失

調
の
な

く
す
と
い

う
共
通
の

目
的
が
成

功
す
る

こ
と
を
祈

っ
て
い

る
。

4
マ
ラ
ウ

イ
共
和

国
H

on
. K

hu
m

bi
ze

 K
an

do
do

 
C

hi
po

nd
a

M
P

, M
in

is
te

r 
of

 H
ea

lt
h

20
26

年
ま
で

に
あ
ら
ゆ

る
形
態
の

栄
養
不

良
を

30
%
削
減
す
る

こ
と
を
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
す

る
。
こ
れ

を
達
成
す

る
た
め
に

政
府
は

以
下
の
こ

と

を
約
束
す

る
。
政

治
的
、
政

策
的
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン

ト
で
は

20
22

年
12

月
31

日
ま
で
に

S
U

N
3.

0、
20

63
ア
ジ
ェ
ン

ダ
等
の

国
家
的
、

世
界
的
な

ア

ジ
ェ
ン
ダ

に
合
わ

せ
て
マ
ル

チ
セ
ク
タ

ー
的
な
栄

養
政
策

と
中
核
的

戦
略
計
画

を
見
直
す

こ
と
を
約

束
す
る

。
ま
た
、

20
22

年
12

月
ま
で

に
栄
養

プ
ロ
グ
ラ

ム
や
関

連
す
る
コ

ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
の
実

施
状
況

を
追
跡
す

る
た
め
に

栄
養
モ
ニ

タ
リ
ン
グ

評
価
の

枠
組
み
を

見
直
す
こ

と
を
コ
ミ

ッ
ト
す

る
。
栄
養

が
我
が

国
の
国
家

政
策
の
開

発
ア
ジ
ェ

ン
ダ
に

お
け
る
重

要
な
優
先

分
野
と
し

て
引
き
続

き
位
置

付
け
て
い

く
こ
と
に

コ
ミ
ッ
ト

す
る
。

20
22

年
12

月
ま
で

に
食
料
栄

養
法
案

を
法
制
化

し
、
施
行

す
る
こ
と

に
コ
ミ
ッ

ト
す
る

。
我
々
の

財
務
に
関

す
る
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
は
以

下
の
通

り
で
あ
る

。
栄
養

に
関
す
る

予
算
枠
を

設
け
て
地

区
予
算

の
少
な
く

と
も

5%
を
栄

養
に
配

分
す
る
。

5%
の
地
区

栄
養
予
算

の
う
ち
少

な
く
と
も

10
%
を
栄

養
情
報

シ
ス
テ
ム

に
割
り
当

て
る
。
ま

た
、

20
23

年
ま
で
に
マ

ル
チ
セ

ク
タ
ー
の

栄
養
地
域

資
源
動
員

戦
略
を
策

定
す
る

こ
と
に
コ

ミ
ッ
ト
す

る
。
栄

養
投
資
の

た
め
の
官

民
パ
ー
ト

ナ
ー
シ

ッ
プ
を
強

化
す
る
こ

と
に
コ
ミ

ッ
ト
す
る

。
提
供

と
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
関

す
る
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
と
し

て
地
域

社
会
の
栄

nu
tr

it
io

n 
fr

on
t 

li
ne

 w
or

ke
rs
の
配
置

を
通
じ

て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ベ

ー
ス
の
栄

養
サ
ー

ビ
ス
を
提

供
す
る
た

め
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
レ
ベ

ル
の
体
制

を
強
化
す

る
こ
と
に

コ
ミ
ッ

ト
す
る
。

20
26

年
ま
で

に
投
資
さ

れ
た
医
療

に
沿
っ
た

質
の
高
い

栄
養
、

食
事
、
治

療

サ
ー
ビ
ス

を
提
供

す
る
た
め

に
、
医
療

シ
ス
テ
ム

の
能
力

を
強
化
す

る
こ
と
に

コ
ミ
ッ
ト

す
る
。
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S
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 T
ab

le
. 2

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
1コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

紹
介

(2
)

N
o.

国
・
団
体

・
企
業
名

氏
名

役
職

ス
ピ
ー
チ

内
容

5
セ
ネ

ガ
ル
共

和
国

M
r. 

Ab
do

u 
La

tif
 

Co
ul

ib
al

y

Se
cr

et
ar

y-
Ge

ne
ra

l o
f t

he
 

Go
ve

rn
m

en
t, 

Ge
ne

ra
l S

ec
re

ta
ria

t 
of

 th
e G

ov
er

nm
en

t

国
を

代
表
し
て

本
サ
ミ

ッ
ト
で

発
言
す

る
機
会
を

い
た
だ

き
光
栄

に
思
う
。

20
30

年
ま
で

に
発
育
阻

害
率
を

10
%
未

満
に
低

減
さ
せ
る

。
PS

M
N

の
省

庁
の
栄
養

部
門
行

動
計
画

の
全
額

を
年
間

40
0億

FC
FA

ま
で
確
保

し
、
そ
の

15
％
は

20
22

年
か
ら

20
30

年
ま
で
の

革
新
的

な
資
金
調

達
に

よ
る

も
の
と
な

る
。

CN
DH

を
定

着
さ
せ
、

す
べ
て

の
レ
ベ

ル
で
マ
ル

チ
セ
ク

タ
ー
お

よ
び
マ

ル
チ
ア
ク

タ
ー
の

ガ
バ
ナ

ン
ス
を
強

化
す
る

。
食

品
環

境
の
規
制

メ
カ
ニ

ズ
ム
を

強
化
す

る
（
認
証

、
生
産

、
加
工

、
販
売
、

マ
ー
ケ

テ
ィ
ン

グ
）
。

5歳
未
満

の
子
ど

も
に
対

す
る
栄
養

介
入
の

カ

バ
ー

率
を

90
％
、

思
春
期

に
対
す

る
カ
バ
ー

率
を

50
％

に
拡
大

す
る
。
ご

理
解
い

た
だ
い

た
よ
う
に

セ
ネ
ガ

ル
は
新

た
な
コ

ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を

打

ち
出

し
た
。
こ

れ
ら
に

コ
ミ
ッ

ト
す
る

こ
と
は
あ

る
意
味

国
の
目

標
達
成
に

必
要
な

こ
と
で

も
あ
る
。

な
ぜ
な

ら
ば
国

の
発
展

に
も
つ
な

が
る
た

め
。

人
の
成
長

が
経
済

成
長
に

繋
が
る

。
人
の
成

長
は
基

本
的
に

栄
養
に
依

存
し
て

い
る
。

だ
か
ら
こ

そ
セ
ネ

ガ
ル
の

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト

は
力
強

い

も
の

と
言
え
る

。
ま
た

、
我
が

国
の
経

済
社
会
開

発
進
行

計
画
と

完
全
に
一

致
し
て

い
る
。

6
シ
エ

ラ
レ
オ

ネ
共
和

国
Dr

. A
us

tin
 D

em
by

M
in

is
te

r o
f H

ea
lth

 a
nd

 
Sa

ni
ta

tio
n

こ
の

よ
う
な
機

会
を
い

た
だ
き

感
謝
を

申
し
上
げ

る
。
あ

ら
ゆ
る

形
態
の
栄

養
不
良

と
戦
う

た
め
の
政

府
の
強

い
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
を
共

有
で
き

る

こ
と

を
光
栄
に

思
う
。

過
去
数

年
間
に

あ
た
り
、

政
府
と

開
発
パ

ー
ト
ナ
ー

た
ち
は

質
の
高

い
エ
ビ
デ

ン
ス
に

基
づ
い

て
国
内

の
栄
養
不

良
の
主

な

原
因

を
特
定
し

て
き
た

。
こ
れ

を
受
け

て
、
国
内

の
様
々

な
形
態

の
栄
養
不

良
に
対

処
す
る

た
め
に
多

く
の
投

資
が
行

わ
れ
た

。
し
か
し

、
特
に

5
歳
未

満
の
子
ど

も
の
栄

養
不
良

が
一
貫

し
て
減
少

す
る
と

い
う
成

果
が
得
ら

れ
た
一

方
で
、

い
く
つ
か

の
セ
ク

タ
ー
に

ま
た
が

っ
て
発
育

阻
害
が

続

い
て

い
る
。
こ

れ
は
公

衆
衛
生

上
の
非

常
に
大
き

な
問
題

で
あ
る

。
栄
養
不

良
の
問

題
に
対

処
す
る
た

め
、

SU
N
国

家
食
料

栄
養
安
全

保
障
委

員

会
を

通
じ
て
、

栄
養
不

良
と
の

戦
い
を

支
援
す
る

た
め

10
の

優
先
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
を

特
定
し

た
。
そ
の

う
ち

3つ
は

以
下
の
通

り
。

1)
20

25
年

12
月

ま
で
に

5歳
未

満
の
発

育
不
良
の

子
ど
も

た
ち
の

割
合
を

20
19

年
の

29
.5

%
か

ら
25

%
に
減
少
さ

せ
る
。

2)
20

25
年

12
月

ま
で
に
生

後
６
ヶ

月
未
満

の
乳
児

の
完
全
母

乳
育
児

率
を

20
19

年
の

54
%
か
ら

70
%
に
引
き

上
げ
る

。

3)
20

22
年

12
月

※
ま
で
に

財
務
省

に
よ
る

M
oH

S下
で

の
食
品

栄
養
局

に
栄
養
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
た

め
の
特
定

の
予
算

枠
が
設

け
ら
れ
る

。

※
An

ne
x: 

Co
m

m
itm

en
ts

 の
資

料
で
は

20
25

年
ま
で

と
記
載
さ

れ
て
い

る
が
ス

ピ
ー
チ
で

は
20

22
年
と

さ
れ
て

い
た

86



S
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 T
ab

le
. 2

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
2（

健
康
的
な
食
の
た
め
の
食
料
シ
ス
テ
ム
の
変
革
）

(1
)

N
o.

国
・

団
体

・
企

業
名

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ

内
容

1
国

連
食
料

シ
ス

テ
ム

サ
ミ

ッ
ト

第
4
ト

ラ
ッ

ク

M
s.

 C
h

ri
st

in
e 

C
a

m
p

ea
u

G
lo

b
a

l 
A

d
vo

ca
cy

 D
ir

ec
to

r,
 F

oo
d

 
S

ys
te

m
s,

 C
A

R
E

 ; 
a

n
d

 C
h

a
ir

 o
f 

A
ct

io
n

 T
ra

ck
 4

: A
d

va
n

ce
 

E
q

u
it

a
b

le
 L

iv
el

ih
oo

d
s

本
日
は

お
集

ま
り

い
た

だ
き

感
謝

を
申

し
上

げ
る

。
C

A
R

E
は

国
連
食

料
シ

ス
テ

ム
サ

ミ
ッ

ト
で

ア
ク

シ
ョ

ン
ト

ラ
ッ

ク
4
の

議
長

を
務

め
た

。

フ
ー
ド

シ
ス

テ
ム

の
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
繋

げ
る

た
め

に
多

く
の

方
々

と
協

力
し

て
き

た
。

2
0

2
1
年

9
月

に
国
連

事
務

総
長

が
主

催
し

た
国

連
食

料

シ
ス
テ

ム
サ

ミ
ッ

ト
は

1
8
ヶ
月

に
わ

た
る

プ
ロ

セ
ス

の
集

大
成

だ
っ

た
。

フ
ー

ド
シ

ス
テ

ム
が

栄
養

価
の

高
い

食
生

活
を

送
る

た
め

の
新

し
い

方

法
を
デ

ザ
イ

ン
す

る
た

め
の

1
8
ヶ

月
の

プ
ロ
セ

ス
の

集
大

成
。

公
平

で
弾

力
性

が
あ

り
、

環
境

的
に

持
続

可
能

な
方

法
で

栄
養

価
の

高
い

食
生

活

を
実
現

す
る

た
め

に
新

し
い

方
法

を
デ

ザ
イ

ン
す

る
た

め
の

1
年
半

の
プ

ロ
セ

ス
。

一
つ

の
政

策
だ

け
で

は
な

く
、

食
料

シ
ス

テ
ム

に
関

し
て

様
々

な
ト
レ

ー
ド

オ
フ

や
効

果
の

最
大

化
に

つ
い

て
お

話
を

し
た

。
例

え
ば

米
国

に
お

け
る

栄
養

サ
ミ

ッ
ト

に
関

し
て

は
働

く
方

々
の

栄
養

に
つ

い
て

大
き

く
取

り
上

げ
た

。
健

康
な

食
生

活
は

社
会

の
大

き
な

成
長

を
生

む
も

の
。

2
0

2
1
年
の

国
連

の
食

品
シ

ス
テ

ム
に

関
し

て
は

、
そ

の
成

果
が

C
O

O
P

2
6
で

も
活

か
さ

れ
た

。
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
に

よ
っ

て
生

じ
た

変
化

を
今

後
食

品
シ

ス
テ

ム
に

い
か

に
反

映
し

て
い

く
か

が
重

要
。

我
々

は
4
つ

の
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

す
る

。
2

0
3

0
年

ま
で

に
1

5
0

0
万

人
が

健
康
的

な
食

事
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
5
歳

未
満

の
3

0
0
万

人
の

子
ど

も

た
ち
を

発
育

阻
害

か
ら

救
う

。
女

性
が

自
身

の
栄

養
ニ

ー
ズ

を
満

た
す

た
め

の
サ

ポ
ー

ト
を

し
て

い
く

。
生

産
性

を
上

げ
る

こ
と

で
収

入
を

増
や

し

て
い
く

。
食

生
活

と
栄

養
の

パ
ッ

ケ
ー

ジ
を

通
じ

て
女

性
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
に

繋
げ

て
い

く
。

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

通
じ

て
我

々
の

特
色

を
活

か
し

て
、

特
に

若
い

人
々

、
こ

の
歴

史
の

次
の

章
を

書
い

て
も

ら
う

た
め

に
も

サ
ポ

ー
ト

を
し

て
い

き
た

い
。

2

ラ
テ

ン
ア

メ
リ

カ
・

カ
リ

ブ
地

域
先

住
民

族
開

発
基

金

F
IL

A
C

D
r.

 M
yr

n
a

 C
u

n
n

in
gh

a
m

P
re

si
d

en
t

D
r.

 M
yr

n
a

 C
u

n
n

in
gh

a
m
：
特

に
先

住
民

の
女

性
の

声
を

届
け

る
機

会
を

い
た

だ
き

感
謝

を
申

し
上

げ
る

。

4
億

7
0

0
0
万

人
以

上
の

人
々

が
世

界
の

9
0
カ

国
以

上
の

国
々

に
住

ん
で

い
る

。
そ

し
て

勿
論

ジ
ェ

ン
ダ

ー
格

差
、

リ
ソ

ー
ス

へ
の

ア
ク

セ
ス

格
差

が

非
常
に

広
が

っ
て

い
る

。
女

性
も

男
性

も
直

接
に

労
働

、
責

任
を

平
等

に
分

配
し

、
分

担
す

べ
き

で
あ

る
。

特
に

先
住

民
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

で
は

女

性
に
は

重
要

な
役

割
が

あ
る

。
近

年
F

IL
A

C
を
通

じ
て

先
住

民
の

女
性

の
様

々
な

組
織

と
食

品
に

関
す

る
取

り
組

ん
で

き
た

。
多

様
で

ロ
ー

カ
ル

な
レ
ベ

ル
で

の
知

識
が

今
消

滅
し

つ
つ

あ
る

が
、

そ
れ

を
回

復
し

、
ネ

イ
テ

ィ
ブ

な
先

住
民

の
多

様
な

知
識

を
復

活
さ

せ
る

重
要

な
役

割
を

女
性

が

果
た
し

て
い

る
。

例
え

ば
女

性
た

ち
は

連
携

す
る

こ
と

で
バ

ニ
ラ

の
加

工
に

関
し

て
多

様
性

を
回

復
さ

せ
よ

う
と

し
て

い
る

。
そ

れ
に

よ
っ

て
生

物

多
様
性

の
回

復
に

貢
献

が
み

ら
れ

て
い

る
。

母
や

祖
母

を
通

じ
て

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
代

々
受

け
継

が
れ

て
い

く
。

ペ
ル

ー
に

お
い

て
は

4
0
の
果

物

や
豆
類

、
そ

の
他

穀
物

等
の

作
物

に
お

け
る

女
性

の
知

見
が

大
き

な
会

議
で

取
り

上
げ

ら
れ

た
。

祖
母

た
ち

が
自

分
達

の
知

識
を

共
有

す
る

こ
と

で

再
び
自

分
た

ち
の

価
値

が
重

要
で

あ
る

、
大

事
な

存
在

で
あ

る
と

再
認

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
機

会
と

な
っ

た
。

こ
の

よ
う

に
先

住
民

の
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ
に

は
女

性
の

知
識

が
あ

り
、

非
常

に
重

要
。

先
住

民
の

女
性

は
パ

ワ
ー

を
持

っ
て

い
る

。
土

地
、

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

や
そ

の
他

資
源

へ
の

ア
ク

セ

ス
が
あ

れ
ば

パ
ワ

ー
を

発
揮

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

M
od

er
a

to
r：

伝
統

と
サ

ス
テ
イ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
の

つ
な

が
り

を
見

る
こ

と
は

と
て

も
重

要
。

そ
し

て
ジ

ェ
ン

ダ
ー

と
い

う
観

点
が

非
常

に
重

要
だ

と

い
う
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
い

く
つ

か
重

要
な

変
化

が
こ

の
フ

ー
ド

シ
ス

テ
ム

の
中

で
生

ま
れ

て
い

る
。

値
段

が
安

く
、

栄
養

の
高

い
食

品
へ

の
シ

フ

ト
が
進

ん
で

い
る

と
い

う
こ

と
だ

が
、

女
性

は
各

国
そ

れ
ぞ

れ
半

分
ほ

ど
の

人
口

だ
が

、
そ

の
中

で
阻

害
さ

れ
て

い
る

こ
と

も
あ

る
の

か
。

D
r.

 M
yr

n
a

 C
u

n
n

in
gh

a
m
：
ま

ず
土

地
と

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
確

保
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
先

住
民

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

人
々

が

入
手
で

き
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

格
差

の
解

消
の

た
め

に
必

要
。

そ
う

す
れ

ば
先

住
民

の
人

た
ち

、
貧

困
層

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

と
っ

て
資

本
へ

の

ア
ク
セ

ス
、

連
帯

へ
の

ア
ク

セ
ス

、
そ

し
て

融
資

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
開

か
れ

る
。

我
々

は
現

実
を

理
解

し
て

い
る

。
方

向
転

換
を

し
な

く
て

は
な

ら

な
い
こ

と
も

理
解

し
て

い
る

。
ロ

ー
カ

ル
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
テ

ク
ニ

カ
ル

な
専

門
的

な
技

術
的

ア
ド

バ
イ

ス
が

助
言

と
し

て
届

け
ら

れ
る

べ
き

。

食
料
の

生
産

の
背

景
に

実
際

に
何

が
あ

る
か

と
い

う
こ

と
も

正
し

く
理

解
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

や
安

全
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
も

整
備

さ
れ

る
べ

き
。

さ
ら

に
土

地
の

保
全

、
食

料
食

品
シ

ス
テ

ム
の

多
様

性
、

こ
れ

ら
が

非
常

に
重

要
だ

が
、

多
様

性
は

ロ
ー

カ
ル

な
先

住

民
の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が

も
と

も
と

持
っ

て
い

る
も

の
。

ま
た

、
女

性
が

官
民

の
様

々
な

組
織

に
参

画
を

さ
ら

に
し

て
い

か
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

今

回
の
栄

養
サ

ミ
ッ

ト
の

準
備

に
お

い
て

も
み

ら
れ

た
。

世
界

食
料

サ
ミ

ッ
ト

の
と

き
も

そ
う

で
あ

っ
た

が
、

様
々

な
世

代
の

先
住

民
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
の

女
性

た
ち

が
準

備
に

参
画

し
た

。
こ

の
よ

う
に

連
携

を
確

立
す

る
こ

と
が

栄
養

の
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
は

不
可

欠
。

先
住

民
の

ガ
バ

ナ
ン

ス
シ

ス
テ

ム
、

彼
ら

の
知

識
が

栄
養

不
良

の
解

決
の

た
め

に
不

可
欠

と
言

え
る

。

3
ニ
ジ
ェ
ー

ル
D

r.
 M

a
h

a
m

a
d

ou
 

A
b

ou
b

a
ca

r 
M

D

N
u

tr
it

io
n

 U
n

it
 C

oo
rd

in
a

to
r,

 
F

oo
d

sy
st

em
 D

ia
lo

gu
e 

N
a

ti
on

a
l 

C
on

ve
n

or
 A

ss
is

ta
n

t

全
て
の

パ
ー

ト
ナ

ー
の

方
、

日
本

政
府

、
こ

う
い

っ
た

機
会

を
い

た
だ

い
た

団
体

の
方

々
、

国
の

食
料

シ
ス

テ
ム

を
改

良
さ

せ
る

た
め

に
支

援
し

て

い
た
だ

い
て

い
る

皆
様

に
感

謝
を

申
し

上
げ

る
。

サ
ヘ

ル
地

方
に

直
面

し
て

い
る

冬
の

様
々

な
フ

ァ
ク

タ
ー

に
よ

る
厳

し
さ

が
あ

る
。

ニ
ジ

ェ
ー

ル

は
そ
の

よ
う

な
状

況
に

お
い

て
も

安
定

を
保

っ
て

い
る

。
比

較
的

暖
冬

に
な

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
、

開
発

パ
ー

ト
ナ

ー
か

ら
支

援
を

い
た

だ
い

て

い
る
こ

と
も

あ
る

。
ご

存
じ

の
通

り
政

治
の

意
思

と
し

て
、

ニ
ジ

ェ
ー

ル
で

は
2

0
3

5
年

ま
で

に
食

料
シ

ス
テ

ム
を

確
立

さ
せ

自
給

で
き

る
よ

う
な

状
況
に

し
て

い
き

た
い

。
民

主
主

義
の

政
権

の
変

化
が

あ
り

、
特

に
生

産
が

改
善

さ
れ

、
栄

養
状

態
も

改
善

さ
れ

て
、

非
常

に
勇

気
を

も
ら

え
る

よ

う
な
成

果
と

な
っ

た
。

我
々

は
ど

の
よ

う
に

し
て

今
後

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

上
げ

て
い

く
か

を
考

え
る

き
っ

か
け

に
な

っ
て

い
る

。
成

果
は

出
て

い

る
も
の

の
、

課
題

を
ど

の
よ

う
に

改
革

し
て

い
く

か
、

常
に

状
況

は
変

わ
っ

て
い

る
。

そ
れ

に
我

々
の

行
動

を
ど

の
よ

う
に

合
わ

せ
て

い
く

か
。

サ

ヘ
ル
地

域
で

は
各

国
の

状
況

が
異

な
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

特
性

が
あ

る
。

国
連

の
方

で
協

議
会

を
開

き
、

行
動

を
さ

ら
に

加
速

化
さ

せ
る

と
い

う
こ

と

を
検
討

し
て

い
る

。
我

々
が

識
別

し
た

の
が

、
ま

ず
は

食
品

の
バ

リ
ュ

ー
チ

ェ
ー

ン
を

改
善

、
そ

し
て

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

改
善

す
る

と

い
う
こ

と
。

と
い

う
の

も
特

に
関

連
す

る
セ

ク
タ

ー
の

資
金

を
集

め
る

の
に

こ
れ

ま
で

苦
労

し
た

と
い

う
経

緯
が

あ
る

。
ニ

ジ
ェ

ー
ル

政
府

と
し

て

は
、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
強

化
し

て
い

く
。

研
究

も
強

化
し

て
い

く
。

そ
れ

は
持

続
可

能
な

食
料

シ
ス

テ
ム

の
た

め
。

可
能

な
ら

ば
目

標
に

対
す

る

課
題
を

共
有

し
て

ほ
し

い
。

目
的

と
し

て
は

緊
急

な
も

の
を

開
発

課
題

に
と

い
う

こ
と

だ
が

、
サ

ヘ
ル

地
方

に
は

特
殊

な
事

情
が

あ
り

、
そ

の
状

況

に
合
わ

せ
て

変
え

て
い

く
。
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S
11

 T
ab

le
. 2

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
2（

健
康
的
な
食
の
た
め
の
食
料
シ
ス
テ
ム
の
変
革
）

(2
)

N
o.

国
・
団
体
・

企
業
名

氏
名

役
職

ス
ピ
ー

チ
内
容

4
国

際
農
村
復

興
研
究

所
M

s.
 E

m
il

y 
M

on
vi

ll
e 

O
ro

C
ou

n
tr

y 
D

ir
ec

to
r,

 P
h

il
ip

p
in

es
; 

A
ct

in
g 

D
ir

ec
to

r,
 A

si
a

国
際

農
村
復
興

研
究
所
は
フ

ィ
リ
ピ
ン

の
S

U
N
市
民
社
会
連

合
の
メ
ン

バ
ー
。

6
0
年
間

以
上
に
わ
た

っ
て
様
々

な
政
府
機

関
や
パ
ー

ト
ナ
ー
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と

連
携
し
て
ア

ク
シ
ョ
ン

リ
サ
ー
チ

や
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ

構
築
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
開
発
プ
ロ

グ
ラ
ム
な

ど
を
通
じ

て
農
村

の
貧

困
に
対
処

す
る
た
め
の

革
新
的
か

つ
実
用
的

な
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を

開
発
し
て

き
た
。

II
R

R
の
よ
う

な
C

S
O
は
健
康

的
な
食
生

活
と
持
続
可

能
な

フ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
を
推

進
す
る
た

め
に
能
力

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
力
を

高
め
る
こ

と
を
支
援

し
、
強
力

的
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な

る
こ
と
が

で
き

る
。

新
型
コ
ロ

ナ
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
は

危
機
の
際

に
最
も
重

要
な
の
は
食

料
、
健
康

、
栄
養
で

あ
る
こ
と

を
思
い
出
さ

せ
て
く
れ

た
。
食
料

と
栄
養

は
基

本
的
人
権

で
あ
る
。
残

念
な
が
ら

現
在
の
食

料
シ
ス
テ

ム
に
お
い
て

は
こ
れ
ら

の
基
本
的

権
利
が
必

ず
し
も
満
た

さ
れ
て
い

る
と
は
言

え
な

い
。

食
料
へ
の

ア
ク
セ
ス
、

特
に
品
質

の
高
い
安

全
な
食
料

へ
の
ア
ク
セ

ス
は
依
然

と
し
て
大

き
な
課
題

。
野
菜
や
果

物
の
価
格

が
高
騰
し

て
貧
し

い
家

庭
は
買
え

な
く
な
っ
て

い
る
。
化

学
農
薬
や

除
草
剤
の

過
剰
な
使
用

は
既
に
栄

養
不
良
に

陥
っ
て
い

る
子
ど
も
た

ち
を
さ
ら

に
危
険
に

さ
ら
し

て
い

る
。
こ
れ

ら
の
状
況
を

変
え
な
く

て
は
な
ら

な
い
。
栄

養
の

1
0
年
の
残
り

の
期
間
、

II
R

R
国
際

農
村
復
興

研
究
所
は

気
候
変
動

に
強
く
、
栄

養
に

配
慮
し
た

農
業
を
提
唱

、
大
規
模

に
提
供
す

る
こ
と
を

コ
ミ
ッ
ト
す

る
。
新
鮮

で
栄
養
価

が
高
く
安

全
な
食
品
へ

の
ア
ク
セ

ス
を
確
保

し
、
健

康
的

な
食
生
活

の
た
め
に
栄

養
価
の
高

い
果
物
や

野
菜
の
消

費
を
増
加
さ

せ
る
。
学

校
給
食
を

サ
ポ
ー
ト

し
、
家
庭
菜

園
を
促
進

す
る
た
め

に
学
校

や
児

童
を
福
祉

施
設
に
お
け

る
b

io
in

te
n

si
ve
な
菜

園
を
強
化

す
る
。
新

型
コ
ロ
ナ

の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
後
へ

の
対
応
と

し
て
都
市

の
周
辺
や
都

市
部

に
お

け
る
食
品

や
市
場
の

C
om

m
u

n
it

y 
G

a
rd

en
を
実

証
し
、
エ
ビ

デ
ン
ス
を

確
立
す
る

。
栄
養
学

的
に
関
連
性

の
あ
る
先

住
民
の
野

菜
や
果
物

の
農

業
生
物
多

様
性
を
促
進

し
、
保
存

し
て
い
く

こ
と
で
全

て
の
人
に
多

様
で
健
康

的
な
食
生

活
に
繋
げ

て
い
く
。
食

品
の
安
全

性
や
特
に

野
菜
や

果
物

の
化
学
農

薬
や
除
草
剤

の
過
剰
、

無
制
限
の

使
用
に
関

す
る
に
も
注

意
を
払
っ

て
い
く
。

再
生
農
業

の
よ
う
な
気

候
に
配
慮

し
た
手
法

を
用
い

て
フ

ー
ド
シ
ス

テ
ム
に
お
け

る
カ
ー
ボ

ン
フ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト

の
低
減
を
図

る
。
我
々

は
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ

る
政
府
機
関

、
地
方
自

治
体
、
民

間
企

業
、

ド
ナ
ー
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
そ
の

他
の
市
民

組
織
と
協

力
し
て
栄
養

価
の
高
い

食
品
へ
の

ア
ク
セ
ス

を
確
保
す
る

と
い
う
コ

ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を

栄
養

価
の
高
い

農
業
、
気
候

変
動
に
配

慮
し
た
農

業
を
通
じ

て
実
現
し
て

い
く
。

本
日

は
栄
養
サ

ミ
ッ
ト
で
挨

拶
で
き
る

こ
と
を
光

栄
に
思
う

。
U

N
IC

E
F
の
世
界
報
告

書
が
示
す

よ
う
に
我

々
は
子
ど

も
と
青
少
年

に
と
っ
て

世

界
的

な
食
料
危

機
に
あ
り
、

新
鮮
で
栄

養
価
の
高

い
食
品
の

消
費
が
減
少

し
、
不
健

康
な
食
品

や
飲
料
の

消
費
が
増
加

し
て
い
る

。
メ
キ
シ

コ
は
子

ど
も

か
ら
大
人

ま
で
過
体
重

と
肥
満
の

レ
ベ
ル
が

世
界
で
最

も
高
い
国
の

一
つ
。
肥

満
の
主
な

直
接
的
な

原
因
は
不
十

分
な
食
事

。
メ
キ
シ

コ
で
は

就
学

前
の
子
ど

も
た
ち
が
摂

取
す
る
カ

ロ
リ
ー
の

4
0

%
が
超

加
工
食
品
に

よ
る
も
の

。
メ
キ
シ

コ
は
超
加

工
食
品
の
販

売
量
が
世

界
第

2
位
で

あ

り
、

肥
満
の
根

本
的
な
原
因

が
不
健
康

な
食
品
や

飲
料
の
過

剰
摂
取
で
、

そ
れ
が
巷

に
溢
れ
て

お
り
、
買

い
や
す
く
な

っ
て
い
る

。
ま
た
、

母
乳
乳

児
の

利
点
が
認

め
ら
れ
て
い

る
に
も
か

か
わ
ら
ず

、
メ
キ
シ

コ
で
は
母
乳

代
用
品
の

販
売
に
関

す
る
国
際

規
範
に
常
に

違
反
し
て

い
る
。
市

販
の
粉

ミ
ル

ク
の
会
社

は
医
療
従
事

者
や
販
売

店
、
デ
ジ

タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ

を
利
用
し

て
、
母
乳

よ
り
も
優

れ
て
い
る
か

の
よ
う
に

製
品
を
宣

伝
し
、

人
々

を
混
乱
さ

せ
、
子
ど
も

た
ち
が
人

生
の
最
良

の
ス
タ
ー

ト
を
さ
せ
る

母
乳
育
児

の
習
慣
を

阻
害
し
て

い
る
。
こ
の

た
め
、
メ

キ
シ
コ
で

は
あ
ら

ゆ
る

種
類
の
栄

養
不
良
の
レ

ベ
ル
を
低

減
、
歯
止

め
を
か
け

る
こ
と
を
目

的
と
し
た

健
康
的
で

公
正
か
つ

持
続
可
能
な

食
の
た
め

の
国
家
戦

略
を
策

定
し

て
い
る
。

主
に
健
康
、

教
育
、
社

会
的
保
護

と
い
っ
た

国
の
他
の
戦

略
的
シ
ス

テ
ム
と
連

携
し
な
が

ら
フ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
を

変
革
す
る

ア
プ

ロ
ー

チ
を
取
っ

て
い
る
。
こ

の
戦
略
に

は
4
つ
の
レ

ベ
ル
が
あ
る

。

1
)
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
学

校
、
医
療

シ
ス
テ
ム

に
お
け
る

行
動
変
容
の

た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

活
動
及
び
国

民
に
向
け

た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を

通
じ

て
適
切
な

栄
養
摂
取
を

促
進
す
る

こ
と
。

2
)
新
鮮
で

健
康
的
か
つ

持
続
可
能

な
食
品
を

地
元
で
生

産
す
る
こ
と

。

3
)
適
切
な

食
品
を
提
供

す
る
た
め

に
食
品
環

境
を
変
え

る
た
め
に
必

要
な
規
制

を
修
正
す

る
こ
と
。

4
)
他
の
シ

ス
テ
ム
と
連

携
し
た
フ

ー
ド
シ
ス

テ
ム
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
メ

カ
ニ
ズ
ム

を
強
化
す

る
こ
と
。

規
制

を
設
け
る

こ
と
は
国
民

の
健
康
的

な
食
生
活

を
促
進
す

る
た
め
の
国

の
責
任
。

特
に
重
要

な
の
は
健

康
的
で
公
正

で
持
続
可

能
な
食
を

実
現
さ

せ
る

た
め
に
食

生
活
を
変
革

す
る
戦
略

路
線
。
メ

キ
シ
コ
は

砂
糖
入
り
飲

料
へ
の
物

品
税
や
パ

ッ
ケ
ー
ジ

全
面
に
警
告

表
示
を
新

し
く
ラ
ベ

ル
で
付

け
る

等
、
公
衆

衛
生
上
の
措

置
を
い
ち

早
く
導
入

し
た
国
で

あ
る
。
こ
の

新
し
い
ラ

ベ
ル
表
示

制
度
は

2
0

2
0
年
に
国

内
で
採
用

さ
れ
、

P
A

H
O
や

U
N

IC
E

F
等
の
国

際
機
関
は

太
り
過
ぎ
や

肥
満
が
国

内
で
蔓
延

し
て
い
る

だ
け
で
な
く

、
肥
満
が

危
険
因
子

の
一
つ
で

あ
る
新
型
コ

ロ
ナ
パ
ン

デ

ミ
ッ

ク
の
状
況

下
で
国
民
、

特
に
子
ど

も
の
健
康

を
守
る
た

め
に
効
果
的

だ
と
言
わ

れ
て
い
る

。
残
念
な

が
ら
こ
の
政

策
は
食
品

メ
ー
カ
ー

か
ら
妨

害
を

受
け
て
い

る
。
新
し
い

戦
略
で
は

、
メ
キ
シ

コ
で
は
健

康
的
で
な
い

食
品
、
飲

料
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン

グ
、
特
に
販

売
店
に
お

け
る
様
々

な
マ
ー

ケ
テ

ィ
ン
グ
展

開
が
さ
れ
て

い
て
、
最

近
の
研
究

で
は
有
名

人
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ

ー
の
起
用

は
商
業
目

的
で
あ
る
こ

と
を
全
面

的
に
出
し

て
い
な

い
こ

と
が
多
い

が
、
子
ど
も

や
保
護
者

が
買
い
た

い
と
思
わ

せ
る
影
響
が

あ
る
と
い

う
こ
と
が

わ
か
っ
て

い
る
。
そ
こ

で
新
戦
略

で
規
制
し

よ
う
と

し
て

い
る
一
つ

の
重
要
な
環

境
は
、
学

校
。
メ
キ

シ
コ
か
ら

は
こ
の
栄
養

サ
ミ
ッ
ト

が
食
環
境

の
変
革
と

い
う
重
要
な

課
題
を
可

視
化
し
、

経
済
的

利
益

の
み
を
目

的
と
す
る
食

品
業
界
の

干
渉
を
認

識
し
て
、

利
害
関
係
に

対
処
し
、

職
業
的
利

益
よ
り
も

よ
り
重
要
な

子
ど
も
た

ち
の
利
益

を
優
先

す
る

機
会
に
な

る
こ
と
を
期

待
し
て
い

る
。

5
メ
キ
シ

コ
D

r.
 R

u
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L
óp

ez
 R

id
a

u
ra

D
ir

ec
to
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G

en
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a
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S
11

 T
ab

le
. 2

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
2（

健
康
的
な
食
の
た
め
の
食
料
シ
ス
テ
ム
の
変
革
）

(3
)

N
o.

国
・

団
体
・

企
業

名
氏

名
役

職
ス

ピ
ー

チ
内

容

6
国

際
食

品
・

飲
料

ア

ラ
イ

ア
ン
ス

M
r.

 R
oc

co
 R

en
a

ld
i

S
ec

re
ta

ry
 G

en
er

a
l

日
本

政
府

に
対

し
て

ご
招

待
を

感
謝

申
し

上
げ
る

。
多

く
の

方
々

保
健

、
健

康
、
栄

養
の

部
門

の
人

々
が

民
間

部
門

と
エ

ン
ゲ

ー
ジ
す

る
こ

と
に

躊

躇
を

感
じ

て
い

る
と

認
識

し
て

い
る

。
勿

論
民
間

部
門

の
関

心
と

公
衆

衛
生

の
関
心

を
両

立
さ

せ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、
必

ず
し
も

両
者

が
い

つ

も
揃

っ
て

い
る

訳
で

は
な

い
。

我
々

は
よ

り
良
い

栄
養

の
ア

ウ
ト

カ
ム

の
た

め
に
貢

献
し

た
い

と
考

え
て

い
る

。
こ

の
2
年

間
サ
ミ

ッ
ト

の
準

備
に

お
い

て
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
グ

ル
ー

プ
、

G
A

IN
等

の
N

G
O
と
と

も
に

民
間

部
門

が
こ

の
サ

ミ
ッ
ト

に
コ

ミ
ッ

ト
す

る
よ

う
に

共
通
の

枠
組

み

を
整

え
た

。
そ

の
枠

組
み

に
お

い
て

2
つ

の
新

し
い

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
が

決
ま
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト

は
W

H
O
と

と
も
に

我
々

が
組

織
と

し
て

2
0

0
8
年

立
ち
上

げ
た

時
か

ら
考
え

て
い

た
も

の
。

1
)責

任
あ

る
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
子

供
の
た

め
に

行
う

と
い

う
方

針
を

確
立
す

る
。

こ
の

方
針

は
各

企
業

が
何

を
宣

伝
、

広
告
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
で

き
る

か
と

い
う

こ
と

に
関

す
る

も
の

。
2

0
2

2
年

1
月

1
日

か
ら

全
て
の

メ
デ

ィ
ア

、
媒

体
横

断
的

に
実
施

さ
れ

る
。

2
)こ

の
分

野
に

お
い

て
4

0
ほ

ど
の
食

品
カ

テ
ゴ

リ
ー
に

お
い

て
2

0
2

5
年

と
2

0
3

0
年
を

目
標

に
塩

分
の
最

大
の

含
有

量
の

上
限

を
設

定
し
よ

う
と

す

る
も

の
。

3
)こ

う
い

っ
た

目
標

は
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
を

実
行

計
画

の
中

に
盛

り
込

ん
で
い

る
。

さ
ら

に
ス

ピ
ー

ド
を

上
げ

て
進

め
て

い
か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

明
白

な
こ

と
で

あ
る

が
、

各
社

、
ど

の
企
業

グ
ル

ー
プ

も
平

等
な

た
た

き
台
の

上
で

競
争

を
で

き
る

よ
う

に
、

一
方

で
消

費
者
の

便
益

を
担

保

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

マ
ス
が

必
要

。
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

の
セ
ク

タ
ー

、
食

品
の

包
装

部
門

も
一

緒
に

連
携

し
て
い

く
必

要
が

あ

る
。

本
日

、
日

本
、

ブ
ラ

ジ
ル

、
ス

リ
ラ

ン
カ
、

英
国

等
の

代
表

が
サ

ミ
ッ

ト
に
お

い
て

塩
分

の
含

有
量

の
削

減
の

重
要

性
、

プ
ラ
イ

ベ
ー

ト
セ

ク

タ
ー

、
民

間
部

門
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

に
よ
っ

て
何

が
大

き
く

変
わ

り
う

る
か
を

話
し

て
い

た
だ

い
た

。
成

功
へ

の
鍵

は
5
つ
あ

る
。

1
番

目
は

政
府

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

。
共

通
の

目
標

の
も
と

に
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

で
関

係
者
を

全
て

一
同

に
連

携
さ

せ
る

。
2
番

目
は

明
確
な

目
標

を
確

立
す

る
こ

と
。

3
番

目
は

そ
れ

を
可

能
に

す
る

こ
と

。
4
つ
目

は
需

要
サ

イ
ド
の

措
置

も
必

要
で

あ
る

と
い

う
こ
と

。
堅

牢
な

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
の

仕
組

み
が

な
く

て
は

な
ら

な
い

。
こ

の
レ

シ
ピ
は

塩
分

の
削

減
に

限
っ

た
も

の
で
は

な
い

。
よ

り
良

い
栄

養
の

成
果

に
向

け
て

直
接
民

間
部

門
が

参

加
で

き
る

部
分

は
も

っ
と

た
く

さ
ん

あ
る

。
色
々

な
事

例
が

様
々

な
国

、
各

地
で
既

に
み

ら
れ

て
い

る
。

連
携

の
産

物
で

あ
る

。
勿
論

完
璧

な
も

の

で
は

な
い

が
、

レ
シ

ピ
と

い
う

も
の

は
試

行
錯
誤

と
通

じ
て

作
ら

れ
る

も
の

。

7
ケ

ニ
ア

M
s.

 J
a

n
e 

W
a

m
b

u
gu

D
ep

u
ty

 D
ir

ec
to

r 
of

 A
gr

ic
u

lt
u

re
 

a
n

d
 H

ea
d

 o
f 

A
gr

iN
u

tr
it

io
n

, 
M

in
is

tr
y 

of
 A

gr
ic

u
lt

u
re

, 
L

iv
el

is
to

ck
, F

is
h

er
ie

s 
a

n
d

 
C

oo
p

er
a

ti
ve

s

ケ
ニ

ア
は

国
民

の
健

康
と

豊
さ

を
促

進
さ

せ
る
た

め
に

炭
水

化
物

中
心

の
食

生
活
か

ら
離

れ
て

た
ん

ぱ
く

質
、

ビ
タ

ミ
ン

、
ミ

ネ
ラ
ル

を
含

む
多

様

な
食

生
活

へ
と

移
行

し
、

国
民

に
栄

養
を

与
え
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

行
動

の
ス
ピ

ー
ド

を
加

速
化

す
る

こ
と

に
コ

ミ
ッ

ト
し

た
。
我

々
の

行
動

の

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ
は

既
存

の
国

の
食

料
栄

養
政
策

戦
略

計
画

を
考

慮
し

た
上

で
国
の

成
長

の
た

め
の

栄
養

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

通
じ
て

さ
ら

に
明

確

に
し

て
い

く
。

フ
ー

ド
シ

ス
テ

ム
変

革
の

た
め
の

ケ
ニ

ア
の

成
長

の
た

め
の

栄
養
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

は
以

下
の

通
り

。
現

在
農

業
部
門

の
拡

大
政

策

を
取

っ
て

い
る

。
栄

養
に

配
慮

し
た

農
法

を
確
立

し
よ

う
と

し
て

い
る

。
こ

の
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
に

関
す

る
戦

略
の

一
つ

と
し

て
2

0
2

0
年

か
ら

2
0

2
5
年

の
ケ
ニ

ア
の

食
料

栄
養

実
施

戦
略

に
よ
っ

て
官

民
の

連
携

を
通

じ
て

栄
養
価

の
高

い
食

品
を

生
産

す
る

こ
と

を
促

進
す

る
。

2
0

1
8
年

か
ら

2
0

2
2
年

に
学
校

給
食

に
取

り
組

む
戦

略
を

行
っ
て

い
る

。
食

料
シ

ス
テ

ム
の

変
革
に

関
し

て
情

報
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
、

食
品

と
栄
養

指
標

を
全

国
、

地
域

レ
ベ

ル
で

確
立

す
る

こ
と

が
必

要
で
あ

る
こ

と
を

考
え

て
取

り
組

ん
で
い

る
。

農
業

省
を

中
心

に
統

計
デ

ー
タ

の
収

集
に
も

取
り

組
ん

で

い
る

。
情

報
デ

ー
タ

は
あ

る
も

の
の

、
政

策
策
定

に
十

分
に

活
か

せ
て

い
な

い
。
こ

れ
か

ら
政

策
の

意
思

決
定

に
、

よ
り

デ
ー

タ
を
反

映
し

て
い

く

こ
と

に
な

っ
て

い
る

。
栄

養
情

報
プ

ラ
ッ

ト
フ
ォ

ー
ム

を
通

じ
て

食
料

の
安

全
保
障

デ
ー

タ
に

関
し

て
も

最
大

限
の

活
用

を
推

進
し
て

い
く

。
農

業

栄
養

実
施

戦
略

に
お

い
て

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

ビ
ル
デ

ィ
ン

グ
の

構
築

も
実

施
さ

れ
て
い

る
。

栄
養

に
配

慮
し

た
農

業
ト

レ
ー

ナ
ー

マ
ニ
ュ

ア
ル

を
こ

の

文
脈

に
お

い
て

作
っ

て
い

る
。

そ
し

て
栄

養
を

5
つ

の
農

業
食

料
シ

ス
テ

ム
プ
ロ

グ
ラ

ム
に

統
合

し
よ

う
と

し
て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
機

会
を

い
た

だ
き

感
謝

を
申

し
上

げ
る

。

8
H

ea
lt

h
y 

C
a

ri
b

b
ea

n
 

C
oa

li
ti

on
M

r.
 P

ie
rr

e 
C

oo
k

e 
J

r.

O
n

e 
Y

ou
n

g 
W

or
ld

 A
m

b
a

ss
a

d
or

, 
L

ea
d

er
 o

f 
G

ov
er

n
m

en
t 

B
u

si
n

es
s;

 
B

a
rb

a
d

os
 N

a
ti

on
a

l 
Y

ou
th

 
P

a
rl

ia
m

en
t 

(B
N

Y
P

),
 T

ec
h

n
ic

a
l 

A
d

vi
so

r 
a

t 
H

ea
lt

h
y 

C
a

ri
b

b
ea

n
 

C
oa

li
ti

on
 (

H
C

C
)

日
本

政
府

の
皆

様
、

パ
ネ

ル
の

皆
様

に
感

謝
を
申

し
上

げ
る

。
最

も
最

新
の

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

は
子

ど
も

た
ち

、
若

年
層

の
栄
養

に
着

目
し

て

い
る

。
栄

養
は

基
本

的
な

人
権

で
あ

り
、

全
て
の

人
が

保
証

さ
れ

る
べ

き
権

利
で
あ

る
。

子
ど

も
た

ち
の

成
長

の
過

程
で

栄
養

は
必
要

不
可

欠
。

我
々

と
し

て
も

栄
養

価
の

高
い

食
品

を
子

ど
も
た

ち
や

若
年

層
に

届
け

た
い

と
思
う

。
ま

ず
は

学
校

や
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

通
じ

て
栄
養

価
の

高
い

食

事
を

届
け

る
。

販
売

、
購

入
の

段
階

で
消

費
者
が

知
識

を
発

揮
で

き
る

よ
う

サ
ポ
ー

ト
し

た
い

。
必

要
な

栄
養

素
に

関
し

て
は

非
課
税

で
あ

る
べ

き

と
考

え
て

い
る

。
市

民
の

方
々

に
関

し
て

は
な
る

べ
く

加
工

さ
れ

な
い

食
べ

物
を
健

康
的

な
形

で
摂

取
す

る
こ

と
の

重
要

性
を

訴
求
し

て
い

き
た

い
。

食
品

は
価

格
が

高
け

れ
ば

ア
ク

セ
ス

で
き
な

い
。

世
界

的
な

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

と
し

て
、

必
要

な
食

品
の

輸
入

に
関

し
て

例
え
ば

値
段

や
関

税

を
下

げ
る

と
い

っ
た

取
り

組
み

を
す

る
こ

と
が
必

要
。

２
つ

の
こ

と
が

重
要

。
ま
ず

は
資

金
面

で
の

サ
ポ

ー
ト

。
カ

リ
ブ

諸
国

の
よ
う

な
小

さ
な

発

展
途

上
国

に
関

し
て

必
要

な
食

料
や

物
資

を
整
え

て
い

く
た

め
に

資
金

が
必

要
。
フ

ー
ド

シ
ス

テ
ム

を
実

践
し

て
い

く
た

め
に

、
様
々

な
仕

組
み

が

必
要

。
イ

ン
ク

ル
ー

ジ
ョ

ン
を

進
め

て
い

く
中
で

、
発

達
段

階
に

あ
る

少
年

少
女
を

し
っ

か
り

捉
え

て
い

き
た

い
と

思
う

。
コ

ロ
ナ
禍

に
お

い
て

子

ど
も

た
ち

に
も

ワ
ク

チ
ン

を
打

っ
て

あ
げ

る
こ
と

が
唯

一
安

全
へ

の
道

で
も

あ
る
。

気
候

変
動

の
中

で
も

脆
弱

な
国

々
の

中
で

こ
の
フ

ー
ド

シ
ス

テ

ム
が

非
常

に
重

要
。
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⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
2（

健
康
的
な
食
の
た
め
の
食
料
シ
ス
テ
ム
の
変
革
）

(4
) 

 
      N

o.
国
・

団
体
・

企
業

名
氏

名
役

職
ス
ピ

ー
チ

内
容

9
パ
キ

ス
タ
ン

D
r. 

H
am

id
 J

al
il,

 
M

em
be

r F
oo

d 
Se

cu
ri

ty
C

lim
at

e 
C

ha
ng

e 
an

d 
N

ut
ri

ti
on

, 
Pl

an
ni

ng
 co

m
m

is
si

on

栄
養

サ
ミ

ッ
ト
を

開
催
し

て
く
だ

さ
っ

た
日
本

政
府
に

感
謝
を

申
し
上

げ
る

。
良
好

な
栄
養

状
態
と

気
候

変
動
は

首
相
の

優
先
課

題
と

な
っ
て

い

る
。

SD
G

sの
達
成

は
パ

キ
ス
タ

ン
の
プ

ラ
イ
オ

リ
テ

ィ
。
パ

キ
ス
タ

ン
が

20
30

 S
D

G
sア

ジ
ェ
ン
ダ

を
最

初
に
採

択
し
た

国
で
あ

り
、

20
13

年

に
グ

ロ
ー

バ
ル

SU
N

 m
ov

em
en

tに
参
加
し

た
こ
と

を
誇
り

に
思
っ

て
い

る
。
新

型
コ
ロ

ナ
が
世

界
的

危
機
を

も
た
ら

し
た
。

パ
キ
ス

タ
ン

は
既

に
高

い
貧

困
と
食

料
不
安

の
問
題

に
直

面
し
て

い
た
が

、
新
型

コ
ロ
ナ

に
よ

っ
て
更

に
悪
化

し
、

SD
G

s目
標
達
成

に
向

け
た
進

展
が
妨

げ
ら
れ

て

い
る

。
パ

キ
ス
タ

ン
が
多

部
門
に

渡
っ

て
行
っ

て
い
る

栄
養
に

関
す
る

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
を

話
し
た

い
と

思
う
。

パ
キ
ス

タ
ン
に

は
栄

養
不
良

に
対

処
す

る
た

め
の
栄

養
専
門

プ
ロ
グ

ラ
ム

を
含
む

32
の

複
数

部
門
プ

ロ
グ
ラ

ム
が
あ

る
。

こ
れ
ら

の
プ
ロ

グ
ラ
ム

を
合
わ

せ
る

と
今
後

5年
間
で

27
億

米
ド

ル
の

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
と
な

り
、

今
後
数

年
間
で

追
加
の

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
を

行
な
っ

て
い
く

。
こ

れ
ら
の

取
り
組

み
に
よ

っ
て

パ
キ
ス

タ
ン

は
発

育
阻

害
を

9%
、
消

耗
症
を

4.
5%

、
妊
産
婦

と
青

少
年
の

貧
血
を

13
.5

%
削

減
す
る

こ
と
が

期
待
さ

れ
る

。
母
乳

育
児
が

10
%
増

加
、

20
30

年

ま
で

に
家

庭
の
食

料
安
全

保
障
が

7%
改
善
さ

れ
る
こ

と
に
な

っ
て
い

る
。

10
SU

N
 ビ

ジ
ネ

ス
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

M
s.

 F
ar

za
na

 J
 K

ha
n

R
eg

io
na

l S
U

N
 B

us
in

es
s 

N
et

w
or

k 
C

oo
rd

in
at

or
 &

 A
dv

is
or

今
回

参
加

で
き
て

非
常
に

嬉
し
く

思
う

。
SU

N
 ビ

ジ
ネ

ス
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
は

新
し
い

組
織
で

あ
っ
て

、
今

後
栄
養

を
民
間

か
ら
改

善
し

て
い
こ

う

と
い

う
も

の
。
マ

ー
ケ
テ

ィ
ン
グ

を
通

じ
て
栄

養
を
ス

ケ
ー
ル

ア
ッ
プ

し
て

い
く
取

り
組
み

を
し
て

い
る

。
現
在

4億
の
中

小
企
業

が
世

界
で
事

業

を
し

て
お

り
、
企

業
者
の

95
%
を

占
め

て
い
て

、
60

%
の
雇
用

を
生
ん

で
い

る
。
そ

の
中
で

女
性
は

64
%
で
あ
る

。
中
小

企
業
は

ど
の

国
に
も

み
ら

れ
る

事
業

形
態
で

あ
り
、

こ
う
い

っ
た

国
々
の

フ
ー
ド

シ
ス
テ

ム
、
特

に
低

所
得
の

市
民
に

関
し
て

中
小

企
業
の

キ
ャ
パ

シ
テ
ィ

が
栄

養
の
あ

る
食

品
を

届
け

る
上
で

非
常
に

重
要
。

最
も

大
き
な

２
つ
の

懸
念
と

し
て
は

、
キ

ャ
パ
シ

テ
ィ
、

ノ
ウ
ハ

ウ
を

い
か
に

増
や
し

て
資
金

調
達

を
い
か

に
し

て
い

く
か

。
そ
う

す
る
こ

と
に
よ

っ
て

我
々
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
通
じ

て
今

や
っ
て

い
る
こ

と
は
、

中
小

企
業
に

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

を
提

供
し
て

い

る
。

栄
養

が
整
っ

た
食
品

の
設
計

の
手

伝
い
を

し
て
い

る
。
例

え
ば
減

塩
、

低
脂
肪

、
食
品

の
安
全

に
関

し
て
、

制
度
上

ま
た
は

規
制

上
必
要

な
情

報
を

提
供

、
手
伝

っ
て
い

る
。
価

値
あ

る
形
で

食
品
の

衛
生
基

準
、
安

全
基

準
を
満

た
し
た

上
で
提

供
す

る
こ
と

に
つ
い

て
サ
ポ

ー
ト

し
て
い

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
に
よ

っ
て
世

界
的
、

地
域

の
フ
ー

ド
シ
ス

テ
ム
の

脆
弱
性

が
顕

に
な
っ

た
。
新

型
コ
ロ

ナ
に

よ
っ
て

中
小
企

業
も
事

業
縮

小
を
迫

ら
れ

た
ケ

ー
ス

が
あ
っ

た
。

17
の

国
々
、

31
6企

業
に

対
し
て

調
査
を

行
い

、
95

%
が
パ
ン

デ
ミ
ッ

ク
を
通

じ
て

悪
化
し

て
い
る

と
回
答

し
た

。
今
こ

そ

中
小

企
業

を
サ
ポ

ー
ト
し

て
、
全

て
の

国
々
が

力
を
発

揮
で
き

る
よ
う

に
し

て
い
く

こ
と
が

重
要
。

彼
ら

が
フ
ー

ド
シ
ス

テ
ム
の

サ
プ

ラ
イ
チ

ェ
ー

ン
の

中
で

非
常
に

重
要
な

役
割
を

果
た

し
て
い

る
た
め

。
官
民

と
も
中

小
企

業
に
イ

ン
セ
ン

テ
ィ
ブ

を
提

供
す
る

こ
と
に

よ
っ
て

栄
養

の
あ
る

食
品

を
消

費
者

に
届
け

て
も
ら

う
必
要

が
あ

る
。

11
C

on
ce

rn
 

W
or

ld
w

id
e

M
r. 

D
om

in
ic

 M
ac

So
rl

ey
C

E
O

M
s.

 M
au

re
en

 M
uk

et
ha

：
健

康
的

な
食
生

活
は
基

本
的
人

権
。
多

く
の

課
題
が

そ
れ
ぞ

れ
関
連

し
合

っ
て
お

り
、
貧

困
も
気

候
変
動

も
お

互
い

関
係

の
あ

る
大
き

な
課
題

。
更
に

栄
養

不
良
と

い
う
課

題
が
さ

ら
に
重

な
り

合
う
状

況
も
見

ら
れ
て

い
る

。
C

on
ce

rn
 W

or
ld

w
id

eは
よ
り
改

善
さ

れ
た

栄
養

の
課
題

だ
け
で

な
く
、

生
計

の
手
段

の
確
保

や
サ
ス

テ
イ
ナ

ビ
リ

テ
ィ
、

環
境
保

護
、
レ

ジ
リ

エ
ン
ス

と
い
っ

た
課
題

と
繋

げ
て
ど

の
よ

う
に

取
り

組
ん
で

お
ら
れ

る
の
か

。
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le
. 2

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
2（

健
康
的
な
食
の
た
め
の
食
料
シ
ス
テ
ム
の
変
革
）

(5
)

N
o.

国
・

団
体

・
企

業
名

氏
名

役
職

ス
ピ
ー

チ
内

容

M
r.

 D
om

in
ic

 M
ac

S
or

le
y：

貧
困
の

課
題

が
非

常
に

大
き

い
が
、

政
策

レ
ベ

ル
、

市
民

社
会
レ

ベ
ル

両
方

に
お

い
て

Ze
ro

 H
un

ge
rを

全
世

界
で

行
う

コ
ミ

ッ
ト

を
し

な
く

て
は

な
ら

な
い
。

我
々

は
何

年
も

取
り

組
ん
で

き
た

。
気

候
変

動
、

新
型

コ
ロ

ナ
は

全
て

飢
餓

の
レ

ベ
ル
と

も
繋

が
っ

て

い
る

。
昨

年
16

00
世

帯
に

関
す

る
調

査
を

行
い

、
新

型
コ

ロ
ナ
に

よ
っ

て
特

に
女

性
に

ど
の
よ

う
な

イ
ン

パ
ク

ト
が

あ
っ
た

か
を

調
査

し
た

。
多

く
の

女
性

が
失

業
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の
多

く
の

女
性

は
子

ど
も

た
ち
に

十
分

な
食

べ
物

を
食

べ
さ

せ
た

い
と

言
っ

て
い

る
。

こ
う
い

っ
た

深
刻

な

状
況

が
み

ら
れ

る
。

食
料

と
栄

養
に

関
す
る

大
き

な
危

機
に

直
面

し
て
い

る
。

我
々

は
い

く
つ

も
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
し

て
い

る
が
、

50
0万

人
の

20
カ
国

の
極

め
て

貧
困

な
人

々
に
対

し
て

栄
養

安
全

保
障

、
栄

養
改

善
を

す
る

と
い

う
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン

ト
を

し
た

。
こ

れ
は
栄

養
に

フ
ォ

ー
カ

ス

し
、

平
等

な
フ

ー
ド

シ
ス

テ
ム

を
確

立
す
る

こ
と

で
実

現
し

た
い

と
考
え

て
い

る
。

完
全

な
る

フ
ー

ド
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
に

お
い
て

貧
困

な
人

々

が
健

康
的

な
食

生
活

を
送

れ
る

よ
う

に
彼
ら

の
ア

ク
セ

ス
を

確
立

す
る
こ

と
が

不
可

欠
。

シ
ン

プ
ル

な
取

り
組

み
も

あ
り

得
る

。
例
え

ば
家

庭
菜

園

で
野

菜
を

作
る

こ
と

も
一

つ
で

あ
り

、
1年

を
通

じ
て

栄
養

の
あ

る
食

材
を

入
手

す
る

こ
と

に
繋

が
っ
て

い
く

。
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
グ
ル

ー
プ

リ
ー

ダ
ー

や
様

々
な

レ
ベ

ル
で

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ

を
取

れ
る

こ
と

が
必

要
。
よ

り
バ

ラ
ン

ス
の

取
れ

た
栄

養
価

の
高

い
食

料
に

関
し

て
、
単

に
実

践
者

と

し
て

取
り

組
む

だ
け

で
な

く
、

ア
ド

ボ
カ
シ

ー
を

活
用

す
る

こ
と

が
で
き

る
。

ロ
ー

カ
ル

な
農

業
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
普

及
さ

せ
て

い
く
こ

と
、

栄
養

に

配
慮

し
た

農
業

を
推

進
す

る
こ

と
が

必
要
。

世
界

に
お

い
て

更
に

エ
ン
ゲ

イ
ジ

メ
ン

ト
を

進
め

て
い

か
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

政
策
レ

ベ
ル

で
何

か

で
き

る
か

と
い

う
こ

と
だ

が
、

デ
ー

タ
を
活

用
し

て
働

き
か

け
て

い
か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

大
き

な
ニ

ー
ズ

が
ど

こ
に

あ
る

か
を
正

し
く

特
定

し
、

そ
こ

に
正

し
く

フ
ォ

ー
カ

ス
し

て
取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

た
め
。

若
い

人
々

が
今

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

も
た

ら
し

て
動

員
力
に

な
っ

て
き

て

い
る

。
M

au
re

en
さ

ん
と
し

て
は

何
が

で
き

る
と

思
う
か

。

M
s.

 M
au

re
en

 M
uk

et
ha

：
A

ct
4F

oo
d 

A
ct

4C
ha

ng
eの

組
織
に

皆
さ

ん
も

一
緒

に
参

加
し
て

活
動

し
て

い
た

だ
き

た
い
。

変
化

の
た

め
の

ア
ク

シ
ョ

ン
を

進
め

て
い

る
。

例
え

ば
栄

養
価
が

高
く

安
全

な
食

料
へ

の
ア
ク

セ
ス

を
特

に
小

さ
な

子
ど

も
た

ち
、

学
童

か
ら

学
生

の
レ
ベ

ル
ま

で
届

け

た
い

と
考

え
て

い
る

。
民

間
部

門
の

代
表
の

方
が

責
任

の
あ

る
形

で
マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

聞
い

て
大

変
嬉

し
く
思

う
。

こ
れ

を

各
地

域
で

進
め

て
い

き
た

い
と

。
現

地
で
入

手
可

能
な

食
料

を
更

に
推
進

し
、

各
地

域
が

持
つ

ユ
ニ

ー
ク

な
文

化
を

認
識

し
、

そ
の
価

値
を

重
視

す

る
こ

と
で

現
地

の
人

々
に

役
立

て
る

こ
と
も

行
な

っ
て

い
る

。
成

長
の
た

め
の

栄
養

と
い

う
話

を
さ

れ
て

、
今

年
は

栄
養

の
た

め
の
行

動
の

年
だ

が
、

成
長

の
た

め
の

栄
養

は
今

年
何

が
達
成

で
き

る
と

お
考

え
か

。
更
に

そ
れ

を
超

え
て

ど
こ

ま
で

で
き

る
か

。

M
r.

 D
om

in
ic

 M
ac

S
or

le
y：

緊
急
性

、
行

動
性

、
フ

ォ
ー

カ
ス
、

3つ
の

言
葉

が
キ

ー
ワ

ー
ド

。
本

当
に

何
百

万
人

も
の
子

ど
も

た
ち

が
栄

養
不

良
で

亡
く

な
っ

て
い

る
厳

し
い

現
実

が
あ
る

。
そ

の
た

め
急

務
で

あ
り
、

行
動

が
必

要
。

あ
ま

り
に

も
沈

黙
が

多
く

、
十

分
に

カ
バ
ー

さ
れ

て
い

な

い
。

即
時

的
な

対
応

が
ま

ず
は

必
要

。
人
道

的
援

助
は

も
ち

ろ
ん

必
要
。

そ
の

ス
ケ

ー
ル

を
大

き
く

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

拡
張

す
る

必

要
が

あ
る

。
英

国
政

府
は

栄
養

不
良

に
関
し

て
資

金
提

供
行

っ
て

お
ら
ず

、
非

常
に

が
っ

か
り

す
る

こ
と

。
こ

う
い

っ
た

こ
と

を
変
え

て
い

か
な

け

れ
ば

な
ら

な
い

。
気

候
に

関
し

て
も

大
き
な

動
き

が
み

ら
れ

る
が

、
方
向

転
換

し
て

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

高
め

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
そ

の
た

め

に
は

若
い

人
々

を
味

方
に

つ
け

る
必

要
が
あ

る
。

飢
餓

は
他

の
問

題
と
も

深
く

繋
が

っ
て

い
て

、
政

治
的

に
根

深
い

問
題

が
あ

る
こ
と

を
理

解
し

て

取
り

組
む

た
め

。
こ

れ
は

食
料

に
対

す
る
ア

ク
セ

ス
は

希
望

で
は

な
く
権

利
で

あ
る

。
説

明
責

任
を

こ
こ

で
確

立
し

な
く

て
は

な
ら
な

い
。

M
au

re
en

さ
ん

の
世

代
に
訴

え
か

け
た

い
。

あ
な

た
た
ち

の
世

代
の

責
務

で
あ

る
。

M
s.

 M
au

re
en

 M
uk

et
ha

：
行

動
す

る
の
は

今
で

あ
る

。
行

動
は

ま
ず
は

若
者

か
ら

活
発

に
し

て
い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
よ
り

強
力

な
フ

ー

ド
シ

ス
テ

ム
を

若
者

が
作

っ
て

い
か

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
と

共
に

努
力

す
る

こ
と

で
今

か
ら

行
動

し
て

い
き

た
い
。

M
od

er
at

or
：

世
代
を

超
え

た
セ

ク
タ

ー
を

超
え
た

会
話

が
で

き
た

。

12
A

ct
4F

oo
d 

A
ct

4C
ha

ng
e（

A
4F

 
A

4C
）

M
s.

 M
au

re
en

 M
uk

et
ha

Y
ou

th
 n

ut
ri

ti
on

 a
dv

oc
at

e
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⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
2コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

紹
介

(1
)

N
o.

国
・
団

体
・

企
業
名

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ

内
容

1
ス
リ

ラ
ン
カ

H
.E

. D
r.

 L
. C

. 
S

om
at

hu
ng

a

A
dd

it
io

na
l S

ec
re

ta
ry

 (P
ub

li
c 

H
ea

lt
h 

S
er

vi
ce

), 
M

in
is

tr
y 

of
 

H
ea

lt
h

日
本

政
府
に

対
し

、
世
界

の
全
て

の
ス

テ
ー
ク

ホ
ル
ダ

ー
を

一
同
に

介
し
、

大
変

重
要
な

公
衆

衛
生
の

た
め
の

世
界

的
な

問
題

の
取
り

組
み

の
推
奨

を
図
る

素
晴

ら
し
い

機
会
を

設
け

て
く
だ

さ
っ
た

こ
と

を
感
謝

申
し

上
げ
る

。
ス
リ

ラ
ン

カ
が

成
長

の
た
め

の
栄

養
に
注

力
す
る

の
と

同
様
に

各
国
政

府
と

共
に
栄

養
改
善

に
取

り
組
む

こ
と

に
コ
ミ

ッ
ト
し

て
い

る
こ

と
を

お
伝
え

す
る

。
数
多

く
の
栄

養
に

関
す
る

マ
イ
ル

ス
ト

ー
ン
を

達
成
し

て
き

た
が
栄

養
の

課
題
は

概
ね
解

決
し

た
も

の
の

、
今
後

も
継

続
し
て

力
を
合

わ
せ

て
更
な

る
改
善

を
図

っ
て
い

く
。
成

長
の

た
め
の

栄
養

の
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト

を
通

じ
て

、
5歳

未
満

の
子

ど
も

た
ち
の

栄
養
不

良
と

発
育
阻

害
の
改

善
や

低
い
出

生
率
、

家
庭

で
の
食

の
安
全

保
障

に
取
り

組
ん

で
い
く

。
一

方
で
過

剰
栄
養

に
も

注
意
を

払
う
必

要
が

あ
る
。

過
剰
栄

養
は

明
ら
か

に
増

加
傾
向

に
あ
り

、
健

康
を

損
ね

て
い
る

。
世

界
が
栄

養
改
善

に
取

り
組
む

こ
と
で

、
S

D
G

sの
達
成

が
叶
う

。
人

類
の
発

展
に

お
い
て

世
界
的

、
歴

史
的

快
挙
と

な
る

。

2
ト
ー

ゴ
D

r.
 B

ou
ra

im
a 

M
ou

aw
iy

at
ou

H
ea

d 
of

 t
he

 N
ut

ri
ti

on
 D

iv
is

io
n,

 
M

in
is

tr
y 

of
 H

ea
lt

h,
 S

U
N

 F
oc

al
 

P
oi

nt

ト
ー

ゴ
の
栄

養
改

善
に
取

り
組
ん

で
い

る
様
々

な
ス
テ

ー
ク

ホ
ル
ダ

ー
と
協

議
を

し
た
後

、
そ

し
て
フ

ォ
ー
カ

ル
パ

ー
ソ

ン
と

し
て
、

東
京

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

で
の

ト
ー
ゴ

政
府
の

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
を

皆
様

と
共
有

で
き

る
こ
と

は
大
変

名
誉

な
こ

と
。

5歳
未
満

の
発
育

阻
害

の
割
合

を
減
ら

し
、

20
17

年
23

.8
%
を

20
30

年
に

は
17

.5
%
に
す

る
。

0-
6ヶ

月
の
乳

児
の

完
全

母
乳
育

児
を

20
19

年
の

60
.4

%
か

ら
20

30
年
に

は
80

%
に
す

る
。

20
30

年
ま

で
に
全

国
の

5歳
未
満

の
急
性

栄
養

不
良

と
判
明

し
た

子
ど
も

10
0%

の
栄

養
改

善
を

行
う
。

栄
養
マ

ル
チ

セ
ン
タ

ー
プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ
ー

ム
を
制

度
化

し
、

C
on

se
il

 N
at

io
na

l p
ou

r 
le

 R
en

fo
rc

em
en

t 
de

 la
 N

ut
ri

ti
on

 (C
N

R
N

)栄
養

強
化
評

議
会

と
名
づ

け
る
。

栄
養

に
関

す
る

主
要
な

効
果

的
な
行

動
を
医

療
シ

ス
テ
ム

を
通
し

て
増

や
し
、

最
も
顧

み
ら

れ
な
い

人
々

に
注
意

を
払
っ

て
参

る
。

20
30

年
ま
で

に
学
校

給
食
を

広
げ

て
い
く

。
学
校

給
食

が
あ
る

学
校
の

数
を

3倍
、
給

食
を
食

べ
る

こ
と
の

で
き
る

生
徒

の
数

を
3倍

に
し

、
30

万
人

に
す

る
。

3
コ
ロ
ン
ビ
ア

M
rs

. E
li

sa
 M

ar
ia

 
C

ad
en

a 
G

ao
na

D
ep

ut
y 

D
ir

ec
to

r 
of

 N
ut

ri
ti

on
al

 
H

ea
lt

h,
 F

oo
d 

an
d 

B
ev

er
ag

es

栄
養

サ
ミ
ッ

ト
に

参
加
で

き
て
光

栄
で

あ
る
。

こ
の
サ

ミ
ッ

ト
は
栄

養
不
良

の
問

題
を
低

減
す

る
た
め

に
国
際

社
会

が
手

を
取

り
合
っ

て
立

ち
向
か

う
た
め

の
戦

略
的
な

ス
ペ
ー

ス
。

S
D

G
sを

達
成

し
、

W
H

O
の

課
題

を
達
成

す
る
こ

と
が

で
き

る
。

身
体
的

精
神

的
社
会

的
発
育

を
妨

げ
て
い

る
の
は

栄
養

不
良
で

あ
る
こ

と
を

認
識
す

る
必

要
が
あ

る
。
コ

ロ
ン

ビ
ア

は
幼

児
の
栄

養
状

態
に
大

き
な
格

差
が

あ
り
、

2つ
の
栄

養
問
題

が
あ

る
。
慢

性
的
な

栄
養

不
良
、

貧
血
、

ビ
タ

ミ
ン
や

ミ
ネ

ラ
ル
欠

乏
症

が
あ
る

が
、
学

齢
期

の
子
ど

も
の
超

過
体

重
の
割

合
が
徐

々
に

か
な
り

増
え

て
い
る

。
コ
ロ

ン
ビ

ア
の

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト

と
し
て

授
乳
期

に
適

切
な
栄

養
を
補

助
、

サ
ポ
ー

ト
す
る

こ
と

を
継
続

し
て

い
く
。

こ
れ
ら

は
栄

養
格

差
を

改
善
す

る
た

め
の
基

本
的
な

戦
略

。
健
康

的
な
環

境
を

推
進
す

る
た
め

一
致

団
結
し

て
働

き
か
け

て
い
く

。
食

品
に

基
づ

い
て
、

指
針

を
通
し

て
健
康

的
な

食
品
を

推
進
し

て
い

く
。
健

康
的
な

運
動

を
生
活

に
取

り
入
れ

る
こ
と

を
推

奨
す

る
。

様
々
な

政
府

機
関
が

団
結
し

て
栄

養
を
推

進
し
て

い
る

戦
略
に

よ
っ
て

、
我

が
国
が

長
期

的
に
掲

げ
て
い

る
目

標
や

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト

を
継
続

的
に
取

り
組

ん
で
い

く
こ
と

が
で

き
る
。

4
カ
メ

ル
ー
ン

M
r.

 I
ho

ng
 I

II

C
oo

rd
in

at
or

 o
f t

he
 T

ec
hn

ic
al

 
S

ec
re

ta
ri

at
 o

f t
he

 I
nt

er
na

ti
on

al
 

C
om

m
it

te
e 

fo
r 

th
e 

F
ig

ht
 a

ga
in

st
 

M
al

nu
tr

it
io

n

カ
メ

ル
ー
ン

が
こ

れ
か
ら

数
年
の

間
で

国
民
の

た
め
に

行
う

取
り
組

み
を
紹

介
す

る
。
ま

ず
U

H
C
に

関
し

て
は
保

健
シ

ス
テ

ム
を
通

し
て

の
栄
養

介
入
の

ス
ケ

ー
ル
ア

ッ
プ
を

行
う

。
マ
ル

チ
セ
ク

タ
ー

の
栄
養

フ
レ

ー
ム
ワ

ー
ク
と

そ
の

運
用

実
施

計
画
を

20
30

年
の

国
家

開
発

戦
略
に

組
み
込

ん
で

い
く
。

食
料
の

国
家

シ
ス
テ

ム
を
実

施
し

、
発
育

阻
害

は
20

18
年
の

29
%
を

20
30

年
に

は
15

%
、

5歳
未

満
の

過
体

重
と

肥
満
は

20
18

年
の

11
%
を

20
30

年
に
は

5%
以

下
に

す
る

。
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⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
2コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

紹
介

(2
)

N
o.

国
・

団
体
・

企
業
名

氏
名

役
職

ス
ピ
ー

チ
内
容

5
国

際
連

合
パ
レ

ス
チ

ナ
難
民

救
済
事

業
機

関
（

U
N

R
W

A
）

D
r. 

Se
it

a 
A

ki
hi

ro
D

ir
ec

to
r o

f H
ea

lt
h

中
東

に
い

る
57

0万
人

の
パ

レ
ス
チ

ナ
難

民
に
と

っ
て
栄

養
と

成
長
は

非
常
に

重
要

な
課
題

。
新
型

コ
ロ

ナ
の
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
は

も
と

も
と
脆

弱
で

あ
っ
た

パ
レ
ス

チ
ナ

難
民
を

よ
り
脆

弱
に

し
た
。

彼
ら
の

持
続

的
な
成

長
の
た

め
に

は
栄
養

と
成

長
の

問
題

に
対
す

る
対

策
が
我

々
U

N
R

W
A
に
と

っ
て
も

非
常
に

重
要

。
そ
の

た
め
、

今
回

の
サ
ミ

ッ
ト
で

我
々

は

3つ
の
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
を
す

る
。

最
初
の

2つ
は

栄
養

の
U

H
C
の

統
合

の
分

野
。

1つ
目
は

糖
尿

病
対
策

。
糖
尿

病
、

生

活
習

慣
病

は
パ

レ
ス
チ

ナ
難

民
の
死

亡
原
因

の
第

一
位
。

栄
養
状

態
を

改
善
し

、
糖
尿

病
の

管
理
体

制
の
強

化
を

進
め

る
。

妊
婦

の
貧

血
、
微

量
栄

養
素
対

策
も
非

常
に

重
要
な

分
野
。

3つ
目

は
強

靭
性
の

促
進
。

脆
弱

な
パ
レ

ス
チ
ナ

難
民

の
食

料
安

全
保

障
を
確

保
す

る
た
め

に
U

N
R

W
A
は
食

料
支
援

、
キ
ャ

ッ
シ

ュ
支
援

を
進
め

る
。

ガ
ザ
を

含
め
全

て
の

活

動
地

域
で

進
め

て
い
る

。
し

か
し
、

栄
養
問

題
、

成
長
問

題
は
食

料
支

援
、
医

療
支
援

だ
け

で
は
決

し
て
改

善
し

な
い
。

そ
の

根
源

に
あ

る
の
は

人
権

の
問
題

で
あ
り

、
人

間
の
尊

厳
の
問

題
。

脆
弱
な

人
々
を

置
き

去
り
に

し
な
い

、
パ

レ
ス
チ

ナ
難

民
を

置
き

去
り
に

し
な

い
、
そ

う
い
っ

た
社

会
的
、

世
界
的

な
機

構
の
構

築
が
求

め
ら

れ
て
い

る
。
そ

う
い

っ
た
意

味
で

も
今

回
の

サ
ミ
ッ

ト
は

非
常
に

重
要
。

6
国

際
農

業
研
究

協
議

グ
ル
ー

プ

（
C

G
IA

R
）

D
r. 

K
un

dh
av

i K
ad

ir
es

an
M

an
ag

in
g 

D
ir

ec
to

r, 
G

lo
ba

l 
E

ng
ag

em
en

t a
nd

 In
no

va
ti

on
, 

C
G

IA
R

世
界

的
に

見
て

我
々
は

非
常

に
複
雑

な
食
料

シ
ス

テ
ム
を

構
築
し

て
き

た
。
し

か
し
全

て
の

人
に
栄

養
価
の

高
い

持
続
可

能
な

食
生

活
を

提
供
す

る
こ

と
は
で

き
て
い

な
い

。
単
に

生
産
量

を
増

や
す
と

い
う
戦

略
で

は
な
く

、
安
全

で
安

価
で
望

ま
し

い
持

続
可

能
で
健

康
的

で
栄
養

価
の
高

い
食

生
活
を

育
成
す

る
必

要
が
あ

る
。
エ

ビ
デ

ン
ス
は

明
白
。

栄
養

へ
の
投

資
は

1ド
ル
あ

た
り
地

域
経
済

に
16

ド
ル

を
も
た

ら
す
。

し
か

し
世
界

の
開
発

基
金

の
う
ち

、
栄
養

改
善

に
投
資

さ
れ
て

い
る

の
は

1%
に

も
満
た

な
い

。
C

G
IA

R
の

科
学
は

栄
養
改

善
が

も
た
ら

す
イ
ン

パ
ク

ト
を
示

し
て
い

る
。

現
在
ア

フ
リ

カ
と

南
ア

ジ
ア

の
68

0万
世

帯
に
ビ

タ
ミ

ン
A
を

生
物

学
的
に

栄
養
強

化
し

た
オ
レ

ン
ジ
色

で
肉

厚
な
さ

つ
ま

い
も
を

栽

培
し

、
食

し
て

い
て
お

り
、

子
ど
も

た
ち
の

予
防

可
能
な

失
明
に

対
し

て
非
常

に
有
効

な
手

段
と
な

っ
て
い

る
。

生
産
資

源
を

利
用

し
て

食
料
生

産
を

促
進
す

る
こ
と

で
微

量
栄
養

素
の
不

足
を

解
消
し

、
ア
フ

リ
カ

と
ア
ジ

ア
の
社

会
か

ら
阻
害

さ
れ

た
何

百
万

人
も
の

人
々

に
恩
恵

を
も
た

ら
し

て
い
る

。
C

G
IA

R
で

は
3つ

の
レ
ベ

ル
で

栄
養
安

全
保
障

を
向

上
さ
せ

る
こ

と
に

取
り

組
ん
で

い
る

。
高
い

シ
ス
テ

ム
レ

ベ
ル
で

は
食
料

シ
ス

テ
ム
の

成
果
、

政
策

研
究
、

技
術
的

制
度

的
革
新

を
通

じ
て

食
生

活
の
改

善
に

繋
が
る

リ
ソ
ー

ス
を

提
供
し

て
い
る

。
農

業
レ
ベ

ル
で
は

食
料

供
給
の

多
様
化

、
疾

病
や
食

料
安

全
の

管
理

の
た
め

の
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

を
加

速
さ
せ

る
。
マ

イ
ク

ロ
レ
ベ

ル
で
は

、
遺

伝
子
の

革
新
に

よ
り

多
様
で

健
康

的
な

食
品

へ
の
ア

ク
セ

ス
を
強

化
す
る

こ
と

に
取
り

組
ん
で

い
る

。
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⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
3（

脆
弱
化
の
栄
養
対
策
）

(1
)

N
o.

国
・
団
体
・
企
業
名

氏
名

役
職

ス
ピ
ー
チ
内
容

発
言
の
機
会
を
い

た
だ
け
る
こ
と
を
感

謝
申
し
上
げ
る
。

サ
ミ
ッ
ト
は
我
々
が

今
ま
で
ど
の
よ
う
に

栄
養
不
良
に
取
り
組

ん
で
き
た
か
を

振
り
返
り
、
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
も
っ

と
良
く
な
る
か
を

問
う
重
要
な
機
会
。

今
日
我
々
は
各
国
代

表
団
、
そ
の
他
多
く

の
関
係
者
か
ら

栄
養
状
態
を
改
善

す
る
た
め
に
は
柔
軟

な
食
料
シ
ス
テ
ム

と
保
健
シ
ス
テ
ム
両

方
に
投
資
す
る
こ
と

が
重
要
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。
で
は

な
ぜ
今
回
の
サ
ミ

ッ
ト
で
は
脆
弱
な
国

や
紛
争
の
影
響
を

受
け
た
国
に
お
け
る

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る

の
か
。
そ
れ
は

簡
単
で
、
最
も
困

難
な
場
所
で
最
も
困

難
な
ケ
ー
ス
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば

20
25

年
の
世
界

保
健
総
会
の
目
標
も

栄
養
不
良
の
解
消
と

い
う
持
続
可
能
な

開
発
目
標
も
達
成
で

き
な
い
た
め
。
現

在
脆
弱
な
国
や
紛
争

の
起
き
て
い
る
国
の

半
数
で
は
発
育
阻
害

、
消
耗
症
、
思

春
期
の
少
女
や
女

性
の
貧
血
等
、
複
数

の
形
態
の
栄
養
不

良
が
緊
急
事
態
と
し

て
発
生
し
て
い
る
。

世
界
の
飢
餓
人
口
の

6割
は
自
然
災

害
や
人
的
災
害
に

よ
っ
て
栄
養
不
足
に

陥
る
リ
ス
ク
や
脆

弱
性
が
高
ま
っ
て
い

る
場
所
に
住
ん
で
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
っ
て
大
き
な

打
撃
が
加
わ
り
、

栄
養
不
良
の
負
担
が

さ
ら
に
悪
化
し
た

。
推
定
で
は

20
20

年
か
ら

20
22

年
に
か
け
て

消
耗
症
の

5歳
未
満
児
の

14
00

万
人
に
増
加
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
直
接
、

間
接
的
影
響
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
リ
ス

ク
が
な
か
っ
た

13
60

万
人
の
子
ど

も
た
ち
が
衰
弱
し
て

い
る
。
個
人
の
栄

養
状
態
を
改
善
し
て

い
く
と
い
う
課
題

は
ど
こ
で
も
あ
る
が

、
こ
れ
ら
の
子
ど
も

た
ち
は
気
候
変
動
や

人
為
的
な
災
害

等
に
よ
り
既
に
悲

惨
な
状
況
に
あ
る
脆

弱
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
国
際
開
発
省
を
含

む
人
道
支
援
関
係
者

は
従
来
緊
急
時

の
急
性
栄
養
不
良

に
対
す
る
救
命
措
置

に
力
を
注
い
で
き

た
。
し
か
し
、
危
機

が
長
期
化
し
て
い
る

、
脆
弱
な
環
境
に
ま

す
ま
す
集
中
す

る
よ
う
に
な
っ
た

貧
困
の
地
理
的
変
化

を
考
え
る
と
、
人

道
的
シ
ス
テ
ム
と
開

発
シ
ス
テ
ム
の
両
方

が
栄
養
不
良
に
取
り

組
む
そ
の
調
整

を
す
る
必
要
が
あ

る
。
栄
養
不
良
の
発

見
、
予
防
、
治
療

の
た
め
の
介
入
、
資

金
提
供
の
柔
軟
性
を

高
め
、
健
康
、
生
活

、
食
料
シ
ス
テ

ム
、
水
と
衛
生
等

の
分
野
を
横
断
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ

の
2年

間
皆
さ
ん
と
手
を

取
り
合
っ
て
脆
弱
で

危
機
的
環
境
下
で

の
栄
養
管
理

を
介
入
し
、
変
革

す
る
方
法
を
模
索
し

て
き
た
。
そ
の
結

果
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を

変
え
る
た
め
に
必
要

な
4つ

の
方
法
が
見
え

て
き
た
。

1)
第
一
に
栄
養
不
良

の
リ
ス
ク
が
最
も
高

い
人
々
を
成
長
と
発

達
の
重
要
な
時
期
に

対
処
す
る
こ
と
。
特

に
妊
娠
か
ら

2歳
ま
で
の

10
00

日
間
は
依
然
と
し

て
重
要
。
し
か
し
特

に
脆
弱
な
環
境
、

地
域
に
お
い
て
は
栄

養
不
良
の
リ
ス
ク
が

幼
い
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
な
く
、
就

学
前
、
学
齢
期
の

70
00

日
ま

で
に
及
ぶ
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
て
い
る
。

特
に
社
会
か
ら
阻
害

さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の

子
ど
も
に
リ
ス
ク
が

あ
る
。

2)
第
二
に
長

期
化
す
る
危
機
に

お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
資
金
調
達
に
は
柔

軟
で
長
期
的
ア
プ
ロ

ー
チ
を
採
用
す
る
必

要
が
あ
る
。
人
道

的
対
応
を
開
発
課

題
と
結
び
つ
け
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の

逆
も
然
り
。
歴
史
的

に
み
て
も
人
道
的
環

境
は
革
新
的
取
り
組

み
を
行
う
ユ

ニ
ー
ク
な
機
会
と

な
っ
て
き
た
。
子
ど

も
の
貧
困
対
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
多
く
は

紛
争
や
脆
弱
な
環
境

下
で
生
ま
れ
た
。
今

こ
そ
こ
れ
を
超

え
て
消
耗
症
の
早

期
発
見
と
治
療
を
人

道
開
発
環
境
に
お

け
る
必
須
の
行
動
と

し
て
主
流
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

3)
第
三
に
国

の
栄
養
情
報
シ
ス

テ
ム
へ
の
投
資
と
強

化
が
必
要
。
こ
れ
に

よ
り
正
確
で
タ
イ
ム

リ
ー
で
よ
り
適
切
な

栄
養
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
確
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

4)
第
四
に
世

界
、
地
域
、
地
元

の
関
係
者
の
調
整
と

責
任
分
担
を
改
善
す

る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
た
め
に
は
栄
養
不

良
の
予
防
と
治
療

の
た
め
の
複
数
年

に
わ
た
る
マ
ル
チ
セ

ク
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
地
域

の
組
織
に
権
限
を
与

え
、
資
金
を
提

供
す
る
こ
と
も
重

要
。

昨
日
パ
ワ
ー
長
官

が
発
表
し
た
よ
う
に

U
S

A
ID

の
成

長
の
た
め
の
栄
養
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に

は
、
こ
れ
ら

4つ
の
目
標

に
向
け
て
行
動

を
起
こ
す
準
備
が

で
き
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
人

道
支
援
局
は
栄
養
開

発
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
他
の
部
門
と
協

力
し
て
消
耗
症

の
予
防
と
治
療
に

対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

を
強
化
し
て
い
く

。
B

H
A
は
子

ど
も
の
消
耗
症
に
関

す
る
世
界
行
動
計
画

の
目
標
に
投
資
を
結

び
つ
け
、
他
の
機

関
と
共
に
人
道
危
機

に
対
し
て
よ
り
戦

略
的
に
取
り
組
む
。

も
っ
と
脆
弱
な
状
況

で
も
回
復
力
を
高
め

ら
れ
る
よ
う
、

資
金
調
達
を
よ
り

柔
軟
に
す
る
方
法
を

検
討
し
て
お
り
、

緊
急
時
の
栄
養
情
報

基
準
強
化
の
た
め
の

支
援
を
期
待
し
て
い

る
。
脆
弱
な
状

況
下
で
の
栄
養
不

良
、
特
に
女
性
と
子

ど
も
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
過

去
3年

間
、

B
H

A
が
栄
養
に
特
化
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

10
億
ド
ル
投
資
し
た

こ
と
は
そ
れ
を
明
確

に
示
し
て
い
る
。

他
の
ド
ナ
ー
や
政
府

、
民
間
企
業
に
対
し

て
も
脆
弱
な
状
況
に

置
か
れ
た
家
族

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
栄
養
摂
取
で
き
る

よ
う
支
援
を
拡
大

す
る
こ
と
を
求
め
る

。

1
米
国
人
道
支
援
局

（
U

S
A

ID
）

M
s.

 S
ar

ah
 C

ha
rl

es
A

ss
is

ta
nt

 t
o 

th
e 

A
dm

in
is

tr
at

or
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N
o.

国
・

団
体

・
企

業
名

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ

内
容

D
r.

 N
a

za
r 

B
a

su
h

a
ib
：

こ
の
よ

う
な

サ
ミ

ッ
ト

に
参

加
さ
せ

て
い

た
だ

き
、

感
謝

申
し

上
げ

る
。

レ
ジ

リ
エ

ン
ス
に

関
し

て
イ

エ
メ

ン
政
府

は
人

道
支

援
、

開
発

、
平

和
構

築
と

い
っ

た
部

門
の
枠

を
超

え
て

栄
養

状
況

の
改

善
に

取
り

組
み

、
投

資
の
増

加
を

図
る

こ
と

に

コ
ミ
ッ

ト
す

る
。

政
府

機
関

の
主

導
の

も
と

、
人

道
支

援
、
開

発
分

野
の

ア
ク

タ
ー

の
連

携
に

よ
っ

て
地

域
的

な
コ
ン

テ
キ

ス
ト

を
配

慮

し
つ
つ

、
国

家
的

栄
養

対
策

の
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
と

資
金

の
投
入

に
努

め
る

。
人

道
活

動
と

開
発

と
平

和
構

築
の

間
の
ギ

ャ
ッ

プ
を

埋
め

る

た
め
、

全
て

の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

連
携

と
監

督
の

メ
カ
ニ

ズ
ム

を
明

確
な

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
を

持
っ

て
確
立

す
る

。
到

達
困

難

な
地
域

を
よ

り
広

く
網

羅
し

て
い

く
こ

と
、

栄
養

サ
ー

ビ
ス
の

対
象

を
2
歳

以
上

の
子

ど
も

た
ち
、

妊
娠

以
前

の
女

性
た

ち
、

学
童

や
障

害
者
、

高
齢

者
に

拡
大

す
る

こ
と

に
努

め
る

。
最

後
に

政
府
、

ド
ナ

ー
、

国
連

機
関

、
国

際
機

関
、

N
G

O
に

よ
る

国
内

で
の

人
道

活
動

を
定
着

さ
せ

る
こ

と
に

努
め

る
。

生
後

1
0

0
0
日

の
段

階
が

極
め

て
重

要
な

こ
と

は
間

違
い

な
い

が
、

イ
エ

メ
ン

に
お
い

て
栄

養
改

善
の

対
象
を

学
童

に
広

げ
る

こ
と

が
現

在
の

人
道

危
機

に
お

け
る
困

難
な

生
活

状
況

の
中

で
必

要
と

さ
れ

て
い

る
。

子
ど
も

も
教

師
も

お
腹

を

空
か
せ

て
学

校
に

行
く

と
い

う
現

状
の

中
で

、
教

育
は

イ
エ
メ

ン
で

の
貧

困
の

連
鎖

を
断

ち
切

る
最

短
の

手
段

。
従
っ

て
、

学
校

で
の

栄

養
改
善

の
介

入
は

通
学

率
を

高
め

、
教

育
の

質
を

高
め

、
ひ
い

て
は

将
来

の
家

庭
の

生
活

手
段

も
改

善
さ

れ
る

こ
と
に

つ
な

が
る

。
ま

た

学
校
で

の
栄

養
対

策
を

少
女

も
対

象
に

す
る

こ
と

が
極

め
て
重

要
。

次
の

世
代

の
母

親
に

な
る

存
在

。
障

害
者

や
高
齢

者
に

つ
い

て
も

深

刻
な
状

況
が

あ
る

。
社

会
の

ど
の

階
層

も
飢

え
や

貧
困

の
中
に

取
り

残
し

て
は

な
ら

な
い

。
こ

の
人

々
の

苦
し

み
を
軽

減
す

る
と

と
も

に

家
族
の

負
担

も
和

ら
げ

る
た

め
に

栄
養

対
策

が
必

要
。

良
好
で

十
分

な
栄

養
は

全
て

の
人

の
権

利
で

あ
る

。

M
od

er
a

to
r：

質
問
と

し
て

、
非

伝
統

的
な

グ
ル

ー
プ

、
例

え
ば

学
童

、
障
害

者
、

高
齢

者
に

対
し

て
も

サ
ー

ビ
ス

を
始

め
る

と
お
っ

し
ゃ
っ

て
い

た
。

生
後

1
0

0
0
日
以

上
に

フ
ォ

ー
カ

ス
を

広
げ
る

の
は

な
ぜ

特
に

イ
エ

メ
ン

で
は

そ
の

重
要

性
が

高
い
の

か
。

D
r.

 N
a

za
r 

B
a

su
h

a
ib
：

イ
エ
メ

ン
に

お
い

て
戦

争
の

影
響
は

非
常

に
大

き
い

。
特

に
若

者
や

子
ど

も
た

ち
は

大
き
な

影
響

を
受

け
て

い
る
。

彼
ら

は
何

も
主

張
を

す
る

こ
と

が
で

き
ず

、
彼

ら
を
代

弁
し

て
く

れ
る

存
在

が
い

な
い

た
め

、
重

視
し

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。

M
od

er
a

to
r：

イ
エ
メ

ン
が

伝
統

的
な

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
を

超
え

て
取
り

組
ん

で
い

け
る

こ
と

を
期

待
し

て
い

る
。

他
の

政
府
や

ス

テ
ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

の
方

も
そ

う
さ

れ
る

か
と

思
う

。

M
s.

 Z
u

h
ra

 D
a

d
ga

r-
S

h
a

fi
q
：

こ
の

よ
う

な
機

会
を

い
た

だ
き

感
謝

申
し

上
げ
る

。
今

日
2
人

に
1
人

が
基

本
的

な
食

料
、
栄

養
を

一
日

一
回
し

か
得

ら
れ

る
こ

と
が

で
き

な
い

で
い

る
。

非
常

に
深
刻

な
食

料
不

安
全

に
見

舞
わ

れ
て

い
る

。
8
月

以
降

、
2

0
0
万

人
以

上
の

子

ど
も
た

ち
が

栄
養

不
良

に
な

っ
て

い
る

。
3

2
0
万

人
の

子
ど

も
た

ち
が

急
性

栄
養
不

良
。

我
々

が
行

動
を

取
ら

な
け

れ
ば

ま
も

な
く

こ
の

数
値
は

3
倍
に

な
る

。
ア

フ
ガ

ニ
ス

タ
ン
に

は
最

低
限

の
リ

ソ
ー

ス
し

か
な

い
の

に
も

か
か

わ
ら
ず

、
最

大
限

の
効

果
を

発
揮

す
る

こ
と

が
求
め

ら
れ

て
い

る
。

草
の

根
組

織
な

ど
が

教
育

、
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
等

を
し

て
い

る
。

我
々

は
ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
に

お

け
る
栄

養
不

良
と

戦
っ

て
い

く
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
し

た
い
。

手
に

入
る

資
源

は
限

ら
れ

て
い

る
。

学
齢

期
の

子
ど
も

た
ち

が
基

本
的

な

栄
養
ニ

ー
ズ

を
満

た
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
子

ど
も

た
ち
が

安
定

し
て

教
育

を
受

け
ら

れ
る

に
し

て
い

く
。

助
産
婦

、
家

庭
に

対
す

る

教
育
も

行
っ

て
い

る
。

母
乳

育
児

に
対

し
て

、
あ

る
い

は
小
さ

な
子

ど
も

た
ち

に
対

す
る

食
事

、
少

女
と

母
親

の
貧
血

の
問

題
に

も
取

り

組
ん
で

い
く

。
食

料
開

発
ス

キ
ー

ム
を

立
て

る
に

あ
た

っ
て
、

主
要

な
協

力
者

と
な

っ
て

い
る

。
貧

困
線

以
下

で
暮
ら

し
て

い
る

人
々

に

特
に
集

中
し

て
取

り
組

ん
で

い
く

。

M
od

er
a

to
r：

栄
養
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
を

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
で

確
立

し
よ

う
と
し

て
お

り
、

こ
の

地
域

の
食

料
安

全
保

障
の

ア
ク

タ
ー
と

協

働
さ
れ

て
い

る
と

の
こ

と
だ

が
、

こ
う

し
た

関
係

づ
く

り
の
中

で
一

番
の

課
題

は
何

か
。

そ
し

て
そ

の
克

服
は

ど
の
よ

う
に

さ
れ

て
い

る

の
か
。

M
s.

 Z
u

h
ra

 D
a

d
ga

r-
S

h
a

fi
q
：

今
も

多
く

の
課

題
が

あ
る

。
あ

る
経

済
で

の
エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
家

庭
や

子
ど

も
の

ウ
ェ

ル
ビ
ー

イ
ン

グ
に

非
常

に
重

要
。

し
か

し
、

過
去

3
ヶ

月
間

、
経

済
的

収
入

を
得

る
こ

と
が

で
き
な

い
と

い
う

状
況

に
な

っ
て

家
計

、
子

ど
も
の

栄
養

に
も

影
響

が
出

て
い

る
。

最
近

の
人

道
的

危
機
の

中
で

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
で

は
様

々
な

機
関

、
制

度
の
能

力
も

削
が

れ
て

き

て
い
る

。
現

場
で

活
動

し
て

い
る

人
々

の
能

力
開

発
の

た
め
の

支
援

が
必

要
。

ま
た

、
1
億

2
0

0
0
万

ド
ル

の
資

金
が

栄
養

に
対

し
て

あ
る

が
、
そ

の
う

ち
ま

だ
6

0
%
し

か
届

い
て

い
な

い
。

継
続

す
る
危

機
が

あ
る

が
約

束
さ

れ
た

資
金

が
届

い
て

い
な

い
と
い

う
問

題
が

あ
る

。

そ
の
よ

う
な

ギ
ャ

ッ
プ

が
あ

る
た

め
に

我
々

は
少

な
く

と
も
生

存
の

た
め

の
基

本
的

な
食

料
を

人
々

に
届

け
る

と
い
う

こ
と

に
注

力
し

て

い
る
。

援
助

を
す

る
た

め
に

は
そ

の
他

の
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ
ト

と
の

間
で

調
整

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ど

の
よ
う

に
こ

の
シ

ョ
ッ

ク

に
対
応

し
て

い
く

の
か

と
い

う
こ

と
だ

が
、

ド
ナ

ー
だ

け
で
な

く
政

府
に

と
っ

て
も

大
き

な
課

題
。

何
ら

か
の

形
で
交

渉
し

て
、

こ
の

政

府
が
何

ら
か

の
形

で
本

当
に

壊
滅

的
な

状
況

を
防

ぐ
こ

と
が
必

要
。

資
金

的
な

問
題

に
つ

い
て

は
全

国
レ

ベ
ル

の
人
道

的
対

応
の

活
動

を

行
っ
て

い
る

。

M
od

er
a

to
r：

ア
フ
ガ

ニ
ス

タ
ン

で
は

非
常

に
困

難
で

あ
る

。

4
A

ct
io

n
 f

or
 

D
ev

el
op

m
en

t 
A

fg
h

a
n

is
ta

n

M
s.

 Z
u

h
ra

 D
a

d
ga

r-
S

h
a

fi
q

P
ro

gr
a

m
 D

ir
ec

to
r 

a
n

d
 C

o-
F

ou
n

d
er

2
イ

エ
メ

ン
D

r.
 N

a
za

r 
B

a
su

h
a

ib

V
ic

e 
M

in
is

te
r,

 M
in

is
tr

y 
of

 
P

la
n

n
in

g 
a

n
d

 I
n

te
rn

a
ti

on
a

l 
C

oo
p

er
a

ti
on

 a
n

d
 S

U
N

 M
ov

em
en

t 
C

oo
rd

in
a

to
r
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(3
)

N
o.

国
・
団
体

・
企

業
名

氏
名

役
職

ス
ピ
ー

チ
内

容

6
チ
ャ

ド
D

r. 
M

ah
am

at
 B

éc
hi

r

D
ir

ec
to

r o
f t

he
 N

ut
ri

ti
on

 a
nd

 
Fo

od
 T

ec
hn

ol
og

y 
D

ir
ec

to
ry

 a
t t

he
 

M
in

is
tr

y 
of

 H
ea

lt
h 

an
d 

SU
N

 
Fo

ca
l P

oi
nt

D
r. 

M
ah

am
at

 B
éc

hi
r：

日
本
政
府

に
栄

養
サ

ミ
ッ

ト
の

開
催
を

感
謝

申
し

上
げ

る
。

チ
ャ
ド

で
は

50
0万

人
の

子
ど

も
た

ち
が
慢

性

的
な

栄
養

不
良

、
18

0万
人
の

子
ど

も
が

急
性

栄
養

不
良
で

あ
り

、
こ

の
負

荷
に

応
え
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

最
初

の
6ヶ

月
の

完
全

母
乳

育
児

を
50

%
増
加

さ
せ

る
。

5歳
未
満

の
子
ど

も
た

ち
の

栄
養

不
良

を
40

%
減
少

さ
せ

る
。

妊
娠

可
能

な
女
性

の
貧

血
を

50
%

減
少

さ
せ

る
。

イ
ニ
シ

ア
チ

ブ
を

母
乳

育
児

に
あ
て

て
い

る
。

様
々

な
福

祉
の
政

策
を

取
っ

て
い

る
。

SM
A

R
T調

査
も
行

っ
て

い
る

。

34
%
の
国

の
予

算
を
貧

困
対

策
に

充
て

て
い

る
。
投

資
を

10
%
農
業

に
、

15
%
保

健
に

増
や

し
て

い
る

。

M
od

er
at

or
：
チ
ャ

ド
に

お
い

て
現

在
取

ら
れ
て

い
る

様
々

な
政

策
に

つ
い
て

お
話

し
い

た
だ

い
た

。
エ
ビ

デ
ン

ス
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、

評
価

、
サ

ー
ベ

イ
ラ
ン

ス
シ

ス
テ

ム
、

ス
マ

ー
ト
調

査
の

実
施

等
素

晴
ら

し
い
こ

と
を

お
話

し
い

た
だ

い
た
が

、
人

道
援

助
と

開
発

の
溝

を
埋

め
る

た
め

に
デ
ー

タ
は

ど
の

よ
う

な
役

割
を
果

た
す

と
思

う
か

。

D
r. 

M
ah

am
at

 B
éc

hi
r：

様
々
な
課

題
が

あ
る

。
栄

養
と

い
う
観

点
で

は
、

栄
養

不
良

を
改
善

す
る

た
め

に
は

医
療

シ
ス
テ

ム
か

ら
行

わ
れ

、
共

同
体

の
レ
ベ

ル
で

行
わ

れ
る

こ
と

。
ま
ず

生
後

10
00

日
を

観
察

し
て

改
善

し
、
ス

マ
ー

ト
を

活
用

す
る

こ
と

で
改
善

を
図

る

こ
と

が
で

き
る

。
こ
れ

に
よ

っ
て

将
来

の
計

画
を
立

て
て

い
く

。
そ

れ
ら

の
調
査

を
行

っ
て

、
結

果
か

ら
政
策

を
作

っ
て

い
く

。
現

在
農

業
省

と
も

協
力

を
し
て

、
最

も
脆

弱
な

家
庭

に
対
し

て
の

対
策

を
と

る
。

そ
れ
を

県
や

村
と

一
緒

に
み

て
い
く

。
そ

う
い

っ
た

調
査

を
し

な
け

れ
ば

ど
の

程
度
の

割
合

で
問

題
が

あ
る

の
か
把

握
で

き
な

い
。

調
査

を
行
う

こ
と

に
よ

っ
て

デ
ー

タ
を
得

て
、

政
策

立
案

に
役

立

つ
。

7
Th

e 
Po

w
er

 o
f

N
ut

ri
ti

on
M

s.
 A

nn
e 

W
al

sh
Se

ni
or

 N
ut

ri
ti

on
 S

pe
ci

al
is

t

M
s.

 A
nn

e 
W

al
sh

：
非
常

に
重

要
な

議
論

が
行

わ
れ
て

い
て

素
晴

ら
し

い
と

思
う
。

Th
e 

Po
w

er
 o

f N
ut

ri
ti

on
で

は
nu

tr
it

io
nの

ス

ケ
ー

ル
を

拡
大

し
よ
う

と
し

て
い

る
。

あ
ら

ゆ
る
状

況
で

言
え

る
が

、
特

に
脆
弱

な
状

況
に

お
い

て
重

要
。
予

防
と

治
療

を
直

接
タ

ー

ゲ
ッ

ト
に

し
て

少
な
く

と
も

2つ
取
り

上
げ

て
進

め
て
い

る
。

例
え

ば
発

育
阻

害
や
消

耗
症

、
貧

血
、

低
出

生
体

重
等
も

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
て

い
る

。
栄

養
に
対

す
る

資
金

調
達

に
つ

い
て
は

新
し

い
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
あ
っ

て
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
を

標
的
と

し
て

い
て

、
コ

ン
ゴ

民
主

共
和

国
で

行
っ

て
い
る

。
コ

ン
ゴ

民
主

共
和

国
の
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
大

使
館

が
行
っ

て
い

る
が

、
マ

ル
チ

セ
ク
タ

、
マ

ル
チ

フ
ェ

ー
ズ

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

行
っ

て
い
る

。
生

計
、

健
康

、
栄

養
、
様

々
な

も
の

を
対

象
に

し
て
い

る
。

農
業

と
子

ど
も

の
発
達

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
し

て
い

る
。

加
え

て
新

し
い
資

金
の

流
れ

を
作

る
た

め
来
年

2つ
の
取

り
組

み
を

行
う

。
ま
ず

は
革

新
的

な
資

金
、

栄
養

ベ
ン
チ

ャ
ー

。
そ

の
他

は
U

N
IC

E
F、

国
連

等
、

様
々

な
イ

ス
ラ
ム

開
発

銀
行

等
と

も
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
し

て
い

る
。

Fi
rs

t 1
00

0 
D

ay
s 

M
ul

ti
-D

on
or

 
Tr

us
t F

un
dで

ブ
レ

ン
ド

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス
を

使
い

、
特

に
脆

弱
性

、
あ
る

い
は

紛
争

の
影

響
の

あ
る
地

域
に

焦
点

を
当

て
る

。

M
od

er
at

or
：
ブ
レ

ン
ド

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

と
い
う

言
葉

が
出

て
き

て
、

最
近
流

行
っ

て
い

る
。

主
要

な
ス
テ

ッ
プ

は
ど

の
よ

う
な

も
の

か
。

革
新

的
な

こ
の
資

金
ア

プ
ロ

ー
チ

を
考

え
て
い

る
政

府
が

ま
ず

取
る

べ
き
ス

テ
ッ

プ
は

ど
の

よ
う

な
も
の

か
。

M
s.

 A
nn

e 
W

al
sh

：
投
資

家
は

ま
ず

長
期

的
な

視
点
を

持
っ

て
欲

し
い

と
思

う
。

Po
w

er
 o

f n
ut

ri
ti

on
で

は
投

資
の

効
果

を
最
大

限
に

活
か

し
た

い
。

政
府
に

対
し

て
は

O
D

A
を
今

後
も

継
続

を
し

、
ス

ケ
ー
ル

ア
ッ

プ
を

し
て

欲
し

い
。
革

新
的

な
資

金
フ

ロ
ー

と
柔
軟

な

資
金

の
メ

カ
ニ

ズ
ム
に

オ
ー

プ
ン

な
も

の
に

し
て
欲

し
い

。
引

き
続

き
レ

ジ
リ
エ

ン
ス

を
構

築
し

て
い

き
、
長

期
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

必
要

。
国

内
で

の
資
源

も
必

要
。

現
在

、
将

来
の
予

算
編

成
の

中
で

栄
養

に
対
し

て
予

算
を

も
つ

こ
と

が
必
要

。
栄

養
は

社
会

経
済

発
達

に
も

影
響

し
、

様
々
な

シ
ョ

ッ
ク

に
対

す
る

強
靭
性

の
構

築
に

も
役

立
つ

。
イ
ノ

ベ
ー

テ
ィ

ブ
な

投
資

で
は
よ

り
良

質
な

栄
養

を
よ

り
持

続
可

能
な

形
で

目
指
す

。

96



S
13

 T
ab

le
. 2

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
3（

脆
弱
化
の
栄
養
対
策
）

(4
) 

 

N
o.

国
・

団
体
・
企
業
名

氏
名

役
職

ス
ピ
ー
チ
内
容

8
フ
ィ
リ
ピ
ン

D
r.

 A
zu

ce
n

a
 M

. 
D

a
ya

n
gh

ir
a

n
g

A
ss

is
ta

n
t 

S
ec

re
ta

ry
 a

n
d

 
E

xe
cu

ti
ve

 D
ir

ec
to

r,
 N

a
ti

on
a

l 
N

u
tr

it
io

n
 C

ou
n

ci
l 

a
n

d
 S

U
N

 
F

oc
a

l 
P

oi
n

t

D
r.

 A
zu

ce
n

a
 M

. D
a

ya
n

gh
ir

a
n

g：
我
が
国
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
テ
ー
マ
に
関
し

て
紹
介
し
た
い
。
ま
ず

最
初
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
不
可

欠
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
現

在
の
緊
急
事
態
の
中
で
強

靭
の
も
の
に
す
る
。
こ

れ
は
栄
養
管
理
を
緊
急
時

や
災
害

時
に
お
い
て
も
政
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
で
強
化
す

る
こ
と
を
含
む
。

2
番
目
は
緊
急

時
の
準
備
と
対
応
の
た

め
の
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム

の
構
築
強
化
行
う
こ
と
。

3
番
目
は

情
報
管
理
を
含
め
緊
急

時
に
お
け
る
栄
養
保
護
の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
化

の
た
め
の
国
及
び
地
域
の

保
健
レ
ベ
ル
の
構
築
を
す

る
。

4
番

目
は
訓
練
を
受
け
た
地

域
の
保
健
栄
養
担
当
者
を

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

動
員
し
、
健
康
栄
養
状
態

の
評
価
と
適
切
か
つ
不
可

欠
な
医
療
を
選
択
栄
養
精

神
保
健
支
援
、
心
理
的
社

会
的
支
援
の
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
い
、
衛
生
も

カ
バ
ー

す
る
。

5
番
目
は
避
難
所
に
母
乳
育

児
コ
ー
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
キ
ッ
チ
ン
を
設
置

し
、
生
後

6
ヶ
月
か
ら

2
歳
ま
で
の
幼
児
の

た
め
に

す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
補
完

食
を
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ー
ド

パ
ッ
ク
に
含
め
る
。

2
番
目
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
し
て

は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
ミ
ン
ダ

ナ
オ
州
バ
ン
サ
モ
ロ
自
治

区
の
子
ど
も
た
ち
の
衰
弱

、
発
育
阻
害
、
低
体
重
の

割
合
を
減
ら
す
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
我
々

が
計
画

し
て
い
る
ア
ク
シ
ョ
ン
は

次
の
通
り
。

1
)ス

キ
ル
、
人

員
、
資
金
を
定
め
た
バ
ン

サ
モ
ロ
栄
養
評
議
会
を

設
立
す
る
法
案
の
作
成
と

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

。

2
)技

術
支
援
、

資
源
動
員
、
技
術
更
新
、

デ
ー
タ
情
報
処
理
の
た

め
の
他
の
栄
養
関
係
者
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

連
携
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
。

3
)フ

ィ
リ
ピ
ン

の
栄
養
行
動
計
画
を
自
治

区
の
た
め
に
策
定
し
、

実
施
を
支
援
強
化
す
る
よ

う
地
方
自
治
体
と
の
連
携

を
強
化
す
る
。

4
)妊

婦
と
生
後

6
ヶ
月
か
ら

2
3
ヶ
月
の
幼

児
を
対
象
と
し
た
栄
養
補

助
食
品
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

継
続
的
な
実
施
を
確
保
す

る
。

M
od

er
a

to
r：

災
害
時
、
緊
急
時

の
状
況
に
お
い
て
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
の
一
つ
は
不
可

欠
な
保
健
、
栄
養
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
確
実
に
す
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
強
靭
性
の
あ

る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
は
ど
の
よ
う

に
実
施

さ
れ
て
い
る
の
か
。

D
r.

 A
zu

ce
n

a
 M

. D
a

ya
n

gh
ir

a
n

g：
全
体
的
、
マ

ル
チ
セ
ク
タ
ー
の
形
で
我

々
の
政
策
は
展
開
さ
れ
て

い
る
。
革
新
的
な
形
を

取
ろ
う

と
し
な
が
ら
既
存
の
リ
ソ

ー
ス
も
十
分
に
活
用
し
て

行
っ
て
い
る
。
政
治
的
な

国
、
地
域
レ
ベ
ル
の
強

力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

も
っ
て

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
取

り
組
ん
で
い
る
。
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
形
で
栄
養
的

に
強
靭
性
の
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

を
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
確
立
し

、
子
ど
も
た
ち
の
栄
養
不

良
を
な
く
し
て
い
く
こ
と

に
役
立
つ
取
り
組
み
の

仕
方
だ
と
考
え
て
い
る
。

9
R

oy
a

l 
D

S
M

M
r.

 K
a

z 
M

a
ru

ya
m

a
P

re
si

d
en

t,
 D

S
M

 J
a

p
a

n

M
r.

 K
a

z 
M

a
ru

y
a

m
a
：

D
S

M
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
つ

い
て
お
話
し
で
き
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
う
。

D
S

M
は
非
常

に
明
確
な
目
標
を

持
っ
た
科
学
を
ベ
ー
ス
に

し
た
会
社
で
あ
り
、
我
々

が
よ
り
良
い
健
康
、
よ
り

持
続
可
能
な
地
球
、
人

々
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を

示
す

7
つ

の
定
量
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
し
て
い
る
。

1
)我

々
は
栄
養

強
化
食
品
、
公
衆
衛
生
の

サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
供
給

を
2

0
3

0
年

ま
で
に

8
億
人
の
脆
弱
な
立
場
に

置
か
れ
た
人
々
に
対
し
て

行
い
、
微
量
栄
養
素
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
。

W
F

P
や

U
N

IC
E

F
、
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ

ョ
ン
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
協
力
し
て
行
っ
て
い

る
。
特
に
母
子
等
を
中
心

と
し
た
最
も
脆
弱
な
立
場

に
置
か
れ
た
人
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
て
お
り
、
学

校
給
食
、
職
場
で
の

w
or

k
 f

or
 

n
u

tr
it

io
n
等
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
。
地

元
の
嗜
好
や
食
習
慣
に

合
わ
せ
た
形
で
栄
養
強
化

の
米
等
を
含
む
食
を
提
供

し
て
い
く
。

2
)2

0
3

0
年
ま
で
に

5
0
万
人
の
小
規
模
農

家
の
生
計
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ー
チ

ャ
ー
で
ル
ワ
ン
ダ
で

A
fr

ic
a

 i
m

p
ro

ve
d

 
fo

od
sと

と
も
に

行
っ
て
い
る
も
の
。
こ

れ
を
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ

カ
全
体
に
広
げ
て
い
き
た

い
。
同
時
に
健
康
的
な

栄
養
に
関
す
る
強

化
等
を
職
場
の
従
業
員
に

対
し
て
広
げ
る
活
動
も
し

て
い
る
。

G
A

IN
 / 

C
G

F
 W

or
k

fo
rc

e 
N

u
tr

it
io

n
 A

ll
ia

n
ce
ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
従
っ
て
い
る
。

M
od

er
a

to
r：

民
間
セ
ク
タ
ー
と

し
て
向
こ
う

4
年
間
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
す
る
か
と
い
う

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
お

話
し
い
た
だ
い
た

が
、
他
の
企
業
に
対
し
て

こ
の
よ
う
な
活
動
に
関
わ

る
よ
う
、
ど
の
よ
う
に
説

得
で
き
る
か
。
脆
弱
な

地
域
に
ど
の
よ
う
に
事
業

と
し
て

投
資
を
し
て
い
く
か
。

M
r.

 K
a

z 
M

a
ru

y
a

m
a
：

D
S

M
と

し
て
我
々
は
能
力
を
持

っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に

伴
う
責
任
を
持
っ
て
い
る

と
考
え
る
。
全
て
の
人

に
良
質
な
栄
養
を
届
け
る

と
い
う
責
任
。
こ
れ
は
特

に
脆
弱
な
文
脈
に
お
い
て

は
こ
れ
が
当
て
は
ま
る

。
良
質
の
栄
養
と
い
う
の

は
良
い

健
康
に
繋
が
り
、
健
康
な

市
民
を
作
る
こ
と
に
繋
が

る
た
め
。
我
々
は
様
々
な

と
こ
ろ
で
経
験
を
持
っ

て
お
り
、
栄
養
の
あ
る
食

品
を
政

府
や
市
民
社
会
と
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
提

供
し
て
い
る
。
そ
れ
を
通

じ
て
農
家
の
人
々
の
生

計
を
改
善
し
て
い
る
。
ア

フ
リ
カ

に
お
い
て
我
々
は
小
規
模

農
家
の
人
々
が
質
の
良
い

農
業
を
イ
ン
プ
ッ
ト
を
安

定
的
に
得
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
エ
コ
シ

ス
テ
ム

を
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
は
非
常
に
高
く
訓

練
さ
れ
た
世
界
レ
ベ
ル
の

工
場
で
働
い
て
い
る
よ

う
な
人
々
が
提
供
し
て
い

る
。
成

功
要
因
は
や
は
り
安
価
で

高
い
質
で
入
手
可
能
な
商

品
を
提
供
し
て
い
く
こ
と

。
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
の
間
で
マ
ル
チ

セ
ク

タ
ー
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

鍵
を
握
る
。
ま
た
、
じ
っ

く
り
と
取
り
組
む
こ
と

、
忍
耐
強
く
取
り
組
む
こ

と
が
非

常
に
重
要
で
効
果
を
生
む

。
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)

N
o.

国
・

団
体

・
企
業

名
氏
名

役
職

ス
ピ
ー

チ
内
容

1
0

ソ
マ

リ
ア

D
r.

 F
a

rh
a

n
 M

oh
a

m
ed

 
M

oh
a

m
u

d
D

ir
ec

to
r 

of
 N

u
tr

it
io

n
, M

in
is

tr
y 

of
 

H
ea

lt
h

D
r.

 F
a

rh
a

n
 M

oh
a

m
ed

 M
oh

a
m

u
d
：

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

で
発
表

さ
せ
て

い
た
だ

く
機

会
を
感

謝
申
し

上
げ
る

。
政
府

系
省

庁
全
体

の
栄

養
の
た

め
の
国

内
資
金

を
2

0
2

0
年

の
3
％

か
ら

2
0

2
5
年

ま
で
に

5
％

に
増

や
す
。

0
〜

5
9
か
月

の
子

供
た
ち

の
栄
養

不
良
の

蔓
延
を

2
0

1
9

年
の

2
7
％
か

ら
2

0
2

5
年
ま

で
に

2
5
％

に
減
ら

す
。

6
〜

5
9
か

月
の

子
供
た

ち
の
浪

費
の
蔓

延
を

2
0

1
9
年

の
1

4
％
か

ら
2

0
2
年
ま

で
に

9
％

に
減
ら

す
。

2
0

2
5
年

ま
で
に

0
ヶ

月
か

ら
6
ヶ
月

の
子
ど

も
た

ち
の
母

乳
育
児

を
3

5
%
ま

で
増

や
す

。
2

0
2

3
年

ま
で

に
食
料

安
全

保

障
法
を

確
立
し

、
2

0
2

4
年

ま
で

に
コ
ン

ト
ロ

ー
ル
の

活
動
を

開
始
す

る
。
す

べ
て

の
省
庁

を
横
断

的
に
行

政
府
と

し
て

2
0

2
0
年

ま
で
に

既
に
制

度
化
し

た
栄
養

予
算
、

支
出
の

確
立
を

し
た

。
2

0
2

2
年

ま
で

に
発
育

阻
害

に
対
す

る
取
り

組
み
を

進
め
て

い
く

。
国
家

と
し
て

の
栄
養

を
強
化

、
ア
セ

ス
メ
ン

ト
を
進

め
る
と

い
う

こ
と
を

毎
年
連

邦
政
府

の
主
導

の
も

と
進
め

て
い
く

。

M
od

er
a

to
r：

非
常

に
野
心

的
な
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
。
財

政
的
ト

ラ
ッ
キ

ン
グ
の

改
善

は
い
か

に
進
め

て
い
く

の
か
。

政
府

の
責
任

を
ソ

マ
リ
ア

で
さ
ら

に
栄
養

改
善
を

進
め
る

た
め
に

ど
の

よ
う
に

透
明
性

を
確
保

す
る
の

か
。

D
r.

 F
a

rh
a

n
 M

oh
a

m
ed

 M
oh

a
m

u
d
：

財
務
ト

ラ
ッ
キ

ン
グ
シ

ス
テ
ム

は
栄
養

分
野

で
は
新

し
い
も

の
。
特

に
低
所

得
国

に
お
い

て
は

新
し
い

と
言
え

る
。
こ

の
シ
ス

テ
ム
は

全
て
の

支
出

を
追
跡

し
、
栄

養
に
関

す
る
施

策
の

支
出
に

つ
い
て

の
ト
ラ

ッ
キ
ン

グ
を

し
な
く

て

は
な
ら

な
い
。

ソ
マ
リ

ア
政
府

が
現
在

開
発
し

て
い

る
シ
ス

テ
ム
は

国
内
外

の
栄
養

予
算

の
支
援

、
サ
ポ

ー
ト
に

非
常
に

重
要

。
こ
の

シ

ス
テ
ム

を
改
良

し
て
い

く
こ
と

で
、
ど

こ
に
ギ

ャ
ッ

プ
が
あ

る
か
を

特
定
す

る
こ
と

が
で

き
、
優

先
順
位

を
つ
け

る
こ
と

が
で

き
る
。

栄

養
に
関

す
る
様

々
な
介

入
の
優

先
順
位

が
つ
け

や
す

く
な
る

。
さ
ら

に
活
動

の
実
施

も
助

け
ら
れ

る
。
目

標
に
対

し
て
割

り
当

て
ら
れ

た

予
算
の

活
動
の

実
施
が

促
進
さ

れ
る
。

ま
た
、

ド
ナ

ー
や
パ

ー
ト
ナ

ー
に
対

し
て
透

明
性

を
さ
ら

に
高
め

る
こ
と

が
で
き

る
。

ド
ナ
ー

た

ち
に
ソ

マ
リ
ア

の
栄
養

部
門
の

真
な
る

予
算
の

正
し

い
デ
ー

タ
を
提

供
す
る

こ
と
が

で
き

る
。
全

て
透
明

性
に
資

す
る
も

の
。

こ
れ
ら

を

ま
と
め

る
こ
と

で
直
接

的
な
イ

ン
パ
ク

ト
が
栄

養
改

善
に
も

た
ら
さ

れ
る
。

若
年
層

、
脆

弱
な
人

々
、
女

性
に
対

す
る
国

内
で

の
栄
養

改

善
の
イ

ン
パ
ク

ト
が
直

接
的
に

な
る
。

現
在
オ

ン
ラ

イ
ン
シ

ス
テ
ム

の
開
発

が
財
務

省
、

ソ
マ
リ

ア
の
中

央
銀
行

に
よ
っ

て
進

め
ら
れ

て

い
る
た

め
、
国

内
外
の

ド
ナ
ー

か
ら
の

資
金
が

2
0

2
2
年

に
向

け
て
シ

ス
テ
ム

が
確

立
し
た

ら
全
て

こ
の
シ

ス
テ
ム

経
由

で
デ
ー

タ
が
出

て
来
る

こ
と
に

な
り
、

財
務
省

と
連
携

す
る
こ

と
に

な
る
。

1
1

セ
ー

ブ
・

ザ
・
チ

ル

ド
レ

ン
M

s.
 K

a
th

ry
n

 B
ol

le
s

H
ea

lt
h

 a
n

d
 N

u
tr

it
io

n
 G

lo
b

a
l 

D
ir

ec
to

r

M
s.

 K
a

th
ry

n
 B

ol
le

s：
こ

の
よ

う
な
機

会
を
い

た
だ

き
感
謝

を
申
し

上
げ
る

。
日
本

の
皆
様

の
リ

ー
ダ
ー

シ
ッ
プ

に
感
謝

を
申
し

上
げ

る
。
我

々
は
い

か
に
栄

養
不
良

が
子
ど

も
に
大

き
な

影
響
を

与
え
る

か
わ
か

っ
て
い

る
。

発
育
、

発
達
を

妨
げ
、

大
人
に

な
る

チ
ャ
ン

ス

を
阻
害

し
て
し

ま
う
。

子
ど
も

の
栄
養

に
関
す

る
進

捗
が
あ

っ
た
に

も
拘
わ

ら
ず
十

分
で

は
な
い

。
特
に

新
型
コ

ロ
ナ
、

紛
争

、
気
候

変

動
の
影

響
に
よ

っ
て
こ

の
よ
う

な
成
果

が
後
戻

り
し

て
い
る

状
況
。

そ
の
結

果
、
栄

養
不

良
が
非

常
に
危

機
的
状

況
に
あ

る
。

我
々
は

5
億

ド
ル

を
子
ど

も
の
栄

養
に
投

資
す
る

こ
と
を

決
め

た
。

1
億

3
0

0
0
万

人
以
上

の
子
供

た
ち
が

質
の

高
い
基

本
的
な

健
康
と

栄
養
サ

ー
ビ

ス
に
公

平
に
ア

ク
セ
ス

し
、
利

用
で
き

る
よ
う

に
す

る
。

 さ
ら

に
毎

年
1

,4
0

0
万

人
以

上
の
子

供
た
ち

が
貧
困

か
ら
抜

け
出

せ
る
よ

う
に

す
る
。

さ
ら
に

プ
ロ
グ

ラ
ム
を

拡
大
し

て
い
く

。
様

々
な
状

況
下
に

あ
る
乳

幼
児
た

ち
に

拡
大
し

て
い
く

。
デ
ー

タ
を
使

い
、

エ
ビ
デ

ン

ス
を
取

り
、
栄

養
不
良

の
根
本

原
因
に

取
り
組

む
。

特
に
こ

の
気
候

変
動
の

影
響
に

対
し

て
こ
の

レ
ジ
リ

エ
ン
ス

を
持
つ

よ
う

な
既
に

エ

ビ
デ
ン

ス
が
わ

か
っ
て

い
る
対

応
に
注

力
し
て

い
く

。
我
々

は
4

0
の

国
々

、
ア

ク
タ
ー

が
子
ど

も
の
栄

養
に
関

す
る

権
利
を

実
現
す

る

た
め
に

コ
ミ
ッ

ト
を
し

て
欲
し

い
と
考

え
て
い

る
。

M
od

er
a

to
r：

市
民

社
会
の

役
割
は

ど
の

よ
う
に

考
え
て

い
る
か

。
政
府

が
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

を
達
成

す
る
の

に
市
民

社
会

は
ど
の

よ
う

に
手
助

け
で
き

る
の
か

。

M
s.

 K
a

th
ry

n
 B

ol
le

s：
こ

れ
ま

で
と
違

っ
て
堅

固
な

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
を
各

国
政
府

が
し
て

い
る

。
こ
れ

自
体
が

非
常
に

大
き
な

規
模

で
あ
る

。
し
た

が
っ
て

我
々
は

協
力
し

て
い
く

必
要

が
あ
る

。
昨
日

も
市
民

社
会
の

ア
ク

タ
ー
が

世
界
中

で
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト

を
発
表

し

て
い
た

。
そ
れ

を
協
力

し
て
、

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
を

実
行
し

て
い
く

こ
と
が

必
要
。

世
界

レ
ベ
ル

、
地
域

レ
ベ
ル

、
国
内

レ
ベ

ル
に
お

い

て
、
各

国
の
政

策
決
定

が
中
心

的
な
役

割
を
果

た
す

。
知
識

の
共
有

、
ベ
ス

ト
プ
ラ

ク
テ

ィ
ス
の

共
有
等

に
お
い

て
今
後

と
も

協
力
し

て

い
く
。

我
々
市

民
社
会

は
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
を

守
っ

て
い
く

。
最
終

的
に
子

ど
も
の

最
善

の
利
益

の
た
め

に
働
き

た
い
。

全
て

の
ア
ク

タ
ー
が

自
分
た

ち
の
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン
ト

に
対
し

て
説

明
責
任

を
果
た

す
必
要

が
あ
る

。
し

か
し
、

そ
の
た

め
に
は

協
力
し

て
い

く
必
要

が

あ
り
、

市
民
社

会
は
協

力
し
て

い
く
。
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N
o
.

国
・

団
体
・

企
業

名
氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ

内
容

1
2

欧
州
委

員
会

人
道
援

助
・
市

民
保

護
総
局

（
E

C
H

O
）

D
r.

 M
ic

h
a

e
l 

K
ö
h

le
r

D
e
p

u
ty

 D
ir

e
ct

o
r 

G
e
n

e
ra

l

D
r.

 M
ic

h
a

e
l 

K
ö
h

le
r：

栄
養

は
皆
に

と
っ

て
重
要

だ
が

誰
も

責
任

を
取
っ

て
い

な
い

。
我

々
は

こ
れ

か
ら
責

任
を

き
ち

ん
と

果
た
し

て

い
か

な
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
2

0
1

3
年

に
成

長
の

た
め
の

栄
養

サ
ミ

ッ
ト

が
行
わ

れ
、

3
5
億

ユ
ー
ロ

を
7
年

間
欧
州

連
合

は
拠
出

す
る

約

束
を

し
た

。
こ
の

拠
出

の
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
に

関
し

て
は

非
常
に

良
か

っ
た

が
、

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
が

効
か

な
く
な

っ
て

き
て

い
る

と
い

う

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
な
側

面
も

あ
る

。
イ

ン
タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

が
E

U
と

し
て
の

新
し

い
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
2

5
億

ユ
ー

ロ
を

2
0

2
1
年
か

ら
2

0
2

4
年

ま
で

に
出

す
と

い
う

こ
と
で

、
2

5
%
増

と
い

う
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

さ
れ

た
。

こ
れ
が

示
す

の
は

、
ヨ

ー
ロ
ッ

パ

に
お

い
て

ま
さ
に

責
任

を
果

た
し

て
い
る

こ
と

を
示

し
、

ま
た
、

よ
り

よ
く

行
い

た
い
と

い
う

意
思

で
あ

る
。
で

は
ど

の
よ

う
に

よ
り

良

く
行

う
こ

と
が
で

き
る

の
か

。
政

策
、
組

織
、

セ
ク

タ
ー

間
の
連

携
。

人
道

援
助

の
予
算

、
開

発
予

算
等

の
予
算

が
あ

る
が

、
資

金
源

が

何
で

あ
る

か
が
最

も
重

要
な

の
で

は
な
く

、
最

も
意

味
の

あ
る
形

で
人

道
、

開
発

に
役
立

つ
形

で
資

金
が

使
わ
れ

る
こ

と
が

最
も

重
要

。

現
場

で
の

ア
ク
シ

ョ
ン

に
繋

が
る

こ
と
が

非
常

に
重

要
。

マ
ル
チ

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
が
非

常
に

重
要

。
ニ

ー
ズ
に

基
づ

い
た

ア
プ

ロ
ー

チ

を
取

る
こ

と
で
、

予
算

、
プ

ロ
グ

ラ
ム
を

組
ま

な
く

て
は

な
ら
な

い
が

、
予

算
や

プ
ロ
グ

ラ
ム

で
終

わ
っ

て
は
な

ら
な

い
。

予
算

や
プ

ロ

グ
ラ

ム
は

柔
軟
性

、
信

頼
性

の
持

っ
た
形

で
策

定
、

展
開

、
実
施

さ
れ

な
く

て
は

な
ら
な

い
。

昨
年

、
新

し
い
複

数
年

複
数

カ
国

の
プ

ロ

グ
ラ

ム
を

立
ち
上

げ
た

。
2
つ
の

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
が

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
行
わ

れ
て

い
る

。
U

N
IC

E
F
と

C
o
n

ce
rn

が
サ

ポ
ー

ト
し

て
く
れ

て
い

る
。

食
料

の
サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

に
関
す

る
取

り
組

み
で

、
栄
養

の
分

野
で

現
在

新
し
い

、
複

数
ヵ

年
の

資
金

拠

出
の

プ
ロ

グ
ラ
ム

で
は

欧
州

で
は

展
開
さ

れ
て

い
る

。
規

律
の
取

れ
た

行
動

が
必

要
。
非

常
に

緊
急

を
要

す
る
栄

養
の

危
機

や
災

害
の

状

況
で

は
危

機
の
対

応
か

ら
危

機
の

防
止
に

移
し

て
い

か
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
グ

ロ
ー
バ

ル
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
も

食
料

危
機

に
お

い
て

重

要
な

役
割

を
果
た

し
得

る
。

こ
う

い
っ
た

投
資

を
脆

弱
な

状
況
下

で
い

か
に

拡
張

し
て
い

く
こ

と
が

で
き

る
か
、

ス
ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
を

し

て
い

く
こ

と
が
で

き
る

か
、

ど
う

対
応
で

き
る

か
、

に
つ

い
て
質

問
が

あ
っ

た
。

3
つ

の
こ
と

を
す

る
べ

き
。

ま
ず

1
つ
は

統
合

。
栄

養

サ
ー

ビ
ス

の
統
合

を
消

耗
症

の
治

療
、
保

健
サ

ー
ビ

ス
と

統
合
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。
コ

ス
ト

を
最
小

限
に

抑
え

、
成

果
を

最

大
限

に
す

る
。
例

え
ば

新
型

コ
ロ

ナ
の
ワ

ク
チ

ン
接

種
と

栄
養
サ

ー
ビ

ス
を

同
じ

ス
ポ
ッ

ト
で

同
時

に
進

め
る
こ

と
が

必
要

。
2
つ

目
は

ロ
ー

カ
ラ

イ
ゼ
ー

シ
ョ

ン
。

非
常

に
言
わ

れ
て

き
て

い
る

が
、
も

っ
と

進
め

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の

力
を

強
化

す
る

。

ア
ク

セ
ス

を
ロ
ー

カ
ル

レ
ベ

ル
で

開
く
こ

と
が

重
要

。
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

ペ
イ

ベ
ー

ス
で
あ

る
C

M
A
ア

プ
ロ
ー

チ
が

盛
ん
に

取
ら

れ
て

い

る
。

こ
れ

に
よ
っ

て
栄

養
サ

ー
ビ

ス
を
人

々
に

提
供

し
、

オ
ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

、
責

任
を
高

め
る

こ
と

を
あ

ま
り
に

負
担

が
大

き
く

な
っ

て

い
る

脆
弱

な
保
健

サ
ー

ビ
ス

の
強

化
の
た

め
に

進
め

る
こ

と
が
必

要
。

3
つ

目
は

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン

。
ス

ケ
ー

ル
を
拡

張
し

て
い

く
た

め

に
、

様
々

な
ア
プ

ロ
ー

チ
の

簡
素

化
や
無

駄
を

な
く

す
た

め
の
支

出
、

た
ん

ぱ
く

質
や
サ

プ
リ

メ
ン

ト
を

使
っ
た

療
養

等
、

こ
れ

ら
全

て

を
駆

動
す

る
と
い

う
こ

と
で

、
横

断
的
に

行
う

こ
と

が
必

要
。
今

年
の

栄
養

サ
ミ

ッ
ト
は

単
一

の
イ

ベ
ン

ト
で
は

な
い

。
フ

ラ
ン

ス
も

発

表
し

て
い

る
が

2
0

2
4
年

の
栄

養
サ

ミ
ッ

ト
は

パ
リ

で
開
催

さ
れ

る
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

に
お

い
て

我
々

は
サ

ミ
ッ

ト
の
行

動
を

サ
ポ

ー
ト

し
、

w
a

k
e
-u

p
 c

a
ll

 と
し

て
呼
び

か
け

た
い

。
よ

り
多
く

の
資

金
の

動
員

に
繋
げ

て
い

き
た

い
。

こ
れ
に

よ
っ

て
必

要
性

を
抱
え

て
い

る
M

r.
 S

te
fa

n
o
 F

e
d

e
le
：
素

晴
ら

し
い
パ

ネ
リ

ス
ト

の
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
あ

り
が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
こ

の
サ

ミ
ッ

ト
は

、
慢
性

的
な

危
機

の
状
況

に
あ

る
脆

弱
な

地
域
や

紛
争

の
影

響
を

受
け
た

地
域

の
栄

養
不

良
に
取

り
組

み
に

焦
点

を
当
て

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る

こ
と

を
示

し
た
。

紛
争

、
気

候
変

動
に
よ

る
環

境
の

脆
弱

性
、
度

重
な

る
経

済
的

シ
ョ
ッ

ク
、

脆
弱

な
保

健
食
料

シ
ス

テ
ム

サ
ー

ビ
ス

等
、

複
数

の
課
題

が
重

な
り

合
っ

て
、
複

雑
な

状
況

に
な

っ
て
い

る
。

加
盟

国
の

代
表
者

や
市

民
社

会
代

表
者
、

民
間

企
業

、
財

団
、

ド

ナ
ー

の
代

表
者
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を
聞

く
こ

と
が

で
き

、
非
常

に
刺

激
だ

っ
た

。
こ
れ

ら
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

は
効

果
的

な
サ

ー
ビ

ス

の
提

供
、

レ
ジ
リ

エ
ン

ス
の

構
築

に
焦
点

を
当

て
る

と
い

う
、
こ

れ
ら

の
障

害
の

大
き
な

塊
か

ら
切

り
出

さ
れ
た

真
剣

か
つ

堅
実

的
な

も

の
だ

っ
た

。
い
く

つ
か

中
核

的
な

メ
ッ
セ

ー
ジ

を
お

伝
え

す
る
。

急
性

及
び

慢
性

の
栄
養

不
良

に
陥

っ
て

い
る
子

ど
も

、
女

性
、

そ
の

他

の
社

会
的

弱
者
の

数
は

こ
の

よ
う

な
状
況

に
お

い
て

は
非

常
に
多

く
、

そ
の

傾
向

は
悪
化

し
て

い
る

。
栄

養
不
良

を
予

防
す

る
方

法
や

深

刻
で

生
命

を
脅
か

す
形

態
に

陥
っ

て
い
る

人
々

を
治

療
す

る
方
法

に
つ

い
て

は
、

多
く
の

こ
と

が
わ

か
っ

て
い
る

に
も

拘
わ

ら
ず

、
こ

う

し
た

状
況

に
あ
る

こ
と

は
ス

キ
ャ

ン
ダ
ル

と
言

っ
て

も
良

い
。
こ

の
状

況
を

好
転

さ
せ
る

た
め

に
は

、
家

族
や
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
、

第
一

線

の
サ

ー
ビ

ス
に
お

い
て

生
活

を
守

り
、
回

復
力

を
高

め
、

栄
養
不

良
と

そ
の

深
刻

な
形
態

を
防

ぐ
だ

け
で

な
く
、

紛
争

や
気

候
変

動
、

経

済
的

シ
ョ

ッ
ク
等

の
根

本
的

な
原

因
に
も

対
処

し
な

く
て

は
な
ら

な
い

。
そ

の
た

め
に
は

人
道

支
援

、
開

発
支
援

、
平

和
支

援
者

が
よ

り

効
果

的
に

連
携
し

、
縦

割
り

や
障

害
を
克

服
し

て
レ

ジ
リ

エ
ン
ス

構
築

の
取

り
組

み
を
支

援
す

る
必

要
が

あ
る
。

我
々

は
全

て
の

活
動

が

害
を

及
ぼ

さ
な
い

と
い

う
原

則
に

あ
り
、

国
連

決
議

、
条

約
、
監

修
法

に
定

め
ら

れ
た
人

道
原

則
を

支
持

し
て
い

る
こ

と
に

留
意

す
る

。

我
々

の
主

要
な
要

求
は

以
下

の
通

り
。

1
)
人

道
開

発
、

平
和

の
各

ア
ク

タ
ー
の

調
整

の
重

要
性

と
責
任

の
定

義
に

つ
い

て
合

意
し

、
危
機

の
前

、
間

、
後

に
国
内

や
世

界
的

な

専
門

知
識

を
活
用

し
て

レ
ジ

リ
エ

ン
ス
の

構
築

を
支

援
す

る
た
め

の
資

金
を

確
保

す
る
。

2
)
栄

養
不

良
の

原
因

と
な

っ
て

い
る
多

元
的

な
脆

弱
性

に
対
処

す
る

た
め

に
よ

り
公

平
で

規
模
が

大
き

く
、

信
頼

性
の
高

い
サ

ー
ビ

ス

と
ア

プ
ロ

ー
チ
を

提
供

す
る

た
め

、
セ
ク

タ
ー

の
能

力
を

マ
ル
チ

セ
ク

タ
ー

シ
ス

テ
ム
に

収
束

さ
せ

る
。

3
)
全

て
の

開
発

政
策

と
行

動
計

画
を
リ

ス
ク

情
報

に
基

づ
い
た

も
の

に
し

、
シ

ョ
ッ

ク
を

予
測
し

、
危

機
を

調
整

す
る
も

の
、

早
期

警

報
シ

ス
テ

ム
、
早

期
行

動
メ

カ
ニ

ズ
ム
を

組
み

込
ん

で
、

状
況
が

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き
な

い
ほ

ど
悪

化
す

る
の
を

防
ぐ

。

4
)
毎

年
の

予
算

編
成

、
計

画
の

制
約
か

ら
脱

却
し

て
、

信
頼
性

や
柔

軟
性

や
適

応
性

が
あ

り
、
か

つ
成

果
に

焦
点

を
当
て

た
資

金
を

提

供
す

る
。

こ
れ
は

公
的

資
金

の
リ

ス
ク
回

避
の

観
点

か
ら

よ
く
な

い
か

も
し

れ
な

い
が
、

国
家

機
関

や
そ

の
パ
ー

ト
ナ

ー
機

関
が

必
要

と

し
、

望
ん

で
い
る

こ
と

。

5
)民

間
企

業
は

栄
養

分
野

で
の

幅
広
い

投
資

の
た

め
の

豊
富
な

資
金

源
が

提
供

す
る
こ

と
が

で
き

、
個

々
の
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
と
労

働
者

を
超

え
て
、

増
え

続
け

る
資

金
ギ
ャ

ッ
プ

を
埋

め
る

こ
と
が

で
き

る
。

サ
ー

ビ
ス
提

供
の

仕
組

み
、

食
品
や

食
事

の
シ

ス
テ

ム
、

栄

養
補

助
、

治
療
製

品
等

の
革

新
的

な
ア
プ

ロ
ー

チ
を

生
み

出
す
た

め
に

民
間

企
業

と
深
い

関
わ

り
を

持
ち

な
が
ら

同
時

に
害

を
与

え
な

い

と
い

う
原

則
の
基

、
活

動
し

よ
う

。

国
と

地
域

の
能
力

を
強

化
す

る
、

よ
り
多

く
の

ロ
ー

カ
ル

ア
ク
タ

ー
が

滞
在

し
、

提
供
で

き
る

よ
う

に
資

金
を
提

供
す

る
、

予
防

と
治

療

を
行

う
、

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

耳
を

傾
け
る

、
協

力
を

す
る

、
優
先

順
位

が
高

け
れ

ば
高
い

ほ
ど

準
備

が
整

い
、
行

動
が

早
け

れ
ば

早
い

ほ

ど
よ

り
多

く
の
命

を
救

う
こ

と
が

で
き
る

。
し

か
し

、
こ

の
よ
う

な
状

況
の

中
で

は
、
命

を
救

う
こ

と
に

集
中
し

な
く

て
は

な
ら

な
い

が
、

忘
れ

て
は
な

ら
な

い
の

は
そ

の
後
、

救
っ

た
命

が
十

全
に
生

き
ら

れ
る

よ
う

に
す
る

こ
と

。

1
3

U
N
グ

ロ
ー

バ
ル

・

ニ
ュ

ー
ト

リ
シ

ョ

ン
・

ク
ラ

ス
タ

ー

M
r.

 S
te

fa
n

o
 F

e
d

e
le

C
o
o
rd

in
a

to
r

99



S
14

 T
ab

le
. 2

⽇
⽬

閉
会

セ
ッ

シ
ョ

ン

N
o.

国
氏
名

役
職

ス
ピ
ー
チ
内
容

2日
間
の
会
合
で
は
、
政
府

の
み
な
ら
ず
、
国
際
機
関
、
民
間
企
業
、
市
民
社
会
、
学
術
会
等
の
方
々
か

ら
具
体
的
な
行
動
を
含
む
力
強
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
発
表
さ
れ
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

66
の
国
を

含
む

16
6
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら

33
0以

上
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
提
出
さ
れ
、
過
去
の
栄
養
サ

ミ
ッ
ト
を
上
回
る

27
0
億
ド
ル
以
上
の
栄
養
関
連
の
資
金
拠
出
が
表
明
さ
れ
た

。
栄
養
改
善
に
向
け
た
国

際
社
会
が
今
後
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
を
ま
と
め
た
成
果
文
章
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
成
長
の
た
め
の

栄
養
に
関
す
る
東
京
コ
ン
パ
ク
ト
、
東
京
栄
養
宣
言
を
発
出
す
る
。
こ
の
栄
養
宣
言
に
対
し
て

64
カ
国
の

政
府
、

11
の
国
際
機
関
、

61
社
の
民
間
企
業
、

59
の
市
民
社
会
等
を
含
む

21
4
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

よ
る
エ
ン
ド
ー
ス
が
得
ら
れ
た
。
世
界
の
栄
養
問
題
を
解
決
す
る
一
歩
と
し
て
、
国
際
社
会
が
取
り
組
む

べ
き
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
歓
迎
す
る
。
加
え
て
、
こ
れ
が

S
D

G
sや

国
連
行
動
の

10
年
目
標
の
実

現
に
資
す
る
こ
と
を
確
信
す
る
。
昨
日
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
総
理
大
臣
の
開
会
ス
ピ
ー
チ

に
続
き
、
各
国
の
首
脳
、
閣
僚
、
国
際
機
関
、
民
間
企
業
、
民
間
財
団
、
市
民
社
会
、
学
術
会
の
皆
様
か

ら
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
発
表
さ
れ
、
国
際
社
会
が
一
団
と
な
っ
て
世
界
の
栄
養
改
善
に
取
り
組
む
姿
勢
が

示
さ
れ
た
。
本
日
は

5つ
の

テ
ー
マ
に
関
し
て
世
界
の
栄
養
問
題
を
リ
ー
ド
す
る
異
な
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
叡
智
を
結
集
さ
せ
、
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
議
論
さ
れ
た
。
東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い

て
、
こ
う
し
た
深
く
、
広
範
な
、
刺
激
に
富
み
、
ア
ク
シ
ョ
ン
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
な
議
論
が
で
き
た
の

は
、
国
際
的
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
方
々
の
情
熱
と
貢
献
の
お
か
げ
で
あ
る
。
日
本
政
府
は

2年
以
上

前
か
ら
主
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
方
々
と
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
て
準
備
に
あ
た
っ

て
き
た
。
彼
ら
の
努
力
な
し
で
こ
の
会
議
の
成
果
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
そ
の
関
与
に
心
か
ら
敬
意
と
感

謝
を
表
す
る
。
東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
の
も
う
一
つ
の
成
果
は
、
数
多
く
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
。
そ

の
数
は
本
日
時
点
で

12
0
以
上
に
及
ぶ
。

例
え
ば
食
塩
の
過
剰
摂
取
に
関
し
て
日
本
企
業
が
日
本
な
ら
で
は
の
発
信
と
し
て
旨
味
が
減
塩
に
繋
が
る

エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
し
て
、
栄
養
改
善
に
お
け
る
企
業
の
役
割
を
示
す
等
、
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
催

国
政
府
以
外
の
方
々
の
熱
が
会
議
を
成
功
に
導
い
た
。
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
は
来
年

1月
末
ま
で
続
く
。
是

非
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
開
催
延
期
を
経
て
、
東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
の
開

催
ま
で
は
長
い
道
の
り
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
サ
ミ
ッ
ト
を
無
事
閉
幕
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ご
協

力
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
栄
養
は
健
康
と
福
祉

の
基
礎
で
あ
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
開
発
と
経
済
成
長
の
基
盤
。
個
人
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
国
、
世

界
が
繁
栄
す
る
た
め
の
礎
で
あ
る
。
栄
養
改
善
が
な
さ
れ
て
こ
そ
、
世
界
の
平
和
と
繁
栄
、
持
続
可
能
な

社
会
が
作
ら
れ
る
。
今
後
、
今
回
で
約
束
さ
れ
た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
。

20
24

年
に
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
る
次
回
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
か

ら
の
さ
ら
な
る
進
捗
を
皆
様
と
確
認
で
き
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
い
る
。

1
日
本

小
野
　
啓
一

東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト

20
21

準
備
事
務

局
長
　
外
務
省
地
球
規
模
課
題
審
議
官

100



令和４年度厚生労働科学研究費補助金

（地球規模保健課題解決推進のための行政施策に関する研究事業）

分担研究報告書

グローバルヘルスアジェンダを推進するための政治プロセスの分析に関する研究 

研究分担者 坂元 晴香 （東京女子医科大学 衛生学公衆衛生学分野）

研究要旨

 国際保健が扱う課題は感染症・母子保健分野・医療人材の育成など多岐にわたるが、

その中で高い政治的注目を集め、潤沢な援助資金を受けられる課題はごく一部に限られ

ている。この注目を集める課題は必ずしも疾病負荷の高い疾患であるとは限らず、その

政治的プロセスはさまざまであることがわかっている。本研究では、2016 年日本が G7
伊勢志摩サミットの議長国を務めた際に、主要アジェンダとして UHC, GHA, AMR を

打ち出したが、特に UHC に焦点を当て、政治学で広く用いられている J. Shiffman の

分析フレームワーク（2016）を用いて成功要因を分析した。首相と厚労大臣の強力なリ

ーダーシップの下、日本は G7 伊勢志摩サミットや G7 神戸保健大臣会合などのハイレ

ベルな会議を開催した。UHC と栄養ではその取り巻く環境 ― チャンピオンの存在や

政策環境のあり方等―が大きく異なるが、UHC の事例を参考に、Shiffman のカテゴリ

ーの各要素を栄養領域においてどのように高めていくことができるのか、その検証を行

うことが栄養分野に対する政治的モメンタムを高めていくために今後必要となる。

Ａ．研究目的

 国際保健が扱う課題は感染症・母子保健

分野・医療人材の育成など多岐にわたるが、

その中で高い政治的注目を集め、潤沢な援

助資金を受けられる課題はごく一部に限ら

れている。この注目を集める課題は必ずし

も疾病負荷の高い疾患であるとは限らず、

例えば、現在、低中所得国も含めた主要死因

は 非 感 染 性 疾 患 （ Non-communicable 
diseases, NCDs）になっているものの、

NCDs が受け取っている援助資金は数％程

度にとどまっている。栄養領域に関しても、

栄養は健康の基盤であるにもかかわらず、

必ずしも常に高い政治的注目を集めている

わけではなく、結果として十分な栄養対策

を実施するにはグローバルレベルでは資金

不足の状況が続いている。如何にして栄養

領域に対する政治的注目を高めるかが重要

である。

 日本はこれまで、グローバルヘルスを長

く推進してきた。特に、日本が前回議長国で

あった G7 伊勢志摩サミットでは、ユニバ

ーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）、グロ

ーバルヘルスアーキテクチャー（Global 
Health Architecture, GHA）および薬剤耐

性（Antimicrobial resistance, AMR）を主

要課題として取り上げ、その後に続く国連

ハイレベル会合の開催等、政治的モメンタ

ムを高め・維持することに貢献した。2016
年 G7 サミットおよび G7 保健大臣会合に

おいて日本がこれら課題を政治的アジェン

ダに高めることに成功した要因を分析する

ことは、栄養領域が高い政治的関心を集め

るためにすべきことを同定するのに有用な

示唆を与えるものとなる。

以上を踏まえ、本研究では、2016 年 G7
伊勢志摩サミットおよび保健大臣会合にお

いて主要課題として取り上げられた UHC, 
GHA, AMR の３つについてその政治的プ

ロセスを分析し、さらに栄養領域に活かせ

る内容についての示唆を得ることを目的と

する。本報告書では、その中でも特に UHC
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について焦点を当てて記載するものとする。 
 UHC とは、すべての人が、適切な経済的

保護を受けながら、効果的に十分な品質の、

促進、予防、治療、リハビリテーション、緩

和のための医療サービスを受けることがで

きる医療保障と定義される(1)。2015 年の国

連総会（United Nation General Assembly）
で採択された「持続可能な開発のための

2030 アジェンダ」(2)で挙げられている目標

3 のターゲット 3.8 は、「経済的なリスク保

護、質の高い必須医療サービスへのアクセ

ス、安全で効果的かつ高品質で安価な必須

医薬品とワクチンへのアクセスを含むユニ

バーサル・ヘルス・カバレッジの達成」を目

指し、特に UHC と関連している(2)。 
歴史的に見ても、日本は外交においてグロ

ーバルヘルスを優先し、人間の安全保障を

日本の政策の中核概念として推進してきた。

人間の安全保障とは、「人間の自由と人間的

な充足感を高めるような方法で、すべての

人間の生命の重要な核を保護すること」と

定義されている。(3)日本は、グローバルヘ

ルス分野における人間の安全保障を推進す

る手段として、UHC を推進してきた。例え

ば、外務省は、関係省庁とともに、日本のグ

ローバルヘルス政策を「平和と健康のため

の基本構想」として改訂し(4)(5)、さらには

2015 年に「グローバルヘルス外交に関する

日本の戦略」を発表しましたがこれらでも

UHC は重要な要素として位置付けられて

いる。 
 2016 年に日本は G7 議長国を務めたが、

その際に UHC を主要アジェンダとして位

置付け、政治的モメンタムを高めることに

成功した。本稿では、G7 議長国の経験に基

づくグローバルヘルス外交のモデルを提供

することを目的として、日本がグローバル

レベルで UHC を政治アジェンダへと導い

たプロセスを分析し、その成功要因を抽出

することを目的とする。 
 
Ｂ．方法 
 UHC は現在、政治的な最重要課題の一つ

であり、いくつかの政治的分析が行われて

いる(10)(11)。2016 年、V.Gupta らは中低

所得国 6 カ国において、UHC に向けた進捗

と政治状況の関係を分析した(12)。彼らは、

社会的連帯、経済成長、立法礼節、国民の不

満、政治的変革の 5 つを重要な要素とし、

これらとUHCの進展の関連性を分析した。

さらに、2016 年、J.Shiffman らは、グロー

バルヘルスネットワークについての分析に

基づくフレームワークを提案した(13)。
Shiffman らは、なぜ政治的認知を得ること

に成功するグローバルヘルスネットワーク

とそうでないものがあるのかを分析し、ア

クター、政策環境、課題の特性の 3 つを重

要なカテゴリーとした（表 1）。アクターカ

テゴリは、リーダーシップ、ガバナンス、コ

ンポジション、フレーミング戦略からなる。

ネットワークが効果的なガバナンスを持つ

強力なチャンピオンを持つ場合、政治的な

注目を浴びる可能性が高い。また、ネットワ

ークが多様なステークホルダーを持ち、合

理的で魅力的な方法で問題を描いている場

合、より高い政治的アジェンダになる可能

性が高くなる。 
 政策環境には、味方と反対者、資金、規範

が含まれる。味方が多すぎると分断される

ことが多く、反対者がいるとグループの結

束力が高まり、刺激されることもあるため、

必ずしも味方がプラスで反対者がマイナス

とは限らない。しかし、ステークホルダーの

姿勢や、解決したいグローバルヘルス課題

に関係するアクターがどのように関わるか

を知ることは戦略を構築する上で必要であ

る。規範とは、グローバルなアクターが特定

の条件に対処するために広く共有されてい

る想定や条件として定義される。健康関連

の MDGs や SDGs は規範の良い例であり、

国際社会が現在直面している健康課題につ

いての共通認識を提供するものである。最

後に課題の特性とは、課題の深刻度（重症

度）、介入方法の有無、影響を受けるグルー

プなどを指す。課題がより深刻で、その介入

が容易かつ分かり易ければ、その課題はよ

り政治的な注目を集める可能性がある。ま

た、影響を受けるグループが明確であれば、

そのイニシアティブは政治的な認知を得る

こ と ができ る 可能性 が 高い。  こ の

Shiffman のフレームワークは、タバコ規制

や新生児・妊産婦の健康など、より広い範囲

のグローバルな健康問題における政治的バ

ランスの分析に広く用いられているため、

本研究でもこの Shiffman のフレームワー

クを用いて分析を実施した。 
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フレームワークを適用するために使用した

方法 
 日本の厚生労働省、外務省、財務省の職員

で 2016 年当時にグローバルヘルスに関わ

る部署に所属していた職員にインタビュー

を実施した。G7 伊勢志摩サミット、G7 神

戸保健大臣会合、新開発時代の UHC に関

する国際会議、69th 世界保健総会（WHA）、

アフリカ開発会議（TICAD）Ⅵ、その他

UHC に関する公式会議の準備過程に関わ

っていた職員が対象となった。また、"UHC" 
"Universal Coverage" "Health System" 
"Health Financing"のいずれかのキーワー

ドで辿った先行研究、関連文献のレビュー

を実施した。さらに、国連関連会議の公式報

告書や、G7 伊勢志摩サミット首脳宣言など

各会議の成果物のアーカイブ調査も行った。 
 分析結果についてはドラフトをインタビ

ュー対象者に送付し、フィードバックやコ

メントを得た。なお、一連のプロセスに関し

ては政治的な理由や守秘義務等の問題で文

書化されない部分も多いため、研究の根拠

の一部は必ずしも既に公表されている論文

や文献等ではなく、インタビューからの抜

粋に頼っている。 
 
Ｃ．結果 
 UHC の政治的マッピングを表 2 に示す。 
 
ネットワークとアクターの機能 
 このカテゴリーは、リーダーシップ、ガバ

ナンス、コンポジション、フレーミング戦略

で構成される。 まずリーダーシップに関し

ては、安倍晋三首相（当時）、塩崎恭久厚生

労働大臣（当時）、与党自民党の武見敬三参

議院議員（世界保健戦略特命委員長）の 3 人

が、UHC アジェンダを推進する上でのチャ

ンピオンとして同定された。  
 健康は、"新経済成長戦略 "と題された政

府の戦略の柱の一つであることから(14)日
本の安倍晋三首相は、グローバルヘルス、特

に UHC の実現に強い関心を示していた

(15)。これまでにも、以下のように UHC に

関連する強いメッセージを国際社会に発信

してきた。  
 "すべての人が必要な医療サービスを安

価に受けられるようにするためには、ユニ

バーサル・ヘルス・カバレッジを実現する必

要がある...多様な健康課題に対処するため

には、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジの

実現に向けて、医療システムの強化が必要

である" 
 (70th 国連総会サイドイベント「the path 
towards UHC - promotion of equitable 
global health and human security in post-
2015 development era -」にて) " (16)).  
 "日本が健康を優先する理由は、すべての

個人の保護とエンパワーメント、そして潜

在能力の発揮を目指す人間の安全保障の概

念において、健康が最も重要な要素の一つ

であるという確信からです。"G7 伊勢志摩

サミットでは健康を優先課題として取り上

げ、他の G7 諸国と緊密に連携しながら世

界が直面する健康課題に関する議論をリー

ドしていきたいと考えています。 
(国際会議「新開発時代の UHC：弾力的で

持続可能な保健システムの構築に向けて」

において (17)). 
 2015 年 12 月 12 日、安倍首相は「平和で

健康的な世界を目指す日本のビジョン」と

題した論文をランセット誌に掲載した(18)。
その中で、日本は人間の安全保障を提唱し、

この原則を支持する行動をとってきたと説

明し、さらに、2016 年の G7 議長国として

の日本のグローバルヘルスの優先課題は、

ライフコースを通じて健康を促進するため

のレジリエントで持続可能な保健システム

の構築支援や、将来の公衆衛生緊急事態に

対する GHA の構築と AMR であると示し

た。 
 ついで、塩崎厚生労働大臣は、日本の医療

システムの諸外国と比較した際の優位性を

認識し、グローバル化と急速な高齢化の時

代には、国際社会とうまくつながり、コミュ

ニケーションをとる必要があることを兼ね

てから強調してきた(19).この点で、彼はま

た、グローバルヘルスと UHC の強力な提

唱者であった(20)。 
 「今日、私たちは、世界中のすべての人々

に国民皆保険制度を提供することは、すべ

ての国にとって、国民が質の高い医療に支

えられたより良い健康を享受できるように

するために非常に価値があるという信念を

改めて表明したいと思います。私は日本の

厚生大臣として、将来の明確なビジョンを
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持って今日の大きな課題に取り組んでいる

世界の保健コミュニティを支援すべく、引

き続き全力を尽くすつもりです。知識、情

熱、そしてコミットメントがあれば、私たち

はグローバルヘルスに大きな変化をもたら

すことができると確信しています。"(新開発

時代における UHC に関する国際会議 
(21)(22)).  
 最後に武見敬三参議院議員については、

グローバルヘルスのチャンピオンとしてこ

の分野で確固たる学術的、政策的背景を有

しており、国際的に認知された論文を発表

し、これまでにも G7 サミットのトラック 2
のプロセスに大きな影響を当てていること

が明らかとなった。 
 次に、ガバナンスと構成については、ステ

ークホルダー間の結束力を高めるため、

2016 年に日本が G7 議長国として政治対話

を開始し、政治的マイルストーンを設定し

た結果、UHC に向けた政治的モメンタムが

高まったことが明らかとなっている。 
 G7 伊勢志摩サミットの準備プロセスの

一環として、日本は「The Path towards 
Universal Health Coverage」および「ポス

ト 2015 年開発時代における公平なグロー

バルヘルスと人間の安全保障の促進」と題

した 2 つの会議を開催した(23)。さらに、 
2015 年の第７０回国連総会の期間中に、

"International conference on UHC in the 
New Development Era：レジリエントで持

続可能な医療システムの構築に向けて 
(24)"を 2015 年 12 月に東京で開催した。こ

れらの会議は、日本が世界のリーダーや首

脳、国際機関のリーダーに対して強いコミ

ットメントを示すとともに、2016 年に予定

されている G7 議長国において、日本の

UHC に対する強いコミットメントを宣言

する良い機会となった。 
 さらに、2016 年には世界保健総会（WHA）

と TICAD Ⅵという 2 つの大きな国際会議

が開催されたがここでも日本政府は UHC
を推進するためにこれら会議を有効に活用

した。2016 年 5 月に開催された 69th WHA
において、日本はドイツとともにサイドイ

ベント「G7 Activities for Health Systems 
Strengthening and Universal Health 
Coverage」を主催した(25)。日本の厚生労

働省のグローバルヘルス担当審議官は、サ

イドイベント当日に採択されたばかりの

G7 伊勢志摩首脳宣言およびその付属文書

である「G7 伊勢志摩グローバルヘルスビジ

ョン」を WHO 総会参加者に対して紹介す

るとともに、日本が 2016 年以降、このアジ

ェンダに優先的に取り組んでいくことを強

調した(26)。 
 また、2016 年 8 月にケニアで開催された

TICAD VI は、保健を主要議題として取り

上げた初めての TICAD となった。3 つのテ

ーマセッションのうちの 1 つが「QOL のた

めのレジリエントな保健システムの促進」

と題された(27)。TICAD に厚労省として初

めて出席した塩崎大臣は、世界銀行（WB）

のジム・ヨン・キム総裁とともに、このセッ

ションの議長を務め、TICAD の成果文書で

あるナイロビ宣言やナイロビ実施計画など

の成果に関する交渉を通じて、塩崎大臣を

はじめ、厚労省、外務省、財務省の担当者は、

アフリカ諸国や WHO、世銀などの国際機

関関係者とも UHC に関する議論をリード

した(28)(29)。このようなイベントを開催す

ることで、日本は G7 以外の国に対しても、

すなわち世界保健総会（WHA）では保健大

臣、TICAD ではアフリカの指導者や国際機

関を中心に、UHC に関する議論を深めるこ

とに成功した。  
 
政策環境（Policy Environment） 
 政策環境は、味方と反対者、資金と規範か

らなる。味方と反対者については、SDGs で

明確に示されたように、UHC はグローバル

ヘルスにおける中心的な課題であるため、

この議題を G7 で行うことに明らかな反対

はなかった。国内のサポーターに関しては、

日本は何十年にもわたり、人間の安全保障

の理念とともに、医療システムの強化を外

交政策の中心的な考え方として推進してき

たため、既に関係者には UHC の重要性は

周知されていた。たとえば、2008 年の G7
北海道洞爺湖サミットでは、日本の強力な

リーダーシップにより、国際社会は人材、医

療財政、医療情報を含む医療システム強化

に大きな重点を置くようになった(34)(35)。
それ以来、医療システム強化と UHC は日

本の外交政策の中核をなす概念であり、人

間の安全保障を実現するための基盤として

認識されてきた。 

104



 

 

 国外のサポーターとしては、ドイツが

UHC 全般の推進に志を同じくする国とし

て挙げられた。アンゲラ・メルケル首相のリ

ーダーシップの下、WHO とともに、ドイツ

は UHC イニシアチブを強く推進しようと

してきたため、ドイツは、G7 のアジェンダ

に UHC を含めることに強い関心を示して

いた。2015 年、G7 エルマウ・サミット後

に掲げられた保健システム強化（HSS）の

必要性に応え (38)ドイツでは、UHC に向

けたロードマップの策定が始まった 
(36)(37).また、ドイツは 2017 年に第 1 回

G20 保健大臣会合を開催し、G20 保健大臣

のベルリン宣言を採択し、UHC に向けた継

続的な支援を改めて表明するなど、UHC に

高い関心を有しており、日本が UHC を推

進する上での強力なサポーターであった。 
 また、G7 伊勢志摩サミットでは、母子保

健や感染症などのテーマ別課題を UHC に

含める上で、カナダは重要な役割を果たし

た。カナダは、グローバル・ヘルス・アジェ

ンダの中で母子保健を強調してきた歴史が

あり、たとえば、2010 年の G8 サミットの

議長国として、カナダは「母子保健に関する

ムスコカ・イニシアティブ」を立ち上げた

(39)。このイニシアチブは、途上国における

ミレニアム開発目標（MDG）4 と 5 の達成

に向けた進展を加速するために、2010 年か

ら 2015 年の間に総額 50 億ドルを費やすこ

とを目的としている(40)。さらに、2016 年

9 月 に 開 催 さ れ た 世 界 基 金 の 5th 
Replenishment の開催国として、カナダは

首脳宣言に感染症を盛り込むという強い動

機があった(41)。 
 最後に資金についてであるが、十分な資

金があれば、「イニシアチブの出現と効果を

促進し、資金不足は持続可能性を妨げる」可

能性がある(48)。しかしながら、2016 年 G7
伊勢志摩サミット以前は、残念ながら、その

重要性に関わらず、UHC や Health System
に割り当てられた資金はあまりにも少なく、

ほとんどのドナーからの資金は HIV/AIDS
などの垂直プログラムに使われていた(49)。
しかし、2016 年には、世界基金（Global 
Fund, GF）のように、これまで保健システ

ムよりも三大感染症に主な関心を持ってい

た組織が、UHC を含む保健システム強化に

投資し始めるという転換期が見られた。さ

らに、TICAD Ⅵのサイドイベントでは、

「UHC in Africa：というタイトルのサイド

イベントが開催されたが、これは、日本が、

ケニア、WB、WHO、GF、アフリカ連合委

員会（AUC）と共に作成したものであり

(50)(51)、アフリカ諸国がナショナル・ロー

ドマップを作成し、ナショナル・オーナーシ

ップの下で具体的な行動を起こすための基

盤となるものである。GF は WB グループ

とともに、このフレームワークを活用して

UHC を達成しようとするアフリカ諸国に

240 億ドル（GF から 90 億ドル、WB から

150 億ドル）を拠出することを発表した(52)。 
日本も、2016 年の G7 議長国時代を通じて

資金面でのコミットメントを行った。G7 伊

勢志摩サミットにおいて、安倍晋三氏は、

WHO への 5,000 万米ドルを含む合計 11 億

米ドルを世界の保健機関に拠出することを

約束したが(53)、これは、G7 伊勢志摩首脳

宣言に記載された行動に必要な財政的支援

を提供するだけでなく、グローバルな健康

課題に取り組むという強い政治的コミット

メントを示したものとなった(54)。  
 規範については、UHC に関しては、次の

2 つの動きが規範として同定された：UHC
のための国際保健パートナーシップ

（UHC2030）(56)および、前述の「アフリ

カにおける UHC の Framework in Action」。
UHC 2030 は、ドナー機関、被援助国、市

民社会の連携を強化することを目的とした

パートナーシップである IHP+からスター

トし、その後、UHC に向けた世界的な機運

を受け、IHP+はより広い文脈とステークホ

ルダーに UHC を含めるためにその範囲を

拡大し、2016 年に正式に発足した。G7 神

戸保健大臣会合コミュニケでこれら 2 つの

プラットフォームに言及することで、G7 メ

ンバーはこれらのイニシアチブへの政治的

支持を示すに至った。 
 
課題特性  
 課題の特性とは、深刻度、介入の有無、影

響を受けるグループなどを指す。UHC はす

べての健康課題の基本的な概念であるため、

現時点では、深刻度や影響を受けるグルー

プの分析は適用されない。また、介入の有無

については、UHC に向けた進捗をモニタリ

ングするための指標がいくつか開発されて
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おり、それらが該当する (57)(58)。たとえ

ば、2014 年に WHO と WB が共同でモニ

タリングフレームワークを立ち上げ、現在

では UHC に向けた進捗を評価するために

広く利用されている(59)。また、これまでに

繰り返し述べている 2016 年に TICAD Ⅵ
で 採 択 さ れ た 「 ア フ リ カ の UHC ： 
"Framework in action "」は、WB と GF の

大きな財政支援を受けて、UHC に向けた進

捗を監視・評価する新たなフレームワーク

として期待された。TICAD Ⅵでは、このフ

レームワークに基づいて、日本が 2017 年に

東京でアフリカ諸国の UHC の進捗をモニ

タリングするハイレベル会合を開催するこ

とが決定された (52)。 
 UHC のもう一つの特徴は、健康安全保障

と相互に関連していることが挙げられる。

保健システム強化を通じて UHC を達成す

ることは、日常的に医療の質を向上させる

だけでなく、公衆衛生上の緊急事態への備

えや対応をより良くすることにも貢献する。

2016 年の G7 議長国である日本は、UHC
を健康安全保障への備えとしても位置づけ

たが、これは画期的なことであり、G7 首脳

に政治的な窓を開くことになった。 
 

Ｄ．考察 
 2016 年に提案された Shiffman のフレー

ムワークを用いた UHC 分析によると、日

本は各カテゴリーの要因である「アクター

の特徴」「政策環境」「課題の特徴」を高める

ことに効果的に貢献したことがわかる。 
 アクターについては、UHC の強力なチャ

ンピオンを 3 名輩出した：安倍晋三首相、

塩崎恭久厚生労働大臣、武見敬三参議院議

員。世界銀行グループが実施した UHC の

ケーススタディにあるように、UHC 実現の

ための強力な 3 人のチャンピオンが現れた

が、このような強力なリーダーシップは、政

治的アジェンダの上位にある問題を効果的

に促進することが、すでに先行研究で示さ

れている(60)(61)(62)。 
 また、過去に NCDs（非感染性疾患）の

政治的モメンタムを高めるプロセスにおい

て、モスクワでの NCD 閣僚会議、2011 年

と 2014 年の NCD に関する国連ハイレベ

ル会合が開催されたことと同様に(63)、日

本は、2015 年に東京で開催された新開発時

代における UHC に関する国際会議、2016 
年にケニアで開催された TICAD Ⅵ、G7 
伊勢志摩サミット、G7 神戸保健大臣会合

などのハイレベルな政治対話を開催し、

UHC を G7 メンバー内外の議題として取

り上げ、NCD と同様に UHC に対する世界

のモメンタムを高めることに貢献し、2016 
年の G7 議長国を活用した。これらの努力

は、G7 首脳宣言、G7 神戸コミュニケ、ナ

イロビ宣言等で、UHC が主要議題として明

示されていることからも、その成果は明確

に示されている。 
 政策環境における重要な成功要因は、味

方と反対者の領域であった。日本には UHC
を推進する多くの味方がおり、強力な反対

者はいなかった。しかし、味方が多すぎる

と、政策設定が細分化されることも指摘さ

れている(66)。また、ある国があるアジェン

ダを推進するとき、特に大統領、首相、大臣

といった国の最高位がコミットメントする

場合、彼らは通常、純粋な政策的理由の他

に、自国の存在感を高めることを期待して

おり、同じ利害関係を持つ国々の間で政治

的課題を引き起こすことがある。UHC2030
は、関連するステークホルダーや様々なイ

ニシアチブを調整するための国際的な枠組

みとして発足したが、UHC に関するイニシ

アチブは乱立しており、これらの異なるイ

ニシアチブ間の調整が引き続きの課題であ

る(65)。UHC 2030 は、かつての IHP+から

UHC 2030 への変革期を迎えたが、発展段

階にかかわらず、関係するすべてのステー

クホルダーの専門知識を活用するとともに、

さまざまなイニシアチブの触媒となること

が強く期待される。 
 
Ｅ．結論 
 2030 年の UHC 達成に向けた機運が高ま

るなか、2016 年の G7 議長国として、日本

は世界の UHC の強化に大きく貢献した。

首相と厚労大臣の強力なリーダーシップの

下、日本は G7 伊勢志摩サミットや G7 神戸

保健大臣会合などのハイレベルな会議を開

催した。UHC と栄養ではその取り巻く環境 

― チャンピオンの存在や政策環境のあり

方等―が大きく異なるが、UHC の事例を参

考に、Shiffman のカテゴリーの各要素を栄

養領域においてどのように高めていくこと
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ができるのか、その検証を行うことが栄養

分野に対する政治的モメンタムを高めてい

くために今後必要となる。 
 
Ｆ．健康危機情報 
なし 
 
Ｇ．研究発表 
1．論文発表 

なし 
 
2．学会発表 
なし 
 
Ｈ． 知的財産権の出願・登録状況 
なし 
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令和４年度厚生労働科学研究費補助金

（地球規模保健課題解決推進のための行政施策に関する研究事業）

分担研究報告書

栄養政策と健康課題についての国際比較および SDGs 達成に必要なステークホ

ルダーのコミットメント確保に関する方法論の開発

研究分担者 児玉 知子 （国立保健医療科学院 国際協力研究部）

Ａ．研究目的

SDG 保健関連指標達成において、国内で

は生活習慣病患者の増加と同時に、高齢者

の低栄養やフレイル（虚弱）、孤食によるう

研究要旨：

【目的】本研究では世界各国と日本の栄養政策や課題についての比較、および SDGs 達

成に必要なステークホルダーのコミットメント確保に関する方法論の開発と日本の強み

を生かした貢献策を明らかにすることを目的とする。

【方法】R4 年度は、栄養政策や課題について、国連持続可能な開発目標（SDGs）での関

連領域を明らかにし、米・英・カナダ・欧州・西太平洋地域における栄養政策に関する情

報収集を行い、生活習慣病対策状況および食環境・食品規制等の動向把握と課題抽出を行

った。さらに、SDGs 達成に必要なステークホルダーのコミットメント確保について、関

連部署や課題点、分析方法論について検討した。

【結果】米国・英国・カナダでは、各国が科学的エビデンスを基に市民向けの健康的な

食生活ガイドを提供しており、独自の取組を展開していた。欧州共同体（EU）は世界に

先駆けて非感染性疾患（NCDs）対策に取り組んでおり、関連する民間企業、政府、欧州

委員会、世界保健機関（WHO）とのパートナーシップにより、食品業界、市民社会、メ

ディアに対しても、食品ラベルの改善、責任あるマーケティングと表示、身体活動の促

進などに関する広範な取り組みを推進していた。EU の枠組みで、減塩、特定栄養素、飽

和脂肪、添加糖の個別討議を重ねると共に、身体活動ガイドライン、小児肥満への EU
アクションプランを経て、2020 年には持続可能な食料システムのための戦略（'From
Farm to Fork' Strategy）で包括的議論が進められていた。EU の取組は WHO 総会にお

ける NCD 対策関連決議にも反映されており、国際機関(UN, FAO（国連食糧農業機

関）,World Food Program(WFP), UNICEF,WHO 等)、各省庁（農業、食品産業、教

育、保健、医療、福祉等の所管）、学会等のアカデミア、職能集団（団体）、消費者、地

域住民、患者等のステークホルダーの連携推進が期待されていた。西太平洋地域では低

栄養・過栄養の二重負荷の課題が他の地域より大きく、島嶼国では太平洋共同体

（SPC）を中心に対策とモニタリングが進められていた。

【考察・結論】栄養施策は低栄養・過栄養の両者への対応が必要であり、SDG２および

SDG3 領域のモニタリングが重視される。健康的な食生活の推進と共に食環境の整備が

近年の重要な課題であり、食産業やマーケティングのあり方も視野に入れた対応が必要

である。グローバル化社会において、すべての人に健康的な食へのアクセスを確保する

ためには、新型コロナウイルス感染症で影響を受けた公衆衛生基盤の再構築とともに、

国際機関や各国政府関連部署、NGO/NPO、市民団体、食料生産者、食品産業関係者等

の多様なステークホルダーの役割を理解し連携を促進する必要がある。 
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つ病等の健康影響、妊婦の低栄養状態（極

端な痩せ）と低出生体重児等の関連等が課

題となっている。栄養不良の二重負荷は今

や世界的な課題であり、非感染性疾患

（NCDs）の予防や健康への社会的決定因

子等と共に解決すべき問題である。また、

国際社会においては、近年の新型コロナウ

イルス感染症蔓延による社会状況の変化や

国家間の政情不安により、経済的困窮や食

糧供給システムの危機が生じており、栄養

に関連した課題は増大している． 
本研究では、世界各国と日本の栄養政策

や課題についての比較、および SDGs 達成

に必要なステークホルダーのコミットメン

ト確保に関する方法論の開発と日本の強み

を生かした貢献策を明らかにすることを目

的とする。 
 

B．研究方法 
R4 年度は、栄養政策や課題について、国

連持続可能な開発目標（SDGｓ）での関連

領域を明らかにし、米・英・カナダ・EU・

西太平洋地域における栄養政策における食

環境や生活習慣病対策等の課題を抽出した。

公的情報については、Web 上で公開されて

いる資料・白書等の情報収集を行った。   
さらに、SDGs 達成に必要なステークホ

ルダーのコミットメント確保について、国

際 機 関 (UN, FAO （ 国 連 食 糧 農 業 機

関 ） ,World Food Program(WFP), 
UNICEF,WHO 等)、各省庁（農業、食品産

業、教育、保健、医療、福祉等の所管）、学

会等のアカデミア、職能集団（団体）、消費

者、地域住民（各年齢層）、患者等の multi-
stakeholders の 洗 い 出 し と 課 題 点 の

Mapping を行い、分析方法論について検討

した。 
日本の国際機関を含めた諸関係機関との

連携や国内栄養施策の強みと弱みについて

の情報収集には、国立研究開発法人医薬基

盤・健康・栄養研究所 国立健康・栄養研究

所 国際栄養情報センター 西信雄センタ

ー長、国際栄養戦略研究室 山口美輪室長）

のご協力を得た。 
 

＜倫理的配慮＞ 
（該当なし） 

 
C．研究結果 

1．国連の持続可能な開発目標(SDGs)にお

ける栄養関連の指標について(表１) 
 SDGsでは、“誰も取り残されない（no one 
left behind ）” か つ “ 持 続 可 能 な

（sustainable )”世界の実現を目指してお

り、栄養の改善は他の多くの SDG 指標との

関連を持つ。最も中心的な指標は SDG「目

標 2：飢餓をなくす」であり、2030 年まで

に飢餓をなくし、食料安全保障と栄養改善

を達成することが目標とされている。2019
年の推計では、世界人口の 8.9％（約 6 億

9000 万人）が飢餓状態にあり、5 歳未満の

子どもの死亡の約半分が栄養不足に起因す

るとされている[1]。 
栄養不良（malnutrition )は、概して“栄

養が不足”している状態が想起されるが、

国際的な定義には、発育阻害 stunting（栄

養不足）、消耗症*wasting（隠れた飢餓）、

過体重 overweight（肥満）の３種類がある

[2]。<*注：日本の外務省 HP では wasting
が“消耗性疾患“と翻訳されている[3]＞。 

WHO や米国の基準では BMI 25 以上を

「過体重 (Overweight)」、BMI 30 以上を

「肥満 (Obesity)」としているが、厚生労働

省「健やか親子２１（2006 年）」および日本

肥満学会では BMI25 以上を肥満としてい

る。 
 世界では、現在 5 歳未満の子どものうち

1 億 4400 万人（21.3%）が発育阻害、4700
万人（6.9%）が消耗症（うち 1430 万人が

重度の衰弱）、3800 万人（5.6%）が過体重

overweight と報告されている(図 1)。 
発育阻害は、年齢に対して身長が低すぎ

る子どものことであり、慢性的または反復

的な栄養失調の結果である。これにより、

子どもは身体的および認知的な潜在能力を

発揮することができない。発育阻害は、子

どもたちが十分に成長していないことを示

すサインであり、過去の貧困や将来の貧困

を予測するものである。   
重度の消耗症は、子どもたちに致命的な

問題となりうる状態である。2000 年～2019
年では、発育阻害は減少しているが、過体

重児は漸増を続けている（図２）． 
国内の報告では発育阻害 stunting（栄養

不足）(SDG2.2.1)は 7.1%(2010)、痩せおよ

び肥満（SDG2.2.2）は 3.9%と報告されてお

り[3]、UNICEF/WHO 報告値でも中等度ま
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たは重度の発育阻害の子どもが少なくない

（図３）．中等度または重度の過体重の子ど

もは G7 各国に比べて低い値となっている

（図４）． 
さらに、隠れた飢餓は、子どもや女性の健

康に害を及ぼすものであり、鉄欠乏は、子

どもの学習能力の低下や、女性の出産時や

産後の死亡リスクを高めるとされ、2016 年

には世界の 15 歳から 49 歳の女性の 3 分の

1 が貧血の影響を受けている[1]。 
G7 各国の中では、日本は貧血の割合が高

い傾向にあり（図５-1～5-3）、特に妊婦での

貧血は 20％台と最も高い（図 5-2）。一方で、

国内における妊婦の貧血については妊婦健

診において治療アクセスが担保されている

ことにより、妊産婦死亡のリスクは軽減さ

れていると予想される。若年女性の痩せの

問題と同様、今後も注視する必要がある。 
 

２．米国における栄養政策 
 米国では栄養に関するガイドラインはあ

るものの、日本のような公衆栄養上の

Nutrition Policy は存在していない。 
Dietary Guidelines for Americans：（ア

メリカ人のための食事ガイドライン）は、

栄養素の必要量を満たし、健康を促進し、

病気を予防するために、何を食べ、何を飲

むべきかについてのアドバイスを提供して

いる[4]。このガイドラインは、政策立案者、

医療従事者、栄養教育者、連邦栄養プログ

ラム運営者などの専門家向けに作成されて

いる。米国保健福祉省（HHS）と農務省

（USDA）は共同で、5 年ごとに食事ガイド

ラインを更新・発表しており、食事療法の

ガイドライン各版は、現在の栄養科学の体

系を反映している。 
一方、国民向けには、食品規制に関する州

毎の対応や CDC（Center for Disease 
Control）における健康増進を目的としたプ

ログラムが実施されている。以下、CDC の

例を挙げる。 
【US CDC: Healthy Food Environment: 
 Making a Difference Together（健康な食

環境にみんなで変えよう）】[5] 
カリフォルニア州ロサンゼルス郡では、

郡内の各部署の食品契約に栄養基準を義務

付けている。この方針は、年間推定 3700 万

食に影響を与える。 

ナバホ族は、果物・野菜処方プログラムの

実施に協力するため、地元の診療所と小規

模店舗への募集を行った。参加者は、果物

と野菜の消費量が 48％増加した。 
ペンシルベニア州は The Food Trust と

提携し、89 万人の住民にサービスを提供す

る 150 以上のコーナーストア（街の店）の

健康的な食品の品揃えを改善した。 
マサチューセッツ州ボストンは、5,120 人

の公営住宅住民を対象に、生鮮トラックの

訪問頻度を月 1 回から週 2 回に、1 回 
2 時間から 3、4 時間に延長した。野菜と果

物の売上は、月 66 ドルから月 390 ドルに

増加した。 
 CDC では、Healthy Eating for a Healthy 
Weight プログラムにおいて、Dietary 
Guidelines for Americans 2020–2025 を基

に健康的な食生活の普及を推進している

[6,7]。 
 
３．英国における施策例 
英国の保健医療システムは国営の

National Health Service であることから、

医療費抑制のためにも健康増進や予防につ

いては公衆衛生の一環として力が入れられ

ている（Appendix.1 参照：英国における栄

養関連施策）。 
心血管系イベントの低下を目的とした減

塩は食品基準庁（FSA）によって 2000 年代

初頭に公衆衛生の優先事項とされている。

80 以上の食品カテゴリーで達成可能な目

標設定‘Sid the Slug’ ‘Check the Label’ 
‘Is Your Food Full of it?’といった国民の

意識改革キャンペーンに沿ったものである。 
2011 年、減塩施策は FSA から保健省に

移管され、多くの食品は 10 年前と比べて

20～40％減塩されているが、家庭外食産業

（ケータリング）は誤って減塩プログラム

から取り残されており浸透していない。こ

の背景には、一定の塩分濃度が微生物学的

安全性に与える影響を懸念したことも予想

される。英国では一般的に 6 食のうち 1 食

は外食であるとされており、ケータリング

業界も他の業界と同様に減塩に取り組むこ

とが重要とされている[8]。保健省は、ケー

タリング業界への働きかけとして、英国の

レストランで最も人気のある 10 種類の料

理について、家庭外での 1 食あたりの最大
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塩分目標を設定し、さらに子供向けの食事

についても目標を設定した[8]。2 年ごとに

目標は再設定され、2015 年までに英国が推

奨する 1 日 6g を達成した。 
2016 年 3 月 17 日、イングランド公衆衛

生局（PHE）が新しい“The Eat Well Guide
（イートウェルガイド）”を発表した。この

ガイドは、健康的な食生活に関するアドバ

イスと栄養所要量を満たすのに役立つ食品

群の割合の改訂版を示した。それまで使用

されていたイートウェルプレート（Eat 
Well Plate）に代わるもので、2015 年の栄

養科学諮問委員会（SACN）の「炭水化物と

健康」に関するレポートから、糖類、食物繊

維、でんぷん質の炭水化物に関するものを

含む最新の食事勧告を反映し改訂された

[9]。 
現在、英国では“The Eat Well Guide”を

NHS の HP 上で紹介し、普及を図っている

[10]。このガイドは、健康的な食事とバラン

スのとれた食生活の実現に関する政府の推

奨事項を定義するために使用される政策ツ

ールである[11]。 
イートウェルガイドは、食品や飲料を 5 つ

の主要な食品群に分類し、健康維持に必要

な幅広い栄養素を摂取するために、各グル

ープからさまざまな食品を選ぶように案内

している（図５）．特に脂肪、塩分、糖分の

多い食品への注意喚起、植物由来の不飽和

脂肪酸（例えば、植物油やオリーブオイル）

を推奨している。５つのポイントとして、

下記を挙げている。 
① 毎日、さまざまな果物や野菜を 5 

portions (1portion とは手のひらサイ

ズ)以上食べる。 
② ジャガイモ、パン、米、パスタなどので

んぷん質炭水化物をベースにした食事

（理想的には全粒粉）をとる。 
③ 乳製品や乳製品代替品（大豆飲料など）

を摂り、低脂肪・低糖のものを選ぶ。豆

類、魚類、卵類、肉類などのタンパク質

を摂る（毎週 2 食の魚を含む、うち 1 食

は脂ののったものを）。 
④ 不飽和油脂やスプレッドを選択し、少量

ずつ摂取する。 
⑤ 一日 6～8 杯の水分を摂取する。 
 １日の総熱量は平均で、女性は約 2,000
カロリー（8,400 キロジュール）、男性は約

2,500 カロリー（10,500 キロジュール）が

目安となっている。 
イートウェル・ガイドは健康的な体重で

も過体重でも、肉食やベジタリアン等の食

志向や民族的な背景も関係なく、ほとんど

の人に適用されるよう作成されているが、

特別な食事制限や医療的なニーズがある場

合は、個々のニーズに合わせて登録栄養士

への確認が求められている。 
 また、2 歳未満のこどもにはイートウェ

ルガイドは適用されず、別途ガイドが作成

されている（「赤ちゃんが初めて食べる固形

物」等）。さらに、NHS のウェブサイトで

は、健康的な食生活のために、バランスの

取れた食事の一環として、「eating 5 a day」
（様々な果物や野菜を合計で毎日 5 
portion（１portion は 80g）以上摂ることで

健康に大きな効果があるとして推奨してい

る。HP 上には栄養士が、動画による市民に

分かりやすい方法で摂取の仕方を紹介して

いる。 
 イングランド公衆衛生局は、健康的な食

生活における食品のバランスについて、誰

もが一貫したメッセージを受け取れるよう

に、組織や個人にイートウェル・ガイドを

利用することを奨励している。また、この

ガイドはカーボントラストの持続可能性評

価で、現在の英国の食事よりも環境負荷が

かなり低いことが示されている。 
（注：カーボントラスト（Carbon Trust）
は英国政府により設立され、その後独立し

た環境コンサル組織。ミッションは持続可

能な低炭素社会への移行を加速させること

であり、英国社会でもネットゼロ（二酸化

炭素排出が実質ゼロ）において中心的な役

割を担っている）。 
  
４．カナダ 
 カナダ政府は、健康で安全な食生活のた

めに、“Food and Nutrition（食品と栄養）”
に関する情報を同じ HP で一元的に得られ

るようにしており、消費者（国民）はカナダ

の食品ガイド、ラベル（表示）、栄養研究、

リコールと安全基準、健康的な食事、サプ

リメント食品等の項目について知ることが

できる [12]。 
国民から最も要望の多い情報として、①

安全な調理温度、②健康的な食の選択、③
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食品の日付表示やパッケージの読み方、に

ついて詳細に記載されている。 
カナダの食事ガイドラインは、健康的な

食事に関するカナダ保健省のガイドライン

と考察をまとめたものであり、最善の科学

的証拠に基づいており、政策立案者や保健

関係者への支援ツールとなっている。 
カナダ・フード・ガイドが前回更新された

のは 2007 年であり、その後カナダ保健省

は、科学的知見と関係者、一般市民との協

議に基づき、以前のバージョンで見られた

「肉と代替品」「乳製品と代替品」のカテゴ

リーを完全に削除し、植物性のタンパク質

と脂肪に重点を置き、飲料は水が最適であ

ること等が明記された健康的な食生活のガ

イドライン（2 歳以上の人口対象）を 2019
年に公表した。その中には、食品マーケテ

ィングが人々の食の選択に影響を与えるこ

とを意識するよう明示されている。 
食の安全については、対象者についても

注目しており、食中毒になりやすい対象者

（子ども、妊婦、高齢者、免疫力が低下して

いる人など）を守るための情報や、食品表

示の読み方、最近の変更点も説明されてい

る。さらに、一般的な食物アレルギーから、

セリアック病などのグルテン関連疾患まで

記載されており、アレルギー反応を起こさ

ないための方法についても記述されている。 
また、カナダ政府ではCOVID-19と食品・

栄養関連について、パンデミック時の健康

的な食事、COVID-19 に関連する食品産業

向けの情報やリソースなどを掲示している。   
カナダの特徴としては、健康的な食生活

の範疇に食品安全が含まれることであり、

食品のリコール、リスク、アウトブレイク

（集団発生）、カナダ政府が食品媒介性疾患

を監視する方法、食中毒の原因、遺伝子組

換え食品の安全性・表示、安全性評価の完

了、新規性判断の依頼、透明性確保への取

り組みについても、国民が同時に情報を得

られるようになっている[13]。 
 
５．EU における栄養関連政策 
欧 州 委 員 会 、 公 衆 衛 生 (European 

Commission, Public Health)では、健康的

な食事、定期的な身体活動、適切な体重の

重要性を表明しており、不健康な食生活や

運動不足が、健康面でも経済面でも大きな

負担となることや、ライフスタイルの改善

が子どもの学業成績や労働者の生産性の向

上にも直結することを明示している[14]。
EU では 2000 年以降、世界に先駆けて

NCDs に取り組む姿勢を見せており、2007
年の“栄養、過体重、肥満関連の健康問題

に関する戦略”[15]では、関連する民間企業、

政府、欧州委員会、世界保健機関（WHO）

とのパートナーシップを奨励している。食

品業界、市民社会、メディアに対しても、食

品ラベルの改善、責任あるマーケティング

と表示、身体活動の促進などに関する広範

な取り組みを呼びかけた。このような背景

の中、2008 年には WHO 総会でも NCD 対

策の実践に関する決議がなされた（表 2-1、
2-2）。 

EU の枠組みで、減塩（2008）、 身体活

動 ガ イ ド ラ イ ン (2008) 、 特 定 栄 養 素

(selected nutrients:2011)、飽和脂肪（2012）
について討議され、2014 年に “小児肥満

に関する EU アクションプラン 2014-2020”
が採択された。その後、添加糖（2015）、食

品改良（2016）についても討議が進められ、

2020 年には持続可能な食料システムのた

めの戦略（'From Farm to Fork' Strategy）
として包括的な議論が進められている

（Appendix.2 参照）。 
欧州委員会では、栄養政策データベース

や身体活動促進に関する文書の国際目録な

どの取り組みを通じて、WHO と協力しな

がら、加盟国のモニタリングを強化してい

る。さらに、近年は“EU4Health 2021-2027”
とその公衆衛生プログラムを通じて、栄養

と身体活動に取り組む複数のイニシアチブ

に資金提供しており、パイロットプロジェ

クトを管理し、実践を検証している[16]。こ
のプログラムは、COVID-19 大流行の教訓

から、EU における危機への備えを強化す

るために採用されたものであり[17]、2021
年から 2027 年の間に 53 億ユーロの予算を

投じる。これは健康分野において他に類を

見ない財政支援であり、EU において公衆

衛生が優先事項であるという明確なメッセ

ージである。 
 
６．栄養施策と Nutrient Profiling(栄養プ

ロファイリング)の動向 
栄養プロファイリングとは、病気の予防
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や健康増進に関連する理由から、食品をそ

の栄養組成に従って分類したり、ランク付

けしたりする科学である[18]。子供向けの

食品のマーケティング、健康・栄養強調表

示、製品ラベルのロゴやシンボル、情報提

供や教育、公的機関への食品提供、食品消

費を方向付けるための経済ツールの使用な

ど、さまざまな用途に使用することができ、

主に 2 つのタイプに分類される[18]。 
① 食品に含まれる栄養素のレベルに言及

する記述（例：「高脂肪」、「低脂肪」、「低

脂肪」、「繊維源」、「脂肪、砂糖、塩分が

多い」、「エネルギーが多く、栄養素が少

ない」） 
② 「健康」、「より健康的なオプション」、

「あまり健康的でない」、「体に良い」な

ど、その食品を摂取する事が人の健康に

与える影響に直接言及した記述。 
栄養プロファイリングは、栄養、食事、健

康のすべての側面に対応するものではない

が、地域や国の食生活の改善を目的とした

介入策と合わせて使用するのに役立つツー

ルである。一般的な使用例としては、消費

者が食品の栄養組成をよりよく理解し、そ

の理解に基づいて、より健康的な選択肢と

なる食品を特定できるようにすることを目

的とした食品表示制度があげられる（図 6.
参照）。 
このような制度や栄養プロファイリング

は、2000 年以降、20 年以上にわたって政

府、食品生産者、小売業者、研究者、健康慈

善団体などの非政府組織によって採用され

てきた。WHO は、国際的な専門家やパート

ナーと協力し、栄養プロファイルモデルの

開発または適応におけるガイダンスを提供

している[19]。その目的は、栄養プロファイ

ルモデルの開発を調和させ、消費者に対し

て一貫性のある首尾一貫した公衆衛生栄養

メッセージを作成し、最終的に栄養と公衆

衛生を改善することである。従って、前述

の①食品の栄養素のレベルのみでなく、②

健康に与える影響、への言及される動きに

ある。 
 栄養プロファイリングは、2010年の第 63
回世界保健総会（WHA63.41）で承認されて

おり[20]、子どもに対する食品および非ア

ルコール飲料のマーケティングに関する一

連の勧告を実施するにあたり、加盟国が利

用できるメカニズムの一つである。栄養プ

ロファイリングに関するガイダンス作成は、

NCD 行動計画（WHA61.14）目標 3 の実施

にも貢献しており、2011 年 9 月ニューヨー

ク開催の国連ハイレベル会合でも議題とさ

れた。その結果、「非感染性疾患の予防と制

御に関する総会ハイレベル会合の政治的宣

言」と題する決議（文書 A/66/L.1）が採択

された[21]。日本国内では、公衆栄養上の課

題を踏まえた栄養プロファイリングモデル

は策定されておらず、現在検討が進められ

ている[22]。 
 
７．西太平洋地域における栄養関連課題に

関するネットワークと日本の海外連携 
 
7.1. WHO 西太平洋地域（WPRO） 

WPRO では、「世界栄養目標 2025：母子・

乳児・幼児の栄養を改善する」と「あらゆる

形態の栄養不良を終わらせる」という持続

可能な開発目標 2.2 の進捗をモニタリング

することが優先事項となっている[23]。 
西太平洋地域の多くの国々は、急速な経

済成長、都市化、グローバル化により、食料

システムが変化し、安価な加工食品がより

入手しやすくなり、多くの国で食料生産と

消費の方法が再構築されている。伝統的な

食品や食生活は、安価で高度に加工された、

エネルギー密度の高い、栄養価の低い食品

に取って代わられ、より人気があり、広く

入手・消費されるようになった。西太平洋

地域では、ほとんどの加盟国が栄養不良の

二重負荷に直面しており、栄養不良は、過

体重や肥満、食事に関連する非感染性疾患

（NCDs）と併存している。 
2021 年の西太平洋地域の 5 歳未満の子

どものうち、推定 1100 万人が発育不良、

240万人が消耗、880万人が過体重である。

2016 年の同地域の 5～19 歳の子どものう

ち、過体重または肥満の子どもは推定 8400
万人で、WHO の全地域の中で最も多く、わ

ずか 6 年間（2010 年から 2016 年まで）で

43％増加した[24]。同地域では過去 10 年間、

完全母乳育児の割合は低いままであり、最

初の 6 カ月間完全母乳の割合は 3 人に 1 人

である。 
食品マーケティングは、高カロリーで栄

養価の低い食品を宣伝し、食環境と子ども
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たちの食の嗜好や食事パターンに悪影響を

与えていると指摘されている。現在、子ど

もたちはこれまで以上に、母乳代用品

（BMS）や飽和脂肪酸、トランス脂肪酸、

遊離糖、塩分を多く含む食品（HFSS）のマ

ーケティングによる潜在的な害にさらされ

ている。本地域でも、BMS と HFSS 食品の

マーケティングが地域全体に広がっている

ことが示されている。 
 このような状況と過体重や肥満の脅威の

高まりを懸念し、2019 年の WPRO 地域委

員会は、「西太平洋における食品マーケティ

ングの有害な影響から子どもを守るための

地 域 行 動 枠 組 み 」 に 関 す る 決 議 
WPR/RC70.R1 を支持し、加盟国に対し、

国の状況に応じて、食品マーケティングの

有害な影響から子どもを守るための政策や

行動を確立または強化するために、適切に

枠組みを利用するよう呼びかけている[25]。 
 
7.2.太平洋共同体 The Pacific Community 

さらに、WPRO 領域にある太平洋島嶼国

に お い て は 、 歴 史 的 に The Pacific 
Community ( 太平洋共同体:SPC )によっ

て公衆衛生が管轄されている。SPC は、

1947 年に条約であるキャンベラ協定によ

って設立され、米国、英国、フランス、オー

ストラリア、ニュージーランド等の旧統治

国を含む 27 カ国が加盟しており、組織のハ

イレベルな戦略的方向性を確立する役割を

担っている。会議は 2 年に 1 度、閣僚級で

開催され、政府・行政代表委員会がガバナ

ンスに関する意思決定の権限を与えられて

いる[26]。  
SPC は、島嶼国の政策に積極的に関与し

ており、喫煙やアルコールを含む不健康な

飲食物の摂取を減らすため、政策、法律、エ

ビデンスに基づく介入を通じて NCD 危機

への対応を行っている。MANA（Pacific 
Monitoring Alliance for NCD Action: NCD
アクションのための太平洋モニタリング同

盟）により、これらの NCD 指標がモニタリ

ングされており[27]、技術面では WPRO と

連携している。 
＜注：南太平洋委員会（South Pacific 
Community）の名称は、太平洋全域をカバ

ーする組織であることを反映し、1997 年に

太平洋共同体 Pacific Community に変更さ

れたが、SPC の通称は維持された。現在 27
の加盟国には、22 の太平洋島嶼国・地域と、

当初の創設 5 カ国が含まれている（オラン

ダは 1962 年に太平洋の権益を放棄したた

め脱退）＞ 
 
7.3.栄養施策に関する日本の海外連携 
日本からアジア諸国への支援・パートナ

ーシップとして、2005 年から WPRO・国

立保健医療科学院による NCD 共同研修に

よる各国施策関係者の人材育成事業が行わ

れている[28,29]。この事業を契機に、2009
年東京で開催された WHO 西太平洋地域会

議において、生活習慣病対策の行動指針で

あるさいたま宣言（Saitama Call to Action）
が採択された[30]。 
また、国立研究開発法人医薬基盤・健康・

栄養研究所（国立健康・栄養研究所：以下、

健栄研）は、「栄養と身体活動に関するWHO
協力センター（WHO Collaborating Centre 
for Nutrition and Physical Activity）」とし

て、WHO の要請を受けて技術支援を行っ

ており[30]、隔年でアジア栄養ネットワー

クシンポジウム開催による情報発信や国際

協力外国人研究者招聘事業による人材育成

を行っている。さらに、健栄研では地球環

境モニタリングシステム／食品汚染モニタ

リング（GEMS/Food）プログラム協力機関

となっており、FAO/WHO 合同食品添加物

専門家会議(JECFA)等からの依頼を受けて、

国民健康・栄養調査等の結果の再解析集計

表を提供している[31]。このモニタリング

プログラムは、1976 年に国際連合食糧農業

機関（FAO）、国連環境計画（UNEP）及び

WHO によって整備され、食物中の汚染物

質をモニタリングして各国政府やコーデッ

クス委員会等に情報提供している。現在は

WHO が運営を行い、日本からは国立医薬

品食品衛生研究所、農林水産省消費・安全

局を合わせた 3機関が認定されている[32]。 
また JICA（独立行政法人国際協力機構）

では、栄養不良の二重負荷（低栄養、過栄養）

の低減を目指し、2021 年の東京栄養サミッ

トで発表した「JICA 栄養宣言」を具現化す

るため、母子栄養改善と食と栄養のアフリ

カイニシアティブ（IFNA）推進を目指して

いる[33]。 
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８．栄養に関する Stakeholders と関連分野 
一般的な stakeholders analysis(関係者分

析)では、プロジェクトへの参加、関心、 
影響力のレベルに応じてグループ分けし、 
目標（変革）達成のための最良の方法を決

定する。この中で、特に i)重要度でランキン

グ す る 方 法 や 、 ii) 価 値 階 層 と key 
performance indicators で分類する方法、

iii)影響力や正当性、優先度で分類する方法、

iv)認識、支持、影響力、その他ステークホ

ルダーの満足度などを用いる方法等がある。 
東京栄養サミットにおける関係者は、国

際機関や政府レベルでのコミットメントで

あり、多くが公的機関であるものの、栄養・

食品に特化した企業との関連がある。国際

機関では、UN、FAO（国連食糧農業機関）、

World Food Program( WFP )、UNICEF、
WHO が主となるが、近年は FAO による食

システムの一環として、栄養問題が取り上

げられている。従って、各省庁（農林水産業、

食品産業、消費者庁、他）との関連があるが、

国家間でも省庁間連携の在り方は異なるこ

とが想定される。 
東京栄養サミットにおけるアクションプ

ランで重視する点については、以下が挙げ

られており、領域ごとに異なる多様なステ

ーキホルダーが関連している[34]。  
◎食料システムの変革 
[各国・地域がその置かれた自然やその他の

条件のもとで、科学技術を活用し、生産性

の向上と持続可能性の両立を図る] 
⇒農林水産業関係者との連携（国内では

地産地消の取組が経済活性だけでなく、食

の安全につながる側面もある） 
◎食関連産業のイノベーションの推進 
[食関連産業は、デジタル化等のイノベーシ

ョンの推進により、持続可能性と地域の食

習慣に配慮しながら、品質・満足度を高め、

国民の栄養改善に貢献する製品・サービス

を提供する] 
 ⇒デジタル化領域、製品産業、サービス

業（営利企業が中心となる割合が高いため、

健康や安全に関する連携は、法律や規制等

の強制力を伴う可能性がある） 
◎個人の栄養に関する行動変容の促進 
[各人が栄養バランスの取れた食生活を実

現できるよう、全てのステークホルダーは、

栄養改善に役立つ研究の実施、情報の提供、

食育活動の推進等を通じ、個人の栄養に関

する行動変容を促す] 
 ⇒個人の栄養に関する行動変容は、各個

人の世代間によっても異なる。既に各国で

年齢層に応じたガイドライン等が整備され

ており、これらが利用されやすいように整

備する必要がある。 
◎途上国・新興国の栄養改善への支援 
[飢餓の撲滅、妊産婦・乳幼児の栄養改善、

現地の食文化を活かした健康な食生活実 
現に向け、栄養改善事業推進プラットフォ

ーム(NJPPP)をはじめとするグローバルな

パートナーシップで支援する] 
 ⇒国際機関がリーダーシップを取り、各

国政府とともに、多様な NGO/NPO との協

力が現実的な連携である。栄養に特化した

NJPPP 等のようなパートナーシップが長

期的に活動を展開することが持続性の向上

に必要である。Nutrition Accountability 
Framework（NAF）は、栄養コミットメン

トを登録し、栄養アクションをモニタリン

グするための世界初の独立した包括的プラ

ットフォームである。コミットメントの長

期的なフォローを行っており、日本政府、

SUN ムーブメント、世界保健機関、ユニセ

フ、USAID をはじめとする多くの団体に支

持されている。 
 
●食事ガイド策定に関する食品業界のロビ

ー活動：関係者分析例（カナダ） 
カナダのロビィスト登録簿のデータを用

いた調査では 2016 年 9 月から 2021 年 1 月

にかけて、カナダ保健省の健康な食事戦略

に関して、さまざまな種類の利害関係者（す

なわち、業界対非業界）および指定公職者

（designated public office holders：DPOH）

の間で発生したロビー活動の頻度と政府対

象を調査する定量記述的研究が実施された

[34]。ロビー活動登録者の大半（88％）、お

よび企業・団体の代表者（90％）は、業界

と関係があった。DPOH とのコミュニケー

ションの 86％は業界関係のステークホル

ダーが担っており、業界以外のステークホ

ルダーと比較して、あらゆるランクの

DPOH とより頻繁に交流していた。ほとん

どの組織や企業が、子どもへのマーケティ

ングをテーマにロビー活動を行うことを明

確に登録しており（60％）、次いでカナダの
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食品ガイド（48％）、包装前面の栄養表示

（44％）、食品供給の栄養的品質（23％）と

なっている。食品・飲料業界、特に乳製品業

界が最も活発で、ロビー活動の登録件数と

通信件数が最も多く、次いでメディア・通

信業界となった。 
 
D.考察 
１．SDGs における栄養政策 
 栄養政策は特にSDG2およびSDG3領域

に貢献するが、各国の社会経済状況によっ

て異なることが明らかである。乳幼児や子

ども、母子の栄養改善においては、WPRO
領域にみられるように、ほとんどの加盟国

が栄養不良の二重負荷に直面しており、栄

養不良は、過体重や肥満、食事に関連する

非感染性疾患（NCDs）と併存している。ま

た、マーケットが世界規模になった今、高

所得国で販売が難しくなった高カロリーで

低栄養の食品が、規制の緩い低所得国をタ

ーゲットとして流れることは十分想定され、

このような脆弱な国々における環境を改善

するためには、SPC のような組織形成で対

応するとともに、地球規模で足並みを揃え

て食品の改善を整備する必要がある。 
 
２．東京栄養サミットでの各国動向傾向 
東京サミットでは、G7 の中でカナダ、フ

ランス、日本、英国、米国がエンドースとコ

ミットメントの両方を、ドイツがエンドー

スのみであった。コミットメントに至った

国では、自国での問題意識が高く、栄養関

連施策がある程度整備されていることが伺

われる。イタリアはエンドースやコミット

メントがないものの、国際機関の参加が多

かったことは特異的であり、EU 参加国メ

ンバーでも温度差がみられる。英国の栄養

施策例にもみられるように、EU 全体にお

ける食品規制や NCD 対策を含めた栄養関

連施策が、加盟国の栄養施策に影響を与え

ている。 
栄養領域の特徴として、食文化が各国で

異なること、また食品産業等の利益企業が

関与することが挙げられるが、東京栄養サ

ミットにおいては、オランダの非政府組織

で あ る Access To Nutrition 
Initiative(ATNI)が機関投資家をとりまと

め、世界の栄養危機を認識し、行動を起こ

すことを約束した新たな「N4GInvestor 
Pledge」を公表している[35,36]。ATNI は

食品飲料会社等へ栄養改善に係る行動を要

請するとともに、機関投資家として民間企

業における栄養改善の行動を加速させる方

策についてコミットメントを行っている。

これに署名した機関投資家は、総額 12.4 兆

米ドルの運用資産を代表する 53 機関であ

り、日本では 4 機関がコミットしている。

ATNI では、特に母乳代替品と補完食品

（BMS と CF）に関する作業は、独立した

国際的な専門家グループによって指導され

ている。このような例は、健康に関する政

策を促進する官民連携の一つの姿であり、

ビジネスを良い循環に回す持続可能な取り

組みの一つと言える。 
  
３. 食品表示における国内状況の課題 
現在、日本でも加工食品の占める割合は

大きくなっている。米国では、早くから原

則として加工包装食品全てに主要栄養成分

の表示を義務づけており、欧州連合（EU）

でも 2016 年から栄養表示を義務付け、米国

同様に栄養強調表示を認める内容の規則が

出されている[37]。日本では、国民の健康づ

くりに資する食品選択を支援するという観

点で、食品表示法により、容器包装に入れ

られた一般用加工食品と添加物（業務用添

加物を除く）に、熱量、蛋白質、脂質、炭水

化物およびナトリウム量の表示を義務付け

ている[37]。なお、ナトリウム量は、消費者

に分かりやすい食塩相当量とし、低、減、無、

強化などの栄養強調表示（例：低カロリー、

減塩、ビタミン A 強化）を行う場合は、食

品表示基準の規定を満たす場合に表示可能

とされている。海外のように、栄養プロフ

ァイルから視覚的に判断できるような警告

表示はない。 
食品表示について、国内では①食品衛生

法、②農林物資の規格化及び品質表示の適

正化に関する法律（現・日本農林規格等に

関する法律）③健康増進法があり、３法そ

れぞれに基づく表示基準であったため、用

語の定義が異なるなどわかりにくいもので

あったため、平成 25 年（2013 年）に食品

表示法が成立し、包括的かつ一元的な制度

が創設された[38]。平成 27 年（2015 年）か

らは、食品表示法に基づく新たな食品表示
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制度が開始し、3 法で 58 本の表示基準を統

合するだけでなく、消費者と事業者双方に

分かりやすい表示となるよう改善されてい

る。 
研究者によると、海外における政府系組

織の栄養プロファイルモデル開発の目的の

主要な位置づけは、「食品の包装の前面表示」

「ヘルスクレーム付与に対する制限」「広告

規制」とされている[22]。多くのモデルで、

NCDs 対策として配慮が必要な制限栄養素

として、熱量、脂質、飽和脂肪酸、トランス

脂肪酸、糖類、ナトリウム含有量が設定さ

れているが、国内では食品標準成分表での

収載や実態把握、食事摂取基準設定の見送

り等の課題があり、糖類については対象栄

養素と含めることに困難が指摘されている

[22]。アジアでは既に、タイやマレーシア、

シンガポール、韓国などが栄養プロファイ

ルモデルを使用しており、今後はアジア各

国で同様の動きが拡がることが予想される。

国内でも今後の対応が期待される。 
日本の栄養政策の強みとしては、歴史的

に公衆栄養に関する包括的な施策が実施さ

れてきたことである。特に国立健康・栄養

研究所（現：国立研究開発法人医薬基盤・健

康・栄養研究所 国立健康・栄養研究所）は、

1920 年に内務省の栄養研究所として設立

されて以来、国民の健康の保持・増進及び

栄養・食生活に関する調査・研究を行い、公

衆衛生の向上及び増進を図る公的機関とし

て役割を担っている。長年にわたり、栄養

所要量（現在の食事摂取基準）策定にエビ

デンスを提供している他、国民栄養調査（現

在の国民健康・栄養調査）の企画・分析の実

績をもとに、NCD 予防のための国内外戦略

のモニタリングと評価のために、アジア太

平洋諸国との国際協力活動を実施している

[39]. 栄養政策の背景には、各国それぞれの

食文化や伝統が色濃く影響している。和食

における多様な食材とバランスのとれた食

事は、国連食糧農業機関と世界保健機関が

呈示する「持続可能で健康的な食事（SHD）」

の目標を満たす伝統的な食生活を表すこと

が報告されている[40]。これらの強みを生

かし、健康寿命の延伸に貢献する栄養施策

の在り方について、アジアでのネットワー

ク形成と世界への情報発信を行うことが期

待される。 

 
Ｅ．結論 
栄養政策や課題について、国連持続可能

な開発目標（SDGs）での関連領域を明らか

にし、米・英・カナダ、EU、アジア等にお

ける栄養政策の比較や動向把握により、食

環境や生活習慣病対策等の課題を抽出した。

栄養施策は低栄養・過栄養の両者への対応

が必要であり、SDG2 および SDG3 領域の

モニタリングが重視される。健康な食生活

の推進とともに食環境の整備が近年の重要

な課題であり、食産業やマーケティングの

あり方も視野に入れた対応が必要である。

グローバル化社会において、すべての人に

健康的な食へのアクセスを確保するために

は、国際機関や各国政府関連部署、

NGO/NPO、市民団体、食料生産者、食品産

業関係者等の多様なステーキホルダーの役

割を理解し、連携を促進する必要がある。 
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表１：国連の持続可能な開発目標(SDGs)における栄養関連の指標 

  

2: 飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する  

2.2: ５歳未満の子供の発育阻害や消耗性疾患について国際的に合意されたターゲットを

2025 年までに達成するなど、2030 年までにあらゆる形態の栄養不良を解消し、若年女

子、妊婦・授乳婦及び高齢者の栄養ニーズへの対処を行う。 

2.2.1: ５歳未満の子供の発育阻害の蔓延度 

（WHO 子ども成長基準で、年齢に対する身長が中央値から標準偏差-2 未満） 

2.2.2:  ５歳未満の子供の栄養不良の蔓延度 

（WHO の子ども成長基準で、身長に対する体重が、中央値から標準偏差+2 超又は-2 未

満）（タイプ別（やせ及び肥満）） 

2.2.3:  15～49 歳の女性における貧血の蔓延度（妊娠状況別、％） 

3：あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する 

3.1: 世界の妊産婦の死亡率を出生 10 万人当たり 70 人未満に削減する。 

3.2: 全ての国が新生児死亡率を少なくとも出生 1,000 件中 12 件以下まで減らし、５歳以

下死亡率を少なくとも出生 1,000 件中 25 件以下まで減らすことを目指し、 2030 年まで

に、新生児及び５歳未満児の予防可能な死亡を根絶する。 

3.4: 非感染性疾患による若年死亡率を、予防や治療を通じて３分の１減少させ、精神保

健及び福祉を促進する。 

3.8: 全ての人々に対する財政リスクからの保護、質の高い基礎的な保健サービスへのア

クセス及び安全で効果的かつ質が高く安価な必須医薬品とワクチンへのアクセスを含

む、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）を達成する。 

UHC service coverage index 3.8.1-⑨ 心血管系疾患の予防（血圧管理） 

年齢調整後の 18 歳以上の成人のうち、収縮期血圧<140 mm Hg かつ 拡張期血圧 <90 

mm Hg の人の割合。（国内値では 20 歳以上の成人） 

UHC service coverage index 3.8.1-⑩ 糖尿病の管理  

年齢調整後の 18 歳以上の成人の平均空腹時血糖値。（国内値では 20 歳以上の成人） 
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表 ２-1. 世界における⾮感染性疾患（NCD）のインパクトと関連⽂書（WHO 資料参照） 
 
＜主要事項＞ 
◎⾮感染性疾患（NCD）は、毎年 4,100 万⼈の命を奪い、世界全体の死因 74%に相当 
◎毎年、1700 万⼈が 70 歳までに NCD で死亡しており、その 86％が低・中所得国で発⽣ 
◎NCD による全死亡のうち、77％が低・中所得国で発⽣ 
◎NCD による死因の⼤半は⼼⾎管疾患で、年間 1,790 万⼈、次いでがん（930 万⼈）、慢性

呼吸器疾患（410 万⼈）、糖尿病（糖尿病による腎臓病死を含む 200 万⼈）。これら 4 つの
疾患群が NCD による早期死亡の 80％以上を占める。 

◎タバコの使⽤、運動不⾜、アルコールの有害な使⽤、不健康な⾷事はすべて、NCD によ
る死亡リスクを⾼める。 

◎NCD のスクリーニング、発⾒、治療、そして緩和ケアは、NCD への対応の重要な要素 
(著者翻訳．出典：World Health Organization. Noncommunicable diseases. 
https://www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/noncommunicable-diseases 
 
表 ２-2. WHO 総会における栄養・⾷品関連の主要決議 
 
◎ WHA53.17: Prevention and control of noncommunicable diseases（2000） 

第 53 回世界保健総会において、⾮感染性疾患（NCD）対策について決議 
(World Health Assembly, 53. (2000) . Fifty-third World Health Assembly, Geneva, 15-20 May 2000: 

resolutions and decisions, annex. World Health Organization.  

https://apps.who.int/iris/handle/10665/260181) 

 WHA53(10) Infant and young child nutrition に関する事務局⻑への要請 
  乳幼児栄養に関する項⽬を理事会の議題とし、草案作成グループの設置と次回第 54 回

世界保健総会での採択を⽬指す。 (2000 年 5 ⽉ 20 ⽇、第 8 回全体会議) 
◎ WHA53.15 Food Safety 

 →事務局⻑への依頼：公衆衛⽣における WHO の世界的なリーダーシップに鑑み、他
の国際機関、特に国際連合⾷糧農業機関（FAO）及びコーデックス委員会との協⼒及び
協調の下、⾷品安全をより重視し、⾷品安全を WHO の必須公衆衛⽣機能の⼀つとし
て統合し、第⼀⽣産者から消費者に⾄るフードチェーン全体における健康リスクの低
減のための持続可能で統合的な⾷品安全システムの開発を⽬指す。 

◎ WHA61.14: Prevention and control of noncommunicable diseases: implementation of the 
global strategy (2008)：⾮感染性疾患の予防と管理：世界戦略の実施 

 (World Health Assembly, 61. (2008) . Prevention and control of noncommunicable diseases: 

implementation of the global strategy. World Health Organization.  

https://apps.who.int/iris/handle/10665/23529) 
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図１. 世界における 5 歳未満のこどもの栄養不良の類型 (2019 )(左図) 
図２. 世界における 5 歳未満のこどもの栄養不良 -経年変化- (2000〜2019 )(右図) 
 

 
 
(Source: LEVELS AND TRENDS IN CHILD MALNUTRITION. UNICEF / WHO / World Bank Group 
Joint Child Malnutrition Estimates Key findings of the 2020 edition.  
UNICEF. GOAL 2: ZERO HUNGER. https://data.unicef.org/sdgs/goal-2-zero-hunger/) 
 
図３．中等度または重度の発育阻害の⼦ども（千⼈）2019 年 

Children moderately or severely stunted (thousands)2019 

（Among G7 + Republic of Korea with available data. 
Source: LEVELS AND TRENDS IN CHILD MALNUTRITION. UNICEF / WHO / World Bank Group 
Joint Child Malnutrition Estimates Key findings of the 2020 edition.  
UNICEF. GOAL 2: ZERO HUNGER. https://data.unicef.org/sdgs/goal-2-zero-hunger/） 
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図４．中等度または重度の過体重の⼦ども（千⼈） 2019 年 
Children moderately or severely overweight (thousands) 2019 

 
（Among G7 + Republic of Korea with available data. 
Source: LEVELS AND TRENDS IN CHILD MALNUTRITION. UNICEF / WHO / World Bank Group 
Joint Child Malnutrition Estimates Key findings of the 2020 edition.  
UNICEF. GOAL 2: ZERO HUNGER. https://data.unicef.org/sdgs/goal-2-zero-hunger/） 
 
 
図５-1．15〜49 歳の⼥性の貧⾎の割合（％） 2019 年 

Proportion of women aged 15-49 years with anaemia (%) 2019 
 

（Among G7 + Republic of Korea with available data. 
Source: LEVELS AND TRENDS IN CHILD MALNUTRITION. UNICEF / WHO / World Bank Group 
Joint Child Malnutrition Estimates Key findings of the 2020 edition.  
UNICEF. GOAL 2: ZERO HUNGER. https://data.unicef.org/sdgs/goal-2-zero-hunger/）  
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図 5-2. 15〜49 歳の⼥性(妊婦)の貧⾎の割合（％） 2019 年 
Proportion of women aged 15-49 years with anaemia, pregnant (%) 

 
図 5-3.  15〜49 歳の⼥性(⾮妊婦)の貧⾎の割合（％） 2019 年 

Proportion of women aged 15-49 years with anaemia, non-pregnant (%) 

 
（Among G7 + Republic of Korea with available data. 
Source: LEVELS AND TRENDS IN CHILD MALNUTRITION. UNICEF / WHO / World Bank Group 
Joint Child Malnutrition Estimates Key findings of the 2020 edition.  
UNICEF. GOAL 2: ZERO HUNGER. https://data.unicef.org/sdgs/goal-2-zero-hunger/）  
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図５．The Eat Well Guide（イートウェルガイド）：英国⾷品基準庁（FSA）

 
https://www.food.gov.uk/business-guidance/the-eatwell-guide-and-resources 
 
図 6．栄養プロファイリングシステムと世界の栄養表⽰制度 

 
（農林⽔産省：「⾷品の栄養問題への対応」引⽤） 
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/fund/attach/pdf/esg_zinken_sagyoubukai-11.pdf 
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Appendix 2. 
EU（European Commission: Public Health）の栄養と⾝体活動に関する主要⽂書 

Date ⽂書/決議、他 
1-Jul-00 ユーロダイエット・コア レポート(Eurodiet Core report) 
1-Oct-02 欧州における栄養分野での欧州委員会の活動に関する現状報告 
3-Jun-05 肥満、栄養、⾝体活動に関する理事会結論 
8-Dec-05 欧州委員会グリーンペーパー：「健康的な⾷事と⾝体活動の促進：過体重、

肥満、慢性疾患の予防のための欧州的次元」。 
30-May-07 ⽩書 "栄養、過体重、肥満関連の健康問題に関する欧州戦略 "のために作成

されたインパクト評価の概要 
30-May-07 欧州委員会から欧州議会、理事会、欧州経済社会委員会、地域委員会に対す

る⽩書： 欧州連合（EU）のための戦略 
30-May-07 ⽩書 "栄養、過体重、肥満関連の健康問題に関する欧州戦略 "のために作成

した影響評価書 
31-May-07 栄養と⾝体活動の⼿段による健康増進に関する理事会結論 
6-Dec-07 栄養、過体重および肥満関連問題に関する欧州の戦略に関する欧州委員会

⽩書に対する理事会結論 
1-Jan-08 各国の塩に関する取り組み（salt initiative)に対する EU の枠組み 
6-Feb-08 欧州委員会からのコミュニケーション COM (2007) 279 最終版 
25-Sep-08 栄養、過体重および肥満に関連する健康問題に関する⽩書に関する 2008 年

9 ⽉ 25 ⽇の欧州議会決議 
10-Oct-08 EU ⾝体活動ガイドライン 
8-Dec-10 栄養、過体重、肥満関連の健康問題に関する欧州戦略の実施進捗報告書 
1-Feb-11 特定栄養素(selected nutrients)に関する国内イニシアティブのための EU フ

レームワーク 
12-Jun-12 飽和脂肪 - 選択された栄養素に関する国家的イニシアチブのための EU の

フレームワーク 
7-Dec-12 EU 減塩フレームワークの実施状況 加盟国調査結果 
29-Apr-13 栄養、過体重、肥満関連の健康問題に関する欧州戦略の実施評価-最終報告

書 
25-Nov-13 セクターを超えた健康増進型⾝体活動の推進に関する審議会勧告 
1-Feb-14 栄養、⾝体活動、肥満に関する EC/WHO の国別プロファイル 
24-Feb-14 ⼩児肥満に関する EU アクションプラン 2014-2020 
14-Jun-14 EU のスポーツに関する作業計画（2014 年〜2017 年） 
8-Jul-14 栄養と⾝体活動に関する理事会結論 
28-Sep-15 ⾝体活動に関する EC/WHO の国別プロファイル 
25-Nov-15 ⼦どもの運動能⼒、⾝体活動、スポーツ活動の促進に関する理事会結論 
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15-Dec-15 添加糖の付属書 - 選択された栄養素に関する国家的イニシアチブのため
の EU のフレームワーク 

22-Feb-16 オランダ EU 議⻑国： ⾷品改良に関する⾏動のためのロードマップ 
17-Jun-16 ⾷品の改良に関する理事会結論 
20-Sep-16 スロバキアの EU 議⻑国： ⾷品改質における加盟国のベストプラクティス 
22-Feb-17 健康のための⾷品の公共調達-学校現場での技術レポート 
16-Jun-17 ⼩児肥満に関する理事会結論 
25-Sep-17 健康的なライフスタイルを求めるタルトゥの呼びかけ： 健康的なライフス

タイルを促進するための共同⾏動 
24-Jan-18 栄養と⾝体活動に関するハイレベルグループによる、学校給⾷の果物・野

菜・⽜乳スキームにおける添加糖の存在に関する意⾒書 
22-May-18 HLG メンバーから EU プラットフォームメンバーへの⾷品リフォーミュレ

ーションに関する呼びかけ 
22-Jun-18 ⼦どもの健康な栄養に関する理事会結論：欧州の健康な未来 
5-Dec-18 ⼩児肥満に関する EU アクションプランの中間評価を⽀援する 

以降は keydocument なし。以下、News announcement 
17-Feb-20 ニュース発表: 

2020 年 3 ⽉ 16 ⽇までにフィードバックを提供する - 欧州グリーンディー
ルの重要な要素である持続可能な⾷料システムのための戦略（'From Farm 
to Fork' Strategy）のためのロードマップ " 

11-Sep-20 Health-EU ニュースレター： 学校は違っても、⼦どもたちに健康的なスタ
ートをさせるという EU のコミットメントは同じである。 

14-Mar-22 発表と記録 - HPP ウェビナー： ENHA が主導する統合栄養がん医療
（Integrated Nutrition Cancer Care）に関するテーマ別ネットワーク（2022
年 3 ⽉ 9 ⽇）。 

7-Mar-22 HPP ウェビナー - 統合栄養がん医療に関するワークショップ（2022 年 3
⽉ 9 ⽇、11.00-12.30 CET) 

 
(出典：EU Nutrition and physical activity - Key documents 
https://health.ec.europa.eu/nutrition-and-physical-activity/key-
documents_en?f%5B0%5D=topic_topic%3A75&f%5B1%5D=topic_topic%3A76&f%5B2
%5D=topic_topic%3A105） 
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令和４年度厚生労働科学研究費補助金

（地球規模保健課題解決推進のための行政施策に関する研究事業）

分担研究報告書

アジアの栄養改善を担う人材の教育、養成と栄養士制度の確立の支援を目的に

した社会的実装研究 

研究分担者 中村 丁次 （神奈川県立保健福祉大学 保健福祉学部）

研究要旨 

日本栄養士会は、「東京栄養サミット 2021」において、アジアを中心に持続可能な栄

養改善を進めるべき人材養成の支援をコミットメントし、そのための実装研究の準備を

行った。ベトナム、ラオス、インドネシア、タイ等のステイクホルダーとシンポジュー

ム、会議、研修会を行い、下記のことが明らかになった。日本の支援により、ベトナム

では管理栄養士養成課程を有する大学が 9 校に拡大し、職業コードの設置、病院への配

置基準の策定、ベトナム栄養士会の設立まで発展した。しかし、国家資格の導入、関係

施設への配置義務、栄養専門医や看護師との役割分担、学校給食や行政への未配置、職

能団体の運営等の課題が存在していることが明らかになった。その他の国に関しては、

現状把握と今後の方向性を検討した。

Ａ．研究目的

アジアを中心に持続可能な栄養改善を進

めるべき人材養成を支援するとともに、そ

の効果的方法を明らかにする。

Ｂ．方法

2022 年 10 月 12 日 
「ラオス栄養改善に向けたラオ日シンポ

ジューム」をラオスのスポーツ省副大臣、保

健省副大臣、国立保健科学大臣、栄養センタ

ー長等とオンライン会議を実施し、現状の

問題点や今後の進め方を検討した。

2022 年 12 月 6 日 
日本の学校給食を学ぶ目的で来日したイ

ンドネシア視察団に対し、横須賀市学校給

食センター及び神奈川県立保健福祉大学に

おいて学校給食の設備、運営、栄養教諭の業

務、さらに管理栄養士の教育・養成、設備等

の見学・研修会を実施した。海外支援の中止

による給食の消滅、栄養士の未配置、給食費

の未収金等の課題が明らかになり、次年度、

インドネシアで調査を実施することを決定

した。

2022 年 12 月 8 日 
ベトナム栄養士会の調査団が来日し、日

本栄養士会において、職能団体としての栄

養士会の在り方、栄養指導と保健教育、管理

栄養士養成校の教育に関する質的保証等の

相談を受け、日本の経験を基に解決方法を

指導した。

2022 年 12 月 20 日 
ラオスのおける栄養改善を支援するため

に、ラオス保健科学大学マイフォン副学長

等とオンライン会議を実施した。日本の栄

養政策や専門職養成の意義や方法に関する

意見交換をした。2023 年 5 月の前半に日本

から調査団を派遣することで合意した。

2023 年 1 月 23 日 
タイの Mahidol 大学栄養研究所主催：

「Special Seminar on Sensory Science for 
Nutrition」において、「Healthful diet for 
longevity: What, why and how」を講演し、

栄養人材の養成の必要性、栄養改善の方法、

日本のアジア貢献等を議論し、今後、タイ栄

養士会と Mahidol 大学栄養研究所と定期的
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なセミナーを実施することを検討した。 
 

Ｃ．結果 

アジアの栄養関係者と意見を交換する中

で、下記の課題が存在する事が明らかにな

った。 
１）ベトナムでは、教育養成校が徐々に増

大し、管理栄養士が確実に誕生しつつ

あるが問題点や課題も生まれつつある。 
問題点と課題 
① 管理栄養士の国家資格制度が実施さ

れていない。 
② 病院や学校で管理栄養士の配置の義

務化が進んでいない。 
③ 医師でありながら一定の栄養学を学

び栄養指導を実施している栄養医や 
看護師との役割分担が不明確である。 

④ 管理栄養士の社会的認識・評価が低

い。 
⑤ ベトナム栄養士会を運営している役

員が全て栄養医であり、栄養士の職

能職団になっていない。 
⑥ ハノイ医科大学以降に設立されてい

る管理栄養士養成校の教育の質的保 
証が不十分である。 

２）ラオスでは、2023 年 5 月 7 日-11 日

に、日本栄養士会、神奈川県立保健福祉

大学、KODAMA 国際教育財団による

調査団を派遣して、ラオス国の教育省、

保健省にて講演会、会議を開催し、情報

交換と今後の支援の方法を議論するこ

とになった。 
３）インドネシアでは、学校給食の継続が

困難になっていることから、2023 年 9
月、インドネシアの学校において、特に

運営方法を中心に調査を行うこととし

た。 
 ４）タイ、カンボジア等においては、今後、

現状把握を進める。 

 

D. 考察 

それぞれの国に持続可能な栄養改善を定

着させるには、栄養の専門職の養成が重要

である。その為には人材養成のための教育・

養成制度を創設すると同時に、新たな専門

職業人としてその国に受け入れられるべき

体制づくりが必要になる。つまり、教育、養

成としての学問的議論と同時に、政策決定

を行う行政、保健・医療・福祉関係者、他職

種、さらに産業・経済界への働きかけも必要

になる。つまり、それぞれの国に多様な個別

案件が出現し、発生した時点で理想的な目

標と実行可能性を検討しながら進めていく

ことが必要であることが解った。 

 

Ｅ．結論 

 それぞれの国のステイクホルダーや関係

者とコミュニケーションを重ね、実行可能

性を探りながら、「東京栄養サミット」のコ

ミットメントである栄養改善の専門職養成

を支援することを目指すべきだとの結論に

至った。 

Ｆ．健康危機情報 
 なし 
 
Ｇ．研究発表 
1．論文発表 
なし 
 
2．学会発表 
１ ） Teiji Nakamura: What "Japan 
Nutrition" has achieved and how can it 
contribute globally,22nd IUNS-
International Congress of Nutrition(22nd 
IUNS-ICN) Symposium.Tokyo 
 

Ｈ． 知的財産権の出願・登録状況 
 なし 
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令和 ５年 ３月３１日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                                         
                              機関名 国立保健医療科学院 

 
                      所属研究機関長 職 名 院長 
                                                                                      
                              氏 名 曽根 智史       
 

   次の職員の令和 4 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名 地球規模保健課題解決推進のための行政施策に関する研究事業                                          

２．研究課題名 栄養に関する世界的な潮流及び主要国における栄養関連施策の分析と課題抽出のための研

究（22BA1002）                                          

３．研究者名  （所属部署・職名）生涯健康研究部・主任研究官                                  

    （氏名・フリガナ）和田 安代・ワダ ヤスヨ                                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和 ５年 ３月３１日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                                         
                              機関名 国立保健医療科学院 

 
                      所属研究機関長 職 名 院長 
                                                                                      
                              氏 名 曽根 智史       
 

   次の職員の令和 4 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名 地球規模保健課題解決推進のための行政施策に関する研究事業                                          

２．研究課題名 栄養に関する世界的な潮流及び主要国における栄養関連施策の分析と課題抽出のための研

究（22BA1002）                                          

３．研究者名  （所属部署・職名）国際協力研究部・上席主任研究官                                  

    （氏名・フリガナ）児玉 知子・コダマ トモコ                                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和５年 ４月 １日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                                         
                              機関名 お茶の水女子大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名 佐々木 泰子          

   次の職員の令和 4 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名 令和４年度 厚生労働科学研究費補助金                                          

（地球規模保健課題解決推進のための行政施策に関する研究事業)                    

２．研究課題名 「栄養に関する世界的な潮流及び主要国における栄養関連施策の分析と課題抽出のための 

研究」                                                                     

３．研究者名  （所属部署・職名） 基幹研究院・教授                                

    （氏名・フリガナ） 須藤 紀子・スドウ ノリコ                                 

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ☑ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ☑ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ☑ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   □ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ☑   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ☑ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ☑ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ☑ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ☑（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和５年５月９日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                                         
                              機関名 神奈川県立保健福祉大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名  村上 明美         

   次の職員の令和４年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名 令和４年度 厚生労働科学研究費補助金                                          

（地球規模保健課題解決推進のための行政施策に関する研究事業)                    

２．研究課題名 「栄養に関する世界的な潮流及び主要国における栄養関連施策の分析と課題抽出のための 

研究」                                                                     

３．研究者名  （所属部署・職名） 神奈川県立保健福祉大学 名誉学長・客員研究員          

    （氏名・フリガナ） 中村 丁次  ナカムラ テイジ                 

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 





厚生労働大臣　　殿

機関名

所属研究機関長　職　名

氏　名

 次の職員の令和４年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。

１．研究事業名

２．研究課題名

３．研究者名 （所属部局・職名）

（氏名・フリガナ）　　

４．倫理審査の状況

（※1） 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェックし

一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2） 未審査に場合は、その理由を記載すること。

（※3） 廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

６．利益相反の管理

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

 当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無  有 ■　無 □（無の場合はその理由　：　　　　　　　　　　　　　）

 当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無  有 □　無 ■（有の場合はその内容　：　　　　　　　　　　　　　）

 研究倫理教育の受講状況  受講 ■　未受講 □

 当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定  有 ■　無 □（無の場合はその理由　：　　　　　　　　　　　　　）

 当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無  有 ■　無 □（無の場合は委託先機関：　　　　　　　　　　　　　）

 その他、該当する倫理指針があれば記入すること


 （指針の名称：　　　　　　　　　　　　　　　）
□ ■ □   □

 厚生労働省の所管する実施機関における動物実験


 等の実施に関する基本指針
□ ■ □   □

 遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □   □

 人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針

（※3）
□ ■ □   □

衛生学公衆衛生学講座 ・ 准教授

坂元　晴香 ・ サカモト　ハルカ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入　（※1）

有 無 審査済み 　　　審査した機関 未審査(※2)

令和 5 年 3 月 10 日 

東京女子医科大学

学長

地球規模保健課題解決推進のための行政施策に関する研究事業

栄養に関する世界的な潮流及び主要国における栄養関連施策の分析と課題抽出のための研究

丸　義朗




